


はじめに

平成３年７月，大学設置基準の大幅な改訂が行われたが，この改訂の柱となるも

のは，いわゆる同基準の「大綱化」であった。これを受けて各大学では教養教育の

改革が進められている。これまで教養部が設置されていた大学の中で，すでに教養

部を廃止あるいは改組したところもかなりの数に上り，その他の大学でも，ほとん

どが廃止または改組を検討中もしくは計画中である。また，この段階にまでは至っ

ていない大学でも，少なくとも教養教育におけるカリキュラム編成や実施体制に関

わる改革は，急速に進行しつつある。

本特別委員会は，平成６年６月に開催された国立大学協会第94回総会の了承のも

とに，教養教育の現状調査を計画・実施した。すなわち，調査期間を平成６年７月

７日～８月19日に設定し，各大学宛に７月７日付で協力依頼の文書を発送した。そ

の結果，全国95国立大学の全てから回答と関係資料が寄せられたので，直ちに取り

まとめの作業に着手した。この回答及び資料は量的にも膨大で，内容も複雑を極め，

作業に当たった石黒満，小林啓二，立田清朗，夏目隆，福田泰二各専門委員を初め

とする全委員が経験した困難は予想をはるかに越えるものであったが，ようやくこ

こに「教養教育の改善に関する調査報告書ｊとして刊行する運びとなった。当然，

拙速との批判も有り得ることは承知の上で，本委員会が敢えて取りまとめの作業を

急いだのは，すでに各大学で本格的な教養教育改革が始まり，日々進行中であるこ

とを考えれば，この報告書を，調査に協力して頂いた個々の大学を初め関係各方面

で，何かの形で役立てて頂くことを期待する者として，時間を費やして得た完壁な

分析結果よりも，まずデータの鮮度こそが重要であると判断したからである。

本報告書は，平成６年夏現在での改革状況の，いわば「現地報告」を，取り急い

で，まとめたものである。従って，各大学から寄せられた回答を原文のまま掲載し

た「第２章資料編」が，本報告書の基本部分である。ただし，アンケート項目のう

】



ち,｢設問２(1)教養教育の区分，授業科目及び必修単位数｣に関してだけは，大規模

大学ではこれに対する回答量が膨大で，数十枚に及ぶこと，また資料を添付して回

答に代えられた大学もあったこと等から，その全部の掲載には長期間の整理を必要

とするとの理由で，止むを得ず割愛させて頂いた。第１章は，この現地報告のうち，

特に教養教育の理念と実施体制，カリキュラム編成の現状，カリキュラムの具体的

な改善状況に焦点を当てて，それらについての概観を得ようとしたものである。こ

の概観が的を得たものであるか否かは，諸賢の御批判を仰ぐほかない。

各大学での改革が向かっているのは，現時点での流れを全体として大きくとらえ

れば，カリキュラム編成と教育実施体制の双方を含めて，「一貫教育｣の方向である

といってよい。その中で，履修単位数だけを見る限り，教養教育は量的には減少の

方向にあるとの印象を受けるが，集まった回答からは，各大学が，教養教育全体に

ついて，自らの大学にふさわしい在り方を真剣に模索している様が読み取れ，単位

数減少の承をとらえて教養教育軽視と受け止めるには,やや時期尚早かと思われる。

新しい世紀にふさわしい教養教育確立に向けての模索は始まったばかりである。模

索の結果は，最終的に全ての大学での共通点に収束するのか，あるいは各大学が自

らに最も適した，望ましいあり方を探り当てて，個点に多様な教養教育を展開する

ことになるのか，予測すべくもないが，本報告書が模索の過程で多少とも参考にな

る資料を提供し得るとすれば，調査に当たった本委員会としては幸せである。

最後に，各大学から，御多忙にもかかわらず調査に御協力頂いたことに対し，心

から感謝の意を表したい。

教養教育に関する特別委員会

委員長坪井昭三
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第１章アンケート結果の概要



今回の「教養教育の改善状況に関するアンケートについて」は，全国95国立大学に依頼した結

果，全校から回答が寄せられた。ここでは整理の都合上，国立大学をグルーピングした。その際

に，従来は「総合大学」「単科大学」の呼称が使われてきたが，いわゆる「単科大学」の中には，

さまざまに異なった性格の大学が含まれており，また複数の学部を有する大学，さらに教養部を

有する大学もあるので，今回は，誤解を避けるため，次のようにグルーピングを行った。すなわ

ち，「総合大学」は従来どおりとし，従来の「単科大学」を細分化して５グループに分けた。グル

ーピングの内容（外延）それ自体は従来の「総合大学」「単科大学」の場合と変わっていない。

総合大学（49校）

教育系大学（１１校）

文系大学（６校）

理系大学（15校）

医系大学（13校）

その他の大学（1校）

教養教育の改善について，(1)平成６年４月までに実施済の大学，(2)平成７年４月実施予定の大

学，(3)検討中の大学に分けてまとめると以下のとおりであった。なお，分校・学部・学科の別あ

るいはカリキュラムの改善か組織の改善かの別により重複する大学もある。

(1)実施済の大学（70校）

総合大学（40校）

岩手，東北，秋田，山形，筑波，宇都宮，群馬，埼玉，千葉，東京，お茶の水，横浜国

立，新潟，山梨，信州，富山，福井，岐阜，静岡名古屋，滋賀(経済学部)，京都，大

阪，神戸，奈良女子，和歌山，鳥取，島根，広島，徳島，香川(－部実施)，愛媛，高知，

九州，佐賀，長崎，熊本，大分，宮崎，琉球

教育系大学（７校）

北海道教育，宮城教育，京都教育，大阪教育，兵庫教育，鳴門教育，福岡教育

文系大学，（３校）

図書館情報，東京芸術（美術学部)，大阪外語

理系大学（12校）

室蘭工業，帯広畜産，北見工業，東京農工（カリキュラム)，東京商船（カリキュラム)，

電気通信，長岡技科，名古屋工業，豊橋技科，京都工繊(カリキュラム)，神戸商船，九

州工業

医系大学（８校）

旭川医科，東京医歯，山梨医科，富山医薬(医学部看護学科，薬学部)，香川医科，高知

医科，佐賀医科，宮崎医科

(2)平成７年４月に実施予定の大学（１６校）

，



総合大学（９校）

北海道，弘前，福島，三重，滋賀（教育学部)，岡山，山口（カリキュラム)，香川，愛

媛（組織）

教育系大学（２校）

東京学芸，奈良教育

文系大学（０校）

理系大学（２校）

東京工業，東京商船（組織）

医系大学（３校）

富山医薬（医学部)，浜松医科，島根医科

(3)検討中の大学（20校）

総合大学（６校）

秋田（組織)，茨城，金沢，山口（組織)，鹿児島，琉球（組織）

教育系大学（２校）

上越教育，愛知教育

文系大学（４校）

小樽商科，東京外語，東京芸術（音楽学部)，一橋

理系大学（４校）

東京農工（組織)，東京水産，京都工繊（組織)，九州芸工

医系大学（３校）

福井医科，滋賀医科，大分医科

その他の大学（１校）

鹿屋体育

アンケートの回答中，「設問３教官（専任講師以上）及び学生の現状｣，「設問４(3)教養教育

の改善結果の評価について」及び｢設問５自由意見」の３項目については，あえてまとめる必要

はないと判断し，資料編に各大学の回答を原文のまま掲載し，参考にすることで省略させていた

だいた。また，「設問２（１）教養教育の現状について｣の回答の中で，各大学から日本語及び日本

事情科目の区分，科目及び必修単位数も記入していただいたが，この項目についても，留学生の

みに関する科目なので，整理の対象から除外し，省略させていただいた。

なお，アンケートの調査様式（全設問項目）を「第２章資料編」の冒頭に掲載した。
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１教養教育の理念と実施体制

1.1教養教育の理念

設問１教養教育の理念と実施体制(1)教養教育の理念をどのように考えていますか。

以下のＡ－Ｇの７項目について集計した。なお，回答内容が「同等」であるか否かは，厳密に

言えば解釈を含み客観的な基準はないが，できる限り回答の文面を尊重した。同一大学が複数の

項目に該当することもあり，大学数は重複して集計している。

Ａ「幅広く深い教養，総合的判断力，豊かな人間性」（あるいは同等）

Ｂ「幅広く深い教養，総合的判断力」（あるいは同等）

Ｃ特に「一貫教育」（あるいは同等）に言及

，専門教育の基礎・周辺を含める

Ｅ「専門に偏らない」「多様な学問に触れる」（あるいは同等）

Ｆ「教師としての資質の向上」「グローバルな視野に立った技術者」「医療従事者に

ふさわしい人間科学教育」など，具体的な職業人養成を前提

Ｇその他のキーワードを使用

表１大学の種類別にみた教養教育の理念

その他のキーワードとしては，次のものがある。

「主体性」あるいは「批判力」

「主体的な人格」「自主的に考える」「自ら考え判断する」「自立的な判断力」「批判

力を備えた主体」「批判的精神」など

１１

総合

(49）

教育系理系文系医系その他

(11）（15）（６）（13）（１）

小計

(46）

合計

(95）

Ａ
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Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

４
５
２

２
１
１

８
５１

０
８２

1２０３０

５５１００

３１３２０

１４１９０
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４８２９０

９１１４１１０
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「創造性」「表現能力」など

「創造性に溢れた人材」「創造的な知性」「創造力の育成」「自己を表現する能力」「問

題解決型・発信型の人間性」など

「柔軟性」「国際性」

「柔軟な知的能力」「柔軟な判断力｣｢社会の激しい変化に柔軟に対応できる教養｣｢価

値の多様性に柔軟に対応できる国際的視野｣｢国際化への対応」「国際的感覚」など

「倫理」あるいは「道徳」

「高度の倫理感」「道徳的能力」「価値判断・道徳判断」「共生社会の倫理感」「社会

的使命感」「医の倫理」「生命倫理」など

「人間性酒養」「人間形成」など

「豊かな人間性を酒養」「人間性の向上」「全人教育」「知性･情操･身体の各面での

教育を通じて人間形成」「人間性豊かな医師」など

「市民」など

「市民としての素養」「高度の市民性」「世界市民を育てる自由教育」「社会の中堅」

「さまざまな分野で指導的役割を果たす」「指導者を養成」など

「学問」「リベラル・アーツ」など

「学問領域の多様性と位置づけ」「知の全体像」「学問の構造と方法論」「学問の基礎

となる能力」「知識の蓄積ではなく知恵一思考や学理の獲得」「リベラル・アーツ」

「LiberalArtsandSciences」など

「不断に学ぶ能力」など

「不断に学ぶ能力」「学習を継続する習慣」「生涯教育」など

「イニシエーション」など

「大学教育のイニシエーショソ」「入学後の初期段階での心構え」「専門教育への導

入・転換」「高校教育と専門教育との橋渡し」など

そのほか，「教養教育の理念を強調せず，学科それぞれに教育理念を具体化｣とした大学，理念

を「検討中」とした大学がある。
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1.2教養教育の実施体制・組織

以下の設問に不備があったことは明らかで，多様な解釈にもとづく回答が寄せられることにな

った。

大綱化に伴う教養教育の改善状況（履修基準の改定を含むカリキュラム改革及び教養教

育責任部局の改組）□実施済（年月から）□実施予定(７年４月から）□検討中

カリキュラム改革と責任部局の改組を区別して記入した回答があるほか，設問ｌ(2)では責任部

局の改組を計画・検討中であるとしながらここでは「実施済み」とした回答がある一方，同様に

設問ｌ(2)でカリキュラム改革が一段落したとしながらここでは「検討中」とした回答がある。

設問１教養教育の理念と実施体制(2)教養教育の実施体制について①現在の教養教育

の実施体制・組織等について記入願います。

委員会等の組織図を示した回答と，担当教官の所属学部・学科等を示した回答がある。また現

行の実施体制・組織のほかに，実施体制・組織の改善が実施済みの大学では，改正の要点を記入

した回答が多い。実施体制・組織の改善を予定・計面・検討中の大学では，その内容を記入した

回答も多い。

設問１教養教育の理念と実施体制(2)教養教育の実施体制について②教養教育の責任

体制

多くが前設問の回答と重複している。さらに｢責任部局｣の語に解釈の相違(大学名／学部名／

委員会名／役職名／個人名）がある。

設問４教養教育の改善について(1)実施体制･組織等を改善した場合は，改正の要点を

記入してください。

実施体制・組織の改善だけに限定した回答と，カリキュラム改革をも含めた回答がある。設問

１(2)と重複した回答，実施体制・組織の改善を「計画中」あるいは「検討中」と答えた回答，さ

らには「実施体制・組織等の改善は不要」とした回答もある。
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これらの回答を設問ごとに集計しても無意味であることから，全体としてひとつの設問として

扱い，特に実施体制・組織の改善に焦点を当てて，改善の実施状況，改善の全体的な趨勢・傾向

を抽出するに止めた。集計に際しては，回答の文面に明記されていない場合でも，文脈から容易

に判断できるものについては推定値を使った。なお，以下の集計に際して，京都工繊と北海道教

育は，各学部，各学校が独自の教育方針によって教育課程を編成していること，アンケートの回

答も各学部，各学校が別個に作成している点を尊重し，それぞれ２大学，５大学として扱ってい

る。

1.2.1実施体制・組織の改革の進行状況

改革の進行状況を概観するため，次のＡ－Ｄの４項目に分類して集計した。

Ａ改革済み

Ｂ平成７年度予定（概算要求中を含む）

Ｃ計画中あるいは検討中

，改革不要

表２大学の種類別にみた実施体制・組織の改革の実施状況

(註）京都工繊は２大学，北海道教育は５大学として集計

1.2.2実施体制・組織の改革の方向

現時点で改革の向かっている方向を概観するため,改革の出発点と到達点について,実施体制・

組織を次のＡ－Ｆまたはａ－ｆの６項目に分類して集計した。

総合大学

Ａ教養教育担当専任部局（教養部）が実施

Ｂ全学的委員会十教養教育担当専任部局（教養部)＋協力

Ｃ一部学部が実施

，全学的委員会十一部学部十協力

Ｅ全学的委員会十全学部（全学出動体制）

１４

総合

(49）

教育系理系文系医系その他

(11）（15）（６）（13）（１）

小計

(46）

合計

(95）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

2２

５

1４

８

１３１

1４

｡ ３３

1３４２１０１

５
５
１
０

１
３

７
０
５
８

２
１
２
３



Ｆ回答からは明らかでない

教育系・理系・文系・医系・その他の大学

ａ教養教育担当専任組織が実施

ｂ全学委員会十教養教育専任組織十協力

ｃ一部学科・教室などが実施

．全学的委員会十一部学科・教室など＋協力

ｅ全学的委員会十全学科・教室など（全学出動体制）

ｆ回答からは明らかでない

表3～６実施体制・組織の改革の方向

表３実施済・変更なしの総合大学 表４予定・計画・検討中の総合大学

（註）Ａ→Ｆ８大学のうち４大学が教養部の改

組あるいは廃止を検討中

表６予定･計画･検討中の総合大学以外の大学

(註）括弧は「変更なし」

表５実施済・変更なしの総合大学以外の大学

(註）括孤は「変更なし」

(註）北海道教育を５大学として集計

(註）京都工繊を２大学として集計

(註）教養部を有する２大学(一橋，東京医歯）

については，教養部を｢教養教育担当専任

組織（学科・教室など)」に含めた

「大綱化」に伴う改革が着実に進行していることがわかる。また，現時点で改革の進んでいる

方向が，教養教育を（そしてそれだけを）担当する教官の独立した組織から，いわゆる「全学出

動方式」に向かう方向であることがわかる。上の表では，「回答からは明らかでない｣大学を除け

ば，各大学が対角線上あるいは対角線の右上に集中している。実施体制・組織をＡ→Ｂ→Ｃ→，

I,
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→Ｅあるいはａ→ｂ→ｃ→ｄ→ｅの直線上にプロットすれば，傾向は一目瞭然だろう。直線上を

左から右に移行した大学，あるいは移行を予定・計画・検討している大学は多いが，その逆は皆

無である。

改革の向かう方向は，改革が「不要」であるとした回答，ただ「検討中」とだけ答えた回答の

中にも，次のように明瞭に示されている。

「開学以来，専門と教養教育に２分せず，学群・学類組織により教養教育を担当してい

る」

「全学協力体制で全教官が担当するシステムは不変」

「開学当初から教養教育のためだけの独自の実施体制・組織はない」

「(従来から一般教育担当教官が学部ごとに分属されており)全学的にこれらを一本化す

ることは教養部設置につながり，時代の要請と逆行する」

「教養部があるので一貫教育は実行できない」

実施体制・組織の改革により，多くの大学で，４（６）年間の教育課程全体を決定する主体が，

教養教育の部分を含めて，完全に学部・学科の側へ移動している。これは教養部の改組を行った

総合大学では特に明瞭で，１５大学中すべてが，実施体制の組織図の中にそれを示しているほか，

６大学までが教育課程決定主体の移動に言及している。（予定・計画・検討中の総合大学と理系・

文系・教育系・医系・その他の大学では，回答の文面だけでは容易に判断できない場合が多い｡）

また，実施体制・組織の改革が「不要」であるとしながら，教育課程決定主体が各学部教授会に

あることを「明確にした」大学もある。

「大綱化に伴って，一貫教育責任主体は各学部教授会であり，一般教育等運営委員会は

一貫教育の中の教養教育を実施する責任主体であることを明確にした」

４（６）年間の教育課程全体を決定する主体が，学部･学科の側に移動する結果，教養教育は，

多くの大学で，各学部・学科に共通の「共通部分」という位置付けになり，その共通部分を円滑

に実施するために，全学的な委員会を設置している。全学的な委員会が，教養教育の需要と供給

を調整するための単なる調整機関に止まる大学と，教養教育の全学的な基準を設けるなど積極的

に教育課程に関与する大学がある。しかしこの点については回答の文面からは容易に判断できな

い場合が多い。
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２教養教育の現状

2.1総合大学

2.1.1教養教育の区分，科目

設問２教養教育の現状について(1)教養教育の区分，授業科目及び必修単位数

(1)広義の教養教育について

総合大学49校のうち，大学設置基準の改正（平成３年７月・文部省令第24号）のあと，広義の

一般教育について，専門教育との区分を新名称によって改正した大学は31大学にのぼる。これに

対し調査時点で，旧区分を守っている大学は５大学，教養部・教養課程の授業科目として明示し

た大学が７大学,広義の教養教育について区分名称を特に明示しない大学が６大学となっている。

それらの詳細は科目別には表７に，各大学別には表８に整理されている。付表７のＡ，Ｂ，Ｃ，

…は科目区分，科目名をその共通する特徴によって大略，分類したものである。そこでは個々の

授業科目名は登場しない。

ａ改正前の一般教育（広義）の堅持

改正後，従来の「一般教育」（広義）の区分を守っている大学は次の５大学である。うち，教養

部のある大学は鳥取，熊本である。

「一般教育」（熊本）

「一般教育等」（福島）

「一般教育科目」（福井，鳥取）

「一般教育科目等」（三重）

｢教養部」あるいは「教養課程」の明示

「教養部の授業科目」（北海道，山形，宇都宮，埼玉，愛媛）

「教養課程開設科目」（岩手）

「教養課程の教育」（山口）

ｂ
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ｃ広義の一般教育の名称変更

改正後，一般教育（広）の区分名を変更した大学は31大学にのぼる。新区分名称の特徴は表７

のＡ，Ｂに示されているように「全学」「共通」「教養」である。その他としては「基礎」「普遍」

｢基幹」「コア｣があげられる。こうしたキーワード別に新区分名称を次に列記するが，そこで｢教

養」は12大学，「全学」は10大学，「共通」は４大学，「基礎」は２大学となっている。

このなかには教養部を廃止した東北，群馬，千葉，新潟，富山，名古屋，京都，大阪，神戸，

広島，徳島，九州の12大学が含まれている。

なお，表８の大学別の科目区分に示されるように，特に広義の教養教育に対する区分名称のな

広島，徳島，；

なお，表８’

し､大学として， 東京，滋賀，和歌山，島根，岡山，鹿児島の６大学があげられる。

｢教養」：「教養教育科目」（群馬，横浜国立，香川，宮崎）

「教養科目」（弘前，新潟，岐阜，大分）

「教養教育」（富山）

「教養系科目」（茨城）

「教養的科目」（金沢）

「教養的教育に関する科目」（広島）

｢全学」：「全学教育科目」（東北，佐賀）

「全学教育開設科目」（長崎）

「全学共通科目」（名古屋，京都，奈良女子）

「全学共通教育科目」（九州，大阪）

「全学共通授業科目」（神戸）

「全学共通教育」（徳島）

｢共通」：「共通教育」（高知）

「共通教育等科目」（琉球）

「共通科目」（山梨，静岡）

｢基礎」：「基礎科目」（筑波）

「総合基礎教育」（秋田）

｢普遍」：「普遍教育科目」（千葉）

｢基幹」：「基幹科目」（信州）

「コア」：「コア科目」（お茶の水）

(2)狭義の教養教育について

ａ改正前の「一般教育」（狭義）の堅持

表８に示されているように，現状において，改正前の狭義の「

は次の９大学である。そのうち教養部の存続しているのは北海道，

｢一般教育」を堅持している大学

皇，弘前，山形，岡山，山口の５
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大学である。

「一般教育科目，外国語科目，保健体育科目」（北海道，岩手，山形，福島，三重）

「一般教育科目，外国語科目，保健体育科目，基礎教育科目」（北海道〈医，歯>，弘前

〈医>，滋賀〈教育>，岡山く医，歯>，山口〈医，工>）

ｂ狭義の一般教育科目の名称変更

ここでの新科目名称の特徴は表７のＢ，Ｃ，Ｄにゑられるように｢教養」「基礎」「総合」「主題」

である。狭義の一般教育科目名がこれらの科目名に細分化されるが「基礎」を名乗る大学は26大

学，「教養」は26大学，「総合」は11大学，「主題」「テーマ」は５大学である。その他の科目名に

は「広域」「普遍」「転換」等が登場する。キーワード別の新科目名は次のとおりである。

｢基礎」：「基礎科目」（東京，金沢く文，法以外〉，和歌山〈経>，広島<総科〉

「基礎教育科目」（北海道〈医,歯>，弘前〈医>，東北<文，法，経以外>，秋田，

滋賀〈教育>，島根，岡山〈医，歯>，山口〈医，エ>，徳島<総科以外>，

鹿児島<法文，教育以外>）

「共通基礎科目」（茨城，富山，千葉，鳥取，熊本）

「共通基礎教育科目」（愛媛，佐賀）

「基礎講義」（お茶の水）

「基礎科学科目」（九州〈文，教育，法以外>）

「基幹領域」（琉球）

｢教養」：「教養科目」（茨城，信州，富山，奈良女子，和歌山〈経，教育>，鳥取，新潟，

広島〈総科，教育，法>，徳島，香川，高知，熊本）

「教養科目Ａ，Ｂ」（静岡）

「教養科目Ａ，Ｂ，Ｃ」（横浜国立〈Ｃは教育のみ〉）

「教養教育科目」（東北，宇都宮〈選必別>，愛媛，九州，佐賀）

「一般教養科目」（大分）

「共通教育科目」（山梨，島根）

「必修教養科目」（宮崎）

「教養・総合科目」（福井）

「教養原論（人文，社会，自然)」（神戸）

「教養領域」（琉球）

｢総合」：「総合科目」（北海道,群馬,東京,お茶の水,金沢,岐阜,静岡,広島〈総科，法>）

「総合教育科目」（秋田）

「総合・教養科目」（広島<文，学教，経，理，医，エ，生産>）

(ｐ４８に続く）
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表７教養教育に関する授業科目区分

教養教育に関する授業科目区分がどのような名称で行われているか,また,それらの科目区分が各大学の全学的な区分の上でどの階級に分類されてい

るかを示す。Ｉは専門教育科目と同位に並ぶ最上位に分類されるもの，nはその次の階級に置かれるもの，Ⅲ以下はさらに下位に分類されるもの。

町
。
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逹済.教官),｣詩用

咬育．法)．柵R島．香川．居↑知.熊葬｢’
教養科目

教養教育

弘前,新潟,岐阜

大分

富山

７ 茨城,新潟,信州,富山,奈良女子,和歌｜鹿児島

山(経済,教育),鳥取,広島(総合科学，

教育,法),徳島,香jIl,高知,熊本

科目区分 Ｉ IＩ Ⅲ Ⅳ

Ａ 全学教育科目

全学教育開設科目

全学教育Ａ科目群

全学教育Ｂ科目群

全学共通科目

全学共通教育

全学共通教育科目

全学共通授業科目

共通教育系科目

共通教育

共通教育科目

共通教育等科目

共通科目

学部共通科目

普遍教育科目

基幹科目

コア科目

一般教育

一般教育科目

一般教育(科目)等

東北,佐賀

長崎

名古屋,京都,奈

良女子

徳島

九州,大阪

神戸

高知

琉球

山梨,静岡

千葉

信州

お茶の水

熊本

福井,鳥取

福島,三重

長崎

長崎

大阪

鹿児島

筑波,和歌山(教育,経済）

滋賀(経済）

北海道,弘前,岩手,山形,福島,三重,滋

賀(教育),岡山,山口

北海道



教養科目Ａ，Ｂ，Ｃ

教義科目Ａ，教養科目Ｂ

教養系科目

教養的科目

共通教養科目

必修教養科目

教饗基礎科目

教養教育科目

横浜国立(Ｃは教育の糸）

静岡

茨城

金沢

山梨,島根

宮崎

宮崎

群馬,横浜国立，

香川,宮崎

広島

北海道,山形,宇

都宮,埼玉,愛媛

岩手

山口

東北,宇都宮(選択,必修別),愛媛,九

州,佐賀

教養的教育に関する科目

教養部の授業科目

鴎
福井

富山

神戸(文,国際文化発達科学はなし）

神戸(法,経済,経営はなし）

神戸(理,医,工,農はなし）

大分

琉球 川
洲
一
鮴

筑波 東京,金沢(文,法無し),和歌山(経済)，

広島(総合科学く総合>）

総合基礎教育

共通基礎科目

基礎教育科目

秋田

茨城,富山,千葉,鳥取,熊本

北海道(医,歯の承),弘前(医の承),東

北(文，法，経済なし)，秋田，滋賀(教

育),島根,岡山(医･歯の象),山口(医，

工の糸),徳島(総合科学なし),鹿児島

町
田



(法文,教育なし）

愛媛,佐賀

お茶の水

九州(文,教育,法なし）

琉球

群馬,東京,お茶の水,金沢,岐阜,静岡，

広島(総合科学,法）

い
い

；すl1lPiilliliIri
東京(理科の忠）

北海道,弘前,岩手,東北,茨城，

千葉,信州,富山,名古屋,奈良女

子,島根,岡山,山口,愛媛,長崎，

熊本,琉球

筑波

筑波

新潟

総合科目Ａ

総合科目Ｂ

総合科目群

総合教育科目

総合

総合・教養科目

秋田

和歌山(教育),高知

広島(文,学校教育,経済,理,医,エ,生

物生産）

琉球総合領域

総合分野

主題科目

主題別科目

主題別教育科目

主題別授業科目

基本主題科目

テーマ別科目・一般科目

テーマ科目群

テーマ講義

Ａ群（人文・社会科学系

科目）

Ｂ群（自然科学系科目）

Ａ・Ｂ群

Ａ・Ｃ群

徳島

香川,佐賀

茨城

京
岡
阪

東
静
大

熊本

名古屋

金沢

岐阜

東京

京都

京都

京都

京都



、瀞

飲山(経済).鳥印秤馬.磯｜ｉ９，t塊

園ｦ子．静ｌＰＥ賀．長崎．熊本．宮昭

詩(総合科学.文.経済.教育.学散.名

。．徳島.香川・高知.大分.、

到回．罰

■■

地
山

ｌｌＢ．Ｄ群 ｜京都

外国語科目

外国語教育科目

外国語教育科目第１

第２

選択 i蕊IL1鯏蝉Ⅷ

Ｅ 転換教育科目

初期教育科目(選択科目）

分野別科目

広域科目Ｉ

広域科目1１

普遍科目

開放科目

人間教育科目

複合系科目

入門科目

琉大特色科目

特設科目

自由選択

自由選択科目

広域選択

選択教養科目

個別科目

関連科目

言語表現科目

東北

宇都宮

群馬

埼玉

埼玉

千葉

名古屋

大阪

大阪

岩手

福井， 広島(教育<教育>，法，医く総

合薬学>）

九州

宮崎

岐阜

筑波

宇都宮

長崎

琉球

梨

千葉,信州,香川,長崎,熊本

富山



東京,和歌山(教育),島根お茶の水

岐阜

lJi
』
〈

宇都宮

筑波,岐阜

岐阜

鹿児島

鹿児島

京都

熊本

金沢

名古屋,九州

岡静

田
島
島
岡
京
京

秋
福
福
静
東
東

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

iii祷了健康科学

健康科学科目

健康科学系科目

健康運動科目

体育



体育学

体育科目

体育実技科目

体育・保健科目

体育健康

保健体育教育科目

保健体育

保健体育（講義）

身体活動科学演習

Ｄ群（保健体育科目）

スポーツ健康

スポーツ・健康科目

スポーツ・健康科学科目

スポーツ・身体運動

牛涯健康とスポーツ

健康スポーツ科目

健康スポーツ科学科目

健康・スポーツ科目

健康・スポーツ科学

健康・スポーツ科学科目

健康・スポーツ教育科目

健康コンディショニング

科目

理論

実技

情報

情報教育科目

情報科学概論

情報科学教育科目

情報関係科目

北海道

埼玉

新潟,広島

鹿児島

鹿児島

東北 愛嬢

和歌山(教育）

新潟

水の

阜
都
茶
知

岐
京
お
高

葉
京
千
束

名古屋

横浜国立,徳島

取
賀
根
本

鳥
佐
島
熊

香川

神戸

九州,大分

大阪

長崎

福島

福島

島根お茶の水

信州(経済なし）

長崎

愛媛

琉球広島(学校教育,法<法学>,理,医,工,生

物生産）

幻
い



茨城(平成６年度なし）

筑波,東京

筑波,東京

千葉,横浜国立,富山,佐賀

新潟

大阪

長崎

北海道,岩手,徳島

山梨

新潟震

池
⑨

熊本

香川

新潟,信州,富山

福島

宇都宮

東京(文科の鍬）

琉球

弘前,秋田,三重,和歌山(教育)，

山口,高知

岡山

鳥取

大分

愛媛

奈良女子

北海道,岩手,徳島

山梨

新潟

人文分野の科目

人文社会

人文

人文系

文化系

社会科学分野

社会科学科目

社会科学科目群

社会科学系

社会科学系列

社会科学系科目

社会科学基礎

社会科目

社会分野

茨城(人文･人文なし）

香川

新潟,信州,富山

福島

宇都宮

東京(文科の承）

琉球

弘前,秋田,三重,和歌山(教育)，



山口,高知

岡山

金沢,大分

愛媛

山形

社会分野の科目

社会

社会系

人間の科学

(健康・スポーツを含む）

自然科学分野

自然科学科目

自然科学科目群

自然科学系

自然科学系列

自然科学系科目

自然の科学

自然科目

自然分野

茨城(人文･社会なし）

北海道,岩手,徳島

山梨

新潟

香川

新潟,信州,富山

福島

宇都宮

山形

琉球

弘前,秋田,三重,和歌山(教育)，

山口,高知

岡山

金沢,鳥取,大分

奈良女子,愛媛

北海道

金沢

秋田

陰
茨城(理なし）

徳島

群馬

狛茶の水

信州(経済なし）

茨城(平成６年度は教育の象）

東京

岐阜

大阪

町
別

熊本名古屋



佐賀

大分

フレッシュマンセミナー

ゼミナール科目

セミナー（選択）

セミナー型科目

基礎演習

基礎実験

一般教育演習

特別演習

教養原論演習

ｍ
“

静岡

千葉

東京,横浜国立

東京

北海道,福島

大分(経済の糸）

熊本

富山

専門基礎科目

専門基礎科目Ｂ

神戸,鳥取,広島(医く医>）Ｉ 琉球

名古屋(情報文化はＡ･Ｂの区分

なし）

専門基礎教育

専門基礎教育科目

専門系科目

専門科目Ｉ

専門教育系科目

専門関連科目

琉球

大阪,島根(教育以外）

名古屋

信州

大阪

広島(文,法く第２法学科>,経済,理,医，

工）

長崎

究探
情
の
事
史
学
析

際
歴
科
分

国
・
の
と
術
域
度
境
命
報

と
想
会
解
礎
芸
地
制
環
生
情

化
思
社
理
基
。
。
・
・
・
・

文
・
と
の
論
想
際
会
間
質
理

数
葉
間
然
法
思
国
社
人
物
数

複
言
人
目
方
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ⅷ
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

Ａ

東北

東北

東北

東北(文,教育,法,経済の承）

東京(文科）

東京

東京

東京

東京

東京

東京



言語と文化

社会と人間

人間と行動

地球と環境

自然と数理

文化と交流

環境と人間

自然の認識

人間形成と文化

静岡

静岡

静岡

静岡

静岡

大阪

大阪

大阪

神戸(文,国際文化,発達科学な

し）

神戸(文,国際文化,発達科学な

し）

神戸(文,国際文化,発達科学な

し）

神戸(法,経済,経営なし),島根

神戸(法,経済,経営なし）

神戸(法,経済,経営なし）

神戸(理,工,医,農なし）

神戸(理,工,医,豊なし）

神戸(理,工,医,農なし）

島根

島根

文学と芸術

歴史と社会

人間と社会

現代社会と法・政治

現代社会と経済

自然と環境

自然の構造

数の世界

人間と文化

人間と自然

哲学領域

倫理学領域

心理学領域

文学領域

芸術領域

人文総合領域

法学領域

政治学領域

経済学領域

宮崎

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

凹
迫



宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

宇都宮

東京(理科の承）

東京(理科の鍬）

東京(理一,三類）

名古屋

名古屋

香川

香川

香川

香川

佐賀

佐賀

佐賀

佐賀

佐賀

佐賀

社会学領域

地理学領域

歴史学領域

社会総合領域

数学領域

物理学領域

化学領域

生物学領域

情報科学領域

地学領域

自然総合領域

数理科学基礎

物理科学基礎

生命科学基礎

世界と日本

科学と情報

学問への誘い

人間の尊厳と道徳

文化と社会

人間と環境

文化と芸術

思想と歴史

現代社会の構造

人間環境と健康

数理と自然

科学技術と生産

Ｉ群

ｎ群

III群

Ⅳ群

Ｉ人と思想

］
。

井
井
井
井

福
福
福
福

大分



１１歴史と文化

111国家と社会

Ⅳ産業と経済

ｖ自然と数理

Ⅵ科学と技術

現代社会の課題

自然と人間

思考の科学
分
分
分
分
分
崎
崎
崎

大
大
火
大
大
宮
宮
宮

山
閏



表８教養教育に関する科目区分（大学別）

Ｉ～Ⅳの意味は表７と同じ。ただし，Ｉに相当する名称を明示しない大学についてはその欄に次の階級の科目名を入れたので,表７と比べると１階級

ずれることになった。また，専門教育科目のうち教養教育の単位となるもの，及び専門教育の単位となるものであっても｢全学共通｣のものは，ここに

取り上げた。

山
地

や動 突弔又肩

|ml※
北ｌ全学教育科目 転換教育科目

|会

番
号

大学 Ｉ IＩ 111 Ⅳ

１ 北海道 教養部の授業科目 一般教育科目

保健体育科目

外国語科目

基礎教育科目（医，歯）

人文科学分野

社会科学分野

自然科学分野

共通科目

総合科目

一般教育演習

８ 弘前 教養科目 一般教育科目

外国語科目

保健体育科目

基礎教育科目（医）

人文分野

社会分野

自然分野

総合科目

９ 岩手 教養課程開設科目 一般教育科目

外国語科目

保健体育科目

人文科学分野

社会科学分野

自然科学分野

総合科目
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確騏の粕
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次；n脚１羽〔調

||’
教養教育科目

基礎教育科目(数，物，化，生，

地，情報，

外国語教育

人文

科目

社会）

保健体育教育科目

複数文化と国際事情

言葉・思想・歴史の探究

人間と社会の科学

自然の理解と分析

総合科目

日本事情

''51茨城|教養系科目 ｜教養科目 ｜主題別科目 ｜人文系

1２ 秋田 総合基礎教育 総合教育科目

基礎教育科目（教，医，鉱）

人文分野

社会分野

自然分野

国際言語文化分野

人間科学分野（スポーツ・健康

科学を含む）

学際分野（情報，その他）

1３ 山形 教養部において

関設する授業科目

一般教育科目

外国語科目

保健体育科目

1４ 福島 一般教育等科目 一般教育科目

保健体育科ロ

外国語科目

人文科学系列

社会科学系列

自然科学系列

一般教育演習

理論

実技

英語

英語以外の外国語



ｗ
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鰯[官０

採隣

腎報関津科目’し雛Ⅷ
主題別

総合科

ゼミナール（教育のみ1A）

目

外国語科目

健康・スポーツ科目

情報関連科目（平６，非開講）

苦衾＝

1７ 筑波 基礎科目 共通科目

関連科目

総合科目Ａ

総合科目Ｂ

体育

第１外国語

情報処理

第１学群人文学類

第２外国語,国語,選択科目

第１学群社会学類，第２学群日

本語・日本文化学類，第３学群

国際関係学類，医学専門学群

第２外国語

第２学群比較文化学類，第２学

群人間学類

国語,第２外国語

第２学群生物資源学類

国語

第３学群社会工学類

第２外国語，英語上級

第３学群情報学類

第２外国語，選択科目

体育専門学群

外国語，国語

芸術専門学群

選択科目



１８１字都宮ｌ教養部の授業料月

;灘欝l人文科学系” 哲学領域

倫理学領域

心理学領域

文学領域

芸術領域

人文総合領域

法学領域

政治学領域

経済学領域

社会学領域

地理学領域

歴史学領域

社会総合領域

数学領域

物理学領域

化学領域

生物学領域

情報科学領域

地学領域

自然総合領域

社会科学系科目

自然科学系科目

健康科学系科目

外国語系科目 英語領域

ドイツ語領域

フランス語領域

ロシア語領域

中国語領域

ｗ
〉



タイ語領域

朝鮮語領域

ｗ
⑤

複合系科目

教養ゼミ

総合科目

分野別科目

健康科学科目

外国語科目

教養教育科目群馬

天
Ｉ

広域科目Ｉ

広域科目、

外国語科目

体育科目

教養部に開設する授業科目埼玉

外国語科目

情報処理科目

スポーツ・健康科学科目

総合科目

セミナー型科目

個別科目

共通基礎科目普遍教育科目千葉2１

普遍科目

既修外国語

初修外国語

外国語２２１束京ｌ基礎科目

情報処理

方法論基礎 人文科学基礎

社会科学基礎

数理科学基礎

物理科学基礎

生命科学基礎

基礎講義

基礎演習

基礎実験

スポーツ・身体運動

Ａ思想・芸術総合科目



薯Ｉ

言・制隈

〕人間・』境i堤

顔料Ｅ

豊年:ロ由、

HZさ忽弩尤斗1コ

律庶

］
】

Ⅱ主題科目 蕊蘂.」
3１ お茶の水 コア科目 基礎講義

基礎ゼミ

総合科目

情報

外国語

スポーツ健康

3４ 横浜国立 教養教育科目 教養科目分野Ａ

基礎演習

分野Ｂ

分野Ｃ（総合科目）

情報処理科目

外国語科目

健康スポーツ科目

3５ 新潟 教養科目 教養科目（狭義）

外国語科目

体育実技科目

総合科目群

人文科学科目群

社会科学科目群

自然科学科目群

情報処理科目群

保健体育（講義）

人文科学系

社会科学系

自熱科学系



〕
由

金ｉＩＴｌｌ教司塗的瀬

Irl
教養的科目 総合科目

テーマ別

言語科目

科目 ●￣般科目

障蕊ﾃ…」

3８ 山梨 共通科目 共通教義科目

外国語科目

保健体育科目

特設科目(総合科目，外国文学，

からだの科学）

人文科学科目

社会科学科目

自然科学科目

4０ 信州 基幹科目 教養科目

外国語科目

保健体育科目

情報教育科目

新入生ゼミナール

個別科目

総合科目

人文科学系

社会科学系

自然科学系

4１ 富山 教養教育 教養科目

共通基礎科目

教養原論

総合科目

外国語科目

保健体育科目

情報処理科目

言語表現科目

人文科学系

社会科学系

自然科学系

教養原論演習



４９１ゴ梧舌犀ｌ全学共irhがＨ。 匪本=愼頴弱

己＊写＝〆１萱丑甜

山
℃

｜’｜基礎科目

|蛆|名古屋’
全学共通科目 主題科目 基本主題科目 世界と日本

科学と情報

牛涯健康とスポーツ

4４ 福井 一般教育科目 教養・総合科目

外国語科目

保健体育科目

自由選択科目

群
群
群
群

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

4６ 岐阜 教養科目 教養セミナー

テーマ科目群

個別科目

総合科目

外国語演習

身体活動科学演習

第１外国語

第２外国語

4７ 静岡 共通科目 総合科目

教養科目Ａ

教養科目Ｂ

主題別科目

外国語科目

保健体育科目

セミナー（選択）

言語と文化

社会と人間

人間と行動

地球と環境

自然と数理

英語

未修外国語



総合科目凸
。

開放科目

言語文化科目

専門系科目 基礎セミナー

専門基礎科目Ｂ

「
一般教育科目等 一般教育科目 人文分野

社会分野

自然分野

重

外国語科目

保健体育科目

滋賀 教育学部

一般教育科目

基礎教育科目

外国語科目

保健体育科目

経済学部

学部共通科目

外国語科目

5４

京 都 全学共通科目 Ａ群（人文・社会科学系科目）

Ｂ群（自然科学系科目）

Ｃ群（外国語科目）

Ｄ群（保健体育科目）

Ａ・Ｂ群

Ａ・Ｃ群

Ｂ・Ｄ群

5６

共通教育系科目 文化と交流

環境と人間

自然の認識

外国語教育科目

５９１大阪｜全学共通教育科目 主題別教育科目

言語・情報教育科目

１
２

第
第



選択

情報処理教育科目

人間教育科目

基礎セミナー

特別科目

健康・スポーツ教育科目

専門基礎教育科目専門教育系科目

神戸 全学共通授業科目 教養原論（人文） 人間形成と文化

文学と芸術

歴史と社会

人間と社会

現代社会と法・政治

現代社会と経済

自然と環境

自然の構造

数の世界

6３

教養原論（社会）

教養原論（自然）

外国語科目

健康・スポーツ科学

専門基礎科目

教養科目全学共通科目奈良女子 文化系科目

自然系科目

総合科目

外国語科目

保健体育科目

671和歌山|教憩ロ 人文分野

社会分野

自然分野

総合

保健体育
申､、
埆邑

共通科目



外国語凸
珀

経済学部

教養科目

基礎科目

共通科目 外国語科目

保健体育科目

鳥取 一般教育科目 教養科目 人文社会

自然

外国語科目

健康スポーツ科学科目

共通基礎科目

専門基礎科目

島根 基礎教育科目 外国語

健康・スポーツ科学

情報

人間と文化

人間と社会

人間と自然

総合科目

6９

共通教養科目

専門基礎教育科目（教育以外）

一般教育科目岡山 人文分野の科目

社会分野の科目

自然分野の科目

総合科目

7１

外国語科目

保健体育科目

基礎教育科目（医，歯）

７２１広島｜教養的教育に関する科目 総合科学部

総合科目

教養科目

外国語科目



基礎科目

文学部，経済学部

総合・教養科目

外国語科目

体育実技科目

専門関連科目

自由選択科目（経済の承）

教育学部

教養科目

外国語科目

体育実技科目

自由選択科目

学校教育学部,理学部,医学部，

工学部，生物生産学部

総合・教養科目

外国語科目

体育実技科目

情報関係科目

専門関連科目

専門基礎科目（医）

自由選択科目

法学部

総合科目

教養科目

外国語科目

情報関係科目

専門関連科目

自由選択科目

一般教育科目 人文分野

社会分野

自然分野

7３１１１１ロｌ教養課程の教育

偽
山



総合科目（
〈

外国語科目

保健体育科目

基礎教育科目（医，工）

徳島 全学共通教育 教養科目 人文科学分野

社会科学分野

自然科学分野

総合分野

学部開設分野

7４

外国語科目

健康スポーツ科目

基礎教育科目

教養科目教養教育科目 主題科目香川 学問への誘い

人間の尊厳と道徳

文化と社会

人間と環境

人文科学分野

社会科学分野

自然科学分野

7６

個別科目

外国語科目

健康・スポーツ科目

愛媛 教養部授業科目 教養教育科目 人文系

社会系

自然系

総合科目

外国語教育科目

保健体育教育科目

情報科学教育科目

7８

共通基礎教育科目

７９１高知｜共通教育 教養科目 人文分野

社会分野



津kIi

轌
画

|｜’ 健康科目

自然分野

総合

8２ 九州 全学共通教育科目 教養教育科目

言語文化科目

健康・スポーツ科学科目

基礎科学科目

広域選択

コア教養科目

周辺教養科目

8５ 佐賀 全学教育科目 教養教育科目

共通基礎教育科目

フレッシュマンセミナー

主題科目

外国語科目

健康・スポーツ科目

情報処理科目

文化と芸術

思想と歴史

現代社会の構造

人間環境と健康

数理と自然

科学技術と生産

8７ 長崎 全学教育で開設する授業料目 全学教育Ａ科目群

全学教育Ｂ科目群

個別科目

総合科目

情報科学概論

入門科目

外国語科目

健康＝ソディショニソグ科目

個別科目（選択，指定）

外国語関連科目

情報処理演習

外国語科目



谷
⑥

二口||鹿児島’
共通教育科目 教養科目

外国語科目

個別科目

主題科目

教養

第一

自由

外国語 |蕊

8８ 熊本 一般教育 共通基礎科目

教養科目

基礎科目

外国語科目

健康・スポーツ科学科目

個別科目

総合科目

基礎セミナー・基礎情報処理

主題別授業科目

特別演習（平８から開講）

自由選択外国語

8９ 大分 教養科目 一般教養科目

身体・スポーツ科学科目

外国語科目

基礎演習（経済の蕊）

人文

社会

自然

ゼミナール科目

＝アＩ人と思想

コアⅡ歴史と文化

コアⅢ国家と社会

コアⅣ産業と経済

コアＶ自然と数理

コアⅥ科学と技術

9１ 宮崎 教養教育科目 必修教養科目

選択教養科目

教養基礎科目

外国語科目

保健体育科目

人間と文化

現代社会の課題

自然と人間

思考の科学



本管・｛;it催

偶
『

|｜’ 基礎教育科目

体育・保健科目

第二外国語

体育健康

9５ 琉球 共通教育等科目 共通教育

専門基礎教育

教養領域

総合領域

基幹領域

健康運動科目

人文科目

社会科目

自然科目

総合科目

琉大特色科目

情報関係科目

外国語科目

専門基礎科目



「総合領域」（琉球）

｢主題」：「主題科目」（東京）

「主題別科目」（静岡）

「主題別教育科目」（大阪）

｢テーマ」：「テーマ科目群」（岐阜）

「テーマ別科目・一般科目」（金沢）

｢広域」：「広域科目Ｉ，Ⅱ」（埼玉）

「広域選択」（九州）

｢転換」：「転換教育科目」（東北）

｢普遍」：「普遍科目」（千葉）

｢人間」：「人間教育科目」（大阪）

その他：「初期教育科目〈選択>」（宇都宮）

「分野別科目」（群馬）

「開放科目」（名古屋）

「特設科目」（大阪）

「個別科目」（岐阜）

「関連科目」（筑波）

「自由選択」（岩手）

「自由選択科目」（福井，広島〈教育，法，医>）

「選択教養科目」（宮崎）

(3)外国語・保健体育・情報処理について

ａ外国語についての科目名称

外国語については従来の「外国語科目」という名称を教養教育（狭)，保健体育と独立して使っ

ている大学が26大学にのぼる。そのほか｢基礎」「共通｣科目にこれを含めている大学については

後に取り上げる。新名称としては次のようなものがある。なお，表７のＦ群を参照されたい。

「言語科目」（金沢）

「言語文化科目」（名古屋，九州）

「Ｃ群（外国語科目)」（京都）

「言語・情報教育科目」（大阪）

ｂ保健体育についての科目名称

従来の「保健体育科目」という名称を教養教育（狭)，外国語と独立させて使っている大学は１５

大学にすぎず，外国語に対する場合とは対照的に，新科目名をあげている大学は16大学に及んで

＃８



いる。名称の特徴としては表７のＧ群に示されているように「健康」「スポーツ」が多く登場し，

これに「身体」「生涯」「体力」「人間」「レクリエーション」が結びついている。

「健康非「健康科学科目」（群馬）

「健康・スポーツ科学」（神戸）

「健康・スポーツ科学科目」（九州，大分）

「健康・スポーツ科目」（香川）

「健康・スポーツ教育科目」（大阪）

「健康スポーツ科目」（横浜国立，徳島）

「スポーツ」：「スポーツ健康」（お茶の水）

「スポーツ・健康科目」（高知）

ｃ「基礎」「共通」としての外国語・保健体育・情報処理

ｉ）「共通科目」としての「外国語」「保健体育」（和歌山）

「共通基礎科目」としての「外国語科目」「健康スポーツ科学科目」（鳥取）

ｉｉ）「共通基礎科目」としての「外国語科目」「健康・スポーツ科目」「情報関連科目」

（茨城）

「共通基礎科目」としての「外国語科目」「スポーツ・健康科学科目」「情報処理科目」

（千葉）

「基礎教育科目」としての「外国語」「健康・スポーツ科学」「情報」（島根）

「共通基礎教育科目」としての「外国語教育科目」「保健体育教育科目」「情報科学教育

科目」（愛媛）

「共通基礎教育科目」としての「外国語科目」「保健・スポーツ科目」「情報処理科目」

（佐賀）

「共通基礎科目」としての「外国語科目」「健康・スポーツ科学科目」「基礎科目（基礎

情報処理を含む)」（熊本）

「教養教育科目（必修)」としての「英語」「スポーツ・トレーニング」「情報処理」

（宇都宮）

iii）「言語・情報教育科目」での「外国語教育科目第１第２，選択」「情報処理教育科目」

（大阪）

「共通教育・基幹領域」としての「外国語科目」「情報関係科目」（琉球）

上記３科目以外の科目との組合せ

「共通科目」としての「第１外国語」「体育」「情報処理｣＋「総合科目Ａ，Ｂ」（筑波）

「基礎科目」としての「外国語」「スポーツ・身体運動」「情報処理｣＋「方法論基礎（人

４９
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文社会)」「基礎講義（数．物・生)」「基礎演習」（東京）

｢共通基礎科目」としての「外国語科目」「保健体育科目」「情報処理科目｣＋「言語表現

科目」（富山）

2.1.2卒業要件単位数

設問２教養教育の現状について(2)卒業要件単位数について

(1)総単位数

卒業要件単位の総数は，各大学について学部・学科ごとに細かく異なるため，これらを大学別

にその最大数と最小数をとって整理してみよう。詳細は表９に最大，最小ごとに改善前の総数と

ともにまとめられている。その特徴は，大部分の大学の最小卒業要件単位数が大学設置基準第３２

条の124単位に見事に揃えられていることであろう。すなわち49の総合大学のうち124単位をその

大学での最小卒業要件単位数とする大学が41校にのぼっている。これに対し各大学の卒業要件単

位数の最大はおおむね以前より減少しているが，最小のケースほどは激減していない。

ｉ）最小のケース

124単位となるケース

北海道，弘前，岩手，東北，秋田，山形，茨城，筑波，宇都宮，群馬，埼玉，千葉，お

茶の水，横浜国立，新潟，信州，富山，福井，岐阜，静岡，名古屋，滋賀，大阪，神戸，

奈良女子，和歌山，鳥取，島根，岡山，広島，山口，徳島<工･夜>，香川，愛媛，高知，

九州，佐賀，長崎，熊本，鹿児島，琉球

126単位のケース

金沢<教育＞

128単位のケース

福島〈行政一夜，経一夜>，宮崎〈農，工＞

130単位のケース

山梨<教育>，三重<教育>，徳島<総合，医，薬，工>，大分<教育，エ＞

132単位のケース

福島〈行政>，京都〈理，エ＞

136単位のケース

東京〈文，農，教育，理＞

ｉｉ）最大のケース

医，歯，農一獣を除けば150～124単位の範囲に入るが，そのうち教育学部の旧力りによ
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るものが150～132単位となるため，これを除けば140～124単位となる。三重<人文一社会

科学〉の145単位は突出している。

医学部については時間表示分では4,832Ｈ～4,041Ｈ，単位表示分では78～40単位となっ

ている。農一獣については205～182単位である。なお，時間表示から単位表示にかえた大

学は群馬，名古屋，大阪，神戸，広島，愛媛，九州の７大学である。岐阜は57単位十41科

目と表示している。

(2)総単位の配分

ａ単位配分の２分法

設問が「教養教育」と「専門教育」への総単位数の配分を要求しているため，上にあげた2.1.

1(1)ａ，ｂの新。旧の区分に関係なく「教養」と「専門」の２分法で単位配分を染た場合，配分が

固定的なケースと弾力的なケースが併存している。

ｉ）固定的なケース（37ケース）

北海道，弘前，岩手，東北，秋田，山形，福島，群馬，埼玉，千葉，東京，お茶の水，

横浜国立，新潟<医，歯，工，理>，山梨，信州，金沢，福井，岐阜，静岡，三重，滋賀，

京都，大阪，神戸，奈良女子，和歌山<教育>，徳島，香川，愛媛，九州，佐賀，長崎，

熊本，大分，宮崎，琉球

ｉｉ）弾力的なケース（15ケース）

茨城，千葉<工>，新潟，富山<経を除き>，京都〈工>，大阪〈文，人間>，和歌山<経

一夜>，奈良女子<理>，広島<教育>，徳島〈工>，高知，長崎<経>，熊本<教育>，大

分〈教育>，島根，特に「自由（選択）科目」について弾力的なのが富山，熊本〈教育>，

長崎<経>，高知<人文>，岩手，筑波，お茶の水である。

ｂ単位配分の３分法

ｉ）「教養あるいは基礎」・「専門」とは別に「専門基礎」に単位が配分される場合

筑波，愛媛<教育＞

名古屋（科目は「全学共通科目」と「学部科目」に２分され，「専門基礎」の単位が両者

にまたがっている｡）

熊本<医＞（｢一般教育」「専門基礎」「専門」に３分される｡）

琉球<教育，理，エ，農，医一保＞（｢共通教育」「専門基礎教育」「専門」に３分）

ｉｉ）「教養」・「専門」とは別に「基礎科目」に単位が配分される場合

広島〈総科＞

iii）筑波では単位は「必修」「選択」「自由」科目に配分され，これが「専門」「専門基礎」

「基礎」のそれぞれの科目に配分される。特に「自由科目」は「専門」～｢基礎」あるいは
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他の学類，学科にまたがっている。

ｃ２分法配分での「基礎（教育）科目」の扱い

ｉ）「教養」の単位となるケース

北海道〈文，教育以外>，弘前〈医>，東北〈文，法，経以外>，秋田,茨城，千葉，東京，

富山，金沢く文，法以外>，滋賀く教育>，和歌山〈経>，鳥取「共通基礎」〈教育>，岡山

く医，歯>，広島〈総科の４コース>，山口〈医，工>，徳島〈総科以外>，九州「基礎科学

科目」〈文，教育，法以外>，佐賀「共通基礎教育｣，鹿児島く法文，教育以外〉

ｉｉ）「専門」の単位となるケース

岐阜，福井

ｄ２分法配分での「専門基礎科目」の扱い

ｉ）「教養」の単位となるケース

大阪，鳥取〈一般教育単位として，医，農，工>，広島〈医一医>，島根，琉球〈教育，

理，医，農＞

ｉｉ）「教養」「専門」のどちらの単位にもなるケース

琉球〈工〉

iii）「全学共通授業科目」に属していて「専門」の単位となるケース

神戸

ｅ「専門関連科目」を「教養」の単位とするケース

広島〈法，経，文＞

ｆ自由選択科目の扱い

ｉ）「教養」内の科目区分にまたがって単位を認定するケース

お茶の水（｢コア科目」内で学部によって14～１８，４～30単位を認定）

九州（｢広域選択」科目が「全学共通科目」にまたがって単位を認定）

ｉｉ）「教養」と「専門」にまたがって単位を認定するケース

富山，徳島〈工>，長崎〈経>，熊本〈教育〉

(3)教養教育の単位

ａ教養教育単位数

これについても総単位数の場合と同様，最小のケースと最大のケースを染てみよう。詳細は表

９を参照されたい。
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ｉ）最小のケース

全大学について50単位～20単位の開きが存在するが，そのうち39大学が42単位～26単位の範囲

におさまる。範囲外のものとしては50単位島根〈理，農>，４８単位京都<法>，４４単位金沢

〈薬>，２２単位埼玉<養，経，理，工>，富山<経･夜>，２０単位千葉<教育，理・化>，広島〈法＞

がある。

ｉｉ）最大のケース

医，歯を除いた学部について33大学が36単位～56単位の範囲に入る。それ以外では28単位埼

玉〈教育>，３０単位宇都宮〈工・機>，富山，６０単位広島〈理・生>，京都<総，工・建>，６１

単位九州く理・生>，６５単位東北<工・物理・情報＞となる。

医，歯学部については35単位～66単位の範囲に広がっている。

ｂ外国語・保健体育への単位の配分

ｉ）外国語への必修単位の配分

次に検討する教養教育の総単位数の減少は，まず外国語への配分単位の減少としてあらわれて

いる。しかもそれは，既修外国語（主に英語）と未修外国語への単位配分から，これを指定しな

い形にまでさまざまなものがあり，単位数も英語８単位＋その他８単位（主に医学部）から２カ

国語（４単位十２単位)，1カ国語lこの糸限定して８～６単位(主に経，工の夜間主コース）など，

多様化されている。

ｉｉ）保健体育への単位配分

外国語に対するのと同様，保健体育についても配分単位の減少が殆どの大学で見出される。特

に体育実技にしぼって１～２単位とした所が多い。保健体育の「講義」を「実技」と切り離して，

これを教養教育（狭）に入れ，実技単位を減少させている大学もある(新潟，山形，滋賀く経>)。

ｃ教養教育単位数の変動

図１，２は表９にもとづき改善前と現状の単位数を作図（大学名は番号で表示）したもので，

これより変動幅を知ることができる。

その特徴としては，最小のケースについてはすべて基準改正後減少しており，その極端な例と

しては次のものがあげられる。

３２単位減広島<法>，３０単位減名古屋〈理・数>，埼玉，２８単位減千葉〈理・化>,

信州<工・竜>，２６単位減富山〈経・夜>，埼玉

他方，最大のケースについては上と対照的に改善後増加する大学が次の４校あげられる。

８単位増広島〈理･生物>’６単位増島根<教育>’４単位増京都く工・建>’１単

位増東北<工・物理・情報＞

(p60に続間）
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表９各大学における教養教育単位数と卒業要件総単位数

同一大学でも学部･学科によって単位数が異なる場合が多いので，それぞれ最大と最小蓮抽出して学部･学科を示し，また改善前の数値がアンケート
に記されていたものは比較のためにそれも示した｡医学部では卒業要件が時間数で表示されている場合が多く，その数値にはＨをつけて示した。たとえ

ば，弘前大学では7１（単位)＋4832Ｈ（時間）である。

】
（

Ｉ ！！！ 教育・養護学校２６４８人文，教育出 １３２

番
号

大学

教養教育顛位数

現在
(鎧大）

囎前 学部・学科
現在
(最小）

ti〔鋤 学部・学科

卒業要件総単位数

現在
(鹸大）

改善前 学部・学科
現在
(最小）

改善前 学部・学科

１ 北海道

０
４

６
８ 医
医

,

,

歯以外
歯

6０ 156.5

220
Ⅲ(136～）
獣医８４＋4810Ｈ歯

124 理

８ 弘前

８
１
４
７ 医以外

医

4８ 147

71＋4832Ｈ
教育・看護学校（中）
医

124 理，農

９ 岩手
4５ 5３ 農，工・（応，機，建） 4２ 人文社会科学 126

200 208
人文社会科学
農・獣医

124 127-132

１０ 東北
6５ 6４ ｣:．物理･情報系(63-） 4２ 6４ 理・数，筐，薬 134

229
135～143
64+5鴨ZＨ

工・（材料・物性以外）
歯

124 126 理

1２ 秋田

６
２
５
６

６
３

５
８ 鉱山・物質工学

医

3２ 4８ 教育･(中(家),小(家)） 140

62+4563Ｈ

144

140

8３

鉱山・機械工学
鉱山・士木環境
医

124 124-139 教育

1３ 山形
3６

６
２

５
５ 人文・文

教育
2６ 4０ エ（Ｂ） 139 145 教育・養護学校（中） 124 124-130

1４ 福島
4８ 行政社会・昼 4４ 教,行政社会･夜,済･夜 1４１ 教育・養護（中） 132

128

行政社会
行政社会･夜,経済･夜

1５ 茨城 4８ 4８ エ 2６ 4８ 人文，教育，理 132 142 教育・養護学校 124 124-138

1７ 筑波
5３ 第３学群・情報 1５．５ 第３学群・システム 134

195
第２学群･比較文化学類
医

124

1８ 宇都宮
3０ 5２ ]:，農 3０ 4８ 教育 126 140

144
教育
農

124 133～140

1９ 群馬
3５

４
８

６
４ 医

工・(機械システム工学以外）

１
６
３
２

８
８

４
４ 教育，

工・
工・機械システムI
夜

138

200

132
64+4572.5Ｈ

工・(応用化学,材料工学）
医

124 135
124

工・機械システムエ
エ･夜(臘概ｼｽﾃﾑｴ瀞、

2０ 埼玉
2８ 4８ 教育 2２ 48又

は5２
教養,経,理･(数,化生
体),エ

124 140又は
144

経済 124 124又は
128

教養，理，工

2１ 千葉
4６ 4８ 工・工業意匠(36-） 2０ 4８ 教育，理・化 136

192

130
136

工・工業意匠
工・機械工学Ａ
医

124 124-135
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2２ 東京
6０ 理科Ｉ サ １１，１Ⅱ 5２ 文科Ｉ サ 11,m 197

60+4774Ｈ
農・獣医
医

136 文，教養，教育，理。
(数,情,天,生,地･地質錘物）

3１ お茶の水 3８ 4８ 文教育（34-） 3０ 4８ 理，生活科学 124 124 124 124

3４ 横浜国立
4４ 5２ 経営・国際経営 3６ 5６ 工・(生産,物質,連･海,電子） 140 140 エ 124 124～130

144
教育
経済

3５ 新潟

５
０
４
５

６
６
５
８ 人文

医
3０

６
４
５
５ 法

理？ 工

132

50+4222Ｈ

40+51弱Ｈ

132

86+鰯4.5Ｈ

75+4757Ｈ

人文
医
歯

124 134-144

3８ 山梨
4０ 5２ 教育 3８ 5２ エ 132

6２

142 工 130 140-156 教育

4０ 信州

２
３
５
５

２
４
５
８ 人文

医
2６ 5４ 工・電気電子 134

211

134

84＋4504Ｈ
人文
医

124 128～137

4１ 富山
3０ 5６

０
２
３
２

８
８
４
４

経済・夜
140 140 エ 124 132

124
人文
経済

P

Ｓ

理
夜

4３ 金沢
5０ 5６ 文，教育 4４ 5６ 薬 140

48+4736.8Ｈ

146

64＋4300.8Ｈ
教育
医

126 132 教育（小，中）

4４ 福井 3７ 4８ 教育 3５ 5２ 工 130 130～134 工 124 128～134 教育

4６ 岐阜

３
５
３
３ 教育，エ・昼，農

医

３
８

３
２ 教育，工・昼，農
工・夜

141

186

57+41科目

教育・養護学校・小
農・獣医
医

１２４ 教育･('１J,特別教科),工

4７ 静岡
4０

６
２

５
５ 人文

教育
3２

６
２

５
５ 理

工
P 農 124 142 工・（電子，情報知識） 124 134 農

4９ 名古屋
5２ 67.5 医（｢全学共還」単位） 37.5 67.5 理･数(｢全学共通｣単位） 136

193

148~159傘５
67.5+4420Ｈ 医

124 情報文化･社会システム情報

5３ 三重

４
９
５
５ 人文

医
4８ 教育，工，生物資源 145

75+4250Ｈ
人文・社会科学
医

130 教育.（中ｐ 情報教育）

5４ 滋賀
4８ 教育

６
４

３
３ 5６ 経済・昼

経済・夜
139 教育・養護学校 124 教育・情報科学

経済・夜

5６ 京都

０
４
６
６ 5６

94又

は9６

総合人間
工・建築系
医

4８ 5６ 法 140

64+4704Ｈ

144

140

94又は
96＋472011

文教育，経済
法
医

132 132

140

理
工

5９ 大阪
5６ 6２ 基礎工学･(合成,化学） 3４ 5７ 理・数 140

210

137
55＋4465Ｈ

55+4788Ｈ

築建
医
歯

●
■
■

兀
医
医

124 129

134
理・数
理・(物，字）
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150

192 72＋4220Ｈ
教育・教科教育・特殊
医

124 130 理

6６ 奈良女子 3９ 5６ 文 3０ 52,44 理 124 128 文 124 124 理，生活環境

6７ 和歌山
5０ 44～

5６

経済・昼（40～）

４
４

３
２ 5２ 教育.（小，養護学校）

経済・夜（～50）
140 147 教育・養護学校 124 136 経済

6８ 鳥取

０
０

５
６

２５
９

４
７

５

医・生命科学Ⅲ農･農林総合
医

4０ 5３ 工 124

182
60+41M;511

140

199
79＋4332Ｈ

教育・教員養成
農・獣医
医

124 132 農･農林総合第２，３

6９ 島根 5０ 4４ 教育 5０ 5２ 理，農 132 132 法文・法 124 128 理

7１ 岡山

２
４
５
７ 文,教育,法,経,理,薬,工

農
歯

5２ 文,教育,法,経,理,薬,工
農

149

74+468611
教育・養護学校（中）
歯

124 理

7２ 鷹島

０
６
６
６

２
２

５
７ 理・生物科学（22～）

医・医
2０ 5２ 法（～52） 130

210

136
72+5017Ｈ

生物生産
医

124 136～140

7３ 山口

４
８

５
７ 理｡（物，化，生，地）

医
4８ 教育夕 l:・夜 140

220

78+4502Ｈ

教育・養護学校，経済
農・獣医
医

124 工・(機械,社会建設),人文

7４ 徳島

０
８
５
５

９
９

５
６

薬
歯 3４ 5２ 総合科学 132

203

137
69＋4515Ｈ

薬
医 130

124

124

140
総合科学
医・栄養
工・夜

’ 工

7６ 香jIl 4８ 5４ 教育･総科(言語･人間） 3２ 5０ 農 136 140 法，経済 124 134 農

7８ 愛媛
4２ 5１ 農 3０ 医・看護 140

249

133

71＋4閲2Ｈ
理・物理
医

124 136

129

140

法文・経済
理・生

工・(材料,応用化,情報）

7９ 高知
5２ 5６ 人文・人文

０
０

４
４ 5６

40~5２
人文・経済
教育
農

124 140 教育．（小,中,義,特） 124 124 農

8２ 九州
6１ 7０ 理・生 4２ 6０ 文,教,法,経･(経･営） 136

188

148
90＋4711.511

90＋4752Ｈ

経済・経済工学
医
歯

124 144 理・数

8５ 佐賀
4０ 5２ 経済,工・（電気,電子） 3６ 5２ 理工･(情報科学,工業化学） 126 134

135

132

教育・中・技術
理工・(機械,生産
農

機械）
124 124-140

8７ 長崎

5０ 5１ 工・材料工学 4０ 48~鮒
5０

教育
薬

138

４９+似lH
44＋4盟211

138

56+404111
56+4600Ｈ

薬
医
歯

124 132～140 教育.（小，中）
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２
６
３

５
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４
５

１２４

'１１I’

夢■ 。
１２４

124

|￣ 器’ １１

、
『

8８ 熊本

4５ 5２ 法 3５

０
２
６
３

５
５
４
５

青教
理
薬
工

129

61＋Ｍ７６Ｈ
144

79+4800Ｈ

薬
医 124 130

124
理・数
理・物

8９ 大分
4８ 5４ 経済 2８ 4６ 工 136 140 経済 130 130,136

136-140
教育
工

9１ 宮崎
3８ 3８ 130-143

198
教育
農・獣医

128 農，工

9３ 鹿児島

８
３
４
６

９
７

４
６

理・生物
農・生産資源化学
歯

3６ 4８ 法文 130

205
48+4390Ｈ

63+4380Ｈ

130,143
132

207

７ 教育,工・建築,農･生物環境

農・獣医
医
歯

124 124～137

9５ 琉球

７
３
４
５

２
５
５
６ 理・生物

医・医
2８ 48又

は5２

教育。（学科による） 139

63+4215Ｈ

154 医・新保険（看護）
医・医

124 128

129～135

135,136

法文
教育
医・保健（看護以外)，
工・環境建設
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図１及び２教養教育単位数の変化

表９にもとづいて作図したもので,図中の斜線から右下に離れた位置は単位数の減少を意味する。各点に添えた数字は表８，表９及び資料編における

大学の番号を表し，学部以下の表示は省いた。改善なしも含め，改善前の単位数が不明の大学は掲載されていない。

】
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ただし，医学部・歯学部に関しては激減しており，極端な例は次のとおりである。

３６単位減新潟，３２単位減京都，３１単位減信州，２９単位減群馬，２１単位減

秋田，１９単位減鳥取

その原因としては，教養教育の期間短縮，基礎教育科目の専門科目への移行が考えられる。

2.2教育系，文系，理系，医系及びその他の大学

2.2.1教養教育の区分，科目及び卒業要件単位数

教育系大学

ａ区分，科目

ｉ）教養基礎科目による区分

【教養基礎科目（人文，社会，自然，総合)，外国語科目，保健体育科目，教科に関する

専門教育科目】（上越教育）

【教養基礎科目〔個別科目（人文系，社会系，自然系)，総合科目〕，共通基礎科目〔外国

語科目，体育科目〕】自由選択科目（大阪教育）

【教養基礎科目〔一般教育科目(人文，社会，自然，総合)，外国語科目，保健体育科目〕，

専門基礎科目】（兵庫教育）

【教養基礎科目〔専門基礎科目，教養科目（憲法，１，１１，m)，総合科目，外国語科目，

健康･スポーツ科目，教科に関する科目（初等教育課程)〕】自由選択科目（鳴門教育）

ｉｉ）教養科目，基礎教育科目等による区分

【教養科目（総合講義，テーマ別講義，外国語，スポーツ)，教養代替科目（専門基礎科

目)】自由選択科目（北海道教育〈札幌>）

【教養科目(一般教育科目，外国語科目，保健体育科目)】自由選択科目（北海道教育〈函

館>）

【教養科目（外国語科目，体育科目及び全分野)】自由選択科目（北海道教育<旭川>）

【教養科目（選択科目，日本国憲法，外国語科目，保健体育科目)】自由選択科目（北海

道教育<釧路>）

【教養科目（日本国憲法，人文科学系，社会科学系，自然科学系)】自由選択科目（北海

道教育<岩見沢>）

【基礎教育科目（人文･社会系科目，自然系科目，日本国憲法，ゼミナール，健康･運動

科目,外国語科目)，教養教育科目(人間と社会,文化と芸術,科学と情報)】（宮城教育）

(1)
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【教養科目〔第Ｉ類(文系科目)，第II類(理系科目)，第III類(総合科目)〕，外国語科目，

保健体育科目)】自由選択科目（福岡教育）

iii）【総合科目（文化と人間，社会と人間，自然と人間，教育と人間)，外国語科目，体育】

自由選択科目（京都教育）

iv）【一般教育科目（人文，社会，自然)，外国語科目，保健体育科目，課程基礎科目（教養

系)】自由選択科目（東京学芸）

【一般教育科目（人文分野，社会分野，自然分野，総合分野)，外国語科目，保健体育科

目】自由選択科目（愛知教育）

【一般教育科目（人文，社会，自然，総合科目）外国語科目，保健体育科目】自由選択科

目（奈良教育）

ｂ卒業要件単位数

教養教育の改善を実施した大学における教養教育科目の単位数は，２３～48単位の範囲にあり，

改善前より１～26単位の減少となっている。このうち単位数が20単位台は３大学（ｌ大学４校を

含む)，３０単位台は５大学（ｌ大学１校及び’大学１課程を含む)，４０単位台は２大学（１大学２

課程を含む）である。また，教養教育科目単位数の減少は，自由選択科目（一定の単位を教養教

育，専門教育の全分野から選択可能）を採用し専門教育科目単位あるいは卒業要件総単位に数え

られることにもよる。自由選択科目制は11大学中８大学で実施されている。専門教育科目の単位

数は増加した大学が多いが，これは教科に関する専門科目の位置付けによる。卒業要件総単位数

は124単位が４大学,125～130単位がｌ大学,128単位がｌ大学,130単位台が３大学となっており，

改善前より１単位増から13単位減の範囲にある。

改善未実施及び検討中の大学での教養教育科目の単位数は40～60単位，卒業要件総単位数は

128～159単位である。

(2)文系大学

ａ区分，科目

【主題科目（思想と文化，人間と社会，科学の世界，統計の世界，人間の科学)，外国語

科目，保健体育科目】自由選択科目（図書館情報）

【教養科目，外国語科目，体育・スポーツ科目，専門基礎科目（旧基礎教育科目)】（東

京芸術〈美術>）

【総合科目〔第１群（総合人間学系)，第２群（言語･文学系)，第３群（国際･地域研究

系)〕，自由科目】（大阪外語）

【一般教育科目（人文，社会，自然各分野)，外国語，保健体育，基礎教育科目】（小樽

商科，東京外語，東京芸術〈音楽>，一橋）
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ｂ卒業要件単位数

教養教育の改善を実施した大学は３大学である。図書館情報では教養教育科目の単位数は16単

位（24単位減）となっているが，全分野からの自由選択科目が18単位ある。東京芸術〈美術〉で

は教養教育科目の単位数は20～36単位（28～０単位減）となっている。大阪外語では教養教育の

単位数は40単位（増減無し）となっているが，これは自由選択科目24単位を含めた数である。

卒業要件総単位数は，図書館情報では10単位減及び大阪外語で20単位減の124単位となってお

り，東京芸術では126～148単位となっている。一橋では平成２年以前と比べると教養教育科目が

18単位減で総単位数は22単位減の138単位となっている｡改善未実施及び検討中の大学での教養教

育科目の単位数は４８，５０，５２，６０単位となっており，卒業要件総単位数は128,136,138,140単

位となっている。

理系大学

ａ区分，科目

ｉ）総合科目等による区分

【教養教育科目〔教養科目（人文，社会の一部)，教養ゼミナール，外国語科目，健康・

スポーツ科目〕】基礎教育科目（人間･社会科学系列，数理自然科学系列）（東京商船）

【総合文化科目〔人文･社会科目，言語文化科目（同基礎科目Ｉ，同応用科目Ｉ，同基礎

科目Ⅱ，同応用科目、)，健康・スポーツ科目，自然科学等科目，上級科目（テーマ別

セミナー，総合講義，上級講義)〕】基礎科目，共通科目（電気通信）

【総合科目〔１類Ａ’２類Ａ’１類Ｂ’２類Ｂ－１類（人文中心に総合的，教養的)，２

類（社会中心に総合的，学際的)，Ａ科目（ｌ～２年)，Ｂ科目（３～４年)〕，外国語科

目】専門基礎科目（長岡技科）

【総合教育科目（人間社会科学Ｉ，Ⅱ，外国語，健康運動科学】基礎教育科目（名古屋

工業）

【総合教養科目〔人間科学，社会科学，言語文化学（英語，ドイツ語／フランス語)，自

然科学，健康・スポーツ科学，総合科目〕】専門基礎科目（神戸商船）

【人間科学科目(人文社会系，外国語系，保健体育系または健康科学系】自由選択科目制，

工学基礎科目〈工>，自然科学科目く情報〉（九州工業）

ｉｉ）全学教育基礎による区分

【副専門教育課程〔(1)共通科目Ａ（外国語，体育実技)，共通科目Ｂ（人文，社会，自然，

体育理論)，(2)コース別科目（数理科学，生命環境科学，社会科学，言語科学，人間科

学)〕】（室蘭工業）

【導入科目〔初段階〕，学部基礎科目〔自然科学，社会科学，国際比較，表現技法（外国

語を含む)，社会教育（体育)，情報処理〕】学科コア科目（専門技術習得)，学科周辺科

(3)
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目（コア科目の補完）（帯広畜産）

【基礎教育科目（外国語，体育実技一必修を含む)，選択科目Ｉ（総合科目，コース別科

目)】自然基礎科目（北見工業）

【共通科目〔人間科学（人文･社会，外国語，スポーツ健康科学)，自然科学，総合科目／

主題別科目〕】基礎科目，自由選択科目（東京農工）

【総合科目，文系基礎科目，健康･スポーツ科目，国際コミュニケーション科目，理工系

基礎科目】自由選択科目（東京工業）

【共通科目（文化基礎系科目，自然科学基礎系科目，外国語科目，保健体育科目)】（東

京水産）

【Ｉ群１類(外国語科目)，Ｉ群２類(スポーツ科学)，ＩＩ群１類(人文，社会科学系科目)，

ＩＩ群２類（自然，健康スポーツ科学系科目)】（京都工繊〈工芸>）

【Ｉ群１類（人文，社会科学系科目)，Ｉ群２類（外国語科目)，Ｉ群３類（健康スポーツ

科学科目)】基礎専門科目（自然科学）（京都工繊〈繊維>）

iii）一般教育科目による区分

【一般教育科目（人文の分野，社会の分野，人文・社会総合科目，自然の分野)，外国語

科目，体育】（豊橋技科）

【一般教育科目（人文，社会，自然)，外国語，保健体育，基礎教育科目】（九州芸工）

ｂ卒業要件単位数

教養教育の改善を実施した大学における教養教育科目の単位数は，帯広畜産を除き，１２～56単

位で，改善前より44～４単位の減少となっている。単位数の分布は10単位台３大学，２０単位台２

大学，３０単位台４大学，４０単位台ｌ大学及び50単位台２大学となっている。このうち，１０～20台

の単位数の大学では，必修単位を最小限におさえて選択の幅を広げたり（北見工業，豊橋技科)，

自然系の科目が基礎科目として大幅に専門基礎科目に含まれていたり（東京商船31単位，名古屋

工業20単位)，あるいは自由選択科目として卒業総単位数に含まれている（九州工業〈工>24単位）

などのために教養教育科目の単位数が大きく減少している。また，逆に50台の単位数の大学では

基礎教育科目が教養教育科目の単位数に含まれている。帯広畜産では，教養教育科目の単位は

68～80単位で12～24単位増となっており，専門教育科目の単位は逆に44～56単位で20～32単位減

となっている。

卒業要件総単位数は124-144単位で，0-17単位の減少となっている。このうち，124単位が６

大学，126単位がｌ大学，130台が８大学，140台が１大学である。

改善未実施及び検討中の大学での教養教育科目の単位数は48～60単位であり，卒業要件総単位

数は130～140単位となっている。

帯広畜産及び東京農工の獣医学科において，教養教育科目の単位数はそれぞれ71単位（15単位
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増)及び44単位（５単位減)，卒業要件総単位数はそれぞれ188単位(17単位減)および182単位（１

単位減）となっている。

(4)医系大学

ａ区分，科目

ｉ）教養科目，基礎教育科目による区分

【基礎教育系（人文・社会，自然，言語文化，体育，総合科学)】（旭川医科）

【基礎教育科目（自然科目)，教養科目（人文，社会等，健康体育学１，１１，外国語文献

講読，教養特別講義)，外国語科目】（山梨医科）

【教養・基礎教育科目（人文・社会科学，自然科学，外国語，保健体育科目)】（富山医

薬〈薬>）

【基礎科目（人文・社会科学，自然科学，外国語，保健体育)】（大分医科〈看〉）

【基礎教育科目（人文，社会，自然，外国語，医学外国語，体育医学)，全科目必修】（宮

崎医科）

ｉｉ）総合科目的な区分

【自由教育講義系（人文・社会，自然，共通各分野)，自由教育実習系（外国語，自然，

保健体育各分野)，人間科学教育系（人間科学分野)，基礎教育系（生命科学，情報科学

各分野)】（東京医歯）

【自然科学，心身科学（医学心理学，基礎スポーツ医学，同実習)，総合人間学（人文，

社会，医学概論等，外国語，自然レピューコース】（香川医科）

【医人文学系（人文，社会，外国語，体育，医学概論等)，生命科学系】（高知医科）

【人間科学Ｉ（人文，社会，自然)，人間科学Ⅱ，外国語科目，保健体育】（佐賀医科く着>）

iii）【一般教育（人文，社会，自然)，外国語，保健体育，基礎教育科目】（富山医薬く医>，

福井医科，浜松医科，滋賀医科，鳥取医科，佐賀医科〈医>，大分医科〈医>）

ｂ卒業要件単位数

教養教育科目の改善を実施した大学･学部（医，歯学部）において，教養教育科目の単位数は，

改善前より16単位増加して88単位全部が必修の宮崎医科のほか，すべて３単位から最大31単位減

少して44～73単位の範囲にある。４０単位台は２大学，５２単位はｌ大学，６０単位台は２大学及び７０

単位台は２大学となっている。このうち単位数が40から50単位台の大学では，自然科学系科目は

必修であるが,ほかは大幅に選択科目に変えたために改善前より31～24単位の減少となっている。

その他の大学では３～８単位の減少にとどまっている。卒業要件総単位数は，殆どの大学で専門

科目が時間制をとっているためにはっきりしないが，時間数での増減はあっても，教養教育科目

の単位数が減少しているため，改善前より減少している。
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改善未実施及び検討中の大学での教養教育科目の単位数は69～87単位である。

医学部看護学科，衛生技術学科及び薬学部における教養教育科目の単位は改善前より５～13単

位減少しており，総単位数では増減がみられる。

(5)その他の大学

ａ区分，科目

Ｉ教養科目（人文，社会，自然，総合)，外国語科目，全科目必修】（鹿屋体育）

ｂ卒業要件単位数

教養教育科目の単位数は改善前の40単位から27単位へと13単位減少，専門教育科目の単位数は

96単位から97単位へと１単位の増加,卒業要件総単位数は136単位から124単位へと減少している。

２２２第二部，夜間主コースにおける区分，科目及び教養教育単位数

教育系，文系，理系，医系及びその他の大学で第二部，夜間主コースが設置されている大学は

以下の８大学である。

大阪教育〈小学>，小樽商科，大阪外語，室蘭工業，電気通信，名古屋工業，京都工繊，

九州工業〈工〉

区分，科目については，室蘭工業と電気通信を除いた他の大学では昼間コースと同じ区分，科

目であり，開設科目数に増減がj;くられるだけである。電気通信では昼間コースの区分，科目の内

から上級科目が除かれているほかは同じである。室蘭工業の科目，区分は「副専門科目群〔副専

門科目Ａ（外国語，体育実技)，副専門科目Ｂ（人文，社会，自然，健康管理)〕」となっている。

卒業要件となる教養教育単位数及び総単位数は，室蘭工業，大阪教育，大阪外語，名古屋工業

及び九州工業の各大学では昼間コースと同じとなっている。小樽商科は検討中であり卒業要件単

位数の変更はない。そのほかの大学について卒業要件となる教養教育単位数，専門教育単位数，

総単位数をこの順にみて承ると，電気通信は26単位，66-70単位，124単位(基礎教育20～24単位

及び共通科目６～12単位を含む)，京都工繊は工芸学部が34～38単位，７６～82単位，124単位（昼

間コース科目等選択科目単位を含む)，繊維学部が28～40単位，８４～96単位，124単位となってい

る。教養教育単位数は，改善前と比較すると，電気通信で８単位減，京都工繊では４～10単位減

となっている。
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3．教養教育の改善状況と特色

3.1総合大学

設問４に関しては，平成７年度実施予定及び検討中の大学も含め，総合大学49校のうち46校か

ら回答があった。無回答の３校はいずれも，検討中，あるいは７年度実施予定の大学であった。

また，ごく一般的な理念を記すのみで具体的な内容が示されないものが２校あった。設問４は記

述による回答を求めており，寄せられた回答の形式や詳しさも各大学でさまざまである。それら

の中から，改善の方向と特色について全体の傾向を抽出して整理した。設問４の回答の中で特色

として記述はされていないが，実際には以下の各項目に加えられるべき改善の事例は数多くある

はずである。それらを見逃がさないためには，第２章資料編及び第１章ｌと２の設問に関する概
要も参照していただきたい。

3.1.1具体的内容について

設問４(2)①教養教育の改善状況と特色について，具体的に記入してください。（内容に

ついては，平成２年１月の調査の設問を参考に記入願います｡）

指示どおり平成２年のアンケートの設問を参考に回答する例が多かったので，以下(1)一般教育

科目，(2)外国語教育，(3)保健体育教育，……など，科目別に整理した。

(1)一般教育科目の改善状況と特色

ａ科目区分の見直し

教養教育の改善状況と特色についての設問に対し，多くの大学が科目区分の再編成をあげてい

る。従来の一般教育科目(人文，社会，自然)，外国語，保健体育という均等分散型の授業科目は，

総合科目，主題科目などを含む新しい授業科目区分に分けられ，多様なカリキュラムに対応しよ

うとする姿勢が窺われる。新しい教養教育の区分の名称・様式には以下のようなものがあった。

「大学教育を専門教育と全学教育に分け，全学教育の中を転換，教養，基礎，外国語，保

健体育，の各教育に分ける」（東北）

「基礎・教養・総合・健康運動・外国語の５科目」（福島）
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｢大学教育を専門科目，専門基礎科目，基礎科目(共通科目，関連科目)に分け，さらに，

共通科目の中を総合，体育，第一外国語，情報処理の４つに分ける」（筑波）

｢初期教育，教養教育，専門教育に区分」（宇都宮）

｢教養ゼミ，総合科目，分野別科目，健康科学科目，外国語科目の５区分」（群馬）

｢基礎科目，総合科目，主題科目に変更」（東京）

｢基礎ゼミ，情報，外国語，総合科目，基礎講義，スポーツ健康の６つのコア科目に分類」

（お茶の水）

｢個別科目，総合科目，外国語，保健体育，情報教育，新入生ゼミナールの６区分」（信

州）

｢教養科目，外国語科目，体育実技に区分し，教養科目の中を総合，人文，社会，自然，

情報処理，保健体育（講義）の各系列に分ける」（新潟）

｢教養原論，総合科目，外国語科目，保健体育，情報処理，言語表現科目に区分」（富山）

｢総合科目，テーマ別科目，一般科目，言語科目，基礎科目に再編成」（金沢）

｢大学教育を一般教育，基礎教育，専門教育に３区分」（福井）

｢従来の一般教育科目をテーマ科目群，総合科目，個別科目に再編成」（岐阜）

｢総合科目，教養科目Ａ及びＢ，主題別科目，外国語科目，保健体育，セミナーの各区分」

（静岡）

｢専門系科目，主題科目，開放科目，言語文化科目の４大区分」（名古屋）

｢共通教育系科目と専門教育系科目に大別」（大阪）

｢専門分野以外を教養原論」（神戸）

｢従来の一般教育科目を文科系科目，自然系科目，総合科目に分ける」（奈良女子）

｢教養科目，基礎科目，共通科目（外国語，保健体育）に区分」（和歌山）

｢基礎教育科目，共通教養科目，専門基礎教育科目に区分」（島根）

｢主題科目，個別科目，外国語，健康・スポーツ科目に分ける」（香川）

｢教養教育科目，共通基礎教育科目に区分」（佐賀）

｢全学教育Ａ科目群（共通･教養的）と全学教育Ｂ科目群（教養と専門の接点）に分ける」

（長崎）

｢共通基礎科目と教養科目に分ける」（熊本）

｢共通教育科目（全学生)，専門基礎教育科目（理系）に大別」（琉球）

,おりの３区分で一般教育科目に相当する部分を，「広域科目」（埼玉)，「教義原論」（神従来どおりの３区分で一般教育科目に相当する部分を，「広域科目」（埼玉)，「教義原論」（神

戸）などと呼び換えた大学もある。また，一般教育科目を含めた教養教育科目には「普遍教育科

目」（千葉)，「コア科目」（お茶の水)，「基幹科目」（信州）などの名称が与えられている。

以上の回答にみられるような授業科目の枠組みの再編成のなかで，教養教育の中での専門基礎

的科目を専門教育に移す以下のような大学がある。
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「従来の教養課程での専門基礎科目を各学部の専門教育と位置付ける」（山形）

「基礎専門または専門基礎を専門科目として専門教育に含める」（宇都宮）

「工学系基礎教育科目を全面的に専門科目の分類に組み入れる」（山梨）

「従来の一般教育科目の中の専門基礎的科目は専門科目に移す」（富山）

「従来の基礎教育を専門教育の中心に位置づけ，基礎科目とする」（岐阜）

「従来の一般教育科目のうち専門分野の科目は専門科目とする」（神戸）

ただし，枠組みがこのように変っても，履修年次についてはいわゆるくさび型が採用されてい

る場合が多い（設問４(2)②を参照)。

このように教養的背景が薄れ専門性が高まる方向に対し，一方で，専門基礎的科目にも教養的

背景を重視した回答として，次のようなものがあった。

「各学部の専門基礎科目とは別に，全学共通科目としての専門科目を設ける」（千葉）

「専門に直結した専門基礎Ａの他に,広い背景を与える専門基礎Ｂを全学共通科目として

開講」（名古屋）

「必ずしもその専門を必要としないが,理系の基礎的素養として必要な科目を基礎科目Ⅱ

として選択必修させる」（金沢）

「専門基礎科目を一般教育の中心に位置づける」（鳥取）

以上二つの間の中間的立場として，専門基礎的科目を教養教育と専門教育に融和させる例も以

下のように承られた。

「全学共通の自然系科目の中に選択必修科目を指定して専門基礎科目」（京都）

「各学部の専門系科目を他学部学生に対する開放科目として公開」（名古屋）

「学部専門教育の一部を教養教育科目（開放科目）として公開」（長崎）

ｂ単位数の弾力化

科目区分の見直しに伴って，「単位数の削減｣(宇都宮)や「単位数の計算法の多様化｣(秋田）な

ど，単位配当の弾力化を特徴にあげた大学が多かった(東京，京都，大阪，福井，和歌山，琉球)。

変更単位数を具体的に示した大学は以下のとおりである。

「従来の教養課程での履修単位を42単位に減らす」（岩手）

「一般教育科目の36単位を24単位に」（山形）

「教養課程での従来の履修単位数48-52単位を,教養科目26単位,共通基礎科目10単位に」

（茨城）

「従来の一般教育科目を12単位に」（埼玉）

「従来の一般教育科目のうち，専門分野を除く教養原論に対し，１６単位」（神戸）

「従来の一般教育科目を20単位に」（奈良女子）

「卒業に要する単位数を124単位とする」（高知）
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ｃ半期２単位制の導入

通年４単位から，半期２単位で完結する授業科目が増える傾向がみられた(岩手，秋田，新潟，

埼玉，山梨，横浜国立，滋賀，高知，熊本)。

。少人数教育

少人数教育を改善の特徴と回答した大学も目立った（弘前，福島，群馬，福井，大阪，鳥取，

島根，徳島，佐賀，大分，宮崎)。

ｅ自由選択制

自由選択制を有効な改善策として実施する大学も多かった（岩手，筑波，宇都宮，福井，奈良

女子，徳島，大分，宮崎，鹿児島)。

(2)外国語教育の改善状況と特色

外国語教育で見られる特色は，一般教育科目での特徴がより具体的に濃縮された形で現れてい

る。

ａ内容の多様化

外国語文学購読を目的とするだけでなく，さまざまなスキルに対する要望が満たされるよう，

多様な内容が用意されるようになった。実施形態が示された例のほか，理念として述べられたも

のも含め，以下に示す。

「コース制の導入」（山形）

「履修形態の自由化と多様化」（千葉）

「話す・聴く．読む・書くのジャンル別の導入」（お茶の水）

「目的別選択」（山梨）

「科目の多様化」（名古屋）

「目的別英語の導入」（鳥取）

「聴く・話すの重視」（佐賀）

「技能別英語」（広島）

「授業内容の多様化」（香川）

以上の多様化を目的別多様化とすれば，レベルに応じた内容を盛り込んだレベル別多様化の方

向もまた特色とされている。

「アドパンストーースの設置」（新潟）

「初級・中級・上級のレベル区別」（金沢）

「能力別クラス編成」（信州）
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｢レベルによる外国語の複線化」（横浜国立）

｢３，４年次で中・上級クラス開設」（静岡）

ｂ実用志向

使える外国語への要求を考慮した改善策がさまざまな形で実施されている。

「nativespeakerに触れる機会を増す」（北海道）

「実際的語学力」（筑波）

「実用英語技能検定一級および準一級合格者に英語の単位を認定」（お茶の水）

「全授業の半数をnativespeakerが担当」（埼玉）

「運用能力に比重を置く」（新潟）

「外国人教師による会話クラスの設置」（静岡）

「総合英語と技能別英語に分ける」（広島）

「教養主義一辺倒からコミュニケーションのための教育へ」（長崎）

「nativespeakerの教師を増やす」（九州）

専門教育において役立つ外国語を目指した改善策と位置付けられるものもあった。

「専門連繋コースを設け，専門教育に関連した基礎文献を教材とする」（千葉）

「英語を英語（人文)，英語（社会)，英語（自然）に区分」（神戸）

以上の実用外国語の方向に対し,語学としての枠を超え異文化理解を特徴にあげた大学もある。

「外国語関連科目を新設し，社会・文化にも対応」（長崎）

「国際文化に対する複眼的視点の養成」（新潟）

「言語文化科学として再編成し，異文化理解」（名古屋）

ｃ提供される外国語の選択幅の増加

履修できる外国語の幅が広がっている。具体的な回答例は以下のとおりである。

「第三外国語として９ヵ国語」（北海道）

「ラテン語を含む８ヵ国語」（富山）

「未履外国語に中国語，ロシア語」（岐阜）

「新たに中国語」（滋賀）

「多言語化」（島根）

「未履外国語にスペイン語。理系にも中国語，ロシア語，朝鮮語，スペイン語」（九州）

「新たに，ロシア語と朝鮮語を加える」（琉球）

ｄ単位数の弾力化

外国語の内容の多様化と連動して，履修単位数にも多様化の傾向が象られた゜
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｢初修４単位分の選択科目開設」（岩手）

｢未履外国語の選択幅の拡大」（静岡）

｢必要単位を削減」（岐阜）

｢４年間にわたる履修が可能」（名古屋）

｢必修を８単位とする」（滋賀）

｢必修と選択に分ける」（福井）

｢－部学部で第２外国語の指定廃止」（京都）

｢従来６－８単位の未修外国語を５単位必修とする」（神戸）

｢従来初級４単位認定後履修可能であった中級を，２単位履修後に履修できる」（高知）

ｅクラスサイズの縮小

外国語教育でのクラスサイズの縮小，適正化を特色としてあげた大学も多数に及んだ(北海道，

弘前，岩手，山形，福島，お茶の水，横浜国立，新潟，福井，岐阜，名古屋，島根，広島)。

ｆその他

外国語教育に関して特徴ある回答例を記す。

「専門連繋コースを設け，専門教育に関連した基礎文献を教材とする」（千葉）

「統一プログラムの採用」（名古屋）

「英語を英語（人文)，英語（社会)，英語（自然）に区分」（神戸）

(3)保健体育教育の改善状況と特色

ａ科目枠の多様化

従来の科目区分にとらわれない新しい科目区分として，総合科目の中に位置付けられるなどの

他，様々な工夫がゑられた。一般的に，スポーツ科学の側面が強調されてきたように思われる。

「選択科目のスポーツ実技として開講」（山形）

「実技をスポーツ実技(必修)に,理論をスポーツ科学として広域科目（選択）に」（埼玉）

「実技とは別に普遍科目として開講」（千葉）

「基礎主題科目の一つとして生涯健康とスポーツを開講」（名古屋）

「健康スポーツ演習を複数開講」（横浜国立）

「理論をスポーツ科学として広域科目へ」（埼玉）

「健康・スポーツ科学教育」（島根）

「健康・スポーツ科学科目」（九州）

実技と理論を一体化したカリキュラムを用意したものもあった。

「体育・体力科学理論と体育実技を一体化」（北海道）
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｢実技と講義を融合」（静岡）

｢健康科学として統一」（長崎）

ｂ実技の多様化

実技の種目数を増やし，選択幅を広げる大学も目立った。

「２単位にさらに２単位を選択可能」（岩手）

「16種類の多様なスポーツ実技」（山形）

「健康スポーツ演習（選択）を複数開講」（横浜国立）

「必修のほかは目的に応じた選択科目」（山梨）

「必修と選択を開講」（福井）

「実技を２－４年次でも選択」（九州）

「実技を多様化して４年間を通じて選択」（琉球）

シーズンスポーツ（岩手，信州)，野外活動（信州）など地域性を生かしたカリキュラムが組ま

れる例もあった。

生涯教育・生涯スポーツを意識した回答例も目立った。

「生涯スポーツ」（岩手）

「生涯スポーツ・健康への理解」（岐阜）

「生涯健康とスポーツを開講」（名古屋）

「生涯にわたって－」（香川）

(4)情報処理教育の重視

情報処理教育を重視したとする大学に，次の各校がある。

筑波，千葉，お茶の水，信州，新潟，富山，佐賀，島根，広島，愛媛，長崎，琉球

(5)総合科目の特色

多くの大学が回答の中で総合科目・総合コースに触れている（筑波，群馬，千葉，東京，お茶

の水，信州，富山，金沢，岐阜，静岡，奈良女子)。新しい科目区分に総合的分野を加えて特色を

出そうとするもので，その施行形態は以下のとおりさまざまである。

「総合科目の充実」（広島）

「総合講義を全学協力で」（北海道）

「従来の総合科目を含む特殊科目を新設」（山梨）

「３年次に総合的，学際的なテーマの総合科目を必修として課す」（静岡）

「部局の異なる複数の教官による総合科目」（名古屋）

「教官の自発的開講による総合科目」（九州）
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具体的にテーマの特徴を述べたものがあった。

「総合教育科目に国際言語文化分野と人間科学分野を新設」（秋田）

「富山の地域性を反映したテーマ」（富山）

(6)主題講義の特色

主題別講義を導入した大学（香川，大阪，佐賀）がある。これらの講義の特色として，以下の

ような回答がある。

「一つの主題に複数の教官による複眼的思考と総合的取り組糸」（お茶の水）

「主題別科目に言語と文化，社会と人間など５テーマ」（静岡）

「主題科目により学際性」（名古屋）

「主題ユニット方式で」（島根）

(7)セミナーの特色

セミナーについて具体的な特色があげられた例を記す。

「15人規模で一般教育演習により学習方法論」（北海道）

「新入生ゼミナール」（信州）

「高校教育の転換教育の場として，助言教官をつけて指導」（岐阜）

「セミナーで導入教育を目指す」（静岡）

「基礎セミナーの科目区分で１年次に必修。138コマ開設」（名古屋）

「学際主題少人数科目をセミナー形式の科目とする」（九州）

「少人数演習形式セミナーを開設」（高知）

「フレッシュマンセミナーで転換教育」（佐賀）

「セミナーにより導入教育」（静岡）

(8)その他の特色

ａティーチングアシスタントの導入

ティーチングアシスタントの積極的導入を特色としてあげた大学（名古屋，佐賀）があった。

ｂ表現力・発表力を養うためのカリキュラム

学生の発表能力を高めるためのカリキュラムを特色としてあげた大学も目立った。

「添削をもとにした論文指導講義」（北海道）

「特殊科目を設定」（山梨）

「言語表現科目で口頭・文書表現の実地指導」（富山）

「日本語表現法入門」（琉球）
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｢少人数の基礎ゼミで読む・書く・聞く・話すの指導」（お茶の水）

ｃ特色ある授業科目

授業科目の多様化の中で，具体的にあげられた特色あると思われる講義をいくつか示す。

「添削をもとにした論文指導講義」（北海道）

「副専攻制度を設ける」（京都・総合人間学部）

「主題別科目で副専攻的な発想を導入」（静岡）

「フレッシュマンセミナー」（佐賀）

「特殊科目を設定」（山梨）

「言語表現科目で口頭・文書表現の実地指導」（富山）

「日本語表現法入門」（琉球）

3.1.2一貫教育への配慮について

設問４(2)②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について記入し

てください。

下の回答例に代表されるように，多くの大学が，４年間の一貫教育に配慮し，教養教育と専門

教育の有機的連関を目指している。この目的で，初年次で専門教育が開講され，教養科目は高学

年次で選択できる制度がとられている。

「１年次での専門科目の開設と，２年次以降の基幹科目の開設」（信州）

「縦割カリキュラムを編成」（岩手）

「高年次でも教養科目を履修」（お茶の水）

ａくさび型

いわゆるくさび型という言葉が用いられて回答された大学は

北海道，筑波，横浜国立，福井，鳥取，香川，熊本，大分，琉球，

一貫教育という言葉が用いられたのは

東北，群馬，名古屋，京都，大阪，広島，徳島，佐賀，琉球，

と数多くの大学がある。表現は違っても数多くの大学で一貫教育への配慮がなされているとみる

ことができる。

専門科目を低学年にという記述が承られた大学も次のように多かった。

山形，福島，富山，神戸，香川，九州，長崎
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履修年次を指定しないという回答もあった。

「特定必修科目を除き修学学年を指定しない」（宇都宮）

「一般教育（普遍科目）を全学年を通じて履修できる」（千葉）

「履修年次に制限を加えない」（山梨）

「教養科目の３，４年次での履修を認める」（静岡）

「学芸科目を１－４年次の学生が履修できる」（滋賀）

「教育原論を２，３年次で履修させる」（神戸）

「ｌ年次から教養と専門を同時開始」（長崎）

「文系専門科目をより低学年に配当し，逆に，理系では教養科目を４年次に推奨」（京都）とい

うユニークなものもあった。

ｂ全学教官の参加

各学部全教官の参加により一貫教育を進めるという大学も多かった。

「全学教育は全教官が協力して担当」（東北）

「全教官が専門と教養の両方を担当」（岩手）

「各学部が在学期間全体を通して教育指導の責任」（新潟）

「総合科目に各専門学部から提供される講義を置く」（東京）

「講座所属教官と学科目所属教官が授業分担」（横浜国立）

「各学部が開く専門科目の中から，開放科目を指定して学部間の垣根を外す」（名古屋）

3.1.3高校からの学習状況を踏まえた対応について

設問４(2)③高校からの学習状況を踏まえた対応について記入してください。

回答を整理すると以下のような項目にまとめられる。

ａレベル別複数コース

高校での学習レベルに合わせて複数の講義を開設するのを特色としてあげた大学は次のとおり

である。特に，理科系科目と外国語に対しては，特別の配慮が必要とされているのがわかる。

「グループ別複数クラス」（北海道）

「レベルの異なる授業科目を開設」（千葉）

「数理科学と物理学をＡ，Ｂ複線化」（東京）

「外国語の複線化」（横浜国立）
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｢自然科学分野で既習者のための概論と未履修者のための序説を開設」（富山）

ｂ特別教育

複数クラスを用意するまでもなく，特別の授業を配置して対応している大学も多かった。

「論文指導講義で対応」（北海道）

「専門基礎科目で特別配慮」（弘前）

「ｌ年次早期に転換教育を実施」（東北）

「準備的・予備的基礎学習の科目を用意」（埼玉）

「推薦入学者と編入者に対し数学と英語で特別クラス」（愛媛）

「化学序論で化学系進学者に配慮」（九州）

「補修的指導を行う」（佐賀）

「少人数基礎科目を設置して補う」（熊本）

「転換科目で高校教育を補完する」（琉球）

ｃ科目多様化による対応

開設する講義科目を多くして，学生の学習状況に合った授業を受けさせるのも一つの対応であ

る。

「総合科目の多様化」（岩手）

「学習状況に合わせた選択可能な多様な科目の開設」（宇都宮）

「開講科目数を増加」（大分）

ｄ履修科目の指導

あらかじめ履修科目の内容を周知徹底させ，レベルに合った講義を受講させることも重要と考

えられる。

「医学部で理科の未修科目を必修化」（秋田）

「履修条件をシラバス中で徹底させる」（名古屋）

「学部ごとにバックグラウンドとなる分野の履修をガイダンスで周知させる」（京都）

「物理，化学，生物で高校での学習状況に合わせた履修を要望」（広島）

ｅ自主的学習態度の養成

受験勉強で身に付いた受け身の学習態度から，自主的学習態度に切り替えさせることは，高校

との接点を考える上で重要である。このような観点から回答したと思われる大学もいくつかゑら

れた゜

「主題別科目等で知的要求に答える教育内容を与える」（大阪）
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｢ゼミなど対話・討論型授業の充実」（鳥取）

｢実習，演習の導入により自主性復活」（長崎）

｢高校での学習が受験科目中心であったことを是正するため，理系に人文・社会分野を，

文系に自然科学分野の履修を義務づける」（静岡）

ｆその他

｢高校教員との交流を計画中」（奈良女子）という回答があった。

3.2教育系，文系，理系，医系及びその他の大学

総合大学に関しては，設問４(2)の①，②及び③に対する回答の概要を上記のように続けて紹介

したが，教育系，文系，理系及び医系の大学に関しては，各系ごとに①から③までの回答概要を

続けて紹介するのでなく，①，②及び③のそれぞれについて，各系大学の回答概要を続けて紹介

することにする。その理由は，各間ごとに各系の特徴がみられるところがあるので，それらを対

比しやすくしたいためである。なお，その他の大学からは，設問４に対しては回答がなかった。

3.2.1具体的内容について

設問４(2)①教養教育の改善状況と特色について，具体的に記入して下さい。（内容につ

いては，平成２年１月の調査の設問を参考に記入願います｡）

(1)教育系大学（11大学）

検討中及び無回答の各１大学のほかすべてから回答があった。

ａ科目区分の変更

旧来の授業科目区分を粗朶替えたことをこの欄に記した大学が，北海道教育<函館，旭川，釧

路>，宮城教育，福岡教育の３大学あり，鳴門教育も再編を思わせる記述であった。

従来の区分を維持している大学でも，大阪教育では個別科目として再編し，奈良教育では各分

野に現代の教養に対応する２単位の科目を多数開設するなどの改変がゑられる゜

ｂ卒業要件単位数の削減

卒業に必要な単位数の削減をこの欄に書いた大学は，北海道教育<札幌，函館，釧路，岩見沢>，

宮城教育，上越教育，大阪教育，兵庫教育と５大学に及んだ。単位数増の回答はなかった。
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ｃ必修単位数の削減と選択の幅の拡大

必修単位数の削減を記入した大学は，北海道教育〈札幌，釧路>，宮城教育，上越教育，京都教

育，兵庫教育，福岡教育と６大学あり，そのうちの殆どは，学生の選択の幅が広くなったと書い

ている。

北海道教育<函館〉は，人文・社会・自然の枠の廃止による選択幅の拡大を回答した。

ｄ半期完結型科目

このことを記入したのは北海道教育〈釧路＞だけであった。

ｅ少人数教育，セミナー

宮城教育では,学習の動機づけと学生把握の場として，ゼミナールをｌ年次前期に必修とした。

鳴門教育は，セミナーを中心とした教養教育の充実を図っている。北海道教育<釧路＞では受講

学生少数化に努力中である。

外国語の少人数を特色としたのは，北海道教育く旭川＞及び京都教育である。

ｆ総合科目型の授業

大学によって，「総合科目｣，「総合講義｣，「テーマ別講義｣等食と呼称は異なるが，これを特色

にあげた所は，北海道教育(札幌)，宮城教育，上越教育，大阪教育，奈良教育の５大学家られた゜

ｇくさび型

これは②の設問と関係するが，①の特色にこの語を書いたのは上越教育の象であった。従来か

ら多少なりともくさび型を実施している所が多いためであろうか。

ｈ外国語

外国語に工夫をこらし，それを特色にあげた大学は理系及び医系でも多かったが，教育系では

次のような回答があった。

少人数（北海道教育く旭川>，京都教育）

実用性重視（鳴門教育）

第２外国語必修除外（北海道教育<旭川，岩見沢>）

選択幅拡大（北海道教育<岩見沢>）

英語を１０単位から８単位とし，自専攻内での原書講読を開設（奈良教育）

ｉ保健体育

これ､各系大学とも工夫している科目で，教育系での回答は次のとおりである。
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生涯スポーツの習慣と新しい健康概念（京都教育）

新しい理念のもとに健康・スポーツ学（鳴門教育）

４単位→2単位（北海道教育〈函館，釧路，岩見沢>）

４単位→３単位（兵庫教育）

講義ｌ単位・実技３単位→講義・実技各２単位（福岡教育）

４単位→体育科目３単位（保健分野は総合科目へ）（大阪教育）

(2)文系大学（６大学）

無回答が２大学で，４大学から回答があった。

ａ科目区分の変更

この欄に区分変更を記入したのは,「一般教育の科目を現代社会に適合するよう再構成」（素案）

と書いた小樽商科と，「一般教育科目は教養科目と改称し，基礎，外国語，体育の各科目を合わせ

た“共通科目”として総合」と書いた東京芸術〈美術＞の２大学であった。

ｂ少人数教育

小樽商科ただｌ大学が，素案として｢少人数教育のメリットを考慮し，ゼミナール教育の充実」

と書いている。

ｃ必修単位数

このことに言及したのは図書館情報のｌ大学の承で,「外国語科目は12単位,保健教育科目は４

単位で必修」とある。

。選択の幅の拡大

直接にこの語を使っていないが，東京芸術〈美術＞では，指定科目以外の選択を自由とし個性

の酒養とその多様化に対応すると答え，また，専門教官の共通科目への兼務拡大で内容と種類の

充実を図っている。内容の向上には，責任態勢の明確化と相互連絡も貢献している。

ｅ総合科目型の授業

大阪外語では「人権論」及び「女性学」を，それぞれ10名及び23名のリレー講義で開設した。

ｆ一貫教育

小樽商科では素案として４年間一貫教育をあげている。一貫教育の語は東京芸術く美術＞でも

用いられているが，こちらは全教官の大学院参加と結びつけたもので，やや意味が異なる。
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ｇその他

次のような回答があった。

専門科目群の履修コース制（２コース）（図書館情報）

スポーツ方法学３「野外活動」などユニークな授業（大阪外語）

(3)理系大学（15大学）

無回答や検討中の回答はなく，全大学から記入があった。

ａ科目区分の変更

この欄で区分変更に言及した所は，東京農工，東京工業，東京商船，電気通信，長岡技科，京

都工繊〈工芸>，神戸商船，九州工業の８大学に及んだ。

ｂ少人数教育

少人数教育を改善の特色とする所は次のように６大学あった。

ゼミ，演習（室蘭工業，東京工業，東京商船，電気通信）

人文・社会分野（九州工業）

外国語（東京工業，九州工業）

必修科目（長岡技科）

ｃ選択の幅の拡大

これを記入した室蘭工業，帯広畜産，東京農工，東京工業，電気通信の５大学のほか，必修単

位を削減した北見工業においても選択の幅は増したと思われる。豊橋技科における学際的研究を

念頭に置いた科目及び多様な入学者を考慮した科目の設置との回答も，選択幅の拡大をうかがわ

せる。また，室蘭工業では，全教官による卒研指導で卒研のテーマの幅も広くなっていると思わ

れる。

。総合科目型の授業

東京工業，長岡技科，神戸商船の３大学で特色にあげられている。

ｅくさび型と一貫教育

いずれも設問②と関連するが，①で「くさび型」の語を用いた所に室蘭工業，東京農工，電気

通信の３大学があるほか，京都工繊（繊維）も言外にくさび型を思わせる。

この欄で「一貫教育」の語を用いて回答したのは，室蘭工業，名古屋工業，神戸商船の３大学

である。
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ｆ外国語

多くの大学で特色にあげられたが，その内容は次のようにさまざまである。

コミュニケーション，異文化理解を重視（帯広畜産，東京工業）

英検，放送大学等での成果を単位認定（東京工業，東京水産）

能力別クラス編成（東京商船，長岡技科）

少人数（東京工業，九州工業）

専門との連係を密に（例：「科学英語｣）（名古屋工業，京都工繊〈繊維>）

ｇ保健体育

東京工業及び九州工業で，実技の選択幅の拡大が記入されている。九州工業では，それに伴っ

て講義が減らされた。東京工業では，保健体育を健康・スポーツ科目と改め，健康科学とスポー

ツ実技の各一部が必修となっている。

ｈ自然分野

理系大学として当然かとも思われるが，（旧）自然分野に関して記入した大学は６大学あった。

そのうち，自然分野を専門の基礎と位置付けていることを書いた所が，東京工業，東京商船，長

岡技科，神戸商船の４大学である。電気通信では，演習・実験の単位算出方法を改め，取得可能

単位数を増した。東京工業では，理工系基礎科目を置いたが，これは設問③とも関連し，高校と

の接続に配慮したものである。

ｉ学部等の教官の協力

東京商船では教養ゼミナール11コマのうち３コマを専門教官が担当しており，東京工業では理

工系基礎科目の化学に学部等の教官の協力を予定している。

(4)医系大学（13大学）

検討中が３大学あったが，そのうち，一部実施済のものと案のあるものは下記に含めた。

ａ科目区分の変更

この欄で科目区分の変更を回答したのは，山梨医科，富山医薬，浜松医科，島根医科(案)，宮

崎医科の５大学であった。各大学の詳細は資料編を参照されたいが，宮崎医科では，一般教育は

基礎教育科目に統一され，一般教育等の理念にも配慮しながら医学教育の基礎となる内容に重点

を移した科目を開設することとしている。また，富山医薬では，一般教育科目等を教養教育科目

に編成替えし，教養基礎科目と基礎専門科目とに区分しているが，前者は単に専門教育に役立つ

だけではない基盤的教養科目であることが強調されている。
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ｂ卒業要件単位数の削減

東京医歯のみが一般教育科目の最低単位数の削減を回答した。

ｃ選択の幅の拡大

旭川医科では,人文･社会科目の各４単位を２単位として科目数を増やすとともに外国語の英・

独に加えてラテン語･日本語の語学講読コースを設けて選択の幅を広げた。浜松医科では，人文・

社会系の科目が多数の１単位科目に細分された。

香川医科では，物理・化学・生物の必修のほかすべてを選択または自由科目とし，高知医科で

も選択科目・自由科目を導入したことが記入されている。

ｄ少人数教育，セミナー

東京医歯では，ｌ年次に自由選択セミナーを多く開設するとともに，外国語クラスを40人から

30人とし，山梨医科でもセミナー形式の外国文献講読の授業を多くした。滋賀医科では，英・独

(年度により)のゼミナールを開講し，また一般教育科目の殆どを50名単位の少人数教育としてい

る。

ｅ総合科目型の授業

これに言及したのは東京医歯及び浜松医科の２大学であるが，前者では，自由科目と専門教育

または専門基礎との橋渡しの目的が②で述べられている。

ｆ外国語

外国語に関する記入が多いことは医系も例外ではなく，次のような回答があった。

選択幅の拡大（旭川医科）

「読む」「聞く」「書く」「話す」の４コース新設（東京医歯）

英会話必修（浜松医科）

会話を中心に（宮崎医科）

外国人講師による充実（滋賀医科，大分医科）

ＬＬ機器活用（滋賀医科）

少人数・セミナー（前述）（東京医歯，山梨医科，滋賀医科）

英・独の単位数削減（佐賀医科）

独文法にコンピュータ活用（東京医歯）

ｇ保健体育

浜松医科と佐賀医科の２大学で講義は廃止され，前者は専門科目のなかで補えると書いている
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が，後者も同様と推察される。浜松医科では，実技は選択とされた。旭川医科では全体で４単位

から２単位に削減された。

ｈ自然分野

自然科学分野の科目に注意を払っている点では理系大学と同様の傾向があるが，医系大学では

特に物理・化学・生物と科目名を明記した大学がいくつかあるのが注目される。また，主として

自然科学系科目を新区分で基礎教育科目に入れた山梨医科のほか，自然分野を専門の基礎ととら

えていることを言外に感じさせる所が多い。

物理･化学･生物に関する具体的変更としては，旭川医科における実験を主とする授業の新設，

東京医歯における時間増，香川医科におけるこれら３科目のみの必修指定（前述）があるほか，

東京医歯におけるこれら３科目の既修・未修のクラス分けは，浜松医科における自然科学入門の

開設とともに，③で問われた高校からの学習状況をふまえた対応である。

ｉ情報処理教育

字句に多少の違いはあるが，旭川医科，滋賀医科，大分医科，宮崎医科の４大学が，情報処理

教育の充実を特色にあげている。

ｊ臨床体験等

医系大学に固有のものと思われるが，山梨医科では早期臨床体験，大分医科では学外での介護

体験，滋賀医科では早期体験学習を，それぞれ特色としている。

ｋその他

高知医科では，全学共通の単位制が導入されたが，これは医系に固有の問題である。ここでは，

授業時間数の削減と放送大学等との単位互換制度の導入も記入されている。

佐賀医科では，シラバスを作成して授業内容の検討と科目間の調整に役立て，文学・言語学・

保健体育講義を科目削減し，教養教育改善の効果を期してチューター制度を設けた。

滋賀医科では，人文地理学の野外巡検を特色にあげている。

3.2.2一貫教育への配慮について

設問４(2)②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について記入し

て下さい。
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(1)教育系大学（11大学）

無回答や検討中，特になし等の回答が多く，具体的記入は約半数の大学に止まった。詳細は資

料編を参照していただくこととし，ここでは回答のうちからいくつかを拾う。

ａ一貫教育の継続

従来から４年一貫教育を行っていることを記したのは，宮城教育，上越教育，兵庫教育の３大

学である。上越教育では，４年間の有機的関連をさらに進める検討がされつつある。

ｂ一貫教育の推進と充実

上記のほか，奈良教育では平成７年度から教養科目の履修単位数に関する年次別指定が解除さ

れ，鳴門教育では総合科目や外国語を１－４年次にわたり履修可能とされ，京都教育でも共通教

育科目が必修単位数削減に伴って４年間を通じて履修可能とされたが，これらはくさび型の推進

と思われる。京都教育では，共通教育科目の必要を超えた単位を卒業要件の自由選択単位にあて

ることができる。

福岡教育では，４年ごとに新カリキュラムを見直し，その際に一貫教育の充実についても検討

することにしている。

北海道教育〈札幌＞において専門教育の基礎科目として教養代替科目を開講しているのも，く

さび型の一例であろう。

(2)文系大学（６大学）

うち４大学から回答があった。次のように要約して紹介する。

ａ履修年次についての配慮

小樽商科は，専門科目を低学年に開始し，一般教育を高学年にも配置と回答した。図書館情報

では一般教育的な科目の主題科目を１－４年次にわたって開講し，大阪外語では総合科目のうち

広域的・学際的なものを１－２年次に，専攻領域を強化・発展させるものを３－４年次に履修す

るよう指導しており，これらはくさび型に類するものと思わる。

ｂ理念

東京芸術では，教養教育は学部から博士課程にまで至る専門教育の体系を補完すべき重要な場

として配慮されている。

(3)理系大学（15大学）

検討中のｌ大学のほか全大学から回答があった。
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ａ一貫教育の継続

電気通信は，単一学部のため従前から一貫性が保たれていたことを書き，なお，組織拡大に伴

う意志疎通の欠除に対する改善を期している。長岡技科では，３年次編入生が多いこともあって，

従来から教養科目と専門科目が並行して４年にわたり開講されている。九州工業でも，以前から

一貫教育に配慮されていると思われる（正確には資料編参照)。

ｂくさび型の継続と推進

回答中に「くさび型」の語を用いた所は，室蘭工業，帯広畜産，東京農工，東京工業，名古屋

工業，豊橋技科，京都工繊く工芸＞の７大学もあった。また，この語を用いなくても，神戸商船

は総合教養科目の開設単位数を年次順に減らしつつ４年次にまで配置している。

ｃ教育内容の改善

これはどの大学でも努力されていることであろうが，このことを記入した大学に北見工業，東

京工業，京都工繊〈繊維＞がある。正確な要約は困難であるので，資料編を参照されたい。

ｄ基礎教育による橋渡し

従来の自然分野を中心とする基礎教育科目に，専門教育への橋渡しの役割を期待することを明

記または暗示した大学に,東京商船と名古屋工業がある。これは理系大学に固有のことであろう。

室蘭工業及び北見工業の副専門教育もこれに類するものかと思われる。

ｅ大学院との一貫性

学部の４年間だけでなく，大学院にまでつながる一貫教育について言及した大学に,東京工業，

豊橋技科，京都工繊がある。これも理系大学の特徴の一面であろう。

ｆ教官の授業担当区分の弾力化

教養教育担当教官と専門教育担当教官との固定的区分を廃止または弾力化した所は他にもある

と思われるが，この欄でそれに言及したのは次の２大学であった。

東京商船では，従来の一般教育等の担当教官が担当する専門教育科目を開設して教官側から承

た一貫教育を行うとともに，従来の専門教育担当教官が教養ゼミナールに参加して１年次から専

門への導入に寄与している。いわば相互乗り入れである。

室蘭工業でも，卒業研究の設定の範囲と研究指導教官の拡大が可能になったと書かれており，

従来の教養教官が専門教育をも担当していると読象取れる。
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(4)医系大学（13大学）

個別学科目制から大学科目制へ移行する案をもつ富山医薬を含めて３大学から検討中との回答

があったほか，すべての大学から回答があった。

ａ一貫教育の継続と推進

従来から一貫教育を行っていると答えた大学が，旭)||医科，山梨医科，高知医科，香川医科，

佐賀医科の５大学あり，そのうちはじめの３大学ではそれぞれの方法でさらに充実を図っている。

具体的内容の一部は以下の項で略説するが，そのほかは資料編にゆずる。

ｂ履修年次の弾力化

山梨医科では選択科目を４年次まで履修可能とする従来の体制をさらに推進し，浜松医科では

外国語を４年次まで履修可能とした。大分医科における専門課程での医学英語などの教養科目の

開設も，これに類するものであろう。滋賀医科は，専門科目の一部を２年次後半から開始するな

ど，カリキュラムの有機的連係を図っている。宮崎医科では，１年次で看護体験実習，２年次で

介護体験実習を実施し，早期医学教育の一環としている。

ｃ専門につながる教育

佐賀医科は，人文･社会系の分野も医学･看護学との関係に焦点をあてて講義していることを，

一貫教育への配慮として記入している。宮崎医科も，自然科学はもとより，人文・社会科学及び

語学の分野にも専門教育に関連した科目を配し，専門教育との融合をはかったと回答した。また，

前項で紹介した大分医科の医学英語なども，教養と専門との内容的連係でもあろう。

ｄ教官の授業担当区分の弾力化

滋賀医科では，基礎学課程の授業の一部を専門教官が担当と書き，前述の専門科目の一部を２

年次で開始とともに,授業内容を次第に高度化する段階的な一貫教育としている。浜松医科では，

基礎配属制度で一般教育教官も学生を受け入れ，分子基礎医学に一般教育系教官の一部が協力し

ている。

教養教官と専門教官の共同による授業が次にあげる各大学で実施されている。

大分医科では，化学と生物学がこの方法で行われている。佐賀医科においては，専門教育に必

須の基礎的技術の習得のために行う１年次の基礎実習に共通科目教官のみならず専門担当の教官

も加わっている。高知医科は，従来の学科目の教官と講座の教官との協力で同一授業を開講する

例として生化学をあげている。
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3.2.3高校からの学習状況を踏まえた対応について

設問４(2)③高校からの学習状況を踏まえた対応について記入して下さい。

(1)教育系大学（11大学）

検討中，特になし，無回答が比較的多く，対応についての記入はやや少なかったが，おおむね，

高校での履修科目の多様化への対応と，学習への動機づけを意図するものとに二大別される。

ａ高校での科目選択のバラツキへの対応

宮城教育では，入試の多様化につれて入学生の高校での科目選択がまちまちとなった結果，専

門の講義のかなりの部分を補習にあてる必要があったのに対して，今回の改正による基礎教育科

目の設置でこの点を補うことを期している。

鳴門教育では，新入生に対する基礎教育科目の基礎ゼミで，学問研究の動機づけとともに，高

校で修得していない科目の必須基礎事項などを教えることにした。

奈良教育では，学生アンケートを参考にしつつ改革案を練る中で，学生の入学前の学習状況に

応じた方向性と内容を考えている。

ｂ動機づけ

前項で紹介した鳴門教育のほか，北海道教育く函館＞は，暗記中心の受験勉強から主体的学習

に導くために，３分野区分の廃止，開設科目数の増加，演習形式の科目の設置が有効と期待して

いる。

上越教育では，検討中ではあるが，主体的大学生活の動機づけのため，１年次から演習を開設

することとし，また，教養基礎科目は概論・概説から脱却したテーマ的内容を中心に構成して学

習・研究への興味・関心を抱かせることをねらっている。

(2)文系大学（６大学）

今後の課題と思うと答えた大阪外語のほか，特になし等の回答や無回答が多く，対応の記入は

小樽商科のみであった。ここでは，多様な関心を持つ学生の増加を予想し専門科目以外にもゼミ

ナールを開講してきめ細かな教育を行うとしている。

(3)理系大学（15大学）

特になし，検討中，無回答が各１大学で，殆どの大学から具体的回答があった。医系大学とと
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屯に，理系大学もこの問題に苦慮した経験を持つことのあらわれであろう。その内容も，回答の

少なかった文系大学も教育系大学と異なり，学力差に対する配慮が大半を占めていることが目立

つ。その中でも，理科系の科目の基礎学力が足りない学生への対応が多かった。多様な回答をあ

る程度類型化して紹介する。

ａ自然科学系の科目

東京水産では，物理または生物を高校で履修していない学生が多いことに対応して，物理・化

学・生物の能力に応じた授業を開設している。長岡技科でも，高校で物理・化学・生物を履修し

なかった学生がいることに対応して，基礎科目で高校での学習に応じたクラス編成をしており，

さらに，補習的内容の授業の正規開講を検討している。東京商船では，基礎教育科目の物理・化

学において，受験で選択しなかった学生を考慮して，高校の知識を前提としないで理解できる講

義を心がけている。京都工繊く繊維＞では，１年次の自然系科目に教授法の巧承なベテラン教授

を配し，高校での不備を短時間で効果的に補うよう考慮している。九州工業では基礎的教育重視

の観点から，自然科学系の学習到達内容に意を払い，自然科学系を専門科目系に位置付けている。

京都工繊く工芸＞の回答にも基礎教育の充実に配慮があるが，これは主として外国語に関するも

ののようである。

数学に関しては，東京商船で帰国子女に補講をしており，電気通信では進度別クラス編成を－

部試行中である。

ｂ外国語

長岡技科では，上述の基礎科目とともに外国語でも，学力差に対応して，高校での学習に応じ

たクラス編成を実施し，さらに補習的内容の授業を正規に開くことを検討している。電気通信で

も，根本的対応は検討中としながら，数学とともに語学等でも進度別クラス編成が試行されてい

る。東京商船では，帰国子女や留学生を考慮して，英語で習熟度別のクラス編成をしているが，

この中には逆に突出した学生への対応も含まれているかと察せられる。

そのほか外国語に関しては，九州芸工の実践的内容重視，京都工繊<工芸＞の高校の新学習指

導要領に対応し，コミュニケーション能力の育成を重視という回答があった。

ｃその他

室蘭工業は副専門教育科目における選択幅の拡大と少人数ゼミナール・演習の新設などを答え

ており，主体的学習への動機づけを期するものと思われる。東京工業は，入学前の学習内容の個

人差が拡大すると予測し，教養教育で高校の授業との重複を避けるとともに授業内容を多様化し

て選択の余地を与えると書いており，これも動機づけが主眼であろう。帯広畜産は，コア科目中

の必修指定を最小限とし，かつ周辺科目での選択のの幅を広げて，高校授業の多様化に対応して
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いる｡豊橋技科が多様な入学者を考慮した科目を設置と書いているのも同様な発想からであろう。

(4)医系大学（13大学）

特になしとの回答が1大学，格討中との回答が３大学あったが，後者の中で宮崎医科は，入試に

合わせた高校教育により，大学で履修する科目を未修のまま入学してくる学生がいることを，問

題として指摘している。回答記入のあった大学の殆どで，理科の科目，特に物理・化学・生物の

未修者への対応を述べていたのは，理系大学よりもさらに顕著であった。

ａ理科の科目の未修者への対応

旭川医科では，高校での物理・化学・生物の履修のバラツキに対応するため，１年次の各科目

担当教官が授業の内容と方法に配慮している。佐賀医科の回答はさらに詳細で，同じ問題に対す

る策として，物理学では精密な論理構成よりも身近な事象に例を求め直感に訴える工夫で興味を

喚起し，化学では未修者に随時小テストをして理解度をつかみ，生物学では未修者から生物学系

大学院修了者までの多様な学生に対して生物学の概念をまとめることを強調した教育をしてい

る。

授業の開設によって対応しているのが次の５大学である。香川医科では，物理・化学・生物の

未修者と不得意者のために，必修とは別にｌ単位のレビューコースを開講し，山梨医科では自然

科学系科目の未修者に補講を行っている。浜松医科が自然科学入門を設けたというのも，これら

と同類であろう。東京医歯では，物理に関してだけであるが，高校での履修率の低下が顕著であ

るとし，ｌ年次の物理学を未修者用の入門コースと既修者用の教養コースの２本同時開講して選

択必修にしている。富山医薬の，物理・化学・生物のpreliminarycourseとadvancedcourse

を設けたという回答も，未修者と既修者のクラス分けを意味するのであろう。

ｂその他

滋賀医科では，高校教育の反覆を避け勉学意欲を高めるため，人文・社会・外国語の分野では

少人数教育・学外授業などに力を入れ，自然分野では実験を重視し，基礎教育の中で早期体験学

習を取り入れるなどの工夫がなされている｡高知医科で他大学の単位を認定しているとの回答も，

入学前の教育の反覆を避ける点で滋賀医科と共通している。佐賀医科は語学に関して，高校での

学習状況の差は殆どないとしながら，実力差の存在は否定していない。
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第２章 資料編一アンケート回答一
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教養教育の改善状況に関する調査（調査様式）

Ⅲ【Ⅲ1111ⅡⅢIⅢⅢlⅡⅡlllllⅢI【ⅢⅡ11ⅢIⅡⅢⅡIⅢⅡⅡⅡⅢⅡⅢIⅢⅡⅢⅡⅢⅢⅢⅢⅡ11ⅢlⅢ111ⅢⅢⅢⅢⅢlⅢlⅡⅡ111ⅡⅡⅢIⅢⅡ11Ⅱ1111ⅡⅢⅡⅢⅡⅡⅢIⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ111ⅡⅡⅡ11ⅢⅡ[[ⅡⅡⅡＩＩＩＩⅡIⅡIⅡⅡ11ⅡⅢ11Ⅱ111Ⅱ11ⅡⅡⅢⅡ111ⅡⅢ11ⅢⅢlⅡIlIII

１教養教育の理念と実施体制

（１）教養教育の教育理念をどのように考えていますか。（報告書があれば添付願います｡）

（２）教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等について記入願います。

（全学協力体制のための特別な措置等）

②教養教育の責任体制

(注）責任部局が，複数部局となる場合は，それぞれの教養教育の区分及び部局名を記入願います。

２教養教育の現状について

（１）教養教育の区分，授業科目及び必修単位数（大学学部学科）

(注)１本表は，教養教育の部分についてのみ記入して下さい。

２「区分｣欄には，現在実施している教養教育の区分名を記入して下さい。（例：総合科目，分野別

科目，健康科学科目，外国語科目等）なお，従来の基礎教育科目等で，現在，教養教育として位置

付けているものがあれば，併せて記入して下さい。

３「授業科目｣欄には，区分ごとの主な授業科目を記入して下さい。（学習案内等のコピーを貼付し

ても結構です｡）

４「必修単位数」欄には，卒業に必要な教養教育の単位数を区分ごとに記入して下さい。

５学部・学科ごとに異なる場合は，それぞれ別葉にして記入して下さい。

９３

教養教育の責任部局 部局名

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

区分 授業科目 必修単位数



(2)卒業要件単位数

(注）１卒業に必要な教養教育と専門教育の単位数を記入して下さい。

なお，改善を行った大学にあっては，改善前の単位数を（）書で記入して下さい。

２学部・学科ごとに異なる場合は，それぞれ記入して下さい。

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

(注）１教官現員，入学定員には，臨増分を含めて記入して下さい。

２「教官現員」欄…学部附属施設の教官を含めて記入して下さい。ただし，医・歯学部の附属病院

教官は除き，「備考」欄にその教官現員を記入して下さい。（平成６年７月１日現在）

３「教養教育担当教官｣欄…当該学部教官のうち実際に教養教育を担当している教官数を記入して

下さい。なお，「内教養部から移行した教官｣欄には，当該教養教育担当教官のうち，教養部の廃止

により学部等に移行した旧教養部の教官数を内数で記入して下さい。

４「その他｣欄…学部及び教養部以外(言語文化部，語学センター，大学院研究科，附置研究所等）

の教官が教養教育を担当している場合には，当該部局等について記入して下さい。

５その他教養部にかわる措置等，特殊事情があれば「備考」欄に記入して下さい。

9４

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

人 人 人 人

教養部

その他 名称（）

その他 名称（）

合計

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

人 時間



４教養教育の改善について

（１）大綱化に伴って教養教育の実施体制・組織等を改善した場合は，改正の要点を記入して下

さい。

（２）教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色について，具体的に記入して下さい。

（内容については，平成２年１月の調査の設問を参考に記入願います｡）

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について記入して下さい。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について記入して下さい。

（３）教養教育の改善結果の評価について

教養教育のカリキュラム，実施体制等を既に改善した場合，実施の効果について記入願い

ます。また，検討事項がありましたら，併せて記入願います。

５自由意見

教養教育のあり方に関して，御意見があれば，自由に記入願います。

６資料について

（１）教養教育に関する履修案内及び講義要項(時間割を含む｡）若しくはこれに類するものを２

部お届け下さい。

（２）設置基準の大綱化に基づく教養教育の改善に関する報告書を作成した場合は，２部お届け

下さい。
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今回資料編に「設問２（１）教養教育の区分，授業科目及び必修単位数」の回答は掲載し

ないこととした。その理由は，アンケートではこの設問について学部・学科毎の回答を要

求したため，規模の大きな大学では回答が数十枚になり，全体として膨大な頁数を要する

こと，大学によっては表示する代わりに資料の送付で省略している大学もあるため，回答

原文のまま掲載すれば内容がわかる大学と欠けている大学とが生じ不統一になると判断さ

れたことによる｡また全部掲載するためにはその整理に長い期間と労力を必要とすること，

一部で代表させるためにはその選定の判断が難しいとの理由も重なっていた。
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総合大学

ｌ北海道大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育とは，学習目標が明確で速効性を持ち，短期間に効果が期待される専門教育とは異な

り，長時間かけてじわじわとその効果が表れ始め，それが人間としてのスケールの大きさとなっ

て結実するような教育を指すものと考えている。

人間的なスケールの大きさは，①高迺な人格の形成，②的確な判断力の養成，③知的感受性の

酒養等によって培われる。これらを達成するためには，多様な文化や専門の異なる学問分野に触

れることが必須である。それによって，異なった価値観を理解し，異なる発想と感性を磨くこと

が可能となると同時に，自己の限界を知り，他との連携を模索するといった協調的な姿勢も生ま

れる。また単一の専門を学ぶだけでは決して得られない豊かで多様な発想に基づく創造性をも生

み出す原動力となることが期待される。

以上は高校段階までの教育では不充分であり，大学での学部教育において，専門教育と並行し

て行われる必要がある。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在本学では，学生は文Ｉ系，文II系，文H1系，理Ｉ系，理II系，理、系，医学課程，歯学課

程，水産系と９の系・課程別に分属し，各系・課程の所定の教育課程を履修した１年半後，学生

の志望，成績に応じて学部への移行が行われている。

教養課程を担当する教官は，身分上は各学部に所属しており，教養部（学内措置）に併任発令

されている。

このため，教養教育を担当する教官は責任をもって適任者を選出しており，教養課程担当教官

の人事は，学部教授会が行っている。

教養部の運営方式も「全学運営方式」で行われており，教養部には専任の教官は置かず，学部

間の連絡・調整機関とし，従って独立部局としての機能はもっていない。
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②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

9８

教養教育の責任部局 部局名文学部，教育学部，法学部，経済学部，理学部，工学部，

言語文化部

学部間の連絡・調整機関
機関名教養部

責任者教養部長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

獣医学部

水産学部

０
０
０
０
０
４
４
０
０
０
０
０

６
６
６
６
６
８
８
６
６
６
６
６

7６

７６

８４

８４

64～７８

459鑑間

4810時間

9０

76～96.5

76～7７

160

76～8４

136

136

144

144

124～138

136～

150

156.5

136～137

220

136～144

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

|内教養部から
i移行した教官

入学

定貝
備考

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

工学部

言語文化部

合計

人
４１１

８
７
５
７
０
６

７

３
６
４
３
２
６

８
２
４

９

人
羽
皿
３
４

６２

８
６６

８４１

人 人
文Ｉ系１８５

文11系２９０

文H1系２５５

理Ｉ系７３８

理11系４４５

理III系２３０

水産系２１９

医学課程１００

歯学課程６０

2.522



総合大学

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

１）平成７年度から教養部（学内措置）を廃止し，従来，教養部で一括して行ってきた「一般

教育課程」実施体制を，各学部を教育主体とする「学部教育」体制に変更し，「系･課程」別

の学生編成を学部別の学生編成へと変更する。

２）各学部は一般教育等の授業科目を含む４年（６年）一貫した教育課程を編成する。

３）複数学部の学生を対象として共通の教育内容をもって開講される教養科目，基礎科目，外

国語科目及び健康体育科目を「全学教育科目」と称し，各学部の教育課程に位置付け，全学

の協力によって実施する。

４）全学教育科目は，全学的な教育協力によって実施するが，学部一貫教育における全学教育

科目の位置付け及びその担当教官などについて全学的調整が必要となるため,｢高等教育機能

開発総合センター」を設置し，円滑に運営を行うこととした。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ_般教育科目従来の専門分野区分に従った科目名称を主題別授業科目に改めた。

これで全学の多様な分野からの協力により，豊富な内容で授業を実施することが可能と

なった。

ロ外国語科目英語を含め２ケ国語必修としたが，第３外国語として９ケ国語を用意し，

学生の履習幅を拡大した。クラスサイズを従来より小さくする他，ネーティプスピーカー

に触れる機会を多くした。

ハ保健体育科目従来，保健体育理論の一部に入れられていた，体育・体力科学理論と体

育実技教育を一体化して，健康に関する教育を一層効果的に実施する。健康科学（保体理

論）は体系的講義と主題別講義から成るものとした。

二総合＝－ス従来から，異なった専門分野の教官数人による複合的・学際的視角から，

あるテーマについて総合的理解をめざす｢総合講義」を全学の協力のもとに開講している。

ホセミナー１クラス学生15名程度の規模で，学習方法論的内容をもった，大学教育への

適応指導的な演習形式の「一般教育演習」を開講している。

へ特になし。

卜論文・報文作成能力と日本語による論理的表現能力向上をはかるため，論文の作成と添

削のフィードバックよりなる「論文指導講義」を開講する。

今後の基本的な改善方策は教養課程教育と専門教育との融合であり，その中で各教科目

,,

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

学内６０人

学外２２５

学内2,794時間

学外18,221



について，旧来の方針にとらわれず，新しい方法を開発しながら一層の充実と改善を図っ

ていく。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

従来の教養教育は専門教育とあまり有機的な連携無しに行われてきた。これは学生編成が学部

別ではなく，系別であったことにも原因があった。学生編成が学部別になる機会に，各学部に対

し，どのような内容の教養教育（全学教育）を望むか，具体的な要望を出してもらい，それを教

養教育の責任部局に伝え，それにふさわしい教官の選出と教育内容の実施を依頼している。

また，初年次から専門科目のいくつかを教育すると同時に，高学年次にも教養教育の履修を可

能にするなど，いわゆる喫形の教育を実施する。

便覧･履修の手引きなどの編集も，各学部別とし，教養教育･専門教育を合わせた内容として，

両教育分離の印象を薄めるよう配慮している。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

将来は（平成９年度以降）高校での履修科目の片寄りに対応して，同一科目についてもグレー

ドの異なる複数のクラスを設けるなどの配慮が必要となろうが，現在は前述の「論文指導講義」

の外は特に対応を考えていない。

５自由意見

まず高校卒業段階の生徒に関する現状認識から教養教育のあり方を考えてふる必要がある。１

－(1)で述べた，人格，判断力，感受性などはまだまだ成熟していないし，学力も専門教育を受け

るに充分でない。

また入試という関門を通過する必要もあって，それまでの教育は，既成の知識の暗記や詰め込

み，即ち教師による他動的な教育であったといえる。

大学における教養教育は，勿論より広い分野における，高度の知識の習得も引き続き必要であ

るが，それにも増して，学生目からが自主的・積極的に行う学習行動に導いてやることが大切で

ある。知識についても，単に結果を暗記するのではなく，その知識が新しく導かれた課程などを

理解させることが重要である。

それには，高度の研究成果を広い視野をもって総合的に教授できる力量が必要と思われる。従

って教養教育には高度の専門領域の研究実績を持つ経験豊かな教官が当たるべきであり,｢教養教

育専任教官」をおくことは，およそこの趣旨から外れている。全学の英知を結集して教養教育は

行われるべきである。

ZＯＯ



総合大学

８弘前大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

主として知識体系を学習する専門教育に対して，総合的な学習を通して，人間としての広い視

野と深い判断力を養成することを目指す教育と考えている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在（平成６年度）は，従前の一般教育の体制で実施している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

JＯＪ

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名教養部協議会

責任者学長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

人文学部
人文学科

経済学科

4８

4８

9０

8６

138

134

教育学部

小学校

中学校

養護学校（小）

〃 （中）

幼稚園

看護

養護教諭

4８

4８

4８

4８

4８

4８

4８

8２

8２

9７

9９

8２

8２

9０

130

130

145

147

130

130

138



4８

理学１pHj

134

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養教育（共通教育）を全学の教官が担当することにより，多人数教育の解消が可能となり，

学生と教官との人間的な触れ合いが生まれる。

多くの教官の参加により，学生に対して，人間観・世界観との接点を与えられる。

2０２

｜数学科’４８１７６１ 124

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

人文学部

人
飼

人
Ⅳ 人 人

358

教育学部 191 1９ 370

理学部 7０ 1３ 236

医学部 141 2３ 100 附属病院教官91人

農学部 4８ ０ 145

教養部 4８

その他 ２ １ 名称（保健管理センター）

その他 １ １ 名称（情報処理センター）

合計 564 7４ １．２０９

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

125人 8,606時間

物理学科 4８ 7６ 124

化学科 4８ 8２ 130

生物学科 4８ 7６ 124

地球科学科 4８ 8２ 130

情報科学科 4８ 8０ 128

医学部 7１

4,832Ｈ
7１

＊4,832Ｈ

農学部

生物資源科学科

農業生産科学科

農業システムエ学科

4８

4８

4８

8５

76-77

8６

133

124～125

134

＊医学部専門教育は時間数



総合大学

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ）豊富な分科会により,共通教育の内容の片寄りが避けられ,かつ少人数教育が期待できる。

ロ）何よりもきめ細かな少人数教育が可能となり，外国文化への理解が深められよ’

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

'､）専門教育と位置付けられているが，医学部等では対応に－工夫が不可欠である。

外国文化への理解が深められよう。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

専門基礎科目が設置され，その中で高校未修科目への特別配慮が行われる。

１０３



９岩手大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育の教育理念は，専門教育との有機的体系的な連携のもとに，科学的知見に根差した

幅広く深い教養及び総合的な判断力・思考力を培い，豊かな人間性を酒養することにある。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

昭和52年人文社会科学部創設以降,岩手大学の教養課程教育は人文社会科学部が担当してきた。

また，「全学の一般教育に関する教育に関し，全学の協議により教養課程の円滑な運営を図る｣た

め，岩手大学教養課程運営協議会が設置されている（昭和52年10月27日設置)。

大学設置基準の改正を機に，本学は「岩手大学教養課程運営特別委員会」（平成４年２月設置）

を設置し，そこで教養課程教育の「大綱化」に伴う諸問題（主として，全学的に関係するカリキ

ュラム編成上の問題）に関する事項を検討することとした。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

BＣ

8〔

獣僧

１０４

(農学部）

農林生産学科

応用生物学科

農業生産環境工学科

獣医学科

(工学部）

応用分子化学科

５
５
５
５

４
４
４
４

4５

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

３
３
３
３

５
５
５
５

く
く
く
く

０
０
０

８
８
８

５５１

０８

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

３
３
３
８

３
３
３
０

１
１
１
２

く
く
く
く

５
５
５
０
５

２
２
２
０
２

１
１
１
２
１

教養教育の責任部局 部局名人文社会科学部

学部間の連絡・調整機関
機関名岩手大学教養課程運営協議会

責任者議長（学長）

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考



総合大学

材料物性工学科

電気電子工学科

機械工学科

建設環境工学科

情報工学科

(教青学部）

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

数学科専攻

理科専攻

その他の専攻

養護学校教員養成課程

特別教科(美術・工芸）
教員養成課程

(人文社会科学部）

人文社会科学科

０
０
９
０
０

８
８
７
８
８

124

124

124

125

124

４
４
５
５
４

４
４
４
４
４

44(50）’８０(77）’124(127）

80(77）

80

80(77）

90

80(77）

124(129）

124(132）

124(127）

134(140）

124(127）

44(52）

44(52）

44(50）

44(50）

44(50）

1264２ 8４

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等改正の要点

平成４年２月に「岩手大学教養課程運営特別委員会」（教養課程教育の「大綱化」に伴う諸問題

一主として全学的に関係するカリキュラム編成上の問題一に関する事項を検討する委員会）を設

置した。

１０，

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

農学部

工学部

教育学部

人文社会科学部

人
105

127

9８

100

人

１

９

100

人 人
220

490

350

235

兼担

〃

その他 ２ １

兼担

名称（保健管理センター）

合計 432 111 1.295

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

2.845人 7,124時間



(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

1．一般教育科目及び総合科目の半期２単位制

平成６年度から，①学生の選択履修科目の多様化，②半期完結型講義による教育効果の

向上，という観点から一般教育科目及び総合科目を半期２単位制とした。

2．外国語教育の改革

主として，クラスサイズの縮小及び履修単位の弾力化という観点から，現行の既修外国

語（英語）４単位必修，初修外国語８単位を以下のように改める。

（１）履修単位数

①既修外国語（英語）については，全学部とも現行の４単位必修のままとし，新たに２単

位分の選択科目を開設する。

②初修外国語については，農，工，教育の各学部は４単位必修とし，４単位分の選択科目

を開設する。人文社会科学部は６単位必修とし，２単位分の選択科目を開設する。

③必修単位を超えて修得した単位は，卒業に要する単位に組糸入れられるようにする。

（２）クラスサイズ

この措置により，クラスサイズは既修外国語(英語)４４．３(現行60.5)，初修外国語(独，

仏，露，中）３６．９（現行55.4）となる。

3．保健体育教育の改革

（１）生涯スポーツ教育の観点から保健体育教育を再構成し，授業科目及び授業内容を以下

のように改める。

(2)保健体育科目の単位縮減に伴い，履修年次及び履修方法を以下のように改める。

保健体育Ｉ，年次前期

保健体育Ⅱ及び保健体育,Ｖａ，年次後期

保健体育、及び保健体育Iｖｂ２年次前期

1０６

授業科目 単位数 授業内容

保健体育Ｉ 実技１単位 スポーツ（ニュースポーッ）種目

保健体育1１ 実技１単位 トレーニング・運動処方

保健体育111 講義１単位 健康ス ドーツ科学

保健体育1Ｖ 実技ｌ単位 シーズ ／スポーツ

ａ スキー

ｂ 野外活動

Ｃ スケート



総合大学

保健体育IＶＣ２年次後期

（３）履修単位

２単位又は１単位必修の場合は，更に２単位まで選択して履修できる。必修単位を超

えて修得した単位は，卒業に要する単位に組糸入れる。

4．自由選択制の導入

学生の科目選択の自由化・多様化を図り，学生の知的関心に基づく自発的・積極的な科

目履修を促進するために，新たに教養課程科目の自由選択制を導入することとする。

5．教養課程科目の履修単位の縮減

本学部は，学生の負担軽減による教育効果の向上及び少人数教育による授業内容の充実

を図るため，教養課程の履修単位を42単位とする（平成６年度実施)。

教養課程最低履修単位数

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

１）本学は，昭和52年人文社会科学部創設以来，縦割りカリキュラムを編成し，一貫教育の

実現を図ってきたが，大綱化を機に人文社会科学部において開設されている専門基礎科目

と専門学部において開設されている基礎科目との有機的な連携を図るなどの措置を講じ，

縦割りカリキュラムの体系的な編成を推進している。

２）人文社会科学部においては，一貫教育を推進するため，①学部全教官が教養教育と専門

教育の両方を担当する。②教養課程の「総合科目」と専門課程の「総合科目」（専門共通科

目）を相互に関連づけるなどの措置を講じている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

１）高校学習の入試科目集中化現象への対応

農学部・工学部入学生は，入試センター試験の受験科目以外の科目は学習せず，直接入

１０７

区分 現行 改正

人文科学分野 2～３科目８～１２可
８

社会科学分野 2～３科目８～1２ －２８ ８

自然科学分野 ２－３科目８～1２
」 ８

総合科目 1科目４単位は，上記28単位に含めることができる。

初修外国語 ８ ６

既修外国語 ４ ４

保健体育 ２ ２

自由選択 ０ ６

合計 4２ 4２



試に関係する科目の学習に狭まってきている。例えば，理系であって化学，生物は履修し

ても物理は履修していないとか，日本史，世界史，地理は履修していないとかである。な

お，入試科目の緩和現象がこれに更に拍車をかけているきらいがある（教育学部入学生の

場合はこの問題は比較的少ない)。

教養課程の各教科担当者は，本来の教養課程の理念を実現するために，個々の入学生の

学習度を考慮して教育を行っている。

２）「総合科目」の多様化での対応

各個別教科以外に「総合科目」での対応を積極的に図っているが，「総合科目」履修に集

中してくる傾向があり，多種多様な科目の開講が必要となっている。

(3)教養教育の改善結果の評価について

教養教育のカリキュラムの改善は平成６年度実施なので，その実施効果についてはかなりの

効果が期待されるものと思われるが，現在のところ未確認である。

】０８



総合大学

１０東北大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

1．専門閉塞を避けるために広い視野を与え，柔軟な思考力を養う役割

２．専門教育のための基礎的素養を養う役割

３．大学教育のイニシエーションの役割

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養教育（本学では全学教育）の企画・運営に責任をもつ組織として大学教育研究センターを

置き，センター長は本学の教授をもって充て，評議員となる。センターに研究部，教育部，事務

部を置き，研究部には専任教官を置く。教育部は全学教育を担当する全教官で構成し，専門分野

ごとに19の教科目系を置く。

センターの運営に関する重要事項についてその基本方針を策定審議する審議会，センターの運

営に関する重要事項について調査審議する運営委員会，全学教育の実施計画を作成し，全学的調

整を行う実施計画委員会，全学教育の実施計画案について，各教科目系から提出された素案につ

いて審議し，原案を作成する教科目系代表者会議を置く。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

1０９

教養教育の責任部局 部局名大学教育研究センター

学部間の連絡・調整機関
機関名大学教育研究センター運営委員会

責任者
大学教育研究
センター長

浅尾豊信

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

文学部 46(64） 80(68） 126(132）

教育学部 46～48(64） 82～80(64） 128(128）



４１２６

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

』『』

１１０

法学部 46(64） 106(90） 152(154）

経済学部 56(64） 88(80） 152(144）

理
学
部

数学系

物理系

化学系

地学系

生物系

42(64）

57(64）

56(64）

54(64）

56(64）

52(62）

62～67(62）

66(62）

64(62）

62(62）

124(126）

124(126）

124(126）

124(126）

124(126）

医学部 42(64） 158

(4428.6h）
200

(64,4428.6h）

歯学部 63.5(64） 165.5

(5052h）
229

(64,5052h）

薬学部 42(64） 87(87） 129(151）

工
学
部

機械・知能系

物理・情報系

化学バイオ系

材料・物性系

人間・環境系

64(64）

63～65(64）

64(64）

63(64）

60(64）

70(80）

71～6９

(76～79）

69(71）

64(74）

７３．５～7４

(76）

134(144）

134

(140～143）

134(135）

127(138）

133.5～134

(140）

農学部 53(64） 72(78～82） 125

(142～146）

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

I内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

文学部
人

112

人
羽 人

８
人

210

教育学部 3８ ９ ５ 8０

法学部 3２ ０ ０ 250

経済学部 3７ 1４ 0 260

理学部 198 1１８ 4３ 354

医学部 112 2３ ４ 100

歯学部 3９ ０ ０ 6０

薬学部 2６ ４ ０ 8０

工学部 433 131 ５ 995



総合大学

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

これまで教養教育の責任部局だった教養部を廃止し，教育内容の区分を改め，４年乃至６年の

一貫した教育を行うこととした。教養教育（全学教育）については全学の教官が協力して担当す

ることとし，その企画・実施について責任をもつ部局として大学教育研究センターを置くことと

した。学生の修得単位数，必須・選択の指定等については各学部の自主的な決定に委ねた。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

これまでの一般教育，専門教育という区分を改め，教育内容に応じて全学教育と専門教育に区

ZＺＺ

農学部 7４ 2１ ５ 180

その他 ２ ２ 保健管理センター

その他 ７ １ ＲＩセンター

その他 ２ ２ １ 情報処理教育センター

その他 １ １ 遺伝子実験施設

その他 ４ ４ ４ 大学教育研究センター

その他 ７ ７ ４ 留学生センター

その他 ３ ３ 大型計算機センター

その他 5８ ３ 医学部附属病院

その他 4１ 3９ 3４ 言語文化部

その他 3３ 2１ 2４ 国際文化研究科

その他 6８ 3５ 2１ 情報科学研究科

その他 5７ ３ 金属材料研究所

その他 2８ ８ 素材工学研究所

その他 2８ １ 加齢医学研究所

その他 2１ ２ 科学計測研究所

その他 2４ ４ 流体科学研究所

その他 3６ ４ 電気通信研究所

その他 2５ ４ 反応化学研究所

合計 1.546 492 158 2.569

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

158人 15,060時間



分することとし，全学教育については全学の教官が協力して担当することとした。全学教育は教

育理念に応じて，転換教育，教養教育，基礎教育，外国語教育，保健体育教育のカテゴリーに分

けて開設する。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

新入生はｌ年次から各学部に所属することとなり，学部ごとに担任等を置く。全学教育と専門

教育は各学部の４年乃至６年の一貫した教育の中で配置され，全学教育の時間割編成は各部局の

代表と教科目系の代表からなるセンターの実施計画委員会の下に置かれた小委員会において検討

され，全学的な調整を経て運営委員会において決定される。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

大学に対する新入生の期待と意気ごみや学習意欲を高め，持続させていくことと，大学は学問

の府であり，自ら学ぶ場であることを認識させる目的でｌ年次の早期に転換教育を実施している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成５年度から実施した新カリキュラムに対する学生及び教官による評価を１セメスターの終

了した後の平成５年11月，きめ細かなアンケートにより実施した。その結果は平成６年３月，冊

子にとりまとめ公表した。その結果から承ると，今回の新カリキュラムについては全般的には良

好な評価を得たものと考えているが，ゆとりがないと感じている学生や基礎教育の一部について

理解が困難であると感じている学生が少なくなく，今後の検討課題となっている。

５自由意見

本学における教養教育（全学教育）のあり方については長年の議論を経て実施されたものであ

り，全学的な協力を得てさしたる問題もなく運営されている。今後担当教官が固定化しないよう，

より一層の全学実施体制を図る必要があると考えている。

６資料

「全学教育科目の手引」

「授業時間割」

「一般教育の改革」

１１２



総合大学

ｌ２秋田大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

一般教育は，専門教育と共に大学における教育の重要な柱であり，このことは，平成３年７月

１日より施行された新たな大学設置基準においても，明確に述べられている（大学設置基準第１９

条の２)。「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を酒養する」という一般教

育の理念は不変であるといえよう。即ち，大学教育は，専門教育と一般教育との密接な連携のも

とに成り立つものである。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

○実施体制・組織等に，特に変更はない。（検討中である）

出
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術
く
長
部
部

部
教
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技
長
員
学
学

生
般
学
く
合
療
員
委
育
育

学
一
各
総
医
委
副
教
教

鉱山学部

教授会
総合基礎教育運営協議会

＝

教育学部

教授会

学部

ｉ会

総合基礎教育実施委員会

②教養教育の責任体制

1１３

教養教育の責任部局 部局名教育学部

学部間の連絡・調整機関

機関名①総合基礎教育運営協議会

②総合基礎教育実施委員会

責任者①学生部長

②一般教育主事



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

IＺ４

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教
育
学
部

中
学
校
課
程

国語

英語

社会

数学

理科

技術

家庭

音楽

美術

保健体育

小
学
校
課
程

国語

社会

数学

理科

家庭

音楽

美術

保健体育

教育・心理

養校
護課
学程

中学校コース

小学校コース

幼稚園課程

情
報
科
学
課
程

社会情報コース

環境情報コース

国際情報コース

数理情報コース

34(48）

36(52）

36(48）

36(48）

38(48）

34(48）

32(48）

42(48）

36(48）

34(48）

34(48）

36(48）

36(48）

38(48）

32(48）

42(48）

36(48）

34(48）

34(48）

34(48）

34(48）

38(48）

42(48）

91(76）

89(75）

88(88）

88(76）

86(76）

92(76）

92(76）

86(76）

88(76）

90(76）

90(90）

91(91）

89(89）

93(93）

92(89）

89(89）

89(89）

91(89）

93(83）

97(97）

94(94）

86(83）

82(82）

125(124）

125(127）

124(136）

124(124）

124(124）

126(124）

124(124）

128(124）

124(124）

124(124）

124(138）

127(139）

125(137）

131(141）

124(137）

131(137）

125(137）

125(137）

127(131）

131(145）

128(131）

124(131）

124(130）

専門教育には卒論を含む



総合大学

ｌ

鳫

：１４２

１４２

８１４０

１４０

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

・総合教育科目に国際言語文化分野と人間科学分野を新設した。

・総合教育科目の履修基準の弾力化を図った゜

・専門教育科目から総合教育科目への読み替え科目の導入。

・２単位科目の積極的導入と開講科目数の増。

・単位の計算方法の多様化

※詳細については，秋田大学総合基礎教育関係資料集のP､２を参照。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に－慣教育への配慮について

・基礎教育科目の改善

Ｊ１，

医
学
部 医学科

62(83）

時間

４．５６３

62(83）

41563時間

専門教育は時間制

鉱
山
学
部

資源・素材工学科

物質工学科

情報工学科

機械工学科

電気電子工学科

土木環境工学科

52(56）

56(56）

52(54）

54(58）

52(54）

54(54）

86(86）

138(142）

142(142）

138(140）

140(144）

138(140）

140(140）

専門教育には卒論を含む

学部
教官

現負

教養教育 i内教養部から
担当教官|移行した教官

入学

定負
備考

教育学部

医学部

鉱山学部

地域共同研究

センター

保健管理セン

ター

人
０
９
０
１
２

４
２
３

１
１
１

人
116

５

人 人
320

100

481

附属病院96人

(学内非常勤講師）

合計 402 121 901

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

24人 2,223時間



従来の一般教育科目等に含まれていた，直接的に専門教育Ｕ

学生の専攻分野との関連を重視した内容とした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

・医学部における理科の未修科目を必修化した。

(3)教養教育の改善結果の評価について

・カリキュラム改革の効果については，本年度調査の予定。

直接的に専門教育の基礎となる科目を整理統合し，

・検討事項は特にない。

1１６



総合大学

１３山形大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学の教養教育は，幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を酒養すること

を目指し，専門分野以外の多様な学問に触れさせることを主眼としている。

（参考）

学則第１条本学は，教育基本法の精神にのっとり，学術文化の中心として広く知識を授ける

とともに，深く専門の学芸を教授研究し，知的道徳的及び応用能力を展開させて，平和的民主的

な国家社会の形成に寄与し，文化の向上及び産業の振興に貢献することを目的及び使命とする。

学則第43条第２項

教育課程の編成に当たっては，学部及び学科又は課程等の専攻に係る専門の学芸を教授すると

ともに，幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を酒義するよう適切に配慮す

るものとする。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養部が担当している。

②教養教育の責任体制

１１７

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名一般教育連絡協議会

責任者学長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

１１８

学部
卒業教育の現状について

教養教育 専門教育 合計
備考

人文学部

文学科

法学科

経済学科

36(56）

34(56）

34(56）

102(82）

104(84）

96(80）

138(138）

138(140）

130(136）

教育学部

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

養護学校教員養成課程

小学部

中学部

総合教育課程

36(52）

36(52）

36(52）

36(52）

36(52）

88(78）

88(78）

99(89）

103(93）

88(78）

124(130）

124(130）

135(141）

139(145）

124(130）

理学部

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

32(52）

32(52）

32(52）

32(52）

34(52）

100(72）

96(72）

92(82）

92(72）

90(72）

132(124）

128(124）

124(134）

124(124）

124(124）

医学部

医学科

着護学科

32(74）

3０

200

9８

232

128

専門教育は平成5年３月までは時間制

平成５年４月設置

工学部

Ａコース

Ｂコース

34(45）

26(40）

96(85）

98(86）

130(130）

124(126）

農学部 32(52） 98(84） 130(136）



総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

１８

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養教育の改善を踏まえ，実施体制・組織等を改善する予定である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

教養教育の改善の主なものは次のとおりで，平成５年４月から実施している。

ア教養課程を主として教養教育を行う期間とし，従来の１年６か月（医学進学課程は２年）

を１年に短縮した。

イ教養課程で履修すべき単位数等

・一般教育科目………従来の分野毎，学部毎の履修方法を緩和し，人文，社会，自然の分野

の枠を外すとともに,学部横断の並列開講とし学生の選択を大幅に増やした。

履修すべき単位数は36単位から24単位とした。

・外国語科目…………コース（会話，読解力，国際教養各重視型）制を導入するとともに，

学生の知的関心と進路に応じて自由に選択できるようにした。履修すべき単

位数は，２か国語16単位～12単位を12単位～８単位とした。

・保健体育科目………スポーツ実技として開講し，従来の必修科目を選択科目とした。（教育

学部及び医学部看護学科は必修）

１１９

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

Ｉ内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

人文学部

教育学部

理学部

医学部

工学部

農学部

人
記

9４

4７

7４

123

5６

人
加

４

人 人
320

320

191

160

720

170

附属病院35人

教養部 7９ 7９

その他 ２ 1 (保健管理センター）

合計 527 2５ 1.881

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

66人

(廷人数）

4,200時間



更に，１６種類の多様なスポーツ実技を開講し，学生の知的関心，技能水準

及び体力水準等に即した種目を選択できるようにした。

なお，従来の「保健体育理論」は，一般教育の一領域として位置付け「健

康・スポーツ科学」として開講することとした。

ウ従来，教養課程の一部に含まれていた専門基礎教育は専門教育として各学部の責任におい

て開講することとした。

エ少人数教育の授業科目として「教養セミナー」を開講することとした。

力上記改善の目的である自由化と多様化を実現するため，教養教育の「講義要項」を充実し

た。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

１年次から専門教育科目を週４コマ程度開講し，専門教育の一貫性と連続性を持った教育を実

施している。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

教養教育の改善を検討する中で，このことについて議論があり，今後，早急に検討する予定。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成５年度から実施している教養課程の改善に伴う履修状況，アンケート調査を行っており，

現在集計中である。

1２０



総合大学

ｌ４福島大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を酒義すること，特に近年，国際的，

総合的視野を持った人格形成が必要と思われる。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学においては，一般教育定員を各学部に分属させ，専門定員との間で授業上の相互乗り入れ

を行い，したがって基本的には全教官が一般教育等と専門教育を担当する方式(｢全学出動方式｣）

をとっている。それを保証するために各学部より選出された委員により構成された「一般教育運

営委員会」において開講コマ数，カリキュラム編成等を決定している。

②教養教育の責任体制

１２１

教養教育の責任部局 部局名学生部

学部間の連絡・調整機関
機関名一般教育運営委員会

責任者一般教育主事



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

平成７年度より改善実施予定であるが，現行の一般教育運営委員会方式を基本的に継承し，よ

り機能的な組織として改善を図る予定である。

】２２

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

幼稚園

小学校

中学校

特別教科

保健体育

養護学校

小学校コース

中学校コース

行政社会学部

昼間主コース

夜間主コース

経済学部

昼間主コース

夜間主コース

4４

８
４

４
４

６
４
４
４

8９

9４

9７

４
４

８
８

０
４

９
８

133

138

141

132

128

136

128

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
|内教養部から
i移行した教官

入学

定負
備考

教育学部

行政社会学部

経済学部

人
121

5６

６９

人
印
咀
泌

人

人
別
帥
別

３
２
３

その他 ２ ２ 名称（保健管理センター）

合計 248 9４ 990

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

57人 3,826時間



総合大学

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

平成７年度に改善実施予定。従来の「一般教育」を「共通教育」に名称変更。基本科目，教養

科目，総合科目，健康運動科目，外国語科目の５科目編成とし，基本科目は演習・課題研究，教

養科目はテーマごとの講義，総合科目は拡大・充実，健康運動科目はスポーツ実習，外国語科目

は少人数化等の改善を図り，全体として学生の多様な要求に対応できる科目編成・履修基準を工

夫している。

また，補正教育の観点から自然科学系列で「基礎理学」を導入する予定である。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

導入教育にあたる基本科目（一般教育演習，課題研究）を各学部の工夫により実施する体制を

取っている。また，外国語科目においては，３，４年次対象のクラスを設定し，専門科目と結合

させる工夫を図っている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

本学においては，1986年度から1992年度まで７回にわたり，２年生に対して三系列科目に関し

て(1)出席状況，(2)高校教育との関わりでの授業内容への評価，(3)単位取得についての履修状況調

査を実施してきた。また，これについての集団的検討を｢一般教育問題研究集会」で行ってきた。

今回の改革案全体に，ここで総括されたことが反映している。

1２３



１５茨城大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を滴養することあるいは学生の主体

的な知的関心や専門分野以外の分野についての広い関心を呼び起こすことを目標とするものと理

解する。この教養教育は，学部教育全体の中で専門教育との関連の下に４年一貫した体系的なカ

リキュラムにより行われるべきものと考える。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在は，教養部において教養教育を実施している。教養部廃止を含む大学全体の改革について

は平成８年度実現を目指して検討中。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

学
部

１人
文
学
部
１
１

５１２９

１３１

１２４

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名教養部運営委員会

責任者学長

学
部 学科・課程

卒業に必要な単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

人
文
学
部

人文学科

社会科学科

26(48）

26(48）

88(82）

82(90）

124(130）

124(138）

･合計単位数を充足するため
の不足単位数は，いずれの科
目からでも修得可

小学校教員養成課程 26(48） 9９

(81～88）
１２５

(129～136）
･改善前の専門教育の単位数
は選修によって異なる。

中学校教員養成課程 26(48） 99(81） 125(129）

養護学校教員成課程 26(48） 106(94） 132(142）

養護教諭養成課程 26(48） 99(83） 125(131）



総合大学

一
工
学
部

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

１２１

情報文化課程 26(48） 98(78） 124(126）

理
学
部

全学科 26(48） 80(76） 124(124） ･合計単位数を充足するため
の不足単位数は，いずれの科
目からでも修得可。

工
学
部

Ａコース

(全学科）

Ｂコース

(システムエ学科）

48(48）

48(48）

76(88）

76(76）

124(136）

124(124）

農
学
部

生物生産学科

資源生物科学科

36(52）

36(52）

7４

(72又は76）
<76〉

7４

(72又は78）
<78〉

124

(124又は'28）

124

(124又は'30）

･合計単位数を充足するため
の不足単位数は，いずれの科
目からでも修得可。
･専門教育欄の<＞内は，
特別カリキュラムⅢの必要単
位数を示す。
･改善前の専門教育の単位数
は専攻するカリキュラムによ
って異なる。

･合計単位数を充足するため
の不足単位数は，いずれの科
目からでも修得可。
･専門教育欄の<＞内は，
特別カリキュラムの必要単位
数を示す。
･改善前の専門教育の単位数
は専攻するカリキュラムによ
って異なる。

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

人文学部

教育学部

理学部

工学部

農学部

人
7８

108

5０

109

5０

人
記
犯
８
４

４

人 人
410

415

205

565

(夜間コース
80人含む）

125

教養部 7０

その他 １ １ 名称（生涯学習教育研究セン
ター）

その他 ２ ２ 名称（保健管理センター）

合計 468 9２ 1.720
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教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

98人 11,302時間



総合大学

ｌ７筑波大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

○大学の教育が専門的知識が修得だけにとどまることのないように学生に学問を通じ，広い

知識を身につけさせるとともに，屯のをゑる目や，自主的，総合的に考える力を養わせるこ

ととしている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

○専門の学部と一般教養（教養部）という形に２分せず，全ての学群・学類組織によって有

機的総合的に一般教育を担当している。

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

一自由科目

｜
膳

必
修
科
目

自
由
科
目

▲ロ１１ＯＩＩ

￣I■■■■■■巴円nm■Ｒ

田四■■、田、、Rn口

１０１１ロＩ [［
１２７

学群 学類 主専攻分野

卒業に必要な修得単位数

専門科目

必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
科
目

専門基礎科目

必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
科
目

基礎科目

共通科目 関連科目

必
修
科
目

自
由
科
目

必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
科
目

計

必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
科
目

合
計

哲学

史学

考古学．
民俗学

言語学

社会学類 社会学

法学

政治学

経済学

９

３

０

０

4３

5７

4８

5６

Ｏ～3０

O～１６

O～1８

O～2５

６
ｌ
０
ｌ
６
ｌ
０

岨
一
釦
一
弘
一
四

Ｏ～3０

O～1６

O～1８

O～2５

1５．５ 0～２ ４．５ 0 O～１２

3５

2３

2６

2０

6１

8７

8２

7５

3０

1６

１８

3１

126
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自然学類数学

物理学

化学

地球科学

1２

31.5

23.5

1３

4８

2８．５

3６．５

4７

０～

1８．５
０ 3０

0～

1８．５
15.5

O～

1８．５
０ 0

0－

1８．５

2７．５

4７

3９

28.5

7８

58.5

66.5

7７

1８．５ １２４

第二
学群

比較文化
学類

日本語．
日本文化
学類

人間学類

生物学類

生物資源
生産学類

比較文学

比較．
地域文化学

現代思想学

日本語
日本文化学

教育学

心理学

心身障害者

生物学.
基礎

生物学。
応用

生物資源
生産科学

生物資源
機能学類

９

11

1８

2８

1８

1５

1３

6６

１５

3２

2２

3２

2４

3５

O～９

42～5４

O～3０

1８

16～2２

｜
岨
｜
肥
別
６

２１

1５

３

１

９

1５

O～９

０

０～１

０～

1０．５

0～６

1６．５

2２．５

1５．５

1７

1６．５

0

0

０～3０

0～２

O～７

２

４．５

５

０

１

’
０
’
０
０
０
O～９

O～1２

0～3０

８．５
～2１

８．５

1５．５

3９．５

5６

66.5

7６．５

66.5

5２

36.5

85.5

1８

3３

2３

3３

3３

5０

９

5４

3０

3９

37.5

134

128

129.5

124

124

第三
学群

社会工学
類

国際関係
学類

情報学類

工学シス
テム学類

基礎工学
類

社会経済

経営工学

都市計画

国際関係学

情報科学

情報工学

知的工学
システム

機能工学
システム

物理工学

物質。
分子工学

変換工学

構造工学

９

６

1４

30.5

32.5

1８

3７

4０

2２

1７

3０

3１

3１

16以上

0

1６

０～６

６

1０

１８

2３

43.5

｜
妬
－
７
’

１ ６
０

８

２

8以上

０

0

０

1５．５

1６．５

1５．５

1５．５

1６．５

０

O～７

0～６

０

O～４

０

４．５

４．５

０

0

３
’
０
｜
調
一

０
０

4.5

O～2８

０

1２

6～1２

30.5

27-5

4５

68.5

7１

7８

5６

5９

3８

5７

3０

3９

37.5

4７

0～６

2８

1２

124

130

125.5

129

129



総合大学

1１３６ 1７ １．５

２１ ０～９．５

－
５
’

０
９
’

１３．５

－
５

’
０
９

ト
1￣
'8～
1７．５ト

『
(注）この表に掲げる単位数は，卒業に必要な最少の数値を表す。

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

129

学群・学類
教官

現負

教養教育 ;内教養部から
担当教官|移行した教官

入学

定員
備考

第
一
学
群

人文学類

社会学類

自然学類

計

7０
人

4５

１６２

277

7０

人

4５

162

277

人
120

人

120

220

460

第
二
学
群

比較文化学類

日本語・日本文化
学類

人間学類

生物学類

生物資源学類

計

7２

2３

9４

5５

8７

332

7３

2３

9４

5５

8７

332

8０

8０

120

9０

160

530

第
三
学
群

社会工学類

国際関係学類

情報学類

工学システム学類

基礎工学類

計

6２

2８

4８

3４

9０

262

6２

2８

4８

3４

9０

262

120

8０

120

8０

200

※１０

600

※１０

医学
専門
学類

医学

新医学
136 1１ 0～Ｌ５ 1８ ０ ０ 1７ ０ ５．５ ６

０

～１．５
176.5 1７ １．５ 195

体育
専門
学群

体育学

運動学

健康体力学

2１
61～

7ｑ５
0～９．５ ３ ３

０～

９．５
1３．５

O～

９．５
２ ３

8～

1７．５
39.5

67～

76.5

8～

1７．５
124

芸術
専門
学群

芸術学

美術

構成

デザイン

6０ Ｏ～１４ 1０ 1０ O～６ 1５－５ Ｏ～８ ０ 4.5 O～1８ 100 2６ 126



注１．本学では，他学群・学類開設の専門科目を関連科目（教養教育科目）として履修すること

ができるため，全ての教官が教養教育を担当していることになり，教官現員数と教養教育担

当教官数は同数になる。

２．※印は３年次編入学定員である。

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

○本学は開学以来，専門と教養教育という形に２分せず，全ての学群・学類組織によって有

機的総合的に教養教育を担当している。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

○科目区分の見直しを行い，専門科目，専門基礎科目，基礎科目とし，教養科目は，基礎科

目（共通科目，関連科目）に位置づけた。

○共通科目

・共通科目は，総合科目，体育，第１外国語及び情報処理の４つの科目区分からなっている。

また，共通科目に準じて国語及び第２外国語が開設されている。

・各学群・学類において，卒業要件となる単位数に幅を持たせている。

・英語を履修する学生には，その到達度を測るため，検定制度を設けている。

○関連科目

・一般教養科目として，共通科目に加え専門に関連する分野から，自由に選択させ，４年間

を通して履修させている。

②教養教育の改善と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

○大学設置基準の大綱化以前から，一般教育の目的・理念を一般，専門と形式的に区分せず

に有機的な関連のもとに４年間の全体のくさび型カリキュラムの中で実現することとしてい

る。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

○本学では，総合的に問題を解決しうるとともに，専門教育に直結しうる教育を施す観点か

ら，総合科目，実際的語学，情報処理等に力を注いでいる。

1３０

医学専門学群 250 250 100

体育専門学群 111 111 240

芸術専門学群 5６ 5６ 100

合計 1.288 1.288
2,030
※１０

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

116人 6,902.5時間



総合大学

(3)教養教育の改善結果の評価について

○設置基準の大綱化を受け，平成４年度入学者から，規則等の改正を行い，現在その教育課

程に沿って実施されており，平成４年度入学者の卒業時期を待って，その見直しを行うこと

としている。

自由意見

○高校教育の現状，大学進学@

資料

「平成６年度履修要覧」

「平成６年度開設授業科目一覧」

５

大学進学の趨勢の増大等に今後も充実する必要がある。
６

Z３Ｉ



1８宇都宮大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

２１世紀に向けて，広い視野のもとに，豊かな教養と高度な専門知識・技術を有し，自発性をも

って創造的に，広く自然環境と人間社会の調和・発展に貢献しうる人材を育成する。

その実現のために，以下の措置が必要と考える。

ｌ）大学における初期の教育から教養を含め専門教育までを，それぞれの分野の独自性も考慮

して，有機的かつ系統的に体系づけられた４年一貫の教育課程として実施する。

２）入学後の初期段階において，学生が自主的に問題意識をもってものごとに対応できる心構

えと手法を修得させる。そこでは，多様にして多元的な意見の中から，真に創造性ある理論

を構築し，それを表現し，主張し，かつ行動のできる人材を養成する。

３）学生の関心や興味の広さと学問の深化・高度化に対応して質が高く多様な授業科目を開設

することによって，大学の活性化を図る゜

４）学生の自発的考察から，主体性をもって履修内容を決定できるよう，授業科目の選択の幅

を拡大する。

同時に，卒業要件の単位数を極力おさえることによって，学生は心にゆとりを持ち，活き

活きと感動をもって個性を生かしながら自分の能力を高めることができるようにする。

５）幅広く深い洞察力を持ち，人間性を尊重し，心身共に健全で，かつ，情報を理解する総合

的判断力をもち得るような教養を身につけさせる。

６）良質な基礎専門，高度で幅広い専門分野，そして，柔軟な応用力と創造力を教授すること

のできる専門家の諸講義を系統的に配置し，基礎学力と独創性を持った専門家を養成する。

１３２



総合大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

平成５年度から，４年一貫制の新教育課程の実施と合わせて，担当教官も全学協力による体制

とした。さらに平成６年10月１日以降は，教養部の廃止（平成６年９月30日限り）に伴って，全

学教務委員会の下に共通教育委員会を設置し，その両委員会によって｢共通教育」（初期教育と教

養教育）に関する審議と実施に当たることとしている。

J３３

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

小・中・養護学
校教員鍵成課程

総合教育課程

工学部

機械システム

エ学科

電気電子工学

科

応用化学科

情報工学科

建設学科

農学部

30(48）

30(48）

30(52）

3０

(52）

30(52）

30(52）

92(92）

90(92）

90(81）

9０

(82）

90(88）

92(92）

126(140）

124(140）

124(133）

124

(134）

124(140）

126(144）

初期教育科目，教養教育科目，専門教育科目の

選択科目又は自由科目から４単位

〃

〃

〃

〃

〃

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

内教養部から
移行した教官

入学

定負
備考

教育学部

工学部

農学部

人
朋
閉
乃

人
凹
３
５

人
０
０
０

人
皿
筋
だ

３
４
２

教養部 4８ 4８

その他 ２ ２ 0 名称（保健管理センター）

合計 312 7７ ０ 1.048

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

63人 7,324時間



(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

１）大学の教育（初期教育・教養教育・専門教育）を３つの区分にした。

２）選択科目を拡大した。

３）修得する単位数を減らした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

１）特定の必修科目を除き修学する学年を指定しないこととした。

２）基礎専門又は専門基礎を専門科目として専門教育に含めた。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

初期教育科目を設定し，また教養教育科目についても個々の学生が，いままでの学習状況と関

心に合わせて選択履修できるように多種多様な授業科目を開設した。

(3)教養教育の改善結果の評価について

卒業要件となる単位数を削減し，多様な授業科目を多数開設したことによって，学生は自発的

に，主体性を持って履修内容を決定できるようになり，ゆとりを持って，個性を活かしながら自

分の能力を高めることができるようになった。また，単位数の抑制と授業の多様化は，各授業ク

ラスとも主体的に履修する学生によって構成され小人数化・活性化が進み，密度の高い教育が行

えるようになった。

教養教育のカリキュラムの実施効果は，別添資料（平成５年度宇都宮大学教養部自己点検・評

価報告書）のとおり。

１３４



総合大学

１９群`馬大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

専門教育との一体化を図り，もって将来社会で活躍するのに必要な総合判断能力の育成を助け，

社会に対して柔軟に適応できる優れた人格，教養を学生が修得できるようにする。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養教育を全学協力体制で行うため，全学レベルでの教養教育運営・調整機関として，大学教

育協議会を設置し，さらに，同協議会の下部委員会として，教養教育運営委員会・同専門委員会

を設置し，併せて教養教育実施原則の確立及びカリキュラムの編成等に当たっている。

なお，大学教育協議会の下に，学長が委嘱するメンバーで構成される，研究グループを設置し，

教養教育の企画・運営に関する基本事項の研究に当たっている。

②教養教育の責任体制

１３，

教養教育の責任部局 部局名全学

学部間の連絡・調整機関
機関名群馬大学大学教育協議会

責任者学長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

１３６

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部 3１

(48）

9５

(91）

126

(139）

社会情報学部 3２ 104 136

医学部 3５

(64） (４
１６５

’5H）
200

(64）
(41572.5H）

平成５年から専門科目は単位制に変更

した。

工学部(昼間コース）

(夜間主コース）

５
５
１
５
５
５

３
３
３
３
３
３
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

８
８
８
８
８

４
４
４
４
４

く
く
く
く
く

６
６
Ｊ
，

２
２
８
８
４
４

く
く

１０３

9７

９３

９９

９８

９２

(84）

(85）

(87）

(86）

(80）

８
９
Ｊ
Ｊ

９
９
６
７
７
７

く
く

138

132

124

134

133

127

(132）

(133）

(135）

(134）

(128）

124

125

(124）

(125）

応用化学科，材料工学科

生物化学工学科

機械システムエ学科

建設工学科

電気電子学科

情報工学科

応用化学科，材料工学科

生物化学工学科

機械システムエ学科，建設工学科

電気電子工学科

情報工学科

機械システムエ学科，情報工学科

応用化学科，生物化学工学科，電気
電子工学科

応用化学科，機械システムエ学科，
情報工学科

生物化学工学科，電気電子工学科

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
i内教養部から
Ｉ移行した教官

入学

定員
備考

教育学部

社会情報学部

医学部

工学部

人

108

3３

７９

145

人
羽
皿

３
６１

人
巧
泌

１
２１

人

240

100

100

696

その他 1４ ６ ０ 名称（生体調節研究所）

合計 365 7９ 5１ 1.136



総合大学

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養部を廃止した後，教養部教官は，教育学部，社会情報学部，医学部及び工学部にそれぞれ

配置換され，当該部局において大学教育再編のために全学的な協力体制の下で，全学共通の新た

な教養教育と当該部局の専門教育を担当することとした。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

全学教員の協力の下に授業科目を再構成し，５つの教養教育科目（教養ゼミ，総合科目，分野

別科目，健康科学科目，外国語科目）とし，小人数教育を重視した授業科目を開設した。

各学部の一定の専門教育科目を他学部の学生に開放することにより，教養教育の目的である広

い視野，総合判断能力を養成することを目的に教養教育科目として履修できるようにした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

従来の一般教育科目として位置付けていた基礎教育科目は，専門教育を受けるために必要な専

門基礎知識を与え，また，専門的な思考方法の教育を目的とするための専門教育科目として位置

付け，４年又は６年一貫教育のなかで教養教育と専門教育の有機的な連関を図った゜

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

平成６年度においては，学生の学力相違を考慮した教養教育はまだ，実施していない。

(3)教養教育の改善結果の評価について

教養教育実施に当たっての全学協力体制は，教育改革への全学の共通意識の助長，及び大学教

育の全学的オープン化に役立った。その結果，大学構成員にとって全学レベルで教育の現状把握

が容易になり，教養教育の見直し，２次改革について教職員の理解が進んだ。

５自由意見

教養教育が，広く知識を授け，深く専門の学芸を教授研究する，学術の中心たる大学（学校教

育法第52条）において，そもそもどのように位置づくのかについては，大衆化して幅広い層から

集まってくる学生たちの状況に鑑み，今後なお検討を続けながら改善を図っていく必要があると

痛感する。教養教育は大切であるとの一般的なスローガンだけでは，もはや対処しえない事態を

大学は迎えているからである。

1３７

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

118人 9,994時間



2Ｏ埼玉大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

学生に専門教育を受けるに必要な学問の基礎を付与するとともに，偏らない広い知識と視野を

修得させ，論理的に考え，総合的に判断し，適切に表現する能力の訓練を図ることによって，社

会や人生の展開に柔軟に対応しうる健全な心身を備えた,社会の中堅を担う人材を育成すること。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在は，教養部において教養教育を実施している。

平成７年度から全学協力体制に移行するため，教養部組織の改編を概算要求中である。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

r

Ｌ

旺教自霧成課莊

Ｆ字攻ヨB【目穂

力椎園教員養成課惹

生会教育総合課芯

醤護学校教員謹成課程(小学部 4８

邊護学校教員養成課程(中学：

窪預

､２）ｌＵ４０又は’４４

１３８

蕊Jj1〕

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考



総合大学

理学部

数学科

物理学科

化学科

生化学科

生体制御学科

工学部

２２

(48又は52）

２６

(48又は52）

２２

(48又は52）

２６

(48又は52）

２２

(48又は52）

２２

(48又は52）

１０２

(76）

９８

(76）

１０２

(76）

９８

(76）

１０２

(76）

１０２

(86）

124

(124又は128）

１２４

(124又は128）

１２４

(124又は128）

１２４

(124又は'28）

１２４

(124又は128）

１２４

(134又は138）

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養部の組織の改編を含めて検討中である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

一般教育科目については，人文，社会，自然の区分を廃止して，名称を広域科目に改め，必要

単位数を12単位（教育学部は18単位）とした。また，半期２単位制を導入し，科目数と内容の充

実を図った゜

外国語科目については，英語の全授業の半分をネイティブ・スピーカーが担当することとし，

Z３９

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

「~~~~~~~~~~~~~~㈲

i内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

教養学部

教育学部

経済学部

理学部

工学部

人
妬

７１１

２
１
３

４
５
８

人
９
３
４

人 人
150

540

(昼）２９０

210

460

教養部 6２ 6２

その他 2０ １ 名称（政策科学研究科）

その他 ２ １ 名称（保健管理センター）

合計 412 8０ 1.700

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

162人 17,960時間



実用に耐え得る語学力の養成を図った゜

保健体育科目については，科目区分を実技と理論に区分し，実技をスポーツ（必修）に改め体

育科目とし，理論をスポーツ科学（選択）に改め広域科目へ移行した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

教養部の組織の改編を含めて検討中である。

なお，本学では，昭和46年以降，「一般教育と専門教育を４年間一貫教育として行う」として措

置している。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

専門科目の中に,「学生が高度な専門教育を受けるに当って，高等学校までの教育に加えて必要

となる準備的・予備的な基礎学習のための科目」を開設して対応している。

平成５年度から，教養部において教養教育を実施しているが，その効果については，調査・分

析中である。

１４０



総合大学

２１千葉大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

「幅広く深い教養」「総合的な判断力」「豊かな人間性」の育成という理念を重視し，その目

的に即して教育科目を編成する。これを「普遍教育」と呼ぶ。

添付資料：「千葉大学のめざす新しいカリキュラム」教育改革の基本計画

〃 実施計画

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

千葉大学大学教育委員会の下に各種専門委員会及び各科目運営委員会を置く。

各科目運営委員会の下に各授業科目に対応する専門教官集団が組織され，全学協力体制を維

持・促進する。

添付資料：「千葉大学普遍教育実施体制機構図」

「専門教官集団登録者数

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

〔7￣=堂召

４８）１１００～（8〔

４８）１８４～（BＵ

ﾛＲｂ。千座ヨフ$＆面

ｒ学科改翻9(】

】４１

文学部

行動科学科

史学科

日本文化学科

国際言語文化学科

22～(48）

24～(48）

２４～

22-

100～(80）

84～(80）

72～

90～

134(128）

124(128）

124

124

平成６年度に

文学科改組

教養教育の責任部局 部局名庶務部企画室

学部間の連絡・調整機関
機関名千葉大学大学教育委員会

責任者千葉大学大学教育委員会委員長

学部・学科
(課程）専攻

卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考
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４
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４
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０
０
０
０
０
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０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

75～(87）

67～(87）

67～(87）

79～(87）

79～(87）

75-(87）

79～(87）

67～(87）

81～(87）

72～(87）

88-(88又に

72～(87）

84-(87）

68～

124(135）

124(135）

124(135）

124(135）

124(135）

124(135）

124(135）

124(135）

124(135）

124(135）

124(136又

124(135）

124(135）

124

90） l土138）

24～(48）

2４（48）

100～(84）

108（88）

132(132）

132(136）

26～(48）

24～(48）

2０（48）

28～(48）

28-(48）

96～(76）

101～(84）

115（80）

86～(76）

94～(80）

130(124）

131(132）

135(128）

124(124）

124(128）

30(75） 162(時間制） 192

26(48） １０７(88.5） 133(136.5

30(48） 97(92） 127(140）

36-46(48

35(48）

35(48）

26(48）

26(48）

24-36(48

24-34(4８

90～100(82）

99(90）

89(80）

110(88）

98(76）

94～106(76）

90～100(76）

136(130）

134(138）

124(128）

136(136）

124(124）

130(124）

124(124）

1４２



総合大学

電気電子工学科Ａコース

電気電子工学科Ｂコース

応用化学科Ａコース

機能材料工学科Ａコース

画像工学科Ａコース

画像工学科Ｂコース

園芸学部

全学科

28～38(48）

28～38(48）

34(48）

38(48）

26(48）

26(48）

92～102(76）

81～96(76）

100(84）

86(84）

109(77）

98(77）

130(124）

124(124）

134(132）

124(132）

135(125）

124(125）

34(48）’９０(82） 124(130）

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

１）各学部は,４(6)年一貫教育の方針に基づき，普遍教育等と専門教育を緊密に連携させて実

施している。

I“

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

文学部

人
ね

人
陀

人
鋼 人

230

教育学部 142 4３ 1７ 535

法経学部 7０ 3３ 1２ 460

理学部 8４ 4１ 3３ 235

医学部 101 1９ ０ 100 附属病院教官現員３７人
内教養教育担当教官３人

薬学部 3４ ７ ２ 8０

看護学部 2９ 1３ ０ 8５

工学部 152 3４ ５ 795

園芸学部 6９ 1４ ５ 230

その他 1６ 1６ 1１ 外国語センター

その他 ７ ５ １ 留学生センター

その他 ５ 1 ０ 映像隔測センター

その他 １ 1 ０ 総合情報処理センター

合計 783 289 109 ２．７５０

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

329人 26,022時間



２）教養部を廃止し，総合大学としての特色を最大限に活用し，全学協力体制のもとに普遍教

育を実施している。

３）専門教育の質的向上のために専門基礎科目を導入した。

４）学部開放科目を設け，普遍教育の一層の多様化を図った゜

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ．一般教育科目総合科目・セミナー型科目の充実と情報処理教育の重視

ロ．外国語科目履修形態の自由化と多様化（外国語運用能力の重視)，異文化理解の重視，

専門教育との関連の促進

へ保健体育科目スポーツ・健康科学（実技）とは別に，新たに普遍科目として開講

二．専門基礎科目各学部の専門基礎科目と別に，全学共通科目としての専門基礎科目を設け

た

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

外国語教育に専門連繋コースを設け，専門教育と関連した基礎的文献を教材として，語学

能力の向上をめざすとともに，専門的知識を痩得させる。

一般教育科目（普遍科目）について，全学教育期間を通じた履修の機会を保証することに

より，専門を広い分野の中で位置づけ，より深く理解させる。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

自然科学系の専門基礎科目には学習水準の異なる授業科目を設定している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

現在，新カリキュラム実施の効果について大学教育委員会で検討しており，年度末に公表予

定である。

】＃４



総合大学

２２束京大学

１教養教育の理念と実施体制

（１）教養教育の教育理念について

東京大学前期課程教育改革問題検討委員会報告(平成５年３月）でも述べられているとおり，

国際化と学際化が急速に進む現在，２１世紀の世界における指導者の養成は急務であり，その教

育内容も単なる個別的・専門的知識の羅列や切り売りではなく，学問分野の枠を超えてそれら

の知識を有機的に関連づけ，総合的な視点から現代社会の直面する諸問題に的確な対応ができ

るような基本的知見・姿勢を養う。

従来からその理念を先取りする形で実施して来た，全学部の１．２年生を対象とする「リベ

ラル・アーツ」教育をさらに拡充し先鋭化して行く。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

従来どおり，前期課程教育は教養学部が実施して行く。

東京大学前期課程教育改革問題検討委員会，全学カリキュラム委員会，教養学部連絡委員会

等の委員会が設置されている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

1イブ

教養教育の責任部局 部局名教養学部

学部間の連絡・調整機関
機関名教養学部連絡委員会

責任者文学部長と理学部長が交代で議長をつとめる。

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

文科Ｉ類 5２

文科Ⅱ類 5２

文科III類 5２



ｌ

医
学
部
－

１
Ｉ

｜
農
学
部
－

１
Ⅱ

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

】‘６

理科Ｉ類 6０

理科ＩＩ類 6０

理科ＩＩＩ類 6０

法学部 9４

医
学
部

医学科

健康科学．
看護学科

4774時間

8４

工学部 8４

文学部 8４

理
学
部

数学科

情報科学科

物理学科

天文学科

地球物理学科

化学科

生物化学科

生物学科

地
学
科

地質学鉱物学

地理学

7６

7６

7７

7６

8０

8０

7８

7６

7６

7８

農
学
部

獣医学科を
除<学科

獣医学科

8４

１３７

経済学部 8８

教養学部後期課程 8４

教育学部 8４

薬学部 8０

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

I内教養部から
|移行した教官

入学

定員
備考

教養学部

人

299

人

299

人 人

3,586

合計 299 299 3,586



総合大学

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

変更なし

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

・科目編成の変更

従来の五大分野による分類を廃止し，

基礎科目（外国語，情報処理，基礎講義，基礎演習（文系)，基礎実験（理系)，スポーツ・

身体運動）

総合科目（思想・芸術，国際・地域，社会・制度，人間・環境，物質・生命，数理・情報）

主題科目（テーマ講義，全学自由研究ゼミナール）

に編成した。

・単位数の変更，必修単位数の減少による自由度の増加

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

総合科目（一般）の開講，各専門学部から提供される講義であり，講義内容は専門分野の

概論や入門である必要はないが，専門性を活かしながらも「リベラル・アーツ」教育として

の内容である。

各学部からの要望・要求科目をもうけている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

基礎講義の数理科学基礎及び物質科学基礎の物理学にＡ･Ｂコースをもうけ，複線化した。

(3)教養教育の改善結果の評価について

実施の効果については別添の教育・研究評価報告書，学生論文集を参照。

６資料

「東京大学前期課程教育改革問題検討委員会報告」（平成５年３月16日）

「東京大学教養学部教育研究評価報告書」（１）

「東京大学教養学部教育研究評価報告書」(2)

「学生論文集」

1４７

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

411人 32,000時間



3lお茶の水女子大学

□実施済(平成5年４月から）

但し,酵融坪成4年４月ｶﾘら

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

鵬fi3裏iRi儂鯛鳶5;釘
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学は,「総合教育」(人間,社会に対する洞察力を深め,価値判断,道徳判断の能力を高める｡)，

｢言語教育」（知的活動の基礎づけとして明蜥な言語・思考を培う｡)，「専門教育」（学問における

知見，方法，発想を学ぶ｡）を三位一体として捉え，新しいカリキュラムを編成した。

新しい教養教育は，主として「言語教育」と「総合教育」から成り立つ，基礎ゼミ・情報・外

国語・総合科目・基礎講義・スポーツ健康の６つのカテゴリーにより編成されるコア科目とした。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養教育と専門教育の融合と連動させると共に,専門教育の水準の高度化を図るため，「一般教

育の定員」を学部学科に振り替え，全学協力体制を整えた。

教養教育の実施体制・組織に関する資料

本学における一般教育は，従来から教養部を置かず，各学部に配属された一般教養担当教官

を中心に運営されてきたが，大学設置基準の大綱化に伴い，平成５年度に一般教育のカリキュ

ラムを全面改訂するとともに，全学教官がこの新しい教養教育を担当する体制とした。

このカリキュラム改訂に当たっては，教育理念として｢総合教育｣，「言語教育｣，「専門教育」

を三位一体として捉えて，全学的に新しい教養教育をコア科目とし，「総合教育｣と｢言語教育」

を総合科目・基礎講義・基礎ゼミ・情報・外国語・スポーツ健康の６つのカテゴリーからなる

教養課程とした。

また，これまでの一般教育を含めてすべての授業科目を全学履修規程で運営していたが，各

学部毎にそれぞれの教育目的に従って履修規程を制定した。このことにより，専門科目とコア

科目（従来の一般教育）との融合を図り，４年一貫教育の体制を整えた。

これらの改革に伴い，これまでの一般教育の教育課程について審議・検討する一般教育委員

会を教務委員会と統合し，「カリキュラム委員会」として設置し，全学的な教育課程の編成･教

育の評価改善に関する責任体制を構築した。

Li8



総合大学

②教養教育の責任体制

１４９

学及

○NＩ皮

･学生部長

カリキュラム袋側会

･各学邪選出委員（各３名１１．９ｆｉ）

○([鰯

･全学的に検討を要する教育課腕・敬務に11Uして審議する。

○審鞭IIIJH

･コア科目の縄成及びその実施にllUする]ｌｉＪＨ

･教fy課程についての評価改善にilUするリ１項

･各学部間の教育課程についての巡納鯛懐に関するリド項

･困修方法、単位の修得．試験等にIiUする蛎項

･伝学、留学及び糧入学に関する１ＭＩ

･收載課程に関する事項

・その他教務に関する事項

カリキュラム委貝会

○構成

敬行課程の評価改善小委貝会

･学生部長

・カリキュラム委貝会委貝

(各学部１名計３名）

－カリキュラム姿ロ会委日長を含む｡－

･必要があると認めた場合、臨時姿H１

を、〈ことができる。

○任務

･敬汀裸樫の糊成及びその実施状況に

ついての点検評価を行い、その改善

方策について協議する。

○構成

カリキュラム委側会

総合コース小委貝会

･カリキュラム委貝会M1l姿11催

･各学部選出委貝（各２名３１．６名）

○腿務

・総合コースについての企ｉｉｉ・授業の

実施にI側する』1$項についてM1縦する｡

○構成

カリキュラム姿LI会

時ⅡⅡ剛綱成'j､姿kl会

・カリキュラム委側会委11

(各学部１名５ｆ３名）

.「情概｣を孤当する学ﾄｷの敬官から１名

.「外国語｣を｝11当する学科

の牧官から１名

.「日本語・日本２１１１H｣をｌｌｌ当する学科

の敬官から１名

．「スポーツ健康｣を１１１当する学科

の救官から1名

○任務

･時間割の細成にＩｌＩＩするJlfJHlについて

協議する。

評縦会

各学部救援会

教養教育の責任部局 部局名各学部（文教育学部，理学部，生活科学部）及び学生部

学部間の連絡・調整機関
機関名カリキュラム委員会

責任者同委員会委員長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

（１）教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

・教養教育と専門教育の融合と連動させると共に，専門教育の水準の高度化を図るため，「一

般教育の定員」を学部学科に振り替え，全学協力体制を整えた。

・従来の一般教育委員会と教務委員会を統合し，教育課程の評価･改善を推し進めるため「カ

リキュラム委員会」を設置した。

１，０

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

文教育学部

理学部

生活科学部

（48）
34～３８

（48）
３０

（48）
３０

（76）
６０～８２

（76）
76又は７８

（76）
78又は8０

(124）
１２４

(124）
１２４

(124）
124

(別紙資料）

そのほかに，

〔自由に選択して履修する科目・単位〕
４－３０

16又は18

14又は1６

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

文教育学部

理学部

生活科学部

人
布
茄

９３ ３
人
師
肥

１

人
Ⅲ
５
１

人
232

142

146

※本学には教養部がなく，移行
した教官数は，専門の講座に移
行した学科目教官数。

その他 ６

２

４

１

３

１

1

１

２ 名称一大学院人文科学研究科
日本言語文化専攻

名称一女性文化研究センター

名称一生活環境研究センター

名称一保健管理センター

合計 １８３ 9４ 2１ 520

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

78人 4,636時間



総合大学

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

本学の教養教育は，基礎ゼミ・情報・外国語・総合科目・基礎講義・スポーツ健康の６つのカ

テゴリーからなるコア科目とした。

基礎ゼミ

「読承・書き．聞き・話す」という言語活動の基礎を固めることを狙いとし，自ら学ぶ態度

を身につけ，論理的に思考し表現することを学び，自主的な研究態度を育成する少人数のゼミ

形式の科目。

情報

コンピュータの利用方法及びプログラムの作成方法の修得を通じて，基礎的な情報処理技術

及び問題処理能力の育成を目的とした講義と実習からなる。

外国語

少人数クラス編成で，実際的・活用的な外国語能力の育成を目的とする。ことに英語につい

ては，中級レベルの授業にジャンル別選択制を導入した。これにより基礎的な英語力の充実を

図ると共に，学生の多様なニーズを満たすことを可能にするための編成とした。

総合科目

共通な一つの主題について，研究分野の異なる複数の教官が講義するもので，異なる専門分

野での基本的な研究方法及び様念なアプローチから，複眼的思考を養い，総合的な取り組糸方

を学ぶことを目的とする。

基礎講義

特定の専門に偏ることなく，広く学問の知識・方法を教授し，幅広く深い教養と普遍的な学

究態度を養成し，総合的な判断力を培うことを目的とする。

スポーツ健康

講義と実習からなり，自らの生活の中に運動やスポーツを採り入れ，理論的な観点及び実践

的な観点から総合的に自己管理能力を高めることを目的とする。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学は，従来一般教育を含めてすべての授業科目を全学履修規程で運営していたが，各学部毎

にそれぞれの教育目的に従って履修規程を制定した。これにより，専門科目とコア科目（従来の

一般教育)との融合を図った。同時に教養教育は，各学部，学生の選択の幅を広げると共に，１，

２年次のみだけでなく専門科目を修得した後の高学年次にも修得できるようにし，統合の実をあ

げられるように編成した。また，低学年から専門の授業科目を効果的に採り入れ，入学時のフレ

ッシュな期待に応えると共に，学問的共感を持つことを促進させ，学生の自主的学習意欲の向上

を図った゜

1,1



③高校からの学習状況を踏まえた対応について

入学時に，「実用英語技能検定」（文部省認定）1級及び準1級合格者に対して，本学所定の英

語の単位を認定し，当該学生が，更に有益な履修ができるような措置を講じる。

(3)教養教育の改善結果の評価について

①実施体制について

従来から，教養部なしで教養教育を行っているが，大学設置基準の大綱化に伴うカリキュラム

改革と連動して，従来の一般教育委員会と教務委員会を統合した「カリキュラム委員会」を設置

して，学部間の連絡・調整機関とした。この委員会の重要性は極めて大きく，また委員長の職務

も極めて多くなっている。当該委員会に，これらの職務等が集中化し過ぎているかも知れない。

②カリキュラムについて

まだ改革後主もないのでその評価について明確に語ることはできないが，前年度(平成５年度）

実施した「学生意識調査（カリキュラム関係等)」により若干の傾向について書き留める。

・言語活動の基礎を固めることを狙いとしている少人数授業「基礎ゼミ」は，必修としていな

いが，受講対象者（１年生対象）の８割以上の履修希望があり，また履修した学生が興味をも

って取り組んでおり，概ね好評である。しかし，狙いとした言語活動の基礎を固めることにつ

いては，成功しているかどうかはまだ言えない。

・一方，多人数講義で総合的な視野の育成をめざす「総合科目」（総合コース）は履修制限をし

ない状況では予想をはるかに上回る履修者がおり，当該委員会での検討事項となっている。

１，２



総合大学

３４横浜国立大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

Ａ「幅広く深い教養」を培い，自主的な研究態度を育成する。

Ｂ現代社会の諸問題を多角的に考察し，「総合的な判断力」を培う。

Ｃ「豊かな人間性｣への酒養をはかるとともに専門分野への関心を高め，その理解を深める。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

各学部が，専攻分野に応じた授業科目を全学に開講する｢部分縦割り全学出動方式｣。実施上の

責任は一般教育主事が担う。

全学の連絡・調整機関として教養教育運営委員会を設けている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

笠教員春成課巷

中学校教員養成課巷

課巷

課稽喪Ｈ話鷺

課稽

総合芸術課禮

竪字政教貝星置ｈＬ珠秬

ｒ
－
Ｌ

Z'３

|劉小lｉｌ

教養教育の責任部局 部局名一般教育主事

学部間の連絡・調整機関
機関名教養教育運営委員会

責任者委員長（一般教育主事）

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考



経済学部

経済システム学科

国際経済学科

経済法学科

経営学部

経営学科

会計・情報学科

経営システム科学科

国際経営学科

１
１

４２

(60）

８２

(84）

１２４

(144）

4２ 7６ 128

(,;ル学科と‘
７６

(76）

４４

(52）

工学部

生産工学科

物質工学科

建設学科・土木工学コース

建設学科・建築学コース

建設学科・海洋工学コース

電子情報工学科

６
６
８
８
６
６
Ｊ

３
３
３
３
３
３
６
５く

104

１０６

９５

９２

１１２

９１

(84） ;川
３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

実施体制・組織等の見直しを要しなかった。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

教養科目については，教養教育と専門教育の有機的連携を重視し，人文・社会・自然分野とい

”４

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

「~●●~~~~⑪~~￣●ﾏｰｰ

i内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

教育学部

経済学部

経営学部

工学部

人
173

4１

４６

169

人
而
８
３

１１

人

人
釦
釦
釦
胴

５
２
３
７

その他 ６ ５ 名称（留学生センター）

合計 435 104 1,825

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

162人 38,380時間



総合大学

う従来の科目区分を廃止して，各学部の特性に応じた履修ができるようにした。また，履修年次

を１－４年次とし，より自由な履修ができるように配慮した。

外国語科目については，少人数クラス制の導入，英語における授業の４分野分割（スピーキン

グ，リスニング，リーディング，ライティング）など，きめ細かな教育が行えるよう配慮した。

また，外国語履修の複線化を導入し，入学時の実力に応じた授業を選択できるようにした。

健康スポーツ科目については，選択科目である健康スポーツ演習を複数開講し，学生の趣味・

趣向に応じた選択ができるようにした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

従来の一般教育科目の科目区分を廃止し，各学部の特性に応じた履修を行えるようにした。ま

た，講座所属教官と学科目所属教官が，その所属にかかわらず，専門教育・教養教育の最も適切

な授業を担当することとした。これらのことにより，専門教育と教養教育との有機的連携を図り，

４年間一貫教育をめざしている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

教養科目については，半期の授業を大幅に増やし，高校での学習内容に応じた授業を選択でき

るようにした。

また，外国語科目においては，履修の複線化を採用し，高校での修得状況に応じた履修の選択

機会を設けた。

(3)教養教育の改善結果の評価について

カリキュラム改革実施後１年を経過した今年度において，教養教育運営委員会で検討を予定し

ている。

６資料

「教養教育履修案内，講義要目及び時間割表」

「新しい教養教育の実現をめざして－一般教育の改善と実施計画一」

Z＞，



３５新潟大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学では，大学教育実施についての基準の大綱化等に伴い，平成３年６月から，全学的な委員

会「大学教育改善検討委員会」を設け，学部教育全般にわたる改善について検討を重ね，各学部

の教育上の目的と専門の特色に応じ，教養教育と専門教育との有機的な連携の下に，４年又は６

年の一貫教育を実施することとして，平成４年10月に「本学における学部カリキュラムの編成・

実施に関する基準」を決定し，まず，平成５年度から教養課程及び医学・歯学進学課程を廃止す

るとともに，新しい方式による学部カリキュラムを編成・実施した。

更に，平成６年度には，新しい学部カリキュラムの全面的実施，教養部に係るいわゆる「二重

構造」を解消するため，教養部の廃止・転換とこれに伴う関係学部の改組を行った。

教養教育の理念又は概念については,基本的には,｢幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，

豊かな人間性を酒養する…（大学設置基準第１９条)」あるいは「学生の主体的な知的関心や，専攻

分野以外の分野について広い関心を呼び起こす…」ことを主な目標とするものと理解することと

し，その具体的方法については，各学部・学科等の判断に委ねるものとした。

教養教育の理念は，もとより専門教育との関連の下に，学部教育全体の中で培われるよう配慮

すべきものであるが，教養教育の重要性と，学部教育がとかく専門への傾斜を強める傾向がある

ことを考慮し，学部カリキュラムを「教養教育」及び「専門教育」の二つの概念によって構成す

るものとした。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学では，上述のとおり従来教養教育を実施してきた教養部を平成６年度に廃止・転換した。

教養部廃止・転換後の教養教育は，総合大学である利点を活かし，全学的な協力体制の下に各

学部が相互に密接に連携しつつ，それぞれの専門の特色を発揮して関連の授業科目を開設・担当

し，提供し合ういわゆる全学協力方式･全学出動体制で実施しており，「全学教養教育委員会」の

企画･調整の下に，「各学部」「教養教育責任学部」及び「大学教育開発研究センター（学内措置)」

等が密接に連携し，担当している。

この実施体制におけるそれぞれの役割等は次のとおりである。

１，６



総合大学

〔各学部〕

全学協力方式により教養科目を開設・担当し，教養科目の系列に対応する学部は，その系列の

｢教養教育責任学部」となる。

〔教養教育責任学部〕

それぞれの分野の教養教育の在り方や実施方法等に関する基本的・総括的な事項の企画・立案

に当たり，それらの分野の教養科目の開設・担当の中心的な役割りを担う。

なお，「教養教育責任学部」は，教養科目の各分野に従い，次のとおり設定されている。

・総合科目その科目の主題に最も適合する学部

・人文科学系列人文学部

・社会科学系列法学部及び経済学部

・自然科学系列理学部

・情報処理系列工学部及び総合情報処理センター

・外国語系列人文学部，法学部及び経済学部

・保健体育系列教育学部

・日本語・日本事情日本語：人文学部

日本事情：人文学部・法学部・経済学部・理学部

〔全学教養教育委員会〕

教養教育の実施に関する基本方針等及び各年度の教養教育実施計画の審議・最終的調整・決定

等を行う。

〔構成〕学長(委員長)，各学部長，大学教育開発研究センター長，各学部から選出された教授

各１人，学生部長

なお，委員会に，企画調整，経費・施設等に関する事項の処理に当たらせるため「総務専門委

員会」を置く。

〔構成〕全学教養教育委員会副委員長(専門委員会委員長)，大学教育開発研究センター長，教

養科目担当専門グループ代表者各１人，各学部から選出された教授各１人

〔大学教育開発研究センター〕

全学協力体制の下に教養教育を円滑･確実に実施するため，「全学教養教育委員会」及び「教養

教育責任学部」の機能を補強し，教養科目担当教官の相互の連絡・協議等を行い，また，教養科

目授業の実施の準備等を行う組織として「大学教育開発研究センター」を設ける。

センターは，学内措置として設けるが，学内共同教育研究施設に準ずる位置付けとする。

センターに，センター長を置き，センター長はセンターの業務を総括するとともに，全学の教

養教育の実施の総括責任者となる。

センターには，教養科目の担当教官により系列別の「教養科目担当専門グループ」を組織し，

教養科目の開設・担当，内容の設定等についての連絡・協議及び各年度の教養科目の開設計画案
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の作成その他教養科目の授業実施の支援等を行うとともに，教養教育を含む学部教育全般の改善

等についての調査研究を行う。

また，センターには，上述の任務に応じ，「教養教育実施部門」及び「研究開発部門」を置き，

それぞれの部門に併任による教員を配置する。

○本学における教養教育の実施体制及び実施手順を図示すると次のとおりである。

基
本
方
針

ワの
通
知

＝￣－－－－－－－－－－－-----------－－－－－－－－
／大学教育開発研究センター、 、

'----------------－－－－－－．．－－」
、 〃

､~噌竺裡學Ｉ塗:if抄'

開設･開設希望科目の提出
一一

一

鰹内容･}ﾛ当銅･時鵬際のM1議

授
業
担
当I

授業の実施

②教養教育の責任体制

1，８

教養教育の責任学部
部局名

全学教養教育委員会

各学部（教養教育責任学部）

学部間の連絡・調整機関
機関名大学教育開発研究センター

責任者大学教育開発研究センター長



総合大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

備考：医学部，歯学部の「専門教育」欄は，時間数を示す。

１，９

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育
教養教育及
び専門教育

合計

備考

人文学部

教
育
学
部

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

養護学校教員養成課程

小教専修

中教専修

幼稚園教員養成課程

特別教科(音楽・書道）
教員養成課程

法学部

経済学部

(56）
4５

(56）
3０

(56）
3３

(76）
74～7６

(83）
８３

(83）
６５

(52）
３８

(83）
７０

(83）
６８

(83）
７３

(83）
７１

(88）
８

(90）
8０

11-13

３
１

６
８
３
５

２
１
１
１
１

8６

1６

(132）
132

(135）
１２４

(144）
124

(146）
129

理
学
部

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地質科学科

自然環境科学科

医学部

歯学部

工学部

農学部

(54）
3０

(54）
3０

３０

(86）
5０

(75）
4０

(54）
3０

(54）
4４

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

４
０
４
０
４
０
４
０
４
０
６

８
７
８
６
８
７
８
６
８
７
７

く
く
く
く
く

(ｲ,2m.5）
４．２２２

(4.757）
５．１５６

(84）
9４

(80）
8０

４
４
４
４
４
８

２
３
２
３
２
１

(138）
124

(138）
124

124

(86)単位
(4,254.5)時間
50単位4,222時間

(75)単位
(4,757)時間
40単位5,156時間

(138）
124

(134）
124

･平成6年度，「地
質鉱物学科を改組

・平成６年度，
新設学科



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

前記「ｌ(2)教養教育の実施体制について」のとおりです。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

・各学部は，その学部・学科等の教育目的を達成するため，必要な教養科目をその学部の事

情に応じて，自ら開設し，及び他の学部が開設する教養科目を活用するとともに，必要な専

門科目を開設し，両者を総合した体系的なカリキュラムを編成する。各学部が開設する教養

科目は，全学に公開する。

・授業科目の区分は整理･単純化し，大別して「教養科目」と「専門科目」の２種類とする。

「教養科目」は，「教養科目（狭義)｣，「外国語科目」及び「体育実技科目」とし，教養科目

（狭義)」は，総合科目及び人文・社会・自然・情報処理・保健体育（講義）等の系列別に分

けて開設する。

・授業科目は，授業効率の一層の向上，国際交流の進展などに資するため，半年学期制・２

１６０

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

I内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

人文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

工学部

農学部

人
万

３３１

０
４
０
４
３

５
４
８
８
３

４０１

４５

5８

４４

３４

２１

６３

人

27(1)

18(1)

3３

２６

人
窃
ｕ
ｍ
ｕ
別

８
２

人
躯２
５
５
５
５
０

３
８
６
０
０

４
２
２
２
１

０６
７
６

５
６

１
１

附属病院教官現員３６人

（1)は附属病院教官で外数

附属病院教官現員２５人

（1)は附属病院教官で外数

その他 ８ ４ 名称(積雪地域災害研究セソター）

その他 １ １ 名称(総合情報処理センター）

その他 ４ ２ 名称(保健管理センター）

合計 672 331(2) 9０ ２．２５８

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

96人 11,862時間



総合大学

単位制の授業科目によることを主とする。

・教養科目についての全学的な履修要件は，これまでの一般教育等の科目間の重複，専門教

育との関連等を考慮して整理・精選を図り，３０単位以上とし，その細かな指定は，全学的に

は設けないこととし，各学部の判断に委ねる。

ただし，新たに入学した学生に対して，自己の身体及び身体運動の基礎について理解させ

ることが極めて重要であることを考慮し，「体育実技科目（基礎体育・１単位)」は，全学生

とも入学した学年の第１学期に履修させる。

・教養教育における外国語については,③少人数教育の実施(30～40人),⑪アドヴァンスト・

コースの設置，、学部の専門に応じた授業内容の設定，④専門教育における語学能力育成と

の一体化等の措置を講じる。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

教養教育の目標は，教養科目だけの履修によって実現されるものでなく，専門科目の履修と相

まって培われるものであり，従って両者の有機的な関連を持たせることが必要である。この点か

ら従来の教養部，学部という二元的鱗造は教養教育，専門教育の流れを分断し，体系的・統一的

な実施の支障となっていた。この二元性を解消し，また，教養課程（進学課程）と専門課程とい

う教育課程の二つの区分を廃止し，各学部が主体的に４年又は６年を通じて教養科目と専門科目

を有機的に結びつけたカリキュラム編成を行うことにより，その学部の特性を生かした効果的な

教育を行うようにした。

また，これまで教養科目の教育・履修指導等は，教養部が中心となって行ってきたが，専門教

育の面でつながりを欠くことがあった。新しい方式では，各学部が教養教育及び専門教育につい

て一貫したガイダンスを行うこととし，学生の学部在学期間全体を通して教育指導の責任をもつ

こととした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

・教養外国語教育について，高等学校で既に履修している外国語に係る教養外国語教育の理

念・目標は，従来の異文化理解あるいは教養としての外国文化の理解に加えて，最近の社会

的必要性，学生の関心・要請等に基づき，その外国語の運用能力（会話だけでなく，作文を

含む広義のプラクティカルなコミュニケーション能力全般）を含む総合的語学能力の育成・

向上を目的とするものとし，後者に比重を置く。

高等学校では履修していない外国語に係る教養外国語の目標も，基本的には上で述べた既

修外国語教育の場合と同様，運用能力を含む総合的語学能力の基礎の修得に魁〈が，同時に

国際文化に対する複眼的な視点の酒養を目指している。

・入学試験制度の多様化により，学生の入学後の科目履修の理解度に差異があり（特に自然

科学系分野の科目)，専門基礎教育及び補正的教育の視点から，教養科目開設の工夫を識ずる

必要がある。

１６１



(3)教養教育の改善結果の評価について

本学では，新しいシステムによる教養教育は，平成５年度から実施したばかりであり，部分的

な改善はその都度行うこととしているが，根本的な事項については，数年間の実施状況を見た上

で，見直しを行うこととしている。

なお，改善に関する検討課題としては，次の事項を予定している。

○教養科目の在り方等について

・教養教育の目標の再確認

・教養科目（狭義）の在り方

（共通履修科目，総合科目，人文・社会・自然科学系学生に対する他系列科目の在り方）

・外国語科目の在り方

・保健体育科目の在り方

・情報処理科目の在り方

・専門基礎教育及び補正的教育としての自然科学系の教養科目の在り方

○教養科目の科目群・学系の区分の在り方

○教養科目についての全学的履修基準の見直し

○履修指導システムの確立

○その他

・教養教育担当に対する評価システムの確立

．「教養演習」科目の導入

・大学外で習得した教養学習の成果の認定

５自由意見

高校教育の在り方について,大学教育特に教養教育に関連して検討する必要があると思われる。

自然科学分野における高校のカリキュラムは，いろいろ問題を含むと考えられる。理科離れを促

進し,大学における補正教育の必要性が出てくるなど改善されるべき点が多いと考えられるので，

国大協の検討課題としてはどうか。

６資料

「教養科目履修ガイド平成６年度」

「教養科目講義概要〃」

「教養科目授業時間表〃」

「本学における学部カリキュラムの編成・実施に関する基準（報告)」

「教養部の転換後における教養教育の実施体制等について」

１６２



総合大学

３８山梨大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

「専門に偏らない幅広く深い教養を身につけ,豊かな人間性を養うとともに,総合的な判断力を

培う」ための教育

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

評議会の下に共通科目等運営委員会を設け，その中に共通教養，外国語，保健体育のそれぞれ

の専門部会が作られた。

教養教育の実際の授業は，教育学部教官を中心に実施しているが，今回から総合科目以外の科

目についても，同委員会に申請することにより，工学部教官も教養科目の授業を開設できること

とした。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

１６３

教養教育の責任部局 部局名教育学部

学部間の連絡・調整機関
機関名共通科目等運営委員会

責任者栗原光信

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

工学部

40以上

(52）

38以上

(52）

80以上

(88）

総合課程

(96）

90以上

(94）

130以上

(140）

(156）

132以上

(142）



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

ｌ(2)の①に同じ

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

１）一般教育科目（講義科目）を通年４単位から２単位とした。

２）外国語基礎の必修科目ほかは，目的別の選択科目とした。

３）保健体育必修３単位のほかは，目的に応じた選択科目とした。

４）工学部基礎教育部門の科目は，一般教育科目への部分的振り替えを廃止して，全面的に

専門科目の分類に組み入れた。

５）従来からの総合科目を含む,特設科目を新設して,新しい試みが可能であるようにした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学の教育では，共通教養部門は専門とは独立したものとして位置づけている。しかし履修年

次については制限をしないことにより専門をふまえた上で，より高次に総合判断力を養うことが

できるよう配慮している。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

共通科目等運営委員会で今後検討予定。

(3)教養教育の改善結果の評価について

部分的なアンケートによれば，教官・学生とも教育改善の趣旨を生かして各女の授業等に取り

組んでいるが，新制度になって日が浅く，実施の効果等については今後を見守る必要がある。

講義科目については，内容の精選あるいは授業方式の改善などの工夫が必要との意見もある。

シラバスについては，現在も改善する方向で検討中。

1６４

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

教育学部
人
127

人
別 人 人

２３０

教育学部

５５０

工学部

その他 121 2０ 名称（工学部）

合計 248 7４ 780

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

45人 332時間



総合大学

６資料

「共通科目履修案内」

「一般教育等の改善について第一次答申・第二次答申」

Ｚ６＞



4O信州大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

学際的視野や専門教育との相互関連知識を与え，現代社会が直面する諸問題に総合的に対処し

得る能力，創造性に溢れた心身共に健康な人材の養成と国際化への対応のため，異文化理解を深

めさせるなど大学教育において不可欠なものと考えている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

○教養部中心とした全学協力体制（平成６年度）

○共通教育課程委員会設置（委員長：学長）

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

吻理

１６６

|囑鰯|蟇|ｉｉｉ’
(128）
124

(131）
124

教養教育の責任部局 部局名教養部中心とした全学協力体制

学部間の連絡・調整機関
機関名共通教育課程委員会

責任者学長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

人文学部 (52）
5２

(82）
8２

(132）
134

教育学部 (52）
3１

(88）
100

(140）
132

経済学部 (52）
3２

(88）
１００

(140）
132



総合大学

Ｈ
】

ＩＵ

ＯＯ

1６７

|劇|;lillil
医学部 (84）

5３
(側塒間）

158 211

工学部

生産システムエ学科

電気電子工業科

社会開発工学科
（土木コース）

社会開発工学科
（建築コース）

物質工学科

情報工学科
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

４
８
４
６
４
８
４
２
４
０
４
８

５
２
５
２
５
２
５
３
５
３
５
２

く
く
く
く
く
く

(83）
９６

(83）
９８

(83）
９６

(83）
９２

(83）
９２

(83）
９６

(137）
１２４

(137）
１２４

(137）
１２４

(137）
124

(137）
１２４

(137）
１２４

農学部

生物生産科学科

森林科学科

生物資源科学科

(52）
３５

(52）
３９

(52）
３５

(76）
９２

(76）
８８

(76）
９２

(128）
１２７

(128）
１２７

(128）
１２７

繊維学部

応用生物科学科

繊維システムエ学科

素材開発化学科

機能機械学科

精密素材工学科

機能高分子学科

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

２
８
２
０
２
２
２
９
２
１
２
７

５
２
５
３
５
３
５
２
５
３
５
２

く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

４
６
４
２
４
２
４
５
４
２
４
７

８
９
８
９
８
９
８
９
８
９
８
９

く
く
く
く
く
く

(136）
１２４

(136）
１２４

(136）
１２４

(136）
１２４

(136）
１２４

(136）
１２４



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

４年ないし６年一貫教育のカリキュラム編成を各学部が行うこととし，全学共通の部分（基幹

科目，専門科目Ｉ）については，共通教育課程委員会の責任のもとで編成し，基幹科目，専門科

目Ｉについては，全学協力体制により授業を実施することとした。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の数善状況と特色

ｌ）従来の一般教育科目，外国語科目，保健体育科目を基幹科目としてまとめ，以下のよう

に細区分した。

個別科目（それぞれの科目に主題をもたせた｡）

総合科目（原理，応用に体系付け，人，自然，社会に焦点を当てた｡）

外国語科目（新たに講義形式の授業を導入｡）

１６８

学部
教官

現負

教養教育臓鐵ijiら
担当教官｜移行した教官

入学

定負
備考

人文学部

教育学部

経済学部

理学部

医学部

工学部

農学部

繊維学部

人
拓
船
犯
姐
皿
旧
切
花

１

人
田
犯
４
７

４２

４
４
４

３
１

人
一
一
一
一
一
一
一
一

人
185

320

235

210

100

460

199

285

教養部 8８ 8８

その他 １ (名称総合情報処理センター）

その他 １ (名称地域共同研究センター）

その他 ２ ２ (名称保健管理センター）（全学）

その他 3８ ７ (名称医療技術短期大学部)(全学）

合計 661 225 1.994

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

80人 11,266時間



総合大学

保健体育科目（保健学講義は，医学部臨床教官担当）

（体育実技に野外活動，シーズンスポーツ導入）

情報教育科目（情報処理基礎教育を全学生に開設（選択)）

新入生ゼミナール（小人数教育の実施）

２）従来の人文，社会，自然の３分野と総合科目との組合せにより教養教育の充実を図る゜

３）小人数教育の充実を図り，教養教育の充実をさせる。

４）外国語教育について，４年ないし６年一貫の学生の自主学習システムを構築する。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

入学後，学生（ｌ年次）全員を松本地区に集合させ，１年間教育する方法を導入した関係上，

各学部の一貫教育を実施するに当たり，１年次における専門系科目の開設，２年次以降の基幹科

目の開設に配慮した。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

外国語科目について能力別クラス編成の実施。

平成６年度から，理学部において高校での数学の学習状況に応じたクラス編成の実施。

１６１



4l富山大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

富山大学において，４年一貫教育を実施する教育改革の中で，教育理念・目標を設定し，教養

教育についても言及している。以下教育理念を示す。

富山大学は，様含な個性を持つ学生達について，それぞれの個性を伸ばし，その資質を生かし，

将来，社会で指導的立場に就くべき有為の人材を養成することを目的とし，大学教育の根底に，

未来に向けて変わることのない価値観としての「高度の倫理観に基づく豊かな人間性を培う｡」と

いう理念を置き，その専門分野の如何にかかわらず，人間の価値観や生き方の多様性を理解し，

理性に支えられた社会的使命感を持たせるための教育を行う。

現代社会は，激動する社会であり，国際化・情報化とともに学問・科学・技術の急速な発展の

中にある社会である。富山大学は，こうした常に発展する科学技術や諸科学の進歩に対応して，

深い専門的知識や高い技術を修得した人材の養成を目指すことはもちろんであるが，同時に，常

に批判的問題意識を持ち，自主的な判断能力を持った人材の養成を目標とするものである。こう

した教育理念は,各学部が責任を持つ個なの専門教育においての象でなく，４年一貫教育の中で，

総合大学の特質を生かし，全学の教官が，それぞれの専門分野に応じて担当する教養科目や共通

基礎科目を重視することによって実現させるものである。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

大学は，平成５年３月末で教養部を廃止し，次ページに見られるように，審議・実施機関とし

て，学長を委員長とする教養教育委員会を設け，その下に３専門委員会（管理運営〆企画，実施

の各専門委員会）を置き，さらに実施専門委員会の下に，教養教育の分野毎に８部会（人文科学

系，社会科学系，自然科学系，外国語系，保健体育系，情報処理教育，言語表現教育，総合科目)，

他に専門基礎科目部会を置いている。また上記８部会の下に，開設授業科目の分野毎に各種分科

会を置いている(ただし，総合科目部会の下には特に分科会を置いていない)。実施組織としては，

各分科会に対応して教科部を置き，全学の教官がこれらの教科部の少なくとも一つに（人文科学

系，社会科学系，自然科学系，外国語系，保健体育系の部会に属する教科部のいずれかには必ず）

所属して教養教育を担当することとしている。

１７０
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なお，教養部の廃止に伴い，教養部所属教官は既存の各学部に分属し，事務組織としては庶務

部内に企画室を設置した。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

１７２

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

人文学部 3０
込一

(56）

8４

※１０

（76）

124

(132）

※印は自由単位を示す。

教育学部

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

養護学校教員養成課程

幼稚園教員養成課程

情報教育課程

3０
己

3０
上

3０
卍＿

3０
巳

3０
巴

(56）

7９
〃

※２１

7０
‘

※３０

73～7８
」

※２７～2２

7３
ゴ

※２７

6０
〃

※４０

(84）

０
０
０
０
０
Ｊ

３
３
３
３
３
０

１
１
１
１
１
４

１
１
１
１
１

１く

※印は自由単位を示し，教養教育はう

ち10単位まで含めることができる。

経済学部

昼間主コース

夜間主コース

０
Ｊ
２
Ｊ

３
６
２
８

５
４

く
く

108

(92）

102

(76）

138

(148）

124

(124）

専門教育の選択科目に,教養教育の自由

単位１０単位までを含めることができる。

専門教育の選択科目に,教養教育の自由

単位８単位までを含めることができる。

理学部 3０
■

(56）

8４

※１０

（76）

１２４

(132）

※印は自由単位を示す。

工学部 3０
Ｌ＿

(56）

１００
※１０

（84）

140

(140）

※印は自由単位を示し，教養教育はう

ち10単位までを含めることができる。

教養教育の責任部局 部局名

学部間の連絡・調整機関
機関名教養教育委員会

責任者学長



総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

平成５年４月から，全ての学部で４年一貫教育の新教育課程に改め，教養部所属教官は各学部

に分属し(平成５年３月末教養部廃止)，教養教育は，全学の教官がそれぞれの専門性を生かして

担当することになり，少入数教育の導入，学習形態の多様化が行われた。また，教養教育の履修

単位数の軽減を併せて実施した。

４年一貫教育を円滑に実施するため,教養教育委員会を置き,専門的事項を担当する管理運営・

企画・実施の３専門委員会を設置した。実施専門委員会には教養教育の分野別事項を担当する８

部会を置いている。

なお，事務組織としては，庶務部内に企画室を設置した。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

教養教育科目の特徴

イ教養原論

教養原論は，従来の一般教育科目に代わって設けられたものであるが，個別科学を併置する

従来の方式を根本的に見直し，人文・社会・自然の諸科学について最先端の問題状況や研究課

題に照らして内容を精選・再編し，専門を異にする学生にとっても興味・関心が持てるような

テーマを取り上げながら，各分野諸科学の考え方や全体像及び現代的意義が修得できるように

授業を行っている。

また，少人数のゼミナール形式の授業として，「教養原論演習」も開講されている。

１７３

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

i内教養部から
|移行した教官

入学

定員
備考

人文学部

教育学部

経済学部

理学部

工学部

その他

合計

人
ｍ
肥
ね
妬
師

２

394

人
弱
弱
妬
弱
⑰

１

241

人
泌
皿
４
６
３
０

4８

人
躯
郵
唖
却
皿
一

Ｌ522

名称（保健管理センター）

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

124人 9,368時間



ロ総合科目

総合科目は，従来の同種の科目を，内容の多様性の面でも担当者数の面でも飛躍的に拡充し

た科目で，人文・社会・自然（工学を含む）の各分野を横断する学際的テーマや，富山の地域

を反映したテーマなど，より総合的なアプローチを必要とするテーマを取り上げている（11科

目)。また，外国人留学生に対しては「日本事情」も開講されている。

授業は，ほとんどの場合，専門の異なる複数の教官が協力体制を組み，リレー講義形式で行

われている。

’、外国語科目

英語，ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，朝鮮語，日本語及びラテン語の８つの外

国語が開講されている。

ｌ年次生対象の英語以外の外国語は，未修外国語として基礎力の育成を主眼とし，入門的・

初期段階の内容の授業を，また，２年次生対象の授業では,応用力の育成を目指して，発展的・

中級段階の内容の授業を行っている。

二保健体育科目

保健体育科目は，運動と健康の関係について，また，文化としてのスポーツについて，体験

的かつ理論的に学び，さらに，スポーツの喜びを知り，スポーツを主体的にライフスタイルの

中に取り込むうえで必要な知識と経験を得ることを目的として，「健康スポーツ」（実技)，「健

康・スポーツ論」（講義）及び「健康・スポーツ演習」が開講されている。

ホ情報処理科目

情報処理科目では，パソコンを使ってファイルを作成・編集すること，大型計算機の各種パ

ッケージを使って数式処理や文書処理などを行うこと，さらに，大型計算機を介しての通信を

行うこと，の修得を目指して，全学部学生を対象に実施している。

へ言語表現科目

言語表現科目は，客観的な事実や自分の感じたこと，考えたことを，言語を用いて的確に表

現する能力，口頭または文書で発表する能力の向上を目的としている。このため，学部や専門

を異にする教官がそれぞれの特徴を生かしつつ，少人数編成によって授業を行っている。授業

では，大学外の専門家による言語に関わる講義なども行われ，学生自身も発表を行うことがあ

る。

トコロキアム

各教官が，それぞれの専門を生かして自由にテーマを設定し，少人数のゼミナール形式で授

業を行っている（ただし，単位認定はされない)。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

新教育課程では，従前の一般教育の科目のうち，専門基礎的な科目は専門科目に移し，それに

よって専門科目の充実を図り，専門教育の一貫性を高めた。他方，教養教育については，「教養科

１７４



総合大学

目」として「教養原論」と「総合科目」を開設し，教育内容の現代化と総合化・学際化を図り，

それによって一方で専門教育に対する教養教育の特色をより強く打ち出し，他方で大学教育全体

の中での教養教育と専門教育との相互補完性を高めた。また，従来からあった「外国語科目」と

｢保健体育科目」の他に「情報処理科目」と「言語表現科目」を新たに開設することによって「共

通基礎科目」の充実を図り，さらにスキル教育の面を重視することによって教養教育と専門教育

との連続性・一貫性を高めた。

履修年次については，学生は，１年次から専門科目を受講し，また教養教育は１年次から３，

４年次にかけて受講し,この有機的関連性を密にすること及び知的好奇心を促すことなどにより，

授業に対するモチベーションを高め，従来以上の教育効果が期待されている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

理学部では，専門基礎科目において，高校での理科分野の既履修者を対象とした「概論」と，

履修してこなかった学生を対象とした「序説」の二本建てで開設している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

本学の教育改革は平成５年度からでまだ緒についたばかりであり，実施の効果等については，

教養教育に関する教官及び学生向けアンケートを平成６年４．５月に実施し，現在，調査結果を

分析中である。現時点での検討事項としては次がある。

ｌ）教養原論の系列間における履修者数の不均衡

２）教養教育の授業担当についてのルール化

３）学年進行に伴う講義室及び設備の整備

５自由意見

本学は，平成５年度から教育改革を行い，２年目でその成果を計るには未だ年月が少ないが，

各学部の意見では，１年次から専門科目を履修することにより，学生の学習意欲を喚起し，おお

むね良好な結果をもたらしたとの意見が多かった。また今回の教育改革を真に実りあるものとす

るため，継続的に現状を点検し，問題点を整理していくことが必要であり，そのために企画専門

委員会で教養教育に関する教官及び学生向けのアンケートを実施して，現在，結果について集約

中である。アンケート結果を踏まえて，本学の教養教育の改善と発展のために全学的な議論を深

めていきたいと考えている。
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４３金沢大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育の意義ないし理念は，基本的には「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊か

な人間性を酒養する」（大学設置基準第１９条第２項)ことに尽きる。それは，学問の一般的基礎を

固めるとともに，真理への畏敬に基づく批判的精神をもって自ら考え判断する力を養い，幅広い

ものの見方と深い洞察力を身に付け，人間の尊厳を踏まえた共生社会の倫理観を持つ主体的な人

格を形成する教育である。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養部廃止後は，全学的な責任体制（教養教育実施機構）の下で実施することを検討している。

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

１７６

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

文学部 (56）

5０

(82）

8２

(138）

132

教育学部

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

高等学校教員養成課程

聾学校教員養成課程

養護学校教員養成課程

言語障害児教育教員養成課程

総合科学課程

スポーツ科学課程

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

６
０
６
０
６
０
６
０
６
０
６
０
６
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

く
く
く
く
く
く
く

Ｊ６５く

０５

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

６
６
６
６
２
２
０
０

７
７
７
７
８
８
９
９

く
く
く
く

Ｊ０９く

Ｊ
Ｊ

０
０
０
２
２

９
９
９
８
８

く
く

Ｊ２８く

２８

，
』
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

２
６
２
６
８
２
６
０
６
０
６
０
８
２
８
２

３
２
３
２
３
３
４
４
４
４
４
４
３
３
３
３
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１
１
１
１
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１
１
１
１
１
１
１
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総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

１７７

法学部 (56）

4６

(84）

9２

(140）

138

経済学部 (56）

4８

(82）

8４

(138）

132

理学部 (56）

4６

(74）

8４

(130）

130

医学部 (64）

4８

(4300.8）

4736.8

(64+4300.8）

48＋４７３．６

薬学部 (56）

4４

(85）

9５

(141）

139

工学部 (56）

4８

(84）

8６

(140）

１３４

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

I内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

文学部

人
蛆

人
加

人
一 人

170

教育学部 9９ 2７ 295

法学部 3０ 11 215

経済学部 3０ 1２ 215

理学部 6５ 5２ 170

医学部 7５ 4６ 100 医学部附属病院現員49人

薬学部 2７ ８ 8０

工学部 117 1６ 525

教養部 8７ 8７

その他 4４ ８ 医療技術短期大学部

その他 ２ １ 保健管理センター

その他 1８ ２ がん研究所

その他 1 1 遺伝子実験施設

合計 643 291 1.770

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

153人 14,239時間



４教養教育の改善について

（１）教養教育の実施体制・組織等の改善の要点

検討中

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

従来の｢一般教育科目（人文系，社会系，自然系)，外国語科目，保健体育科目｣科目区分を｢教

養的科目（総合科目，テーマ別科目･一般科目，言語科目，基礎科目)」に再構成し，全学の教官

が各々の教育研究分野と教育経験に応じて授業を担当する。

○総合科目

一つのテーマについて，複数の教官が自然，社会，人文などいくつかの異分野から多角的に

迫り，問題を総合的，思索的，批判的に掘り下げて考える力を養うことを目的とする。

○テーマ別科目・一般科目

テーマ別科目は各々の学問体系全体ではなく，特定の分野・領域・問題を軸とした科目。一

般科目は，体系的・段階的・蓄積的教育の課題等に対応して，学問体系の基本的骨格を教授す

る。

テーマ別科目･一般科目は，同じカテゴリーで分類し，「自然｣，「人間｣，「社会」の３領域に

分ける。これらの科目は多数開講することにより，学生の選択肢の拡大，マスプロ型授業の緩

和を図る゜

○言語科目

従来の外国語科目に相当するもので未習言語についてはＡ，Ｂ，Ｃ(順に初級，中級，上級）

の，既習言語（英語）についてはＢ，Ｃのレベル区分を導入し，教育内容の多様化を図り，そ

れらを段階的に履修させる。

○基礎科目

将来，理系学生が現実には狭い専門領域にかかわるとしても，基礎となる自然科学の各分野

に視野を拡大させる。

基礎科目を，Ｉ，nの２種類に分け，Ｉは，その科目を将来，専門又は，特に必要とする学

科のための共通科目であり，少人数教育を基本とし，必修とする。nは，必ずしもその科目を

専門としないが，理系の基礎科目として必要とする科目であり，自然科学の諸領域にわたる基

礎的素養を養うことを目的とし，選択必修又は選択とする。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

４年（６年）間を通じて教養教育を実施

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

基礎的教育の体系化と少人数教育の充実
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総合大学

(3)教養教育の改善結果の評価について

教養教育のカリキュラムについては，今後，学生にアンケート調査等を実施し，改善の効果等

について検討する予定。

６資料

｢教養部案内」

｢教養的科目授業時間割表」

｢教養的科目の授業概要」
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4４福井大学

□実施済

□実施予定

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

臆競:露鰯iifMl菖劇
(５年４月から）

(７年４月から）

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

学部・学科・課程等の別によらず，また特定の専門分野に偏ることなく，広く学問の知識や方

法を授け，将来，総合的な判断力と行動力をもった社会人として自分自身をコントロールし，そ

して専門教育を通して学んだ知識や技能及び学術等の成果を社会に還元できるような人間形成を

目指す教育である。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

・一般教育については，主に教育学部教官が担当している。

・組織については，下記のとおりとなっている。

【

教
育
小
委
貝
会

工
学
部
基
礎llii jIji

示す。
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総合大学

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

1８１

教養教育の責任部局 部局名学生部

学部間の連絡・調整機関
機関名学生部

責任者学生部長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育
(基礎教育含む）

合計
備考

教育学部

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

養護学校教員養成課程

情報社会文化課程

工学部

機械工学科

電子工学科

情報工学科

環境設計工学科

材料化学科

生物化学工学科

応用物理学科

37(48）

37(48）

37(48）

37(52）

35(52）

35(52）

35(52）

35(52）

35(52）

35(52）

35(52）

37(86）

87(86）

87(86）

87(76）

95(82）

95(82）

95(82）

95(82）

95(82）

95(82）

95(78）

124(134）

124(134）

124(134）

124(128）

130(134）

130(134）

130(134）

130(134）

130(134）

130(134）

130(130）

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

I内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

教育学部

工学部

人
125

125

人
107

９

人 人
200

600

附属教育実践研究指導センター教官
２名含む(教官現員，教養教育担当教
官に外国人教師２名を含む）
附属超低温物性実験施設教官１名を
含む

その他 ２ 1 名称（保健管理センター）

合計 252 117 800

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

49人 4,570時間



４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

・一般教育に関する事項を審議する委員会を，これまでの教育学部から全学的な一般教育委

員会として学生部の所管とした。

・事務組織について，一般教育係を教育学部から学生部に移行した。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

改善状況

・授業科目を「一般教育｣，「基礎教育｣，「専門教育」の三つに区分した。

・一般教育科目の最低修得単位数を縮減した。

・開講科目特に教養・総合科目の種類と数を増やし，選択の幅が広くなるようにした。

・一般教育科目のクラスサイズの適正化を目指した。

・演習について，３０時間ｌ単位を15時間１単位とした。

・制限を設けない自由な履修を保障するため，一般教育科目に自由選択制を導入。

・適正規模の受講学生数を保障するため，受講登録の電算処理化。

特色

教養・総合科目については

・クラスサイズの適正化（講義：５０名，演習：２０名）

・演習を積極的に取り入れ，単位は30時間２単位とした。

・科目群を設定し，Ｉ群（人文科学の科目)，ＩＩ群（社会科学の科目)，Ⅲ群（自然科学の

科目)，Ⅳ群（学際的な科目）とした。

外国語科目については

・必修科目と選択科目に分けて開講することとした。

・クラスサイズをできるだけ小さくし，指導方法を工夫し，一層効果的な学習を図ること

とした。

・１科目毎週２時間15週の授業をもって２単位とした。

保健体育科目については

・演習（30時間２単位）と実習（30時間１単位）とした。

・必修科目と選択科目を開講することとした。

．できるだけ小人数のクラスとした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学では，独立した教養部を持たず,教育学部が両学部の教養教育を担当してきた。そのため，

教育学部では従来からすでに４年一貫教育を行ってきているので，特に配慮はしていない。工学

部でも，従来から教養教育と専門教育の「くさび型」履修を採用しているが，教養教育を主とし
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総合大学

て教育学部教官から受けているという状況は変わっていない。

(3)教養教育の改善結果の評価について

・必修の科目数や単位数を縮減して，過密授業や単位充足に追われて余裕がなかった一般教

育科目の履修から学生を開放し，ゆとりのある主体的・能動的な学習の保障を目指したが，

学生が急いで単位を修得してしまおうとするため,今のところはまだ効果はあがっていない。

・適正規模の受講学生数や教室数及び教官の適正な授業分担を保障していくために，受講登

録等の電算処理を行ったが、まだ過渡期にあるため，具体的な効果は現われていない。

６資料

｢一般教育課程について」

｢一般教育科目講義内容（平成６年度)」

｢授業時間割表（平成６年度前期)」
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4６岐阜大学

１教養教育の理念と実施体制

（１）教養教育の教育理念について

学生が専門性を獲得していく過程で，人生や学問体系における自分の専門の正しい位置を理解

するとともに，将来社会人として行動するために必要な広い知識と深い教養に裏うちされ，総合

的な判断力と批判力に富む人間に成長していくことを目指す。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養教育としての教養科目及び専門教育の中に位置付けられている基礎科目の大半を教養部が

担当している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

Ｕ

６
４

’
２

叩’

： ６
４

１

１８‘

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関

機関名大学教育委員会(教護部組織改編後は，大学教育委員会の下に
できる全学共通教育企画運営委員会）

責任者学長

(組織改編後は，全学共通教育企画運営委員会委員長）

授業科目 科目区分

最低修得単位数

教育学部 医学部
工学部

昼間 夜間 農学部

教
養
科
目

教養科目

教養セミナー

テーマ科目群

個別科目

総合科目

第１

外国語演習第２

特別

身体活動科学演習

２

６

':’ 1２

６
４

1０

３

２

６

'1’ 1２

６
４
２ 1２

３

２

６

'1’ 1２

６
４

1０

３

1６

６
４

1０

２

２

６

'1’ 1２

６
４

1０

３



総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養課程，専門課程の区別を廃止，それに伴って全学組織の一般教育審議会を解消し，平成５

年度より大学教育委員会を設置した。教養教育を含め，広く大学教育に関する事項について審議

18,

小計 3３ 3５ 3３ 2８ 3３

日本語科目及び

日本事情に関する科目

日本語演習
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７２

１２１
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人
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４

人 人
340
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附属病院3８

教養部 6５ 6５

合計 441 120 1.300



されている。

(2)教養教育の改養状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ｌ）人文・社会・自然の三分野からなる従来の一般教育科目を，テーマ科目群・総合科目．個

別科目に再編成した。再編成の主旨は，これまで学生自身の意欲|この糸委ねられ，大学とし

てはそれほど配慮してこなかった関心，知識の有機的な関連付け，体系化を大学側がより意

識的に手助けしようとするところにある。

２）教養セミナーを高校教育からの転換教育の場として，教官と学生間の交流をはかる場とす

るとともに，学生に対する助言指導の基本的単位とし，担当教官を助言教官としている。

３）身体活動科学演習は実技にとどまらず，講義による体育理論も導入し，生涯スポーツ，健

康への理解を深めている。

４）外国語演習は小人数教育実現のため必要単位を削減した。未修外国語では中国語・ロシア

語も開講した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慰について

従来主として一般教育の中に含まれていた基礎教育を専門教育の中に位置付け，新たに「基

礎科目」を開設し，一貫教育の中の重要な柱とした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

大学入試の選抜方法の多様化によって，ある教科を全く履修してこなかった学生，あるいは

十分な時間履修してこなかった学生へのきめ細かな対応に迫られていて，検討中である。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成５年度より新カリキュラムによる教養教育がスタートし，教養部内の教養教育推進委員会

が教養部教官を対象に新カリキュラムに関するアンケート調査を行った。また，部内の大学問題

研究会が学生に対して同様のアンケート調査を行う予定でいる。教官の意見は様有であり，一定

の結論を出すに至っていない。

５自由意見

一貫教育について

現在教養科目と専門教育に位置づけられた基礎科目は入学後２年間で履修し，単位を修得す

るよう指導している。

一方，学部では，教養科目等の必要単位を修得していなければ４年次の卒業研究等に入れな

いことになっている(医学部は３年次に進級できない)。専門科目は１年次より開講されるよう

になり一貫教育が実現したが，教養科目はまだ実施に至っていない。しかしながら，４年（６

年）かけて教養科目の単位を修得するというのではない一貫教育について，教養教育をより効

果的にするためにはいかなる一貫教育のあり方が望ましいのか，一層の議論が求められる。
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総合大学

４７静岡大学

□実施済

□実施予定

□検討中

(５年４月から）

(７年４月から）

大綱化に伴う教養教育の改善状況

鵬;|鑪騨lfMl鳶5劃
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

国際的視野と専門的基礎および総合的判断力を身につけた社会人の養成という本学の教育目的

を達成するため，専門教育と有機的に結合した教養教育の実現を目指す。従って本学における教

養教育は，幅広い教養と総合的な判断力を培うことを目的としており，これに見合った新しい科

目区分の授業を「共通科目」として開設している．新カリキュラム（以下「新カリ」と略す）の

編成にあたっては，４年一貫教育の実現を念頭に置き、学生の個性と自主性を重視する観点から

履修科目の選択に幅を持たせると共に，小人教育を重視した。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学では旧設置基準のもとで作られた教養部が，目下のところ教養教育の責任部局として，学

部の協力を得ながら共通科目と理系の専門科目（基礎）の授業を担当している。しかし新設置基

準のもとでは全学の教官が教養教育にも責任を持つべきだとの考えから，全学出動による共通教

育の実施体制を設立する目的で教養部の廃止と新学部の設置を含む全学再編のための概算要求を

提出している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

3（

1８７

'八群瓢’
(56）

4０

(80）

8４

(136）

124

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名前期課程連絡会

責任者教養部長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考
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理学部

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

工学部

※機械系3学科

光学機械工学科

電気工学科

電子工学科

情報知識工学科

※化学系3学科

農学部

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

当面は系列間の垣根を今までより低くし，特にセミナーや総合科目（４(2)①を参照）は，教養

部に所属する全教官から何らかの形で協力しあって運営することで対応している。しかしこうし

た努力には限界があるので，新しい教養教育の効果的な実施体制を作り上げるべく概算要求を提

出中（１(2)①参照)。

１８８

学部
教官

現負

教養教育 ｜内教養部から
担当教官|移行した教官

入学

定負
備考

人文学部

教育学部

理学部

工学部

農学部

人
8４

133

5７

111

5６

人 人 人
447

510

215

501

165

教養部 9３

合計 534 1.868

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

76人 7,770時間



総合大学

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

従来の一般教育科目・専門教育科目という授業区分を廃止し，専門科目（専門科目（基礎）を

含む）及び共通科目を置いた。共通科目には総合科目・教養科目Ａ・教養科目．Ｂ・主題別科目・

外国語科目（英語・未修外国語）・保健体育科目・セミナーの科目区分を設ける。各科目区分の特

色は以下のとおり。セミナーはｌ年次生を対象に開講し，導入教育を目指す。教養科目に関して

は下記③を参照｡主題別科目は｢言語と文化」・｢社会と人間」・「人間と行動｣．「地球と環境」・「自

然と数理」という５つの主題を設け，副専攻的な発想も取り入れて一つの主題から最低６単位以

上を含む履修を義務づけている。外国語科目のうち英語は，選択英語の部分で個々の学生の英語

力と関心に沿った授業を展開し，未修外国語は，必修単位を４単位に削減する代わりに，希望す

る学生には選択科目の枠内で10単位（工学・農学＝－スの学生は６単位まで）までの履修を可能

にしている。また英語・未修外国語ともに，外国人教師による会話クラスを可能な限り多く開設

した。保健体育科目は，実技と講義を融合させた授業科目を必修として全学生に課し，選択科目

の枠内でスポーツ技術の修得を目的とした授業を開講する。３年次生に総合的・学際的なテーマ

を扱う総合科目を必修として課しているものも本学の新カリの特色と言えよう。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

総合科目を，この科目の特性に配慮して３年次に開設している。まあ専門課程への移行基準を

廃止し（３年次への進級基準を設ける学部もあるが，旧来の移行基準に比べはるかに緩やかであ

る)，主題別科目・外国語科目・保健体育科目は３．４年次での履修を認めた。特に外国語科目は，

学年進行に対応して1995年以降，３．４年次生の履修を念頭に置いた中･上級クラスを開設する。

他方で従来以上に多くの専門科目が，１．２年次で開講されるようになった。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

理系の学生を対象として教養Ａ（人文･社会科学分野)，文系の学生を対象として教養Ｂ（自然

科学分野）を相補的に開設し、それぞれの履修を義務づけている。この科目は，－市民としての

判断力を養うため中核となる学問領域について，体系的な理解を修得させる目的で作られたが，

高校での学習が受験科目に偏る傾向にある現状を踏まえて，この偏りを是正することも目指す。

(3)教養教育の改善結果の評価について

本学教養部では，自己評価委員会のほかに新カリ運営委員会を設置して，教養教育の効果的で

円滑な運営に努めている。両委員会はそれぞれ，学生アンケート等の方法で教育効果や学生の側

の反応を正確に把握すべく努力しており，また構想委員会も独自の立場から新カリの問題点を検

討しているが，新カリはまだ施行後２年目の途上にあり，本格的な評価の為には今すこし時間を

必要とする。
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４９名古屋大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の理念について

本学では，「高度な専門性に裏付けられた高い能力と，総合的かつ自主的な判断力に支えられた

豊かな人間性を有し，現代社会が直面する諸問題に主体的に立ち向かいうる探究心と創造性にあ

ふれた，心身共に健康な人材を育てること」を教育目標に掲げ，従来の一般教育の問題点，大学

設置基準の大綱化４年一貫教育の理念等を踏まえ，これまでの一般教育科目，専門科目といっ

た固定的な科目区分を廃し，これらの統合と結合を目指した新たな科目区分に基づき，平成６年

４月から，各学部が責任を持ち，それぞれの教育理念や目的に従って，系統的・体系的な「学部

４年一貫（医学部は６年一貫）教育」を全学的な協力体制の下で実施することにした。

本学の教養教育の理念は，前記の教育目標に示されているところであり，新たに設定した科目

区分により開講する「全学共通科目」〔設問４(1)の４）参照｡〕の下で，この理念の具体化と実践

に取り組んでいる。

ｌ）総合的な判断力の養成

個別的な授業科目の羅列ではなく，学際的視野や相互関連知識を与え，現代社会が直面す

る基本的な課題群に総合的に対処し得る能力を養成するため，「主題科目」（基本主題科目，

総合科目）を開設する。

２）学生の主体性と学ぶ意欲の尊重

学生が自ら選んだ専攻に関連する科目を主体的に履修できるよう，各科目の適正な学年配

分を行うとともに，他学部が開講する科目や全学的に開講される科目を履修できる途を開く

ため，「開放科目」を開設する。

３）国際化への対応

基礎教育としての外国語教育を強化するとともに，外国語を通じて異文化理解を深め，２１

世紀の国際社会に即応できる人材を養成するため，従来の外国語科目を「言語文化科目」と

して再編する。

４）専門教育への導入・転換

コモソベイシック教育を踏まえつつ，専門教育への導入・転換を図るため，少人数による

「基礎セミナー｣を開設するとともに，従来の一般教育の中に混在していた専門基礎的な科目
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総合大学

を整理し，「専門基礎科目」として再編する。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学では，教養部を母体にして，既設学部等との相互協力・交流により大学院人間情報学研究

科及び情報文化学部を設置するとともに，教養部を廃止した。旧教養部教官は，それぞれの専門

分野に応じて，既設の８学部及び新設の前記２部局に分属することになった。これに伴い，従来

の一般教育担当教官と専門教育担当教官といった教員区分はなくなり，これまで問題とされてい

た一般教育担当教官の「研究と教育の乖離」を解消するとともに，「全学共通科目」の担当は，全

学協力体制の下で実施することにした。

本学の全学共通教育の企画・運営及び実施組織は，図のとおりである。本学では，これらの各

種委員会を通じて，全学的な立場から各学部の４年一貫教育の実施に必要な調整を図りつつ，「全

学共通科目」の企画・運営及び実施に当たっている。

また，本学では，これらの各種委員会の運営に必要な事務や，全学共通教育の実施に係る教務

学生事務，経理事務，物品・国有財産管理事務等の諸事務を処理するため，学生部学生課の中に

｢名古屋大学共通教育室」を設置し，事務処理体制を整備した。

全`７２共通教育の企画・迎営ﾉﾑしび実lilj組織

全学1J１１年－１`Ｉ共通教育１１１当教官会議

く共通教育の連絡調終〉

（設概二]名疋）

共1,教育自己評価実施｣姿11会

く共通教育の点検舟ｌｉＩｉ１ｉ＞

総及 共j､敬育実施運営委貝会一共通教育教務委貝会
く共通教育の実施運営＞

全学四年－１１教育

委貝会

く共通教育の統括＞

…峅縢雁}に

'１|年一賀教育計画

委側会く共通教育

の企画立案＞
オビ・時間割調雛に関する(!j[|肌1委員会
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②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

3４

双同午当だ

8４

５－８１７８～８

窪済学闇

戎５年10月設置

ザ|情輔

80

〕１６０～６（

4(’

8.5０～１６

1９２

教養教育の責任部局 部局名全学四年一貫教育委員会

学部間の連絡・調整機関 機関名四年一貫教育計画委員会，共通教育実施運営委員会

責任者各委員会委員長

担当者間の連絡・調整機関 機関名全学四年一貫共通教育担当教官会議

責任者総長

学部・学科

卒業に必要な総単位数

教養教育 専門基礎教育 専門教育

全学共通科目 学部科目
計

備考

文学部

教育学部

3６ ’’０２１
(56）（84）

8２

3６ ’’０１８１
(56）（84）

6６

130

(140）

130

(140）

法学部 3６ １２～1４６－８

(56）（84）

78～8２ 136

(140）

経済学部 3４ ’1０３０１
(56）（84）

6０ 134

(140）

情
報
文
化
学
部

社会システム

情報学科

自然情報学科

3４

3０

2８

3９

6２

6２

124

131

平成５年10月設置

平成６年４月学生受け

入れ

理
学
部

数学科

物理学科

物理学第２学科

化学科

生物学科

分子生物学科

地理惑星科学

科

2４ '1３５１６１
(67.5） (84）

8０

2４

(67.

1９２４～3０

5）（84）

60～6６

2４ １８．５３７．５～40.5

(67.5） (84）

47～5０

2４ 1８．５０～1６

(67.5）（84）

72～8８

2４ 1８．５２４～3９

(67.5）（84）

52～6７

133.5

(l5L5）

133

(151.5）

130

(151.5）

130.5

(l5L5）

133.5

(151.5）



総合大学

－１－２０－－…ｒｉＩＩ
(67.5）（4,420Ｈ）

に川
(67.5）（80.5）

－１１－１５－１－耐
(67.5）（83.5）

~ｌ－ＩＪ－Ｗｌ－４５

一一－

３２ 193医学部

■|學蕊’ 機械工学，機械情報シ

ステムエ学科

電子機械工学科

136

（148）

１３６

（151）

１３６

(159.5）

１３４

(152.5）

3２

Ⅱ■￣Ⅱ■■

３２○電子機械工

学コース

○航空宇宙工

学コース

電気学科

電子工学科

電子情報学科

応用化学科

物質化学科

材料機能工学
科

材料プロセ
スエ学科

分子化学工学

科

応用物理学科

航空学科3２

（67.5）（92）

－３ii-TY9-M1-45--
（67.5）（85）

wl1-兎万ｌＭ
（67.5）（87）

竈ilj-l-ib｢－－Ji~｢ｗ‐
（67.5）

.I.､川
（67.5）（87）

ｗＴＬ｢-猛Ｔ狂;‐
（67.5）（80）

~ｉｉｊ－ｒｂ｢－誼-｢ｗ‐
（67.5）（96）

甑~l-I9--3ij万Ｔ脇一
（67.5）（80）

甑一'-19｢－－ijj-l-4i-
（67.5）（86）

甑一｢Ｉｉ－ｗＴｗ
（67.5）（86）

wl-iJ-wl-47-
（67.5）（88）

~§dT2ij--iI-I-ii-
（67.5）（84）

書の数字は，改善前の単位数を示す。

工

１３６

(154.5）

１３４

(100.5） (168）

学

１３６

(154.5）

１３４

(147.5）

１３３

(163.5）

１３３

(147.5）

134

(153.5）

１３４

(153.5）

136

(155.5）

１３０

(151.5）

土木工学科

建築学科
部

原子核工学科

情報学科

生物機能工学

科

学部農

表中の（）(注）
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３教官（専任講師以上）及び学生の現状

Z9４

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

文学部

教育学部

人
別

2７

人
塑

1０

人
０

0

人
145

7５

法学部 3２ 1６ 0 185

経済学部 2７ 1４ １ 235

情報文化学部 6６ 6５ 5１ 100

理学部 123 4３ 1４ 295

医学部
附属病院
附属病院分院

１
８
６

９
４
１

1２

２

１

１ 100

工学部 269 7９ ４ 915

農学部 7５ 3０ １ 193

その他 1８ 1８ 総合保健体育科学センター

その他 5８ 5５ 言語文化部

その他 2４ ７ 大学院国際開発研究科

その他 2１ 2１ ７ 大学院人間情報学研究科

その他 1２ 10 環境医学研究所

その他 1９ 11 太陽地球環境研究所

その他 1５ 1１ 大気水圏科学研究所

その他 ３ １ アイソトープ総合センター

その他 １ １ 情報処理教育センター

その他 ２ 1 高温エネルギー変換研究センター

その他 １ 1 先端技術共同研究センター

その他 ８ ６ 生物分子応答研究センター

その他 ２ １ 年代測定資料研究センター

その他 ８ ２ 留学生センター

合計 1.016 442 7９ ２，２４３

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

156人 11,540時間



総合大学

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

ｌ）平成４年４月１日付けで教養部を改組し，大学院人間情報学研究科（独立大学院）を設置

するとともに，平成５年10月１日付けで教養部を廃止し，新たに情報文化学部を設置した。

２）従来の一般教育科目，外国語科目，保健体育科目，専門科目といった固定的な科目区分を

廃し，次の４大区分からなる新たな科目区分を設定した。

①専門系科目：基礎セミナー，専門基礎科目Ａ，専門基礎科目Ｂ，専門科目，関連専門科目

②主題科目：基本主題科目，総合科目

③開放科目

④言語文化科目

３）一般教育課程，専門課程の各課程区分を廃止し，新たに設定した科目区分に基づき，各学

部が責任を持ち，それぞれの教育理念･目的に従って，系統的･体系的な「学部４年一貫（医

学部は６年一貫）教育」のカリキュラムを編成した。

４）一般教育担当，専門教育担当等の教員区分を廃止し，全学に共通し，あるいは複数の学部

にまたがって開講する「全学共通科目」（上記の科目区分の基礎セミナー，専門基礎科目Ｂ，

基本主題科目，総合科目，開放科目，言語文化科目をいう｡)の担当は，各学部等が協力して

行うことにした。

５）全学４年一貫教育(全学共通教育を含む｡）を全学的な立場から円滑かつ適切に推進するた

め，各学部等の代表からなる全学委員会を設置（設問１の(2)の図１を参照｡）するとともに，

全学共通教育の事務を処理するため，学生部学生課の中に「共通教育室」を設置した。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ア）主題科目（基本主題科目，総合科目）の開設について

従来の一般教育のカリキュラムは，「専門教育との関連の欠如｣とともに，一般教育科目間の

繋がりが薄く，「雑多な科目の寄せ集め｣にすぎないとの批判が向けられてきた。とりわけ，多

様な学問分野について広く学ばせるという一般教育の目的に照らし，多数の個別科学の授業が

それぞれの学問領域の固有の概念や方法，問題関心にそって比較的自由に行われ，一般教育の

もう一つの目的である総合的知識の修得は，総合科目等で行うというように，カリキュラム内

での良く言えば分業，むしろバラバラな状態が続いてきた。このことは，大学の教育目標の設

定への無関心と個々の授業科目の相互関連や位置付けの不明確さを生み出してきた。

本学は，一般教育の抜本的な改善を目指し，全学的な検討と１日教養部における数年間にわた

る試行の結果，個別科学の上に立ちながら学際的な教育研究に取り組むことを基盤として，国

際化，情報化及び高齢化が進む現代社会の基本的な課題群を，より具体的かつ総合的に追求し

得る方向での授業科目の新たな編成を行うとの結論に達し，これを実施に移した。これが「基
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本主題科目」の開設である。また，本学では，総合大学としての利点を活かし，社会的・学問

的に重要な特定の主題について，複数の部局に属する教官が，それぞれの専門的立場に基づい

て協力し，学際的な講義を行うことにより，多面的な理解と総合的な洞察力を高めることを目

的とした「総合科目」を主題科目の下で開設することにした。

なお，従来の保健体育科目は，「基本主題科目」の１主題として位置付け，「生涯健康とスポ

ーツ」として開講することにした。（｢基本主題科目」及び「総合科目」の下で開講する授業科

目名及び授業内容については，資料を参照されたい｡）

イ）セミナーの改善・充実について

本学では，一般教育カリキュラム改革の重要な柱の一つとして，昭和59年度から人文科学・

社会科学セミナーを，また，平成元年度からは自然科学セミナーを開設してきた。その目的と

するところは，少人数セミナー形式の授業を通じて，読む，書く，報告・討論するという学問

的基礎能力を養い，共に学ぶものとしての人間関係を確立し，進んで学問探究への内発的な動

機づけをも狙おうとするものである。これらのセミナーは，ｌクラス20名程度とし，文系学部

には通年４単位の選択科目，理系学部には半期１単位の選択科目として開講してきたが，各年

度毎に実施した学生の授業アンケート調査や担当教官による肯定的な評価を踏まえ，今回の教

育改革に伴い，新たな科目区分として「基礎セミナー』を設け，文系学部及び情報文化学部に

は通年４単位の必修科目，また，理系学部には半期２単位の必修科目として，それぞれ１年次

に開講することにした。

本セミナーは，平成６年度に全体で138コマ開講しており，授業の進め方や教材の選択は，各

担当教官ごとに個性豊かに多様に展開されているが，どのセミナーでも，コンパや合宿などの

教室外での活動を通じて，担当教官やティーチソグ・アシスタントと学生との間の，また，学

生相互間の人格的・学問的交流を深めるように配慮がなされ，そこに確立される良好な人間関

係の上に立って，教室内での報告・討論や共同作業に積極的に参加できる自由な雰囲気が醸成

されるよう工夫がなされている。

なお，本セミナーは,学生の主体性を尊重する立場から，学生の選択を基礎にしつつ，学部・

学科の壁を越えた横断的なクラス編成をとっている。

ウ）専門基礎科目の再編・整備について

これまで一般教育と専門教育が分断されていた結果，一般教育の中に混在する専門基礎的な

科目と学部で開講する専門科目の間に，内容面での分断や重複が生じ，系統的・体系的なカリ

キュラムの編成を困難にしていた。

本学では，この反省を踏まえ，専門系科目を入門的・基礎的な科目と，学部・学科の中核的

な専門科目及びこれと関連する専門科目で構成することにし，①基礎セミナー，②基礎専門科

目，③専門科目，④関連専門科目の４区分に整理・統合を図った゜

専門基礎科目は，それぞれの学部･学科の専門科目，関連専門科目等を理解するのに必要な，
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総合大学

専門に直結した『専門基礎科目Ａ」と，複数の学部・学科に共通した広い意味での専門基礎科

目である「専門基礎科目Ｂ」からなり，「専門基礎科目Ｂ」については，各学部の相互協力によ

って，全学共通科目として実施され，文系学部を対象とするものと，理系学部を対象にするも

のに分けられている。（｢専門基礎科目Ｂ｣の下で開講する授業科目名及び授業内容については，

資料を参照されたい｡）

＝）言語文化科目の改善・充実について

基礎教育としての外国語教育を強化するとともに，外国語を通じて異文化理解を深め，２１世

紀の国際社会に即応できる人材を育成するため，従来の外国語科目を「言語文化科目」として

再編し，①少人数教育の強化，②４年間にわたる履修ができる教育体系の構築，③外国語科目

の多様化，④統一プログラムの採用，⑤言語文化セミナー，言語表現セミナーの開設，⑥グレ

ード制の導入等の改善・充実を図った゜

オ）開放科目の開設について

学生の自主的で多様な学習意欲に応えるため，各学部がその開講する専門系科目のうち，他

学部の学生の受講が可能であり，かつ，有意義であると認めたものを指定して，全学に開放す

る「開放科目』を新たな科目区分として設定した。平成６年度は準備期間が短かったにも拘ら

ず，６部局（５学部，１部）から47の授業科目が開放され，多くの他学部学生が受講している。

今後，本学の教育課程において，この「開放科目」が学部間の分断を克服し，総合大学として

の特徴を発揮する中心的な科目の一つとして位置付けられていくことが期待される。

力）ティーチング・アシスタントの積極的な活用について

全学共通科目のうち，基礎セミナー，専門基礎科目Ｂ及び基本主題科目の一部の演習・実験

形式の授業には，ティーチング・アシスタントをより積極的に配置し，授業の活性化を図ると

ともに，個点の学生との緊密な対話と指導を通じて，学生の能力に応じた教育を実施すること

にした。なお，平成６年度は，これらの授業に延べ177名のティーチング･アシスタントを配置

している。

キ）全学共通科目のシラパスの作成について

各学部がそれぞれの教育理念や目的に従って，系統的・体系的な「学部４年一貫（医学部は

６年一貫）教育」を実施するに際し，その基礎となるのが全学共通科目である。

このため，今学共通科目の各授業科目の目的や内容について，全学的に一致した認識を持つ

ことが不可欠である。また，学生は全学共通科目の各授業科目のねらいや開講のあり方を理解

し，自主的な履修計画を立て，授業を受講しなければならない。

本学では，この二つの目的を持って，全学共通科目に係る全ての授業科目について，①授業

に関する基本情報（授業科目名，授業科目コード，開講教室，曜日･時限)，②担当教官に関す

る基本情報(教官名，所属，研究室，電話番号)，③講義の目的及びスケジュール，④成績評価

の方法，⑤履修条件，⑥必要な文献（教科書・参考書等）を詳しく記載した「全学共通科目授
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業要覧ＳＹＬＬＡＢＵＳ１９９４」を作成し，教職員及び学生に配布するとともに，全国の約350校の

高等学校をはじめ，東海地区の教育委員会・公立図書館等に配布・公表した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

ア）全学委員会方式による企画・実施及び運営体制の導入について

本学の全学共通教育の特徴の一つとして，その企画・実施及び運営が全学的に組織された各

種委員会により，いわゆる「委員会方式」によって行われる点にある。各部局の代表者で構成

するこれらの委員会を通じて，全学的な立場から各学部の「４年一貫（医学部は６年一貫）教

育」の実施に必要な調整を図りつつ，全学共通教育の企画・実施及び運営に当たっている。

イ）各科目区分の位置付けと学年配当について

各学部が，それぞれの教育理念や目的に従って，新しい科目区分による「学部４年一貫（医

学部は６年一貫）教育」を実施・確立できるように，全学共通科目の位置付けや学年配当のあ

り方について，全学的に調整し合意した。各学部とも，教養教育との関連に配慮しつつ，基礎

セミナーを初年次に配置し，専門教育への転換・導入を図るとともに，関連専門科目により周

辺の学問を配しながら，４年一貫の系統的･体系的な専門教育のカリキュラムを編成している。

ウ）学年暦及び授業時間帯の統一について

これまで,各学部により違いがあった学年暦と授業時間帯を見直し,全学的な統一を図った゜

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

前述の「全学共通科目授業要覧SYLLABUS1994」において，高校までの履修科目や経歴，あ

るいは本学における関連する授業科目の履修を条件とする「履修条件」欄を設けて，学生に周知

している。なお，「専門基礎科目Ｂ｣の一部に，高校までの学習を条件とする授業科目を開設して

いる。

(2)教養教育の改善結果の評価について

本学では，平成６年度前期に開講した全ての全学共通科目を対象に，これらを履修する全ての

学生による「授業アンケート調査」を実施し，現在集計中である。また，近日中に，全ての担当

教官を対象に，同様のアンケート調査を行うべく準備中である。これらのアンケート調査により，

本学の全学共通科目が抱える諸問題が明らかになるであろう。特に学生がどのような意識で全学

共通科目を受講しているか，学生の意識の中で全学共通科目が４年一貫教育体系の中でどのよう

に位置付けられているかを調査・分析し，次年度に向けて必要な改善を図っていく予定である。

５自由意見

本学の全学共通教育は，様念な新しい試糸を取り入れつつ，平成６年４月にスタートしたとこ

ろであるが，学内の施設・設備の狭陰化，老朽化，陳腐化がこれらを進めていく上で大きな陸路

となっている。大学における教養教育の改善をはじめとする教育改革が真に実りあるものになる

ためには，これらの改善こそが急務であると思われる。
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６資科

「全学共通科目授業要覧ＳＹＬＬＡＢＵＳ１９９４」

「全学共通科目履修の手引STUDENTS'GUIDE1994」

「全学共通科目授業時間割表COURSETIMETABLE1994」

｢教養部改革調査報告書一平成４年３月一」

｢教養部改革調査報告書一平成５年３月一」

１９１



５３三重大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

一般教育は，全学の学生が入学後最初に出会う大学教育の場である。ここで，学生は学問の基

礎を身につけ，人間に関する広範な知恵を結ぶ｡学生が将来すすむ専門的諸学問において，今日，

高度な専門性が一層求められる一方で旧来の学問の枠が解体され，再編されつつある。旧来の枠

組みからふるなら「学際化」「総合化」ともいうべきこの方向は，学問本来の全人間的な問いに常

にたち返ろうとする動きのあらわれであり，一般教育がめざすものと軌を－にするといえる。す

なわち，一般教育とは，全学の学生を対象に，知性・情操・身体の各面での教育を通じて，専門

教育をも包括する人間形成の総合的機能を身につけさせ，養うことをめざす場と考える。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

学長が主催する全学委員会の一般教育運営協議会で，一般教育の組織及び管理運営の基本方針

に関する事項等の決定を行い，学科目別定数に基づき，人文学部及び教育学部から選出された一

般教育を担当する教官で組織する一般教育委員会で，全学からの付託を受けて，一般教育主事の

下に，一般教育実施の具体的事項の決定を行う運営方式を採っている。

②教養教育の責任体制

２００

教養教育の責任部局 部局名人文学部・教育学部

学部間の連絡・調整機関
機関名一般教育運営協議会

責任者学長



総合大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

専門教

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

２０１

学部
卒業に必要な単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

人文学部

文化学科

社会科学科

単位

5４

５４

単位

9０

９１

単位

１４４

１４５

教育学部

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

養護学校教員養成課程
Ａ．_ス

Ｂコース

幼稚園教員養成課程

情報教育課程
８
８
８
８
８
８

４
４
４
４
４
４

８
２
０
３
５
２

８
８
９
９
８
８

136

130

138

141

133

130

医学部

5９

１６単位

4250時間

75単位

4250時間

工学部

機械工学科

電気電子工学科

分子素材工学科

建築学科

情報工学科

８
８
８
８
８

４
４
４
４
４

５
２
１
６
５

．
９
９
８
．

０
５

９
８

138.5

140

139

134

133.5

生物資源学部 4８ 8４ 132

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

「￣~~￣￣￣￣￣￣｡●￣￣'■'■

|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

人文学部

教育学部

医学部

工学部

生物資源学部

人
兜
皿
１

７
７
２

３
０
３

１
１
１

人
酩
詔

人 人
295

330

100

410

306

附属病院教官1０５

合計 600 141 １．４４１

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

213人 15,288時間



４教養教育の改善について

現在検討中

○教育課程改革の審議の経過及び合意事項

ｌ）幅広く深い教養と総合的な判断力を培い，豊かな人間性を酒養し，併せてより高度な専門

教育に備えるための少人数教育を主体とした共通教育を実施する。

２）各学部は，学生の主体性の重視，教育と研究の一致の観点から４年制又は６年制の一貫教

育を行うべく，新カリキュラムを編成し，平成７年４月実施を予定している。

３）従来の科目区分（一般教育科目，保健体育科目，外国語科目，専門教育科目等）の枠組み

を見直し，より質の高い一貫教育に相応しい科目区分を設ける。

４）卒業要件としての総単位数は，人文学部，教育学部，工学部，生物資源学部は｢124単位以

上｣，医学部は「188単位以上」を目安とすることが望ましい。ただし，最終的に学部の判断

に委ねる。

５資料

「授業時間割表」

「履修案内」

「一般教育改革に関する報告書」

２０２



総合大学

5４滋賀大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

（教育学部）

教養教育は専門教育と並んで大学教育において重要な部分を占めており，広い視野と的確な判

断力をもつ学生を育てるために不可欠な部門と考えている。いわゆる一般教育科目については，

４年間を通じて学べるように配慮すべきであり，外国語科目については，学生の興味と関心に応

じて選択できるようにすべきだと思う。

（経済学部）

別添資料（一般教育科目等の改革）参照

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

（教育学部）

平成６年度から，教育学部の一般教育科目（平成７年度から学芸科目）と経済学部の学部共

通科目を全学共通科目として指定し，両学部の学生が自由に履修できるようにした。

（経済学部）

学部共通科目として，所属する学科にとらわれず，横断的に幅広い学問分野の授業を受けら

れるように，カリキュラムを編成，また来年度からは，全学共通科目として，学部の枠を越え

た授業を提供する予定であり，担当は特定の教官に限定せず，すべての教官の参加によってな

される。

②教養教育の責任体制

20〕

教養教育の責任部局 部局名教育学部(教育学部関連科目)，経済学部(経済学部関連科目）

学部間の連絡・調整機関
機関名滋賀大学全学カリキュラム運営委員会

責任者学生部長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

（教育学部）

該当なし（未実施）

（経済学部）

教養担当として指定されていた教官グループを中心に新しい学科（社会システム学科）を設置

し，教養課程がともすれば，専門のためのPreliminarycourseと誤解されていたことに鑑み，

204

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

幼稚園教員養成課程

養護学校教員養成課程

情報科学課程

経済学部

(昼間主コース）

(夜間主コース）

８
８
８
８
８
Ｊ
４

４
４
４
４
４

６
３

５く６３

７
７
７
１
６
Ｊ
０

８
８
８
９
７
６
９
７く２９

135

135

135

139

124

128(132）

124 平成６年度開設

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

Ｉ内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

教育学部

経済学部

(昼間主コース）

(夜間主コース）

人
113

８９

人
閉
沁

人

人
帥

０
０

４
５

２
５

学科改組等によるカリキュラム
改革に伴い，一般教育等所属教
官を専門学科所属教官に移行し
た。
｢教養教育担当教官｣欄の人数に
は，専門教育担当教官が教養教
育を担当している人数を含む。

合計 202 109 850

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

（教育学部）

（経済学部）

４

2２

人

２

420

400

時間



総合大学

４年間を通して履修させ，総合的視野が養えるようにした。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

（教育学部）

教育学部においては,平成７年度から，新しいカリキュラムが実施されることになっており，

その要点は次のとおりである。

一般教育科目を学芸科目として位置づけ，半期２単位制を導入して，テーマを明確にすると

ともに，各講座で最低１科目以上を開講し，バラエティに富んだ講義の実施を目指す。学年配

当は，ｌ～４回生とし，専門教育の均衡を図る゜

外国語科目は，選択必修を８単位とし，縛りをゆるやかにして，学生の自主的な選択に任す。

新たに中国語を開講する。

基礎教育科目は，従来通り，１，，を開講し，専門教育と一般教育の接点を重視する。

（経済学部）

一般教育担当教官グループを中心に，新しい学科を創設したことに伴い，旧一般教育にあた

る授業の担当教官を幅広く全学部教官参加の形で行えるようにした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

（教育学部）

基礎教育科目１，１１は１，２回生で履修し，一方，学芸科目の学年配当をｌ～４回生とし，

従来のように１，２回生にこだわらずに運用する。

（経済学部）

３年次から始まる専門の授業および専門演習につなげるものとして，専門基礎科目および基

礎演習を設定，学習内容が積み重ねられ，継続性を持つよう配慮した。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

（教育学部）

学芸科目は半期２単位制を導入し，テーマを明確にしたので，単なる高校での学習の延長で

はない興味のある講義が期待できる。

（経済学部）

特記すべき対応はまだなされていない。

(3)教養教育の改善結果の評価について

（教育学部）

該当なし（未実施）

（経済学部）

スタートしてまだ半年で，結果，効果を断定する時期ではないが，少なくとも，教官の間で

は，教養，専門の壁が外され，全学的に４年一貫教育への関心が高まった。例えば，語学担当

20,



教官等においても，語学さえ教えていればいいという風潮が消え，

的に関与しようとする姿勢が見られるようになってきた。

５自由意見

（教育学部）

該当なし（未実施）

（経済学部）

別添資料（一般教育科目等の改革）参照

新しいカリキュラムに積極

６資料

（教育学部）

「平成６年度履修手引」

（経済学部）

「平成６年度講義要目」

206



総合大学

５６京都大学
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②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

Ⅱ
】

4〔】

4８

4０

4（監済学部

又●企

ﾛム

呆僻体育科目は.霞択 、､．４匹且1】Ｌ吾

導門華礎科目の必要単位数は。２４単恒

8単価

塵で「時間；

W|※4鰯|｢…
､４１麩肩

EId-U

704
呰唐

8（

L畢EZ5BL

患単位露

ｉＨ癖科目のいずれ刀

〕（

２０８

工学部

土木系学科

衛生工学科

資源工学科

建築系学科

物理工学科 lilillil1S;’
豪は股低修得単位数。

不足単位数は専門科目または教養教育のうち工学部

が指定する専門基礎科目のいずれかで補う。

教養教育の責任部局 部局名総合人間学部

学部間の連絡・調整機関
機関名教育課程委員会

責任者委員長総長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

総合人間学部

(新設）

文学部

教育学部

法学部

6０

5６

(60）

5６

4８

(56）

7６

8４

8４

9４

(84）

136

140

(144）

140

140

(140）

経済学部 5６ 8４ 140

理学部 5６

(68）

7６

(64）

132

(132）

教養科目のうち，一群科目（人文･社会系）の必要単

位数 16単位以上であるが，２４単位までは卒業に必

要な単位として認めている。

保健体育科目は,選択科目とするが，４単位までは

卒業に必要な単位として認める。

専門基礎科目の必要単位数は，２４単位以上である

が，３８単位までは，卒業に必要な単位として認める。

医学部 6４

(９４又は
96）

※４．７０４

時間

(4,720）

6４

(９４又は

＋

96）

4,704
時間

(4,720）

嚢専門科目はすべて必修で「時間制」をとっている。

薬学部 6２

(68）

8０ １４２

(148）



総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

209

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝

備考

総合人間学部
人

165

人
165

人
１５５

人
130

文学部 9２ 10 220

教育学部 2７ 1０ 6０

法学部 6９ ５ 400

経済学部 4３ ３ 240

理学部 270 3１ 326

医学部 186 1０ 100

薬学部 5０ ６ １ 8０

工学部 572 7１ 1.060

農学部 231 3１ 325

人間・環境学研究科 4９ 4６ 4３ 独立研究科

化学研究所 9２ 11 以下その他

人文科学研究所 5４ ３

胸部疾患研究所 3９ ８

原子エネルギー研究所 3０ ７

木質科学研究所 2６ ３

食糧科学研究所 2４ 1４

防災研究所 9４ 1１

ウイルス研究所 4２ 11

数理解析研究所 3１ ６

原子炉実験所 7４ ２



４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

本学は，平成４年度末に教養部を廃止したことにともない，平成５年度から学部の枠を超えて

全学部の学生を対象に開講する「全学共通科目」を新たに設けた。

この全学共通科目をめぐる全学的な企画・調整等を行う恒常的機関として，総長を委員長とし

た「教育課程委員会」を設けるとともに，全学的協力のもとに，総合人間学部（平成４年度設置）

を全学共通科目の実施責任部局として教養教育を実施している。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

○一般教育科目について

４年一貫教育の実現をめざして全学共通科目（一般教育科目に相当）を全学の学生に向けて開

講している。この全学共通科目は，各学部はもちろんのこと研究所（11研究所)，センター（８セ

ンター）からも提供されているため，多様で特色あるものとなっている。

各学部における具体的な改善としては，次のとおりである。

２１０

霊長類研究所 3６ ２

保健管理センター

５

５

保健診療所 1１ ２

大型計算機センター ５ ２

放射性同位元素総合センター ７ ７

体育指導センター ２ ２

ヘリオトロソ核融合研究セソター 1２ ７

情報処理教育センター ４ ３

超高層電波研究センター ９ ３

生体医療工学研究センター 1４ 1４

環境保全センター ３ １

生態学研究センター 1４ ２

放射線生物研究センター ８ 1

医学部附属病院 159 ２

合計 ２．５４９ 517 199 2.941

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

325人 36,888時間



総合大学

・総合人間学部においては，学部の総合性という特色を踏まえた「副専攻制度（専門分野以

外の特定の分野の科目を系統的に履修させる制度)｣を設けたことに伴い，体系的な教養科目

の履修が必要とされている。

・他の学部においても，①人文・社会・自然系教養科目にかかる卒業必要単位数の見直しを図

る(法学部)，②教養科目の卒業必要単位数に幅を持たせることにより，学生は必要に応じて

教養科目と専門科目の履修の比重を決めることができる（理学部)，などの改善を行った。

○外国語科目について

医学部，薬学部が第２外国語の指定を廃止したのをはじめ，理学部では第２外国語科目の履

修を弾力化（科目数にこだわらず８単位修得すればよい）した。また工学部（一部の学科を除

く）では外国語科目の卒業単位数を１６単位から12単位とした。

○保健体育科目について

医学部及び薬学部では，保健体育科目を必修科目からはずした。また，法学部などにおいて

は，保健体育科目を人文・社会・自然科学系で代替可能とすることができることとした。

○その他

理学部，工学部では，全学共通科目の自然科学系科目の中から「選択必須科目」を指定し，

当該学部の専門基礎科目を明確化した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

各学部においては，１回生から当該学部の専門科目を配当するなど学部の実情に応じた方法に

より，４年一貫教育の実現をめざしている。

具体的には次のとおりである。

（総合人間学部）

平成４年10月に新設された学部であり，設置時より４年一貫教育をめざしたカリキュラム編

成を行い，現在その実現・充実に向けて努力している。

（文学部）

専門教育を重視する一方,広い視野と知識を持つことが専門教育の前提であると考えており，

その意味で教養教育は自発的な読書や思索，討論と共に極めて重要である。専門性の深さと一

般教養の広がりとを制度的にどう調和させ，どのような相互補完関係を打ちたてていくかが学

部にとっての今後の重要課題である。

（教育学部）

ｌ回生に専門科目である「教育研究入門」を配当するなど，専門科目をより低学年に配当す

ることにより，一貫教育の充実に努めている。

（経済学部）

１回生でも専門科目を履修できるようにし，２回生は専門ゼミも履修できるようにしている。

ＺＺＩ



（理学部）

２，３回生は専門基礎科目，専門科目の学習で多忙なため，４回生には余裕があるカリキュラ

ムを組み，専門の立場から見て必要な教養科目を最終年次に履修するよう推奨している。自然

科学教育は基礎から専門への積み重ね的な教育が相当程度必要であり，ガイダンスを通して，

あるいは２回生終了時に一定以上の単位取得を義務づけることにより，履修チェックを行うこ

とにしている。

（医学部）

教養教育と専門教育との有機的連携を図るため６年一貫教育を基本方針として改善を行い，

医学進学課程を廃止するとともに，教養課程及び専門課程の呼称も廃止した〔平成３年度入学

生から〕・教養科目の卒業単位数を従来より大幅削減し，１回生時に｢医学概論｣を新たに開設

するとともに，「分子生物学｣等の８科目の専門科目を２回生配当科目とした〔平成３年度入学

生から〕。

（薬学部）

自然科学系科目の教養科目と専門科目の一貫性を重視するために,教養教育科目を必須科目，

選択必須科目，選択科目の３つに区分した。専門教育については，初級（基礎）科目に該当す

る科目を２回生において履修させることとした。

（工学部）

工学領域の拡がりに必要とされる新たな専門基礎科目を１，２回生に配当し，一貫教育の充

実を図っている。

（農学部）

広範な農学分野の知見を養うため，１回生から「バイオテクノロジーその新戦略｣及び｢生

物圏の科学」の専門基礎科目を配当するとともに専門への基礎知識を養うため，各学科推薦科

目中から取得すべき単位数を定めた選択必修制の充実を図っている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

（総合人間学部）

入学試験は文系・理系に区分して実施しているが，入学後の学科選択はこれと関わりなく，

学生に自由に学科を選択させている。入学時に十分ガイダンスを行うとともに，必要に応じて

個人的履修指導を行っている。

（教育学部）

各自の専門への進学にあたって，「入学試験科目として選択しなかった科目（例えば世界史，

日本史)｣を教養科目として履修することを奨めている。自然科学科目については，補習が必要

かどうかの観点から，実態調査を計画中である。

２１２



総合大学

（経済学部）

入学後，数理・統計の知識が必要となるため，総合人間学部が提供する「応用数理」などの

科目を推奨科目としている。

（理学部）

物理・化学・生物学の基礎知識の不均等を等正するため，これらの能力を養う教養科目の履

修を奨めている。

高校での数学，理科教育の変化に応じたシラパスを作成することも検討中である。

（医学部）

高校の学習状況を踏まえた対応は特にしていない。

（薬学部）

物理学，化学，生物学についての均等の学力が必要であるにもかかわらず，比較的生物学の

知識が不足していると思われるため，それを補うべく生物系の全学共通科目の履修を推奨して

いる。

（工学部）

高校の学習状況を踏まえた対応は特にしていない。

（農学部）

英語教育について，受験英語から，聞く，話す，書く能力の向上への転換を図るための対応

方策について検討中である。また，大学入試のための学習から，真に自らの教養を高め，将来

の進路に向けて自分自身で学習の計画を立てるように転換すべ<指導している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

各学部における改善結果の評価は次のとおりである。

（総合人間学部）

多様な教養科目の選択が可能となったことに伴い，第一期学生の約３分の１以上が主専攻分

野とは遠い副専攻（例えば文系と理系）を履修しつつあり，学部設置（平成４年）に際して導

入した副専攻制度の主旨が活かされてきたと思われる。

（文学部）

「全学共通科目」は，高度一般教育としての教養教育の役割を果たしているが，今後，本学

部としては，高度一般教育と専門教育を有機的に組糸合わせていくことを検討することとして

いる。

（教育学部）

転学部希望者の減少，専門への分属に際してみられた片寄りの改善などがふられる。

なお，平成６年度には，新カリキュラムを効果的に実施するための教育改善調査を行い，①

入学前の状況と高等学校等における履修状況，入学試験の成績，②大学における転出入，専門

２１３



への分属，健康状況・生活状況の変化，③健康教育，外国語教育，その他の各教養科目，専門

科目などの学年次別履修・再履修傾向の変化，④卒業後の現職とライフワークについての課題

意識，今後の高学位取得の希望，⑤卒業生及び関係機関の教育学部教官への要望等について明

らかにし，カリキュラム改善に反映させることを検討中である。

（経済学部）

教養教育の充実を図るため，従来専門科目（学部科目）であった「外国経済書講読」の一部

を再編成して，教養科目（語学科目）としての「経済英語」を実施することになった。

本学部の特質としては，数理・統計・情報処理関係のカリキュラムを他の教養科目・専門科

目とあわせてどのように編成するかが，検討課題である。

（理学部）

自然系の新規科目を導入したが，理解度の向上，学習意欲の喚起に相当な効果があった。２

年次への専門基礎科目，専門科目の大幅導入については，今年度が最初であり，まだ十分な評

価はできないが，学生の消化不良が散見される一方，自己の適性，目標を見定めること，学習

意欲の向上には大きな効果があるとみえる。内容が高度になり過ぎないように，シラバス，教

育方法については慎重な検討が必要であると考えている。語学については，英語８単位，独語，

仏語各４単位を取る学生が多数であることを期待したが，２か国語８単位ずつという学生が大

部分で，少を期待はずれとなった。

（医学部）

６年一貫したカリキュラム改正の効果については，年次進行でカリキュラム改革を行ってい

るため，６回生に実施する「新臨床実習」の結果がでるまでは判断できない。

（薬学部）

改善後の年月が短いので実施効果はまだ判断できない。

語学教育の改善，特に「科学英語」を新たに開講したことにより，専門書講読教育に効果が

認められている。

（工学部）

従来，カリキュラム編成が教養課程・専門課程に分かれて独立に行われてきたため，講義内

容に重複があったり，教養課程で時間に余裕があるのに専門課程では時間不足で教育内容を削

らざるを得ないなど，カリキュラムに不整合が生じていた。しかし４年一貫教育の実施に伴い，

ｌ年次から専門基礎科目を配当することにより，これらの問題点が解消され，学生にとっても

早くから専門科目を履修することにより勉学意欲の増大につながった。

（農学部）

学生の履修科目選択の自由度をどの程度にすべきか，語学と情報処理教育をいかに充実させ

ていくか，Interfacultyな教育の創造をいかに行うかが今後の検討課題である。
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総合大学

５自由意見

・共同研究をもとにした学際的な高度一般教育としての教養科目の創設が必要である。

.特に自然科学系学部において，社会科学系と共同した高度一般教育としての教養科目，あ

るいは人権関係科目の開設が望まれる。

・リベラル・アーツとしての教養教育は大学としての存在の基本であるので，ぜひ活発で魅

力的なものにする必要がある｡学際的な教育や新興の学問の教育がここで育つ可能性もある。

・必修外国語教育を小人数で行うための教官を確保することが必要である。

・語学教育は教養教育の一つの柱であり，その目標・教育方法について再検討を要すると考

えられる。

例えば，英語については，基礎力は高校までの学習で得ているはずであるから，それを積

極的な自己表現力（英作文やディスカッション）にまで高める教育を行うことが必要である。

独・仏語は西欧語学への必須の通路としての側面よりも，国際社会における文化の多様性の

認識への通路という側面が強くなっていると思われる。

・教養教育のあり方に関しては，高校教育の内容と密接な関連を持つものであり，大学教育

以前での「教養教育」の改善も必要であると思われる。

６資料

「全学共通科目履修案内」（講義要項及び時間割を含む｡）

「京大広報「教育課程等特別委員会からの報告について｣」
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５９大阪大学

□実施済(平成６年４月から）

□実施予定(平成７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

腫騨鰯鯛菖5劃
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学は，専門分野の高度な教育と研究を行う専門教育とともに，社会の激しい変化や科学技術

の急速な進歩にも柔軟に対応できる幅広く深い教養と総合的な判断力を培い，豊かな人間性を育

てる共通教育を行うことを教育の目標としている。これを基本理念として，専門教育と共通教育

が相補う一貫教育を行うことを軸とする新しい課程を設定した。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

新しい教育課程を実施するために，昭和38年以来，本学の一般教育の責任を担当してきた教養

部を平成６年３月に廃止し，全学の教官の協力の下に全学共通教育科目の実施に当たる学内組織

として全学共通教育機構を新たに設置した。

この全学共通教育機構は，平成６年度に新たに設置された副学長を機構長として全部局の協力

全学共通教育機構の組織の概略

「-|教務委員会１

DU1-￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣--￣--￣-------：

i運営協議会トー~－－－－|_イカリキュラム委員会，
:……----｢----------－ ’’－－……－－…－－

Ｉｒ－－－－－－－－－－－，
Ｌ－|教育方法研究委員会，

☆教授をRb 全学から選上

全学共通教育

担当教官
☆教授 全学から震旧

各部局から

推薦されて

本機構で選

定した教官

金字から選Ｌ

会学から蕊☆教授

２J６



総合大学

の下に「共通教育科目」及び「専門基礎教育科目」等のカリキュラムの編成，各部局からの推薦

に基づく授業担当教官の選任，さらに，新しく設置されたガイダンス室を通じて学生への教務上

の指導及び助言等を行う全学共通教育の実施に当たる組織である。全学共通教育機構の組織の概

略は前ページの図のとおりである。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

4ｍ

８１保健4８

２１７

|;|穂臺専ﾘﾖiilMiil帆iil 保健学科は６年度新設

教養教育の責任部局 部局名全学共通教育機構

学部間の連絡・調整機関
機関名全学共通教育機構運営協議会

責任者副学長（全学共通教育機構長）

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

文学部
4２

(60〕
9０

(84）
132

(144）

人間科学部
5０

(56）
8０

(88）
130

(144〕

法学部
4６

(60〕
9４

(88〕
140

(148）

経済学部
4６

(60）
8４

(82）
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(142）

理
学
部

数学科

物理学科

化学科
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総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

１４４

2１，

||::童I:||:'111|鑿Ｉ

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定員
備考

文学部

人
的

人
Ⅳ

人
咀 人

193

人間科学部 4９ 2５ ８ 147

法学部 2８ １ ０ 230

経済学部 2８ ２ １ 255

理学部 166 114 6３ 255

医学部 144 1２ 0 250 病院54人

歯学部 4７ 2３ ０ 6０ 病院21人

薬学部 2９ ９ ０ 8０

工学部 257 116 ７ 920

基礎工学部 123 2３ ２ 470

その他 ６ ５ 0 (大学院言語文化研究科）

その他 2０ ９ ５ (大学院国際公共政策研究科）
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学
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機械工学科

電気工学科
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４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

大学設置基準の改正に基づく教育課程の改革に伴い教養部を廃止した。教養部教官は，その専

門分野に応じて各学部及び新設の国際公共政策研究科に配置換えした。

教養部に代わり教養教育を担当する学内組織として平成６年度に副学長を機構長とした全学共

通教育機構を設置し，各部局長主体に構成された運営協議会を設けてその下に｢教務委員会｣，「カ

リキュラム委員会｣，「教育方法研究委員会」及び「ガイダンス室」を置いて，全学教官の協力に

よりその運営にあたることとした。

２２０

その他 5８ 5５ 0 (言語文化部）

その他 1６ 11 ０ (健康体育部）

その他 2７ 1４ ０ (微生物病研究所）

その他 4１ 1３ ０ (産業科学研究所）

その他 1７ 1７ ０ (蛋白質研究所）

その他 ９ ２ ０ (社会経済研究所）

その他 1８ ０ ０ (溶接工学研究所）

その他 1 0 ０ (超高圧電子顕微鏡センター）

その他 1６ ０ ０ (レーザー核融合研究センター）

その他 １１ ４ ０ (核物理研究センター）

その他 ３ ０ ０ (大型計算機センター）

その他 ２ ２ ０ (情報処理教育センター）

その他 ９ ４ ０ (細胞生体工学センター）

その他 １ ０ ０ (ラジオアイソトープ総合センター）

その他 ３ 0 0 (極限物質研究センター）

その他 ２ ０ ０ (超伝導エレクトロニクス研究セソター）

その他 ２ ０ 0 (有機光工学研究センター）

その他 ３ ０ ０ (遺伝情報実験施設）

その他 1 0 ０ (保全科学研究センター）

その他 ４ ３ 0 (留学生センター）

合計 1.210 491 101 2.860

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

233人 21,600時間



総合大学

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

前期課程・後期課程の区分を廃止しセメスター制導入による系統的な一貫教育を実施すること

とし，また，クラスの人数制限を設け教育効果に配慮した主題別教育科目の開設，少人数教育を

実践するため外国語科目の再編や基礎セミナー科目の開設等教育方法の改善を行った。

カリキュラムの改革については，従来の一般教育科目と専門教育科目を「共通教育系科目」と

｢専門教育系科目｣に再編成した。また,過密カリキュラムの解消と学生負担の軽減を図るために，

共通教育系科目と専門教育系科目の中の「専門基礎教育科目」とで取得する単位数を50単位程度

に抑え，卒業単位の削減を行った。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学は，共通教育の意義を重要視し，各学部の一貫教育の中において全学部の学生が共通して

学修する教育科目として位置付け，共通教育と専門教育とが相補う体系的なカリキュラムに基づ

き，各学部の教育目的に応じた４年ないし６年（医学部医学科，歯学部）の一貫教育を行う。

また共通教育は，第３セメスターまで，各学部との交流による効果を期して文科系学部と理科

系学部が均等に配置されている豊中地区で実施することとした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

高校教育の繰り返しと言われることを避けるため，概論や入門的な教育科目を少なくし，主題

別教育科目，人間教育科目，特別科目及び基礎セミナー等学生の知的要求に答える教育内容を中

必としたカリキュラムを設定した。

(3)教養教育の改善結果の評価について

実施の効果については，平成６年度新カリキュラムが開始されたばかりであり，今後教育方法

研究委員会で分析・検討する予定である。

また，今後の検討事項は，教育方法の改善策として講義・演習・実験における少人数教育の強

化・推進，ガイダンスの充実，シラバスの作成，情報処理教育の高度化，自己点検による教育方

法へののうイードバヅク，キャンパス・ネットワークの利用，教務事務電算処理（学務情報シス

テム）の推進等，さまざまな課題について全学的体制のもとに実施していかなければならない。

５自由意見

（１）教養教育をより有効なものとするために，次のような検討課題がある。

イ）教養教育（共通教育）に対する学生の自主的な取り組みと努力，さらにそれを助ける大

学側の工夫が必要である。

ロ）全学教官の教養教育（共通教育）へのの理解と意識改革が必要であろう。

，､）教育環境の改善のために財政的処置が必要である。

（２）今日の大学が全般に理科系の主導のもとで動き，改革されていく中で，真の意味での教養

教育は危機に頻しているように思われる。しかるに一般に大学教育は，専門教育と並んで教養教

２２１



育をもう一つの柱としている。特に，文学部におけるような人文系の学問にとっては，充分な教

養教育なくしては専門教育も不可能である。確かに従来の教養教育に対しては，高校教育の繰り

返しであるという批判がしばしばなされており，改善すべき点は多食あるかと思われる。しかし，

少なくとも外国語教育の充実はぜひとも必要であって，この点に関して全般に後退の傾向がゑら

れるのは誠に遺憾である。

（３）教養教育で重要な点は，以下の２つが挙げられる。まず第１に暗記主体の受験勉強ではな

く大学で講義されるさまざまな分野の学問を学ぶために考える習慣を身につけることである。こ

の意味で教官との触れ合いの機会の多いフレッシュマンを対象とする少人数教育がきわめて重要

である。

また同時に広い視野を持つためにさまざまな分野の学問の考え方を知ることも重要であり，さ

まざまな分野の講義を受けることのできる教育制度も必要である。

（４）科学技術は，豊かで便利な生活をもたらす一方で，災害，環境破壊，軍事利用，社会的悪

影響など，マイナス面も生じて来たことは否定できない。科学者・・技術者はこれらマイナス面の

防止，修復に対する責任を負っている。そのためには専門的知識の習得だけでなく，広い視野を

もった人格形成のために教養教育が重視されなければならない。従来ともすれば，この意味での

教養教育は人文，社会科学を学ぶことで足りると考えられていた傾向がある。しかし，科学技術

のマイナス面を防ぐには，高度の科学技術の専門的素養が必要であることを考慮すると，人文，

社会科学の視点に加えて，専門的立場から過去の反省や対策について考究するengineering

ethicsとでもいうべき教養科目の充実に向けて努力するべきと思われる。

６資料

「平成６年度全学共通教育科目履修の手引き」

「平成６年度全学共通教育科目授業の概要」

「平成６年度時間表」

「大阪大学における共通教育」

２２２



総合大学

６３神戸大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

現在実施しているカリキュラムの考え方にかかわる具体的なレベルで回答します。

教養教育には，大きくわけて，専門にとらわれない幅広い知識や考え方を修得させるという側

面と，人間観や価値観を養うという側面がある。前者は「講義という形式」で与えることが可能

であり，本学の「教養原論」はそのために設定されたものである。また，幅広い知識や考え方そ

れ自体が人間観や価値観の形成に重要な役割を果たす。

しかし，それだけでは不十分で，学問や人間や社会に対する見方自体の教育が必要である。こ

れには講義という形式の授業だけでは不十分で，小人数による演習的授業が不可欠である。演習

は，主として「専門分野」の授業で行われており，その意味で「専門分野」の授業も，教養教育

にとって重要な役割を果たしている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

大学教育研究センター

運営委員会｢－－－|大学教育研究センター

教科集団

事
務
部
等

事｜｜研

業｜｜究

部｜｜部

②教養教育の責任体制

２２３

教養教育の責任部局 部局名大学教育研究センター

学部間の連絡・調整機関
機関名大学教育研究センター

責任者大学教育研究センター長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数
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総合大学

理学部

数学科 ３１

(54）

３１

(54）

３１

(54）

３１

(54）

３１

(54）

３１

(72）

９３

(76）

９６

(76）

９３

(76）

９６

(76）

９３

(76）

161

１２４

(130）

１２７

(130）

１２４

(130）

１２７

(130）

１２４

(130）

１９２

物理学科

化学科

生物学科

地球惑星科学科

（地球科学科）

医学部

改善前の専門教育は時間制で4,220時間
工学部

建設学科 3１ ９９

(114）

１０７

１１５

１０２

１１５

130

(145）

138

１４６

１３３

１４６

電気電子工学科

機械工学科

応用化学科

情報知能工学科

農学部

応用動物学科

植物資源学科

生物環境制御学科

生物機能化学科

生産環境情報学科

園芸農学科

植物防疫学科

農業工学科

農芸学科

畜産学科

１
１
１
１

３
３
３
３

３１

３１

３１

３１

３１

(54）

(54）

(54）

(54）

(54）

110

110

110

110

110

(80）

(80）

(90）

(84）

(80）

１４１

１４１

１４１

１４１

１４１

(134）

(134）

(144）

(138）

(134）

２２，



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養部を廃止した。

大学教育研究センターを設置し，従来の一般教育等にかわる全学共通授業科目の実施責任をセ

ンターが負うことになった。

１３の教科集団(人文科学，社会科学，数学，物理学，化学，生物学，地学，図学，自然科学史，

情報科学，健康スポーツ科学，外国語第１，外国語第ＩＤを設置し，教科集団所属教官が全学共

通授業科目を担当することになった。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

平成５年４月から新カリキュラムによる授業を行っている。

（一般教育科目について）

2２６

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定負

備考

人
文学部

国際文化学部

発達科学部

法学部
昼間主コース
夜間主コース
３年次編入学

学
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主
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学
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間
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部
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部

部

部

部
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人
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卯
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４
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２
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１
１

人
ｕ
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２
０

３２
０
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115

140

280

250

4０

２０

290

4０

２０

290

5０

165

100

650

185

附属病院教官現員34人

その他 ４ ３ ０ (大学教育研究センター）

合計 709 290 150 ２，６３５

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

163人 14,610時間



総合大学

従来の一般教育科目のうち専門分野の科目は専門科目とした。

従来の一般教育科目のうち専門分野以外の科目を教養原論とした。

教養原論は専門外の２分野，各８単位，計16単位履修させる。

教養原論は原則として２年次，３年次に履修させる。

（外国語科目について）

英語は英語（人文)，英語（社会)，英語（自然）に区分し，各２単位，合計６単位を必修とし

た（従来は６～８単位必修)。１，２年次に履修させる。

未修外国語は５単位必修で，５単位すべてを１年次に履修させる（従来は６－８単位必修で，

１，２年次に履修)。

（保健体育科目について）

健康・スポーツ科学講義及び健康・スポーツ科学実習とし，各２単位必修とした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

専門分野の科目と専門外の科目を組合せた４年一貫カリキュラムに組糸替え，１年前期から専

門分野の科目を履修できるようにした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

未検討

(3)教養教育の改善結果の評価について

委員会を設置し検討する予定。（委員会は設置済）

２２７



6６奈良女子大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学は国立の女子大学としての存在意義と役割を踏まえ，

ア）教養教育の重視による人間性豊かな総合的判断力の酒養

イ）国際化の進行，学問の総合化とそれらへの対応力の酒養

ウ）情報化の進展と学問の高度化への対応力の酒養

エ）生涯学習社会体系の構築

オ）奈良の地域性などの本学をとりまく諸問題を見据えた個性ある教育体制の実現

以上の教養教育の教育理念を考えている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

各学部に共通する教育課程及び教育制度等に関し，全学的な検討を要する事項について審議す

る機関「教育計画委員会」を設け，また，教養科目・外国語科目・保健体育科目の実施その他各

学部に共通する教務に関する事項を協議するため，「教務委員会」を設置している。

②教養教育の責任体制

２２８

教養教育の責任部局

教養科目
文化系・自然系・総合科目

保健体育科目

外国語科目

文学部，理学部，生活環境学部

文学部

文学部

学部間の連絡・調整機関
機関名学生部

青任者学生部長



総合大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

従来の「一般教育委員会」を廃止して，各学部共通する教育課程及び制度等に関し，全学的に
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学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

文学部

理学部

数学科

物理学科

化学科

生物学科

情報科学科

生活環境学部

生活環境学科

人間環境学科

(家政学部）

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
１

６
９

２
０
４
０
４
０
４
０
４

５
３

５
３
４
３
４
３
４
３
４

く
く
く
く
く
く

０
４

３
３

４３
Ｊ８４く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

０
Ｊ

２
０

２
０
０
０
０
１
０
０
０
０
５
７
６

７
６

７
６
８
８
８
７
８
６
８
６
７
７

く
く
く
く
く
く

く

Ｊ
Ｊ
，
』
Ｊ
Ｊ

４
Ｊ

８
４

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

４
２
４

２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２

１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く

く

※教養教育……教養科目，外国語科目，

保健体育科目

※卒業要件に不足する単位数について

は，教養科目，専門科目のいずれの科

目の単位で，充足してもよい。

※家政学部を改組し，平成５年度から生

活環境学部を設置した。

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
|内教養部から
｜移行した教官

入学

定貝
備考

文学部

人
路

人
辿 人 人

180 ※但し，附属学校は除く。

理学部 7３ １５ 175

生活環境学部 4４ 1７ 160

合計 182 7６ 515

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

57人 5,280時間



検討する機関「教育計画委員会」を設置した。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

卒業に必要な単位は，従来「一般教育科目」については，人文，社会及び自然の３分野にわた

り36単位必修としていたのを，「教養科目」として文化系科目，自然系科目及び総合科目に分ける

が，分野ごとの履修指定は行わなく，２０単位必修とした。また，「保健体育科目｣は，従来，理論

２単位及び実習２単位，計４単位が必修であったが，実習２単位のみ必修とした。

なお，科目数も大幅に増設した（約60科目→80科目）ほか，少人数教育の拡充も図っている。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

従来の一般教育と専門教育の区分にとらわれることなく，四年一貫教育の中でのカリキュラム

の有機的関連性に配慮し，専門分野に偏狭することなく広い視野を持つべく全学共通科目と専門

科目として再構成することについて，現在検討中である。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

学習状況を踏まえた対応というわけではないが，高校教員などとの懇談会を開くことで相互の

意思疎通をはかり，そこでの成果を大学教育に活用する方策について，目下検討中である。

(3)教養教育の改善結果の評価について

従来の画一的な履修要件のときとは異なり，また，科目数の大幅な増を行った（約60科目→８０

科目）ことながら，学生の勉学意欲が増しているように見受けられる。

なお，教養教育については，引続き改善を進めていくことにしている。

５自由意見

「教養教育は下位，専門教育は上位」という従来の誤った考え方を打破すること，そして４年

一貫の流れのなかで，高度の，高学年向けの教養教育をも計画することが重要だと考える。

６資料

「平成６年度開講科目概要」

「平成６年度履修案内」

「平成６年度教養科目・外国語科目・日本語科目・保健体育科目・教職科目の授業時間割表」
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総合大学

６７和歌山大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

別紙「報告書」のとおり。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

別紙「報告書」記載内容の他は，現在検討中。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

r1

LJ

中学校教員養日 9６4（

411

戎課溝

4（

4（

４０～５０

４４～５６）１（８０～９

２３１

閏１１１１’

教養教育の責任部局 部局名各学部（教育学部・経済学部）

学部間の連絡・調整機関
機関名学生部

責任者学生部長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考



'24|鱗穂鰄雲'年`…学生
〔夜外主コース〕’２４～５０１７４～100

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

従来の「一般教育科目」を廃止し，専門教育と有機的に結びついた基礎教育を行うため，「基礎

教育科目」という授業科目区分を設け，それを共通科目（外国語・保健体育）と教養科目，基礎

科目とに区分した。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

・基礎教育の必修単位をへらした。

・教養科目について，人文，社会，自然の区分指定の廃止をした。

・教養科目について，全学共通に履修できるようにした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

基礎科目と専門科目とをつなぐ科目として基礎専門科目を設置した。

(3)教養教育の改善結果の評価について

すでに専門教育科目の－部について，実施しているセメスター制を教養科目，基礎科目を含め

更に拡充することを検討している。

５自由意見

教養教育「改善」の名のもとに，全人格的教養教育の軽視にならないようにしたい。

６資料

「和歌山大学における基礎教育の現状」

２３２

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

i内教養部から
|移行した教官

入学

定員
備考

教育学部

経済学部

合計

人
111

７４

185

人
皿

5１

人 人
270

510

780

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

31人 3,600時間



総合大学

６８，鳥取大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

１）広く深い学問的知識を教授し，柔軟な総合的判断力を育成する。

２）創造性豊かな問題解決・発信型の人間性を酒養する。

３）専門教育のための基礎的学力と技能を育成する。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

一駿譲瀞學…に`墨騏晉。
学部・教養部教授会学部・教養部関係委員会

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

２３３

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名一般教育運営協議会

責任者学長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

教員養成課程 4４

(52）

8０

(88）

124

(140）

総合科学課程 4４

(52）

8０

(81）

124

(133）



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

平成５年４月から，４年（又は６年）一貫教育を実施している。

教養教育の実施体制については，教養部が存続しているが，「一般教育運営協議会」（カリキュ

ラム改革専門委員会，一般教育予算専門委員会を置く｡)を設置し，全学教官参加のもとに実施し

ている。

2３４

医学部

医学科

生命科学科

6０

(79）

5０

(54）

Ｊ

５
２
５
２

８
３
７
９

４
４
く

7４

(84）

124

(138）

教養教育は単位数，専門教育は時間数で

示す。

工学部 4０

(53）

8４

(84）

124

(137）

農学部

農林総合科学科

第１コース

第２．３コース

獣医科

5０

(54）

(52）

4７

(54）

7４

(80）

(80）

１３５

(145）

124

(134）

(132）

8２

(199）

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

Ｉ内教養部から
ｉ移行した教官

入学

定負
備考

教育学部
人
駈

人
訓 人 人

180

医学部 105 ５ 120 附属病院３３人

工学部 9７ 3８ 510

農学部 8０ 1７ 280

教養部 5０ 5０

その他 1１ １ 名称（乾燥地研究センター）

その他 2２ １ 名称（医療技術短期大学部）

合計 450 142 1.090

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

164人 7,678時間 学内114人2,303時間

学外５０人5,375時間



総合大学

将来的には，教養部を改組し各学部の教育研究分野の充実を図り，教養教育の一層の充実を期

している。また，教養部廃止後は，一般教育運営協議会」を「大学教育協議会」に発展させ，さ

らに実施機関として「大学教育センター」の設置を計画している。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ア）４年（又は６年）一貫教育における一般教育の新たな位置付け

イ）全学教官による担当

ウ）少人数教育の実施

エ）教養科目〈特定＞の開設

オ）教養科目〈総合＞の充実

力）外国語科目英語について，目的別英語（ESP）の導入

キ）専門基礎科目を一般教育の中に位置付け，専門科目を履修するための基礎的学力の養成

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

ア）一般教育において開設する授業科目を分類整理して，教養科目，共通基礎科目,専門基礎

科目の三区分を設けるとともに,一般教育と専門教育の有機的関連に配慮し，一般教育科目，

専門科目とも１～４年次（６年次）に履修可能とした。（いわゆる模型）

イ）履修指導の徹底と指導教官制の充実

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

ア）ゼミナール等の対話･討論型の授業や双方向的授業の充実を図り，高校までの受け身型の

履修態度を転換させ，大学教育を学ぶにふさわしい主体的，積極的な履修態度を育成する。

イ）１年次から,専門科目を履修するために必要な専門基礎科目を履修することにより基礎学

力の養成並びに専門教育への自覚を喚起する。

(3)教養教育の改善結果の評価について

教養科目の中に，それぞれの担当教官の専門的研究の成果の一端を￣般教育向けの内容に構成

して講義する，〈特定＞の授業科目を新設した。

これによって

①全学教官の一般教育への積極的参加を促し，

②教養部教官の象の担当に比べて，はるかに多くの内容豊かな教養科目を開設できるように

なり，

③学生にそれぞれの分野の学問研究の最先端の￣端に触れさせ，学習意欲を高めている。

６資料

「平成６年度履修案内と講義要目」

「平成６年度授業時間表」

「鳥取大学の現状と課題」（平成５年度）

２３，



６９島根大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育とは｢幅広く深い教養及び総合的な判断力」を学生に身に付けさせ，「豊かな人間性を

酒養する」こと，つまり，幅広く総合的な学問的知見と人間性の向上を目指すものである。

（別添「報告書｣）

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

雫二三三三三三三堯尭
＝

外
国
語
専
門
委
貝
会

健
康

備
報
専
門
委
且
会

人
間
と
社
会
専
門
委
貝
会

人
間
と
文
化
専
門
委
貝
会

人
間
と
自
然
専
門
委
貝
会

総
合
科
目
専
門
委
貝
会

専
門
委
貝
会

日
本
語
及
び
日
本
率
情
に
関
す
る
科
目

ス
ポ
ー
ツ
科
学
呼
門
委
員
会

島根大学全学教育委員会の審議事項

①大学教育の基本方針に関すること。

②基礎教育，共通教養，専門基礎教育及び専門教育の在り方に関すること。

③教育課程の編成方法に関すること。

④その他大学教育についての重要事項に関すること。

2３６



総合大学

島根大学教養教育運営委員会の審議事項

①教養教育の授業科目開設及び授業の実施に関すること。

②教養教育の履修方法に関すること。

③教養教育に係る入学前の既修得単位等の認定に関すること。

④教養教育の施設・設備に関すること。

⑤教養教育の予算に関すること。

⑥教養教育の自己点検及び評価に関すること。

⑦その他大学教育における教養教育に関すること。

⑧教養教育の概算及び実施体制に関すること。

島根大学教養教育運営委員会専門委員会の審議事項

①各専門の授業科目開設及び授業の実施に関すること。

②各専門の履修方法に関すること。

③各専門の授業計画書の作成に関すること。

④各専門の自己点検及び評価に関すること。

⑤その他教養教育についての専門的事項に関すること。

②教養教育の責任体制

専門基礎教育科目法文学部

人間と文化教育学部

共
通
教
養
科
目

人IHIと社会

部

理 学

人間と自然学 部腱

総合科目遺伝子実験施設

淫
汽水域研究センター

卜JwJ州
生涯学習教育研究センター

保健管理センタ

2３７

教養教育の責任部局 部局名以下のとおり。

学部間の連絡・調整機関
機関名学生部

責任者一般教育主事



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

2ﾖ８

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

法文学部

法学科 _L塁し皇塁
6(O）

132

文学科 －，塁し‘量
6(O）

128

教育学部

小学課程 _(塾|_皇室
6(O）

128

(134）

中学課程

社教文課程 _(ｉ１ｌｌ－ｉＩｌ，
14(O）

128

(134）

養護課程
(小学部） "_〔i阯塁

3(0）

128

(134）

養護課程
(中学部）

5０

(44）

15(0）

6３

(90） 128

(134）

幼稚園課程 一塁'－４塁
12(0）

128

(134）

特音課程

特体課程 _(垂lu
4(0）

128

(134）

理学部

…j呈し[墨
6(O）

124

(128）



総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

全学教育委員会及び教養教育運営委員会を組織し，教養教育を全学出動体制とした。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

改善状況

○４年一貫教育の実現

○教養教育への全学出動体制の構築

○教養教育の内容の体系化と明示

○少人数教育の実現
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農学部

生物生産科
学科

5０

(52）

１０(0）

6８

(82）
128

(134）

地域開発科
学科

生物資源科
学科

_`筆|〔蔓
6(O）

128

(134）

学部
教官

現員

教養教育

担当教官
Ｉ内教養部から
i移行した教官

入学

定貝
備考

法文学部

教育学部

理学部

農学部

人
閖
妬
勉
的

人
皿
鍋
斑
羽

人
一
一
一
一
人

310

300

275

205

遺伝子実験施設 １ ０

肯水域1W開センター ２ １

生涯学習教育
研究センター

１ ０

保健管理セソター １ １

合計 328 199 １．０９０

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

36人 3,150時間



○国際化への対応強化

○情報化への対応強化

特色

○基礎教育科目では

．「外国語」教育の多言語化と少人数教育

．「健康・スポーツ科学」教育の新設

。「情報」教育の新設

○共通教養科目では

．「主題ユニット」（人間と文化・人間と社会・人間と自然）方式の採用

．「セミナー科目」による少人数教育

．「総合科目」の多様な開講

・留学生教育の充実

○専門基礎教育科目では

・専門への「導入・転換科目」の充実

．「ゼミ方式」による少人数教育

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

教養教育と専門教育の関係を一元的に見直して，その中に教養教育を位置づけ，教養教育と専

門教育の関係調整，有機的関連性に基づいた新たな教育課程の再編を行って，４年一貫教育を実

施する。すなわち教育課程を｢基礎領域｣，「総合教養領域(共通教養及び専門基礎)｣，「専門領域」

に３区分し，授業科目を「基礎教育科目｣，「共通教養科目｣，「専門基礎教育科目｣，「専門教育科

目｣の４区分とする。これにより，「くさび型｣の履修形態を一層進めて教養教育と専門教育の｢並

行履修」を実現し，両教育の乖離の解消を図る゜

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

○教養教育の一層の充実

○主体的学習態度の育成

○広い視野を養うための授業科目（共通教養科目のなかの総合科目）の開設

○各学問分野の基礎及び専門教育に不可欠な領域である専門基礎教育科目の開設

(3)教養教育の改善結果の評価について

今年の４月から実施したばかりなのでいまのところ回答不可能。

５自由意見

教養教育の改革に伴い，教官，教室及び教育機器の不足が表面化した。

６資料

「島根大学教育改革推進委員会最終報告書」
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総合大学

７１岡山大学

１教養教育の理念と実施体制

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

・教養部組織で実施

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業単位数

豆学割Ｉ

二FI学部 ｡７１ＷＩＧ

痔別教科教筐

8６１１３８

合教育課巷

コリＩ１．２

５１１２８

8８１１４（

経済学部第二： ５１１２８

庚学自晋

2‘Ｚ

４
３
２
５
９
３
４
８
２
４
８
０
８
４

３
３
３
４
４
３
３
３
３
４
２
４
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

躯
団
即
肥
師
団
配
船
帥
兜
巧
閉
だ
ね
Ⅲ
３２

Ｐ

４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
７

Ｊ
Ｊ

部
部

程
惇
轌
程

課
く
く
課
〃
〃

成
〃
〃
成

養
員
養
員
程
部

員
員
教
員
教
課
二

教
教
校
教
科
諭
育
第

部
校
校
学
〃
園
教
教
教
部

部
学
学
学
護
稚
別
護
合
部
学

学
育
小
中
養
幼
特
養
総
学
法

文
教

法

部一一
第部

部
学
学
済
部
部

済
経
学
学

経
理
医

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考



468謡|]3‘
歯学部

薬学部

エ学部

機械工学科

精密応用化学科

電気電子工学科

土木工学科

情報工学科

生物応用工学科

生体機能応用工学科

農学部

7４

５２

８
６
４
４
４
６
６
０

８
８
８
８
８
８
８
８

140

138

136

136

136

138

138

132

5２

５２

５２

５２

５２

５２

５２

５２

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

2平２

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

i内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

文学部

教育学部

法学部

法学部第二部

経済学部

経済学部第二

部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

人
弘

６０１

１
７

２
４
６
６

３
３

６
９
３
２

４１１

４６

人 人

人
脆
加
閉
帥

２
４
２

戸
。

ｏ
白

９
白

０
０
６
７
１

００１

０
０
０
０

６
８
９
８
５
１

２
０

５
２

教養部 9９ 9９

合計 723 9９ ２，３７５ 7２

教養教育担当非術勤

講師の人数と総時間数

217人 16,938時間



総合大学

7２広島大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教育課程は，各学部がそれぞれの理念と目的に沿って，主体的に編成するものであるが，広島

大学としての共通の教育理念を明確にするため,学部独自の専門科目を基軸にして，それを充実，

深化，拡大させるために，①総合，教養科目②外国語科目③体育実技科目④情報関係科目

⑤専門関連科目⑥専門基礎科目の諸科目を設けることを基本とした。これらの科目のうち，①

から⑤までを教養的教育に関する科目と位置づけ，⑥及び専門科目を専門的教育に関する科目と

位置づけている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養的教育及び専門的教育は，本学の全教官が担当する。

教養的教育の授業の担当と協力関係については，各学部が独自に提供する場合を除き，総合科

学部が提供し，必要に応じて各学部の教官が協力する。

教養的教育に関する授業科目は，主として総合科学部で開設。

総合科学部は，開設授業科目の同系を括る単位として幾つかの「教育科目」を設けるとともに

各授業科目を，その性格〔総論的か各論的か〕，程度〔BasicかAdvancedか〕により分類したメ

ニューを各学部へ提供。各学部は，学部の理念・目的に沿って，総合科学部で開設される授業科

目を教育課程の中に体系的に組み入れている。

なお，教養的教育に関する科目は，総合科学部の糸でなく，各学部及び相互協力により開設す

る科目についても組み入れている。

②教養教育の責任体制

243

教養教育の責任部局 部局名総合科学部及び各学部

学部間の連絡・調整機関

機関名（広島大学教務委員会）

(広島大学教養的教育検討委員会）

(各学部教務委員会）

責任者総合科学部長・各学部長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位

244

学部等
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

総合科学部

総合科学科

人間文化コース

地域文化コース

社会科学コース

外国語コース

数理情報科学コース

物質生命科学コース

自然環境研究コース

生体行動科学コース

，４
６
６
６
６

５
４
４
４
４

く

６
６
６
６

４
４
４
４

一
一
一
一

８
８
８
８

２
２
２
２

Ｊ２
８
８
８
８

８
７
７
７
７

く

６
６
６
６

９
９
９
９

一
一
一
一

８
８
８
８

７
７
７
７

(136）

124

124

124

124

124

124

124

124

文学部

哲学科

西洋哲学専攻

中国哲学専攻

インド哲学専攻

倫理学専攻

史学科

国史学専攻

東洋史学専攻

西洋史学専攻

地理学専攻

考古学専攻

文学科

国語学国文学専攻

中国語学中国文学専攻

英語学英文学専攻

ドイツ語学ドイツ文学専攻

フランス語学フランス文学専攻

言語学専攻

Ｊ２
４
２
２
２
２
８
４
８
８
８
８
６
２
８
８

５
４
５
５
５
５
４
５
４
５
４
４
４
４
４
４

く Ｊ６
４
６
６
６
６
０
４
０
０
０
０
２
６
０
０

７
８
７
７
７
７
８
７
８
７
８
８
８
８
８
８

く Ｊ８
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１

く

８２１

８
８

２
２
１
１

８２１

８
８
８

２
２
２

１
１
１

８
８
８

２
２
２

１
１
１

教育学部

教育学科

心理学科

教科教育学科

日本語教育学科

(52）

30～4８

4２

４２

４２

(76）

80～9８

8６

８６

８６

(128）

128

128

128

128

教科教育学科の社会
科教育学専修の改善
前の単位数は，教養
教育(52)，専門教育
(78)，合計（130）



総合大学

24〕

学校教育学部 (52）
3８

(87）
8７

(139）
125

法学部 (52）
20～5２

(84）
72～104

(136）
124

法学部第二部 (52）
32～5２

(84）
72～9２

(136）
124

経済学部 (52）
32～5２

(88）
72～9２

(140）
124

経済学部第二部 (52）

32-52

(88）

72～9２

(140）

124

理学部

数学科

物理学科

物性学科

化学科

生物科学科

地球惑星システム学科

(52）

34～36

29～５１

３８～40

36～39

22～60

36～3８

(76）

90～92

75～97

86-88

87～9０

66～104

88～9０

Ｊ８
６
６
６
６
６
６

２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１

く

医学部

医学科

総合薬学科

保健学科

看護学専攻

理学療法学専攻

作業療法学専攻

(72）

6６

(52）

3５

(52）

3８

(52）

3８

(52）

3８

(5,017h）

144

(72）

9３

(87）

8７

(88）

8８

(88）

8８

210

(124）

128

(139）

125

(140）

１２６

(140）

126

歯学部 (72）

4４

(4,490h）

148 192

工学部

第一類

生産管理工学課程,生産システムエ学課程

その他の課程

第二類

第三類

第四類

Ｊ２５く

０
０
９
４
９

５
５
３
４
３

Ｊ５８く

６
５
５
０
５

７
７
８
８
８

(137）

126

125

124

124

124

第三類の改善前の単
位数は，教養教育
(52),専門教育(87)，
合計(139）



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養的教育及び専門的教育は，本学の全教官が担当する。

教養的教育の授業の担当と協力関係については，各学部が独自に提供する場合を除き，総合科

学部が提供し，必要に応じて各学部の教官が協力する。

教育課程の編成及び実施における全学的調整組織としては，教務委員会で対応している。

今回の大綱化に伴って，「学部間で授業科目の整理統合等を協議･協力し合う中で，教養的教育

に関して人的及び物的な諸条件等を全学的な観点から検討する｡」ために，新たに「教養的教育検

討委員会」を設けた。

246

生物生産学部 (52）

4４

(84）

8６

(136）

130

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
｜内教養部から
Ｉ移行した教官

入学

定員
備考

総合科学部
人

214

人
187

人 人
180

文学部 4９ １６５

教育学部 108 371

学校教育学部 9４ 350

法学部 3４ 180

105

法学部

法学部第二部

経済学部 2９ 180

106

経済学部

経済学部第二部

理学部 105 280

医学部 127 280 医学部附属病院３３

歯学部 3４ 6０ 歯学部附属病院２０

工学部 159 606

生物生産学部 5７ 130

合計 1.010 187 2,993

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

116人 9,223時間



総合大学

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

○外国語科目について

英語については，総合英語（基礎的・総合的能力を養う）と技能別英語（リーディング，リ

スニング，ライティング，スピーキングの４技能を学生の関心に応じて伸ばす）に分け，可能

な限り少人数化（総合英語60名，技能別英語30名）を図った゜

○情報関係科目について

情報化社会に対応し得る基礎的な知識や技術，また，専門教育における高度な情報処理技術

の基礎を修得することなどを目的として，各学部の必修化に応えるべき，人的，物的な諸条件

を整備し，充実を図っていくこととした。

○総合科目について

種女の学問的側面から企画される総合科目については，総合科学部の学問研究の成果を生か

し，また，関係学部の協力を得て，可能な限り授業科目の種類を増やす等，充実に力を注ぐこ

ととし，専門的教育と調和させながら効果的に履修させることとした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

○学部の特色を生かして授業科目を開設し，教養的教育及び専門的教育を全学年間に一貫的

及び調和的に複合させるよう教育課程を編成した。

○教育課程の相互乗り入れを進め，原則として各学部で開講する授業科目を全学に開放し，

学生の主体的選択の機会を増やすこととし，そのために，可能な限り，各学部の開設授業科目

とシラパスを公表することとした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

（理学部物性学科）

「高等学校等において，特理の学修が不十分であった者は専門関連科目の「基礎物理学Ｉ」

及び「基礎物理学Ⅱ」を，化学の学修が不十分であった者は専門関連科目の「一般化学Ｉ」及

び「有機化学」を履修することが望ましい｡」としている。

（医学部総合薬学科）

「専門関連科目の選択必修科目は３教育科目にわたり，６授業科目（12単位）以上履修する

こと。ただし，高等学校で物理を履修しなかった者は，「一般物理学Ｉ」と「一般物理学Ⅱ」を

履修すること。また，高等学校で生物を履修しなかった者は，教育科目「生物学」から２授業

科目（４単位）履修すること｡」としている。

(3)教養教育の改善結果の評価について

人的，物的な諸条件の整備をしないで，新教育課程をスタートさせた関係上，情報関係科目の

必修化ができなかったこと，英語及び総合科目の必修単位数の制限などの問題について，今後，

全学的な観点から検討していく必要がある。

2ｷﾞア



また，各学部の講義概要等の見直しを行い，シラバスのさらなる整備に向けて取り組む必要が

ある。

５自由意見

広島大学では，２０年前lこ教養部を改組し，総合科学部に移行した際，すでに今回の大綱化の理

念に近いものに沿った改革を行っている。すなわち，教養的教育（一般教育）と専門教育の一体

化・融合の精神である。

2`８



総合大学

７３山口大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

設置基準が説く「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を酒菱する」と

いう趣旨に則り，従来の教養教育を全学「共通教育」の呼称で統一して行うことにし，それを

「基礎科目」と「教養科目」に区分する。「基礎科目」は低年次に設定し，これから学ぶ諸学問

の共通の基礎教養となる「初期教育科目」及び「基礎外国語科目」と，専門科目学習の基礎と

なり高校教育と大学の専門教育の間を円滑に連結させる意味をもつ「専門基礎科目」からなる。

「教養科目」は「共通教育」の中核となるものであり，まず低年次に高校教育と受験による知的

閉塞状況からの脱却・転換をはかるため，現代的主題について科学的・批判的・総合的視点か

ら学ぶ「主題別科目｣，諸学問の固有の考え方や概念を学び，知的判断力･思考力を培う「分野

別科目｣，高年次に多人数講義により総合的視点から学ぶ「総合科目｣，高年次に外国語学習を

通じてその背後にある文化を学ぶ｢教養外国語科目」からなる。（平成７年４月からの実施に向

け検討中）

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

〔実施組織〕

教養部教養部教授会一教養部長一教養部内教務委員会

［－－－－教養部事務長一一学務係

〔運営組織〕

一般教育（外国語科目，保健体育科目及び基礎教育科目を含む｡）運営審議機関

山口大学一般教育運営委員会

委負学長(議長)，教養部長，各学部長，学生部長，各学部の教授1名，教養部の

教授５名

協議事項教養課程の編成に関する事項

学部との連絡調整及び運営に関する重要事項

その他議長が必要と認める重要事項
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②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

賎JBT

2,0

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名教養部

責任者教養部長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

人文学部 5２ 72以上 124以上

教育学部

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

養護学校教員養成課程

幼稚園教員養成課程

総合文化教育課程

4８

4８

4８

4８

4８

8０

8０

9２

8０

8０

128

128

140

128

128

経済学部 5２ 88以上 140以上

理学部

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地質学鉱物科学科

5２

5４

5４

5４

5４

8２

8４

8４

8４

8４

134

138

138

138

138

医学部 7８ 4,502時間 78＋4,502時間

工学部（昼間コース）

機械工学科

応用化学工学科

社会建設工学科

電気電子工学

知能情報システム工学

科

科

機能材料工学科

5２

5２

5２

5２

5２

5２

81以上

82」 I上

81」 I上

81」 I上

79」 (上

81以上

133以上

134以上

133以上

133以上

131以上

133以上

工学部（夜間主コース）

機械工学科 4８ 76以上 124以上



総合大学

吐会建詔

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

学内に検討組織を設置し，引続き検討中である。

５自由意見

本学は，平成７年度教養教育カリキュラムの改革を予定している。

６資料

「教養部要覧」

2,1

社会建設工学科 4８ 76以上 124以上

電気電子工学科 4８ 77以上 125以上

知能情報システムエ学科 4８ 77以上 125以上

農学部

生物資源科学科

獣医学科

5２

5２

80以上

168以上

132以上

220以上

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

人文学部

教育学部

経済学部

理学部

医学部

工学部
(昼間コース）

〃

(夜間主コース）

農学部

人
墾

100

4６

4４

7６

125

０

4７

人
Ⅱ

１１

６

９

１

３

４

３

人

０

０

0

０

０

0

０

0

人

205

310

405

216

100

560

8０

１２５

39人

教養部 8１ 8１

その他 １ 0 医療技術短期大学部

合計 561 １３３ ０ 2,001

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

128人 12,600時間



７４徳島大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

○人間としての幅広い教養を身に付ける。

○諸学問の履修を通して多面的，総合的，自立的な判断能力を養い，現代社会の諸問題解決

のための分析的・批判的・創造的視点の確立を目指す。

○異なった専門を志向する学生が共に学ぶことによって，専門の枠を越えた豊かな人間性を

酒養する機会とする。

○諸学問に対する関心を高め，様々な学問分野の認識方法と関連性を学び，学問への取り組

み方を身に付ける。

○基礎的な学問を履修し，より専門的な，あるいは応用的・技術的学問の学習・研究のため

の基礎的知識を身に付ける。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

基本方針を審議するための大学教育委員会及び全学共通教育の円滑な実施を図るための大

学教育委員会を設置している。

大学教育委員会の構成は，学長(委員長)，各学部長，学生部長，専門委員会委員長（副委

員長)，総合科学部教授２名及び他の学部の教授各１名。

大学教育委員会専門委員会の構成は，委員長，副委員長，総合科学部の教官５名及び他の

学部の教官各２名。

②教養教育の責任体制

２〕２

教養教育の責任部局 部局名なし

学部間の連絡・調整機関
機関名大学教育委員会専門委員会

責任者専門委員会委員長



総合大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

2,3

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

総合科学部

医学部

医学科

栄養学科

歯学部

薬学部

工学部：昼間コース

建設工学科

機械工学科

化学応用工学科

電気電子工学科

知能情報工学科

生物工学科

光応用工学科

工学部：夜間主コース

建設工学科

機械工学科

化学応用工学科

電気電子工学科

知能情報工学科

生物工学科

(52）

3４

(69）

4８

(58）

4８

(69）

5８

(59）

5０

(56）

4２

(57）

40[＋１０]#1

(57）

4４

(56）

40[＋14]#２

(57）

4２

(58）

4４

40[＋１０]４１

3６

36[＋10]#1

36[＋10]#1

36[＋１０]＃1

3６

36[＋10]４１

(72）

9６

(4,515時間）

155

(82）

8２

(4,776時間）

143

(78）

8２

(84）

8８

(83）

9０

(83）

8６

(84）

9０

(83）

8８

(82）

8６

９０

8８

８８

８８

８８

８８

８８

(124）

130

(694,515）

203

(140）

130

(694,776）

201

(137）

132

(140）

130

(140）

130

(140）

130

(140）

130

(140）

130

(140）

130

130

'24

124

124

124

124

124

＃１所要単位数を超えて修
得した単位は10単位まで専
門科目の選択単位に読み替
えることができる･

＃２所要単位数を超えて修
得した単位は14単位まで専門
科目の選択単位に読み替える
ことができる ◎



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

平成５年３月31日をもって教養部を廃止し，４月１日をもって教養部教官は，全員総合科学

部に移行し，旧教養部の教官は，総合科学部人間社会学科又は自然システム学科のいずれかに

配置された。

従来の一般教育等は，全学共通教育として実施し，その授業科目は，総合科学部が中心学部

となり，全学部が協力して開設する。

全学共通教育を実施するための全学機関として大学教育委員会と大学教育委員会専門委員会

を設置した。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

教養教育の改善に当たって，開設授業科目の多様化，履修選択制度の弾力化，小人数教育

化，専門教育との関連化等を目標としたが，小人数教育化を除いてはほぼ所期の目標を達成

した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

教育課程の編成は，全学共通教育を含めた４年ないし６年の一貫教育の観点から各学部な

いし各学科ごとに異なる。

2,4

学部
教官

現員

教養教育

担当教官
i内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

総合科学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

人
131

9０

３４

２９

133

人
１１５

3９

２１

４

3３

人
蛇
０
０
０
０

人
、
偽
印
帥
咀

２
１
７

３
４

３
１

その他 ８ ３ ０ 名称
(大学開放実践センター）

その他 1０ ５ ０ 名称
(酵素科学研究センター）

合計 435 220 4２ 1.270

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

91人 8,418時間



総合大学

(3)教養教育の改善結果の評価について

全学共通教育体制は，発足してやっと２年目に入ったばかりであるので，まだ客観的・数量

的な評価は困難であるが，概念的には以下のような利点が生じたと考えられる。

○学生にとっては，開設授業科目の多様化と履修選択制度の弾力化によって，教養科目の履

修選択の幅が広がり，かつそれぞれの興味や嗜好にあわせた学習ができるようになった。

○従来の一般教育担当教官にとっては，専門教育・大学院教育に参加することによって，従

来のマンネリ化した教育態度を再検討する機会になっている。

また，従来の専門教育担当教官の場合も，共通教育に参加することによって，また共通教

育の運営に携わることによって，従来の専門教育にのみ固執した教育態度を再検討する機会

になっている。

○各学部ごとに履修指導体制をとったことにより，それぞれの学部の理念に基づいた教養教

青と専門教育のバランスを図ることができるようになった。

資料

｢全学共通教育履修の手引」

｢全学共通教育授業概要」

｢全学共通教育時間割」

６
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７６香川大学

□実施済（６年４月から）

一部実施

□実施予定（７年４月から）

抜本改正実施

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

[:嚇塁:襄騨IZl書;言5蕊］

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

広い視野と人間としての総合的判断力を養うとともに，専門的知識を学ぶための基盤を養い，

変化する社会に生きる人間として学習すべき教育内容を伝達する。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

平成６年度における本学の実施体制･組織等については，現行の学内組織である「一般教育部」

の体制及び組織で実施している。

なお，平成７年度について，改革すべく検討を終わっており，抜本改正を実施する予定である。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

日

Ｖ
ｄ

Ｆ
‐
Ｌ
Ｌ成員証屋ロ

４t

鶴告

4８ IiC言語文イヒ・人間ヲ

日
】

iii科学・墓碑

１
４

Ｆ
し

3０

〕（

4(】

２，６

窓il1l小11’

教養教育の責任部局 部局名香)||大学一般教育部

学部間の連絡・調整機関
機関名香)||大学一般教育部

責任者一般教育主事

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考



総合大学

経済学部 ３６

(54）

３２

(50）

Ｊ
Ｊ

０
２
２
４

０
８
９
８

１
く
く

136

農 学 部 １２４

(134）

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

平成６年度は，現行どおり実施。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

本学においては，これまでの一般教育部の実績を踏まえ，その選別と活用に心掛けつつ，「一般

教育」と「専門教育」とを有機的に関連させながら，４年間一貫した調和のあるカリキュラム編

成を行うこととした。

教養教育と専門教育を有機的に関連させ，４年一貫教育の観点から学生に体系的に履修させる

教育課程を新たに編成することとし，この目的にかなう履修上の効果を上げるため，新たな授業

科目区分を採択した。

授業科目は，「教養教育科目」と「専門教育科目」に大別し，教養教育科目については，「主題

科目｣，「個別科目｣，「外国語科目｣，「健康･スポーツ科目」を，専門教育科目については，「専門

基礎科目｣，「専門科目」をそれぞれ設ける。なお，主題科目と個別科目を合わせ，「教養科目」と

称することとした。

「教養教育科目」と「専門教育科目」の履修については，「くさび型」を継承･発展させ，具体

的な履修方法，卒業必要単位数，学年配当，必修・選択・自由の区分は，各学部ごとに改定する

2ﾌﾌ

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

教育学部

法学部

経済学部

農学部

人
哩
虹
虹
砺

１

人
蛤
２
０
３

人 人
290

200

400

190

その他 ５ ０ 名称（）

その他 ２ ２ 名称（外国人教師）

合計 286 5５ 1.080

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

80人 6,830時間



こととした。

改正された各授業科目の特色は以下のとおりである。

ア．教養教育科目

幅広い教養と総合的な判断力，学際的視野や相互関連的知識を身に付けることによって，現

代社会が直面する諸課題に対処しうる能力を養成する。ｌ年次から４年次にかけての履修が可

能となるよう配慮する。

（i）主題科目

従来の個別的な授業科目にとらわれず，教養教育の教育目標に応じて設定された主題のも

とに，複数の授業の履修を通して，学際的な視野を広げ，相互関連的知識を高め，総合的な

理解力と自主的な判断力を養う。

主題科目は当面実施可能なものを開設し，平成７年度以降個別科目の精選を行い拡充を図

る゜

（ii）個別科目

専門教育への準備・導入として必要とされる授業科目，学生の興味・関心の多様化に柔軟

に対応する自主的・主体的な選択に委ねることが効果的な授業科目などについては，主題科

目を補完する意義があり，個別科目として併存させるとともに，少人数の演習形式の授業な

どにより幅広い教養教育が期待できる。

ｉｉＯ外国語科目

地球規模での問題解決が必要な時代に備え，コミュニケーションの手段を身に付け，国際

化する社会に対応しうるための資質を養うとともに，異文化への理解を深める能力を養成す

る。授業内容について工夫と改善を行い，例えば，表現（聞く，話す，書く）に力点を置く

など，その多様化に努める。ｌ年次又は２年次の履修を標準とするが，学習意欲のある学生

のため，高学年における履修も位置付ける。

０V）健康・スポーツ科目

学生の興味や身体的状況に応じて，種々のスポーツ活動を通して，生涯にわたって健康の

維持・増進を図り身体運動が実践できる能力とともにスポーツ実践の方法や基礎を養う。

イ．専門教育科目

（i）専門基礎科目

本学におけるこれまでの一般教育と専門教育の履修は，いわゆる「くさび型」をとってき

たが，これをさらに継承発展きせ専攻分野の導入的科目を１年次から体系的に履修させ，教

育効果を高める。

専門基礎科目には，教養教育から専門教育への｢橋渡し」的性格があることにも留意して，

授業科目を開設する。

２>８



総合大学

（ii)専門科目

各学部の専攻分野における専門的な知識を修得させる科目であり，学部教育の総仕上げの

役割を担うものである。専攻分野によっては，ｌ年次からの履修も可能となるよう配慮する。

以上のような教養教育の改善を行い，当面これを平成６年度に実施したが，平成７年度には，

さらに抜本的な改革を行い，それを実施すべく現在検討が進められている．

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

改正された教養教育課程においては，ｌ年次から４年次までの履修が可能となるよう各授業科

目が位置付けられており，４年一貫教育のカリキュラム体系のなかに｢教養教育」が設けられた｡

さらに，従来，一般教育科目及び専門教育科目として開講されてきた基礎的専門科目を，その

具体的内容を４年一貫教育の視点によって，体系的に整理，統合し｢専門基礎科目」としてｌ～２

年次に配当するよう配慮された。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

高校教育と大学教育の接続性を配慮し，専門教育を受けるための基盤を重視した体系的履修が

不可欠である分野について，個別科目で対応するよう配慮された。

(3)教養教育の改善結果の評価について

カリキュラムの改正によって期待される教育効果は，学生の目的意識の明確化により学習意欲

を高めさせ，体系的履修の効果を上げるとともに，ひいては幅広く深い教養と専門的知識を備え

た人材を養成し，時代の変化や学術の新たな展開に対応し得る能力の育成を図ることができるこ

とにあるが，新カリキュラムの実施が初年度であることから，実施の効果及び改善結果の評価は
今後行われることになる。

５自由意見

昭和24年に新制大学が発足した時に打ち出されたリベラルアーツの理念が必ずしも達成できな

かった理由の－つは，旧制大学の理念から脱却できず，新制大学の整備が不十分なまま，教育研

究の一体化による専門教育の達成をめざしたところにあると思われる。いわゆる旧制大学は別に

して，新制大学の多くで，大学院を欠いたままその目標に対して大いに努力してきたものの，国

際化，情報化の進展とともに，大学全体の教育の欠陥が露呈したものと思われる｡

今後は，大学院を充実して，高度の専門教育は大学院における研究教育として実施して，その

成果を学部教育に取り入れることにより，教養教育段階において学生の知的好奇心を高揚し，独

創性を養うことができるように努めなければならない。

更に，教養教育設備の早急な充実，整備が必要であり，そのための十分な予算措置がなければ

ならない。

６資料

「平成６年度香川大学教養教育修学案内」（平成６年度入学者用）

「平成６年度教養教育講義要項」（平成６年度入学者用）

2〕，



7８愛媛大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

幅広く深い教養及び総合的な判断力，農かな人間性，高度の市民性を酒養・育成する。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在は，新養部を改組していないため，教養部において実施している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

2６０

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名カリキュラム委員会

責任者学生部長

学
部 学科･課程

教養教育

教養教育 共通基礎 計

専門基

礎教育

専門

教育
合計

法
文
学
部

法

経済

文

(36）

2０

(36）

2０

(36）

2０

(20）

2０

(20）

1６

(20）

2０

(56）

4０

(56）

3６

(56）

4０

（０）

６

（０）

1２

（０）

４

(80）

9０

(80）

7６

(74）

8６

(136）

136

(136）

124

(130）

１３０

小学校 (36）

1６

(16）

１６～1８

(52）

32～3４

（０）

０～４

(83）

90～9６

(135）

128

中学校 (36）

1６

(16）

１６～1８

(52）

32～3４

（０）

０～４

(83）

90～9６

(135）

128



総合大学

2６１

障害児 (36）

1６

(16）

1６－１８

(52）

32～3４

（Ｏ）

0～４

(86～89）

90-96

138-141

128

幼稚園 (36）

1６

(16）

１６

(52）

3２

（０） (80）

9６

(132）

128

特音 (36）

1６

(16）

1６

(52）

3２

（０） (82）

9６

(134）

128

情報社 (36）

1６

(１６）

16～1８

(52）

32～３４

（Ｏ） (82）

94～9６

(134）

128

理
学
部

数学

物理

化学

生物

地球科

(36）

2０

(37）

2０

(37）

2０

(37）

2０

(37）

2２

(20）

1６

(20）

1６

(16）

1８

(１６）

1６

(16）

１４

(56）

3６

(57）

3６

(53）

3８

(53）

3６

(53）

3６

（０）

８

（０）

1７

（Ｏ）

６

（０）

６

（０）

６

(76）

8６

(76）

8７

(77）

8６

(76）

8２

(77）

8９

(132）

130

(132）

140

(130）

130

(129）

124

(130）

131

医
学
部

医学

看護

(36）

2６

1８

(20）

１４

1２

(56）

4０

3０

(15）

1０

1３

(4,562Ｈ）

199

8６

71.4.562

249

新設

129

工
学
部

機械工

電電工

±海工

材料工

応用化

情報工

(39）

2０

(35）

2０

(35）

2０

(37）
2０

(37）
2０

(35）
2０

(16）

１６

(20）

1６

(20）

1６

(16）
1６

(16）
1８

(20）
1６

(55）

3６

(55）

3６

(55）

3６

(53）
3６

(53）
3８

(55）
3６

（０）

3０

(85）

6４

（０）

2３

(85）

6６

（Ｏ）

2７

(87）

6２

（Ｏ）（87）
８８

（０）（87）
８６

（Ｏ）
2５

(85）
6３

(140）

130

(140）

125

(142）

125

(140）
124

(140）
124

(140）
１２４

磯
学
部 生物資源 (35）

2６

(16）
1６

(51）
4２

（０）
４

(82）
8２

(133）
128



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

実施体制・組織等の変更はないが，教養部廃止後の一般教育等科目を実施するための組織とし

て

，大学教育審議会（重要事項を審議する｡）

２）大学教育研究実践センター（教育の問題点を調査研究する｡）

カリキュラム委員会（カリキュラム編成等を行う｡）

を設置している。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ）教養教育と専門教育を有機的関連性に配慮した一貫教育の導入を実施

ロ）教養課程，専門課程の区分の廃止

ハ）英語教育の改善・充実

二）情報処理教育の向上

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

一貫教育をより効果的に推進するため高年次における教養科目の開講及び学部開設科目の開講

等について検討中。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

農学部の推薦入学者及び編入学者（第３年次）に対して数学及び英語について平成５年度から

２６２

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定員
備考

法文学部

教育学部

理学部

医学部

工学部

農学部

人
師

３０１

７
７
５
４

４
６
９
７

人 人 人
535

355

201

155

500

192

機器分析センター２名含む

附属病院4０

保健センター２

教養部 8１ 8１

合計 553 8１ 1.938

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

331人

の内学内非常

勤が８０人

週当り684時間

の内学内非常勤が

160時間

専門基礎は除く。



総合大学

特別にクラスを編成し，授業を行っている。

（職業高校からの推薦入学者は，高校教育において数学及び英語の授業の時間数が一般高校か

らの入学者に比べ時間数が非常に少ないため，それを補うために実施した｡）

(3)教養教育の改善結果について

平成５年４月から新カリキュラムを実施したが，１年余りなので，評価については，まだ確定

していない。
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７９高知大学

□実施済（６年４月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

鵬琶鰯i灘#|鳶5麺
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学における共通教育は，各大学における専門教育との有機的連携を保ちつつ，４年間一貫し

てなされるもので，その目的は以下のとおりとする。

１）学問的関心を喚起させ，自律的に学ぶ態度を養い，学問・文化の創造に必要な基本的資質

として，問題発見能力，情報収集・処理能力，分析力，批判力，理解力，思考力，構想力，

表現力等を養う。

２）特定の専門に偏ることなく，幅広い学問領域に触れ，知識の調和をはかり，総合的で自主

的な判断力を養い，自然･社会環境の健全な維持･発展に積極的に貢献する人材を養成する。

３）価値の変化や多様性に柔軟に対応できる，文化的素養や国際的視野を持った，健全で人間

性豊かな人材を育成する。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

暫定的であるが，全学部出動方式を取っている。

②教養教育の責任体制

２６＃

教養教育の責任部局 部局名学部学生課

学部間の連絡・調整機関
機関名共通教育委員会

責任者一般教育主事



総合大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

２６ブ

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

人文学部

人文学科

経済学科

教育学部

小学校課程

中学校課程

養護学校課程

特別教科
（美術・工芸）

特別教科
（保健体育）

総合科学課程

理学部

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地学科

情報科学科

農学部

暖地農学科

森林科学科

栽培漁業学科

生産環境工学科

生物資源科学科

Ｊ
，

２
６
０
６

５
５
４
５

く
く

０

卜
ト
ー

０
２

４
５

４

自由科目

Ｊ
Ｊ

Ｊ

８
０
８
０
１
０

く
１
く
１
く

，
』
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

９
０
８
０
１
０
１
０
４
０
６
０
６
０
４
０
０
０
０
０
８
０
８
０
４
０
８
０
８
０
０

く
く
１
く
１
く
１
く

く
く
く
２
く
１
く
く

く
く
く
く
１

Ｊ０く

６４

(68）

６６

(74）

７３

(92）

７５

(92）

７６

(92）

７３

(92）

７３

(92）

７０

(78）

7４

７４

(74～76）

７６

（74）

６０

（74）

７０

（74）

７２

(74～76）

７６

(84）

８０

(84）

７６

(84）

７６

(84）

７４

(84）

４２１

Ｊ
Ｊ

Ｊ

４
０
４
０

４
０

４
８

４

２
３
２
４

２
３

２
２

２１
１
１
１
１

く
く

く

一
孑
已



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

従来の一般教育は，人文学部と理学部が責任学部として担当していたが，平成６年度からは全

学部出動方式で担当することになった。

(2)教養教育の改養状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

１）従来の一般教育科目の分野毎のしばりをなくしたこと。

２）独語，仏語，中国語においては，従来は初級４単位を修得しないと中級に進むことはで

きなかったが，初級２単位で認定し，中級へ進めることになったこと。

３）体育実技の単位の計算方法を変更し，１単位は45時間から30時間になったこと。

４）卒業に要する総単位数を124単位にしたこと。

５）少人数演習形式の授業を開設したこと。

６）２単位のもの（学期完結型）授業題目を基本としたこと。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

２単位もの（学期完結型)授業題目を開設したこと，また卒業に要する総単位数を124単位に減

らしたことにより４年間一貫の教育を受けやすくした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

検討中。

(3)教養教育の改善結果の評価について

検討中。

266

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
内教養部から
移行した教官

入学

定員
備考

人文

教育

理

農

人
師
囲
冊
、

人
乃
型
別
Ⅲ

人 人
305

250

265

195

その他 ２ ２ 名称（保健管理センター）

その他 ４ １ 名称(海洋生物教育研究センター）

合計 313 169 １．０１５

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

55人 4,910時間



総合大学

８２九州大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

学生が将来，社会のさまざまな分野で指導的な役割を果たすことができるために必要な，市民

としての素養，各専門についての深い学識，提起される問題に対して的確で総合的な判断を自ら

の力で行うことができる能力，それを支える関心の幅の広さ，学問・社会の変化に対応できる能

力，現代社会が提起しつつある諸問題に取り組ZA得る能力，そのために不断に学ぶ能力を培うこ

とを目標とする。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

全学共通の自己点検・評価の組織を設けている。

実施体制は以下の通り。

総長

（大』Z編示莞i;ijil弓Hlji1【…会
！…牌綿縦毛斯二長………………………………………………………….………………:

大学教育研究センター委員会

全学共通教育実施委員会

識
割し可ケーイレオＲ坐昌匿竺

号些り

攻埋と情報担当者会訟

。雲硫

全

鰍蛎}学扣当著今雀礎科学教育評iii改善委圓会

：センター研究部

:……･}･…………………………………………………･…･……･……………………………………
比較社会文化研究科等事務部

2６７



②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

２６８

教養教育の責任部局 部局名

学部間の連絡・調整機関
機関名大学教育研究センター

責任者大学教育研究センター長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

文学部 4２

(60）

9０

(84）

132

(144）

教育学部 4２

(60）

9０

(84）

132

(144）

法学部 4２

(60）

9０

(84）

132

(144）

経
済
学
部

経済学科

経営学科

経済工学

科

4２

(60）

4４

(64）

9２

(84）

9２

(84）

134

(144）

136

(148）

理
学
部

物理学科

化学科

地球惑星

科学科

数学科

生物学科

5９

(70）

5８

(70）

5６

(70）

5８

(70）

6１

(70）

6９

(71）

7０

(71）

7２

(72）

6６

(74）

6５

(71）

128

(141）

128

(141）

128

(142）

１２４

(144）

126

(141）

医学部 6０

(90）

128 188 従来の専門課程は，授業時間数を定めてい

た。（4711.5時間）

歯学部 6０

(90）

128 188 従来の専門課程は，授業時間数を定めてい

た。（4752時間）

薬学部 5６

(70）

7７．５

(75.5）

133.5

(145.5）



総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

269

工
学
部

建設都市

工学科

建築学科

電気系学

科

機械系学

科

化学機械

工学科

応用物質

化学科

資源工学

科

材料工学

科

航空工学

科

応用原子

核工学科

5６

(70）

5３

(70）

5３

(70）

4９

(70）

5５

(70）

5３

(70）

5６

(70）

5７

(70）

5４

(70）

5５

(90）

5５

(70）

8０

(98）

8３

(90）

7９

(90）

8９

(91）

8１

(101）

8３

(94）

8０

(１００）

7９

(99）

8２

(98）

8１

(96）

8１

(99）

136

(168）

136

(160）

132

(160）

136

(161）

136

(171）

１３６

(164）

１３６

(170）

136

(169）

136

(168）

136

(166）

136

(169）

農学部 5６

(70）

8０

(80）

136

(150）

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

Ｆ￣￣￣￣----￣~｡｡~￣￣

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

文学部

人
娼

人
ｕ 人

８

人
180

教育学部 2４ １ 6０

法学部 4５ ７ ４ 300

経済学部 4５ ８ ５ 290

理学部 122 4４ 3２ 321

医学部 9１ 100



４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

１）全学の協力のもとで授業を分担し，全学一体となって教育を行う全学共通教育科目を設け

た。

２）教養部を廃止し，全学共通教育の企画運営を行う大学教育研究センターを設置した。

３）全学共通教育科目のカリキュラム・授業計画を審議する大学教育研究センター委員会のも

とに，実施に係る連絡調整及び実施計画原案を作成する実施委員会並びにその下に科目区分

毎の実施部会を設けた。

４）全学共通教育独自の自己点検・評価を行う全学共通教育自己点検・評価委員会並びにその

下に科目区別毎に３つの評価改善委員会を設けた。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ）教養教育科目については，必修性の強いコア教養科目を設ける一方で,全く自由に選択で

きる周辺教養科目を設けた。更に高年次教養科目を設けた。

２７０

歯学部 3３ 6０

薬学部 2３ 1 １ 8０

工学部 260 1９ 1２ 900

農学部 128 ４ １ 270

その他 4３ 3９ 3０ 比較社会文化研究科

その他 6１ 4２ 1７ 数理学研究科

その他 3５ ２ 総合理工学研究科

その他 3０ １ 応用力学研究所

その他 2５ 1 機能物質科学研究所

その他 2２ 1５ ４ 健康科学センター

その他 5６ 5６ 言語文化部

その他 ３ 1 遺伝情報実験施設

その他 ６ １ 留学生センター

その他 ３ ３ ３ 大学教育研究センター

その他 3３ １ 医療技術短期大学部

合計 1.136 257 117 2,561

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

203人 18,461時間



総合大学

ロ）・外国語運用能力と異文化理解能力の強化をめざして言語文化科目と名称を変更した。

・未修外国語にスペイン語を加えるとともに，理科系学部の学生についても，中国語，ロ

シア語，朝鮮語，スペイン語が履修できるようにした。

・第３外国語の履修も可能とした。

・ネイティブスピーカーの教師を増やした。

，､）・健康・スポーツ科学科目と名称を変更した。

・体育実技の必修は1年生のみとし，２年生から４年生までに体育実技及び講義が選択履

修できるようにした。

二）教官の自発的な開講により「総合科目」が実施されている。

ホ）１年間継続してさまざまな学部の学生が混じって学ぶ｢学際主題少人数科目」を従来から

の少人数セミナー形式の科目に追加した。

ヘ）新しく３年生及び４年生を対象に選択による「上級基礎科学科目」を新設した。

卜）全学共通教育科目の全体の中から自由に選択履修できる広域選択履修の制度を設けた｡こ

れにより文科系学部の学生が理科系学生対象の基礎科学科目を履修できるようになった。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

入学当初から学部の本拠地と遠く離れたキャンパスで学習せざるを得ない事情においても，初

年次から専攻教育を本格的に実施するため，週に一日をキャンパスを移動して学習するシステム

を導入した。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

化学が必修となる学部・学科の学生で，高校で化学を学んでいない者を対象に「化学序論」を

開講し，単位認定を行っている。

(3)教養教育の改善結果の評価について

実施してまtないので，効果についての調査は今秋以降を予定している。

５自由意見

教室，施設，設備の整備が急務である。

６資料

「平成６年度全学共通教育科目履修要項」

「平成６年度全学共通教育科目履修の手引き」

「平成６年度全学共通教育科目時間割」

２７１



8５佐賀大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育は，高度に専門的な知識を有するばかりでなく，民主的社会の市民としての創造的

な知性，豊かな人間性，国際的な視野を備えた人材を育成するために，非常に重要な教育であ

る。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

１）新教育課程の特色は,｢全学の教官が専門教育も教養教育も担当する４年一貫教育｣である。

２）全学的教育（教養教育科目，共通基礎教育科目の実施組織として，全学の講師以上の全教

官が参加する「全学教育センター」を設置。

３）これらの教官は，教養教育の６主題分野，共通基礎教育科目（外国語，健康・スポーツ，

情報処理）の３分野，計９分野のいずれかの部会に属し，全学的教育の計画と実施に参加。

４）全学教育センターにセンター長，副センター長を置くほか，各部会間の調整を行う「全学

教育協議会｣，教務に関する実務を担当する「教務委員会」を設け，全学教育の実施に当たっ

ている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

Ｑ教養２枚育科Ｅ

２７２

教養教育の責任部局 部局名全学教育センター（学内組織）

学部間の連絡・調整機関
機関名全学教育協議会

責任者全学教育センター長（現在は教養部長）

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

小学校教員養成課程

小学校課程

(52）

3９

(82）

8５

(134）

124



総合大学

中学校教員養成課程

中学校課程

国語科専攻

社会科専攻

数学科専攻

理科専攻

音楽科専攻

美術科専攻

保健体育科専攻

家庭科専攻

技術科専攻

英語科専攻

(52）(52） (82） (134） ○共通基礎教育科目
外国語科目
健康・スポーツ科目
情報処理科目

９
３
２
５
３
１
２
５
８
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

９
３
２
５
３
１
２
５
８
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

６
２
２
９
１
３
２
９
８
９

８
９
９
８
９
９
９
８
８
８

５
５
４
４
４
４
４
４
６
４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

特別教科教員養成課程

特別教科課程

(78）

９３

(52）

３１

Ｊ０
４

３
２

１
１

く

養護学校教員養成課程

養護学校課程

(52）

３１

(83）

９３

(135）

１２４

(72）

９０

９３

(124）

１２４

１２４

(52）

３４

３１

総合文化課程

社会文化コース

造形文化コース

(140）

１２４

経済学部 (52）

４０

(88）

８４

理工学部

数学科 (128）

１２４

(52）

４６

(76）

７８

(52）

３８

(82）

８６

(134）

１２４

物理学科

(52）

３８

(76）

８６

(128）

１２４

化学科

情報科学科 (52）

３６

(72）

８８

Ｊ４
４

２
２

１
１

く

(135）

１２６

機械工学科

Ｊ２
８
５
３

く ｊ３
８

８
８

く

(52）

３８

(83）

８８

Ｊ５
６

３
２
１
１

く

生産機械工学科

(83）

８４

(135）

124

電気工学科 (52）

４０

電子工学科｜（52） (83） (135）

2７３



4（

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

１）全学的教育(教養教育科目，共通基礎教育科目）を円滑に実施するための学内組織として，

全学の教官が参加する「全学教育センター」を設置した。

２）全学教育センター運営の責任者としてセンター長を置く外，教務及び広報等の実施責任者

として副センター長制を設けた。

３）専門学部及び教養部の教官は教養教育の６主題分野，共通基礎教育科目（外国語，健康・

スポーツ，情報処理）の３分野，計９分野のいずれかの部会に属し，全学的教育の計画と実

27‘

’４０１８４１ 124

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
内教養部から
移行した教官

入学

定貝
備考

教育学部

経済学部

理工学部

農学部

人
切
仙
田
蛆

１
人
8９

４０

1０１

4３

人 人
240

305

510

165

教養部 4６ 4６

保健管理セソター

低平地防災研究センター

２

２

２

１

海浜台地生物生産研究センター

情報処理セソタ－

４

１

１

１

合計 328 324 １．２２０

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

86人 13,048時間

工業化学科 (52）

３

(81）

8９

(133）

125

土木工学科 (52）

3９

(83）

8５

(135）

124

建設工学科 (52）

3９

(83）

8５

(135）

124

農学部 (52）

3９

(80）

8７

(132）

1２



総合大学

施に参加する。

４）各部会間の調整を行う「全学教育協議会｣，教務に関する実務を担当する「教務委員会」を

設け，全学教育の実施に当たっている。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

１）新教育課程の導入による教養教育の改善

〔新しい科目区分の設定〕

専門教育科目：専門科目，専門基礎科目，専門周辺科目

教養教育科目：主題科目（６分野)，フレッシュマンセミナー

共通基礎教育科目：外国語科目，健康・スポーツ科目，情報処理科目

２）全学の教官が教養教育科目又は共通基礎教育科目を担当

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

１）全学教官参加による豊かでバラエティのある授業の実現

２）４年一貫の有機的，総合的カリキュラムの編成，科目選択の弾力化

３）少人数教育及び高校教育から大学教育への転換教育の充実……全学教育科目として「フ

レッシュマンセミナー」を開設

４）外国語教育における「聞く」・「話す」能力の重視

５）ティーチングアシスタント制度及びチューター制度の積極的導入

６）教育目標の明確化と公表……全科目シラパスの作成

７）カリキュラムや個別授業に関するアンケート調査の定期実施

８）自己点検，評価とこれに基づく改善措置

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

専門基礎的な教育科目として設けられていた，微分積分学，代数学，物理学概説，化学概

説等の指定科目を廃止し，専門の基礎的科目は学部で開講する専門基礎教育科目として開講

した。高校時代に専門教育に必要な科目選択を行わなかった学生に対しては，専門基礎教育

の中で補習的指導を行い不足分を補うこととした。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成６年４月から新しい教育システムに移行しているが，現在までのところ大きな混乱もな

く実施している。

５自由意見

以上の改革は，まだ始まったばかりである。いま世界中の大学教育が変革期にあり，教養教育

のあり方も，世界の大学教育の動向をふまえて，さらに検討され，改善されなければならない。

そのためには，全学教育センターに，大学教育に関する調査･研究の機能をもたせる必要があり，

是非とも若干の定員と予算をもつ省令施設にしていく必要がある。

２７，



８７長崎大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育の理念・目標は，地球をめぐる自然・環境や人間の存在に関するすべての知識や知

恵の中で，部分としての，それぞれ分化した学問領域の位置づけを理解，認識させるとともに，

分化した領域以外の領域の多様性の存在に目を向けさせることである。大学教育における基本

的教養とは，全体の中の部分の理解と認識，及び多様性の理解と認識であり，それを会得する

ことが教養教育の基本的趣旨である。

大学教育の目的である‘`広く知識を授ける”ことと“深く専門の学芸を教授研究詞すること

を，それぞれ別個のものとしてとらえるより，その双方を融合させ，鰹深く専門の学芸を教授研

究”するためにも“広く知識を授ける”ことが不可欠であると解すべきであろう。〔｢長崎大学

における新カリキュラムの基本方向と実施計画」（学内通信Nu23）のｐ､ｌ～p､２参照〕

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

４（６）年一貫教育として教養教育を実施するための体制は，教養部が存続する間の暫定実施

体制として，教養部協議会及び教養部教授会が新たに教養教育の教育方針・運営・教育課程等

の最終決定機関及び取りまとめ機関としての任務を果たすことになり，全学的調整及び原案作

成のために，教養部協議会の特別委員会として「全学教育実施調整委員会」及び同委員会の専

門委員会として「分野・科目別専門委員会」が設置されている。なお，分野・科目別専門委員

会のうち基礎自然科学分野専門委員会には５部会が置かれている。〔｢長崎大学における新カリ

キュラムの基本方向と実施計画」（学内通信No23）のp､17～p､20参照〕

②教養教育の責任体制

２７６

教養教育の責任部局 部局名全学部（教養部を中心として）

学部間の連絡・調整機関
機関名教養部協議会

責任者学長



総合大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

２７７

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部
小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

養護学校教員養成課程

4０

(48～56）

4０

(48～56）

4０

(48～56）

8４

(84）

8４

(84）

93～9７

(91～95）

124

(132～140）

124

(132～140）

133～137

(139～151）

幼稚園教員養成課程 4０

(48～56）
9４

(94）
134

(134～150）

経済学部 4２

（目［
(56）

（自［

7６

］科目18）
（76）

]科目８）

１３６

(140）

自由科目とは，教養教育及
び専門教育から自由に取得
できる。

医学部 4９

(56）
4041時間

(4041時間）
49＋4,041時間
(56＋4,041時間）

歯学部 4４

(56）
4,522時間

(4,600時間）
44＋4,522時間
(56＋4,600時間）

薬学部 4０

(50）
9８

(88）
138

(138）

工学部
機械システムエ学科

電気情報工学科

4６

(51）

4４

(51）

8２

(85）

8３

(85）

128

(136）

127

(136）

構造工学科 4４

(51）
8５

(85）
129

(136）

社会開発工学科 4４

(51）
8２

(84）
126

(135）

材料工学科 5０

(51）
8０

(85）
130

(136）

応用化学科 4７

(51）
8２

(85）
129

(136）

水産学部 4２

(52）
9２

(85）
134

(137）



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

ｌ）従来，教養部が教養教育の責任部局として機能してきたが，全学の教員が教養教育に参加

する全学協力方式とした。

２）教養部が存続する間の暫定実施体制として，教養部協議会及び教養部教授会が新たに教養

教育の教育方針・運営・教育課程等の最終決定機関及び取りまとめ機関としての任務を果た

２７８

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

|内教養部から
i移行した教官

入学

定負
備考

教育学部

経済学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

水産学部

人
卯
必
卵
弘
妬
駈
帥

人
兜
週
師
ｎ
週
虹
、

人
０
０
０
０
０
０
０

人
０
５
０

７
０
０

３
３
１

０
０
０
０

６
８
５
２

４
１

附属病院教官４４人

附属病院教官17人

教養部 7０ 6９

その他 1４ ５ ０ 商科短期大学部

その他 3０ １２ ０ 医療技術短期大学部

その他 1８ ６ ０ 熱帯医学研究所

その他 4４ 2９ ０ 医学部附属病院

その他 1７ ３ 0 歯学部附属病院

その他 ０ １ 0 大学院海洋生産科学研究科

その他 1 ３ ０ 総合情報処理センター

その他 １ １ 0 計測・分析センター

その他 １ 1 0 地域共同研究センター

その他 １ １ ０ アイソトープ総合センター

その他 ２ １ ０ 生涯学習教育研究センター

その他 ４ ４ ０ 保健管理センター

合計 627 329 ０ 1.485

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

85人 8,014時間



総合大学

す。

３）全学的調整及び原案作成のために，教養部協議会の特別委員会として「全学教育実施調整

委員会」及び同委員会の専門委員会として「分野・科目別専門委員会」が設置された。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ）科目区分及び授業科目を全面的に改め，全ての授業科目をＡ科目群とＢ科目群に分けた。

Ａ科目群設置の目的は，学部によって偏りを持たせず，すべての学部の学生に共通して修得

されるべき基本的な広い教養の手掛かりを与え，Ｂ科目群設置の目的は，教養教育と専門教

育との接点を求めるとともに，教養教育の理念を生かしながら，専門の幅広い基盤を理解さ

せることとした。

ロ）現代の高度情報化社会に応えうるよう情報科学や情報処理教育を重視した。

ハ）外国語教育を教養主義一辺倒から,可能な限りコミュニケーションのための教育を行うよ

う改善した。

二）外国語関連科目を新設し，学問の承たらず，社会，文化の国際化に対応させた。

ホ）保健体育科目を改善し，健康科学として一体化を図った゜

ヘ）学部の専門教育授業科目の一部を，教養教育の科目（開放科目）として，他学部学生にも

開放した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

イ）１年次から教養教育と専門教育を同時に開始し,教養教育は３年次までに履修することと

し，両教育を有機的に結びつけるようなカリキュラムを編成した。

ロ）学生は入学時から直ちに学部に所属させた。

′､）教養教育のＢ科目群においては,各学部独自の教育理念や方針に応じて,授業科目の内容，

単位数等に偏りを持たせている。従って，教育法として自主的，実践的に学ぶかたちの実験・

実習・演習を積極的に取り入れ，各科目群や授業科目の履修年次は，その内容により，学部

毎に定めている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

高等学校の教育から，自主的に学ぶという大学教育への転換と，学問への動機づけを行う

ため，可能な限り少人数で行う入門科目や，自ら体験することによって学ぶことを重視する

実験・実習・演習を積極的に導入した。

(3)教養教育の改善結果の評価について

今年度４月からカリキュラムを改善し，スタートしたばかりであり，前期の単位取得状況及

び後期の履修状況を確認してから，効果，問題点を集約することになる。

しかしながら，４年（６年）一貫教育の一環としての「教養教育」について，担当教員の所

見等から，次のような例をあげることができる。

２７９



イ）全学協力方式により，担当教員の層が厚くなり，開設できる授業科目が多様化し学生の受

講意欲を高めている。

ロ）１年次から専門教育を受講できること,全学教育として他学部開講の授業を受講できるこ

と等により，勉学に意欲が喚起され，学習効果が表れてきた。

,､）情報処理科目については，－部必修科目とし，開講コマ数を増やした。

二）社会的ニーズ，国際化に対応したネイティブスピーカーの｢英語コミュニケーション」を

開設し，１年次全員が40人程度の少人数によるクラス編成の下鮖外国人による英語教育で効

果を上げている。

２８０



総合大学

８８熊本大学

注：本学ではカリキュラム改革のみ実施。組織については検討中。

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

国際化の中にあって，高度な情報・産業社会を迎えつつある今日，大学における一般教育の理

念としては，「幅広い視野と豊かな人格の養成」という伝統的見地を維持しつつも，「自由で批判

的・創造的主体の養成」という見地も重視すべきである。かかる理念を実現していくための一般

教育は，専門教育とともに大学教育全体にわたって展開されるべきものである。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在は教養部が主体である。全学的な連絡・調整機関として，教育運営委員会とその専門委員

会が設置されている。

②教養教育の責任体制

２８１

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名教育運営委員会

責任者学長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

２８２

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

文学部 (52）
4１

(80）
8４

(132）
125

教育学部
中学校数学・理科・技術・英語
及び養護教諭養成課程を除く

(50）
3５

(80）
8２

(130）
125

教
ち
可

く
ど
も

目
育
得

科
教
修

馴輔函８
由
・
か
お

自
養
ら
能

中学校課程・数学・理科専攻 (50）
3５

(80）
9０

(130）
125

自由選択科目＝０

〃 技術専攻 (50）
3５

(80）
8８

(130）
125

自由選択科目＝２

〃 英語専攻 (54）
3５

(76）
8４

(130）
125

自由選択科目＝６

養護教諭養成課程 (50）
3５

(80）
8４

(130）
125

自由選択科目＝６

法学部 (52）
4５

(92）
8２

(144）
127

理学部

数学科
(52）
3５

(78）
5８

(130）
124

一般教育及び専
門教育の科目中，
学科が認める科
目＝3１

物理学科 (52）
3５

(72）
7６

(124）
124

同上＝1３

化学科 (52）
3５

(77）
9０

(129）
125

同上＝０

地理科学科 (52）
3５

(73）
6１

(125）
125

同上＝2９

生物科学科 (52）
3５

(76）
7８

(128）
125

同上＝1２

医学部 (79）
3７

(4,800Ｈ）
24＋4,476Ｈ

(79＋4,800Ｈ）
61＋4,476Ｈ

薬学部 (46）
3５

(98）
9４

(144）
129

工学部 (53）
3５

(80）
9０

(133）
125



総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

２１５

★上記のほか，附属病院教官で教養教育を担当している者が２名。

★学部等所属教官の教養教育担当総時間数は5,291時間。（附属病院所属教官２名（４時間）は

除く。

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

本年度からの新カリキュラム実施に伴い,全学協力のもとで教養教育実施体制を検討中である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

１）新カリキュラム編成の基本方針と視点

今回の一般教育カリキュラム改革の基本方針は，次のとおりである。

ｉ一般教育は，幅広く深い教養，総合的な判断力，豊かな人間性の養成とともに自由で批

判力に富む創造的主体の養成を目的とする。

283

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

文学部

人
弘

人
汀 人 人

190

教育学部 195 3３ 390

法学部 4９ ８ 260

理学部 6２ 2０ 165

医学部 215 2１ 100 附属病院＝110

薬学部 3９ 1２ 9０

工学部 176 2０ 605

教養部 7９ 7９

その他 1０ ２ 名称（大学院自然科学研究科）

その他 4４ ５ 名称（医療技術短期大学部）

保健管理セン
ター

２

学内共同利用
施設

６

合計 930 227 1.800

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

136人 9,146時間



ｉｉ各学部は４年（６年）一貫教育を実施し，この中で学生が一般教育と専門教育の双方か

ら知的刺激を受けるように，両者の有機的な連携を目指す。

ｉｉｉ全学的協力体制の下に一般教育を実施する。

このような基本方針の下で，一般教育の重要性に鑑承，最低限必要な取得単位を全学的に定

めるとともに，次のような視点で新カリキュラムを編成した。

ｉ大学の大衆化に基づく学生の質の多様化に対応し，一般教育を実効あるものにするため

に，常に学生の問題関心を喚起し学習意欲を高めるように教育内容，方法及び教育課程の

編成に一層配慮する。

ｉｉ高校教育から大学教育への移行をスムースに行うための転換教育を実施する。

ｉｉｉ学生の問題関心に基づく学習の深化が図れるよう授業科目設定に配慮する。

ｉｖ授業科目ごとの講義概要を示すだけでなく，シラパス（学習事項や日程）とその講義内

容を深め広げるための指針及び履修モデルの提示により，ある程度まとまりを持ち，段階

的に履修ができるよう工夫する。

2）各科目の構成と内容

本学における新カリキュラムは，「一般教育」と「専門教育」から構成され｢一般教育」は｢共

通基礎科目」と「教養科目」から構成される。また，従来の授業科目はほとんど通年開講であ

ったが，原則として前・後学期ごと半年開講（学期制）とし単位を認定することにした。

ｉ「共通基礎科目」は，文系・理系の学生を問わず大学教育において身につけておくべき

基礎的な教養の養成を目的とする科目で，「基礎科目」「外国語科目」および「健康・スポ

ーツ科学科目」から構成される。

.「基礎科目」高校教育から大学教育への転換を図り，大学教育に必要な思考力，表

現力などの基礎的素養を培うために，今回の改革で全く新しい試糸として開設された。

この科目には基礎セミナーと基礎情報処理が開講され，どちらかの科目（２単位）を選

択履修することになっている。

｡「外国語科目」国際交流・異文化理解及び専門知識修得の基礎的手段としての外国

語を身につけるとともに，複眼的視点から国際社会を見る眼を育成することを目的とし

て，必修外国語（英語，ドイツ語，フランス語，中国語）と自由選択外国語（英語，ド

イツ語，フランス語，中国語，ロシア語，ラテン語，スペイン語）が開講される。必修

外国語は，既修外国語を含め原則として２ケ国語･10単位を履修することになっている。

自由選択外国語は，個別科目に位置付けられ，４単位まで卒業要件単位とすることがで

きる。

．「健康・スポーツ科学科目」従来の保健体育講義と体育実技に当たるもので，理論

と実践を一体化した学習ができるよう授業内容・形態とも新しい試糸を取り入れて開設

された。この科目は２期にわたって履修し，３単位まとめて認定される。

284
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ｉｉ「教養科目」は，おおむね従来の「一般教育科目」に相当し，幅広く深い教養の酒養を

目的として開設された科目で，「個別科目」と「総合科目」から構成される。

．「個別科目」各教官の専攻に基づく授業テーマごとに，単位が認定される授業科目

（主題別授業科目）と，課題研究の意味をもたせた演習形式の科目（特別演習）及び，自

由選択外国語で構成される。これらの編成にあたっては，従来の分野別履修における幅

広い学習という視点は維持しながらも，学習の深化という視点を重視した緩やかな積承

上げ方式とするため，関連深い授業科目（テーマ）群を組織化したコア・カリキュラム

の導入が図られた゜この方式の導入は全国的に例が少なく，従来のカリキュラムとは大

きく変った点の一つである。

｡「総合科目」今日的，将来的課題や教官の共同研究の成果に基づいたテーマを設定

し，多角的・学際的視点から教授し，総合的な認識・判断力を養うための科目である。

具体的には，講義のほか調査，実習，交流，対話などを積極的に取り入れた総合科目Ｉ

と，課題研究の意味を持たせた総合科目Ⅱが開設される。

「教養科目」履修の原則は，緩やかな積承上げにより学習の深化を図るため，選択し

た－つのコアから３テーマ（６単位）以上，幅広い教養を形成しさらに学習の発展を図

るため，選択外コアから３テーマ（６単位）以上，及び他の授業テーマ，自由選択外国

語，特別演習，総合科目Ｉと総合科目11の中から８単位以上，合計20単位以上を選択履

修することになっている。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

従来も，医学部を除いて，１年次から一般教育と専門教育の相互乗入れに基づくカリキュラム

(クサピ型教育方式）を実施していたが，新カリキュラムへ移行後も一貫教育体制を維持しつつ，

その教育課程を再編成し，一般教育と専門教育との有機的関連に配慮するとともに，体系的な教

育を目指すことにした。また，医学部については，進学課程と専門課程の区分を廃止し，他学部

と同様の一貫教育体制を実施することにした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

高校教育から大学教育への転換を図ることを目的として，また，大学教育のために必要な思考

力や表現力及び基礎的な情報処理能力など，基礎的素養を培う科目として「共通基礎科目」の中

に小人数クラスで行う「基礎科目」を開設した。また，「幅広い学習」と「学習の深化」という視

点で，「緩やかな積糸上げ方式」として導入した「教育科目」では，ｌ年次前学期に開講する科目

に，以後の教育のための導入段階としての意味を持たせている。

(3)教養教育の改善結果の評価について

本年４月から，新カリキュラムを実施したばかりであり，現時点でその評価は難しいが，転換

教育としての「基礎科目」などに良い結果が承られており，改善の効果が期待される。

28,



５自由意見

大学教育における教養教育のあり方は，学部専門教育のあり方を抜きにしては有り得ない。従

来から，「大学教育の大衆化」に伴ういわゆる「一般学生」（学部学科に専攻として設置されてい

る特定の学問分野のどれも格別志望するわけではなく，いわば幅広い教育を求めて入学してくる

学生）の増加傾向は，専門教育の再検討を迫る問題点の一つである。この現象は，単に学生個含

人の意識面を超えて，現代社会の要請にも支えられている。

すなわち，既成の学問的専門分野にとらわれない幅広い教養や，時代の変化に対応し得る多面

的・総合的能力を身につけた人材を求める社会的な動向が存在する。大学教育として，学術研究

の高度化に即応した専門教育の質を低下させることなく，多様な学生の要求に対応し得る専門教

育のあり方を真剣に検討するとともに，益々重要性を増す教養教育において一層の充実を図る必

要がある。

６資料

｢一般教育の案内」

｢一般教育の案内別冊」

｢時間割表」

２８６



総合大学

８９大分大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育については，専門教育との有機的な関連にも配慮して，幅広く深い教養及び総合的な

判断力を培い，豊かな人間性を酒養するよう教育課程を編成し，教養教育を行う。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養教育の実施について全学的な立場から企画・運営・実施等に当たる責任主体として，全学

出動体制に基づき，全学教官の代表によって構成される学部横断的な組織を作るため，教養教育

実施体制検討委員会を設置し，現在検討中である。なお，平成６年度から教養教育が実施されて

いるので，当面の運営については，既存の関係委員会等で対応している。

②教養教育の責任体制

２８７

教養教育の責任部局 部局名一般教育等教官会議（ただし，平成７年度実施に向けて責

任体制を検討中）

学部間の連絡・調整機関
機関名一般教育等教官会議

責任者一般教育主事



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

(注）（）書は改善前の単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

１１

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

従来の教養教育は教養教育をもっぱら担当する－部の教官に任せておくという考え方を捨て，

教育・研究活動に携わっている全教官が，それぞれの専門性を土台にしながら教養教育を担当す

ることになった。

なお，具体的な実施体制・組織等については，現在検討中である。

２８８

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

教員養成課程

情報社会文化

課程

経済学部

工学部

(48）

30～3６

(52）

3４

(54）

4８

(46）

2８

(82）

94～100

(84）

9６

(86）

8８

(90～94）

102

(130）

130

(136）

130

(140）

136

(136～１４０，

130

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

教育学部

経済学部

工学部

人
108

6２

８６

人
兇
羽
佃

人一 人
290

330

410

その他 ２ １ 名称（保健管理センター）

その他 １ ０ 名称（地域共同研究センター）

合計 259 147 1.030

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

52人 4,350時間



総合大学

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

一つ目の特徴は，開講科目を大幅に増やし，なおかつ｢オープン化」（－つの講義を複数の学部

の学生を対象として開講すること）を積極的に進めることによって，学生が受講できる科目を増

やし，選択できる科目の幅を拡大した。二つ目の特徴は，教養教育を四年制一貫教育の中に位置

づけることにより，三・四年次生が「知的関心」にもとづいて教養科目の講義に出席できるよう

になった。三つ目の特徴は，原則として大分大学の全教官が教養教育に関わることになった。そ

のほか，シラパスの作成･公表，ゼミナール形式の授業の取り入れ，少人数教育の実施等を行い，

学生の学習意欲の向上を図る゜

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

教養教育と専門教育の領域において，「くさび型｣の履修形態を一層進め，両教育の乖離の解消

を図る゜高学年次の学生への配慮としては，オープン化を拡大して，受講しやすくできるように

している。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

開講科目数を大幅に増やすことにより，選択幅を拡大している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成６年度から実施しているが，実施の効果については，まだ結論は出てない。

なお，今年度末には，学生及び教官へのアンケート調査を行う予定である。

289



9l宮崎大学

(６年４月から）

(７年４月から）

□実施済

□実施予定

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

匿嚇鰯襄i塁#|鰄釦
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養と判断力を培い，豊かな人間性を酒養する。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

全学教務委員会一教養教育専門委員会

（委員長：学生部長）

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

210

教養教育の責任部局 部局名学生部

学部間の連絡・調整機関
機関名全学教務委員会

責任者学生部長一教養教育専門委員会委員長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

農学部

(獣医学科を除く）

獣医学科

教育学部

工学部

８
８
８

３
３
３

9０

92～105

9０

128

１９８

130～143

128



総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養教育の実施責任学部は教育学部であったが，改正後は全学教務委員会の下に置かれる教養

教育専門委員会が運営を行うこととした。

教育組織の改善については目下検討中である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

１）マスプロ授業の改善

２）科目選択の幅の拡大

３）四年一貫教育の強化

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

３，４年次でも教養科目が履修できることとし，大学教育の全体にわたって教養教育と専門教

育とを有機的に関連づけられるよう配慮した。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

専門分野毎に専門基礎科目の充実について検討中である。

(3)教養教育の改善結果の評価について

点検・調査中

５自由意見

大学教育の基本理念の反省の上にたった特色ある教養教育のあり方については，今後検討の必

要がある。

29J

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

i内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

農学部

教育学部

工学部

人
122

129

8３

人
8～1０

50～6０

6～1０

人
一
一
一

人
285

280

370

合計 334 935

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

33人

(廷61）

3,180時間



９３鹿児島大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養部の教育は，専門学習の基盤となる能力の養成，学問という営為の構造とその方法論の認

識,自然と文化への洞察を生涯を通じて深めて行く批判力を備えた主体の形成を目標にしている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

従来どおり，教養部で実施している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

6(４８）１８８

１
１

Ｆ
Ｌ

6(４８〕１８８(８藤淨

5(４８）１８８(７６

邪１４０(４８）１９０(８２）ｌｌ３Ｃ

４８）’８０(７（

４９）’８０(７（カモ1Z

４９）’７８(７｛

４８）１８３(７６

4８

魂君:Ｃ90時借部１４８(（

30時借可U〕Ⅱ［

212

現在のところ，専門科目の履修

は授業時間数で示されている。

》
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’
１８
８
８
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８
３
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ｍ
ｍ
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時
時

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

８
８
８
８
８
９
９
８
７
７

４
４
４
４
４
４
４
４
６
６

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

６
６
６
０
４
５
７
１
８
８
３

３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
６

部
科
科
科
部
部
科
科
科
科
科
部
部

学文

学

学
学

済
文

学育

学

学
学

学
学
学

理
物

法
経
人

数
物
化
地
生

学
学

法
教
理

医
歯

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名教務委員会

責任者学生部長

学部
卒業に必要な総単位表

教養教育 専門教育 合計
備考



総合大学

工学部

機械工学科

電気電子工学科

建築学科

応用化学工学科

海洋土木工学科

情報工学科

農学部

生物生産学科

生物資源化学科

生物環境学科

植物保護学コース

生物環境工学コース

獣医学科

水産学部

124(137）

125(136）

130(140）

125(135）

127(140）

125(138）

41(54）

41(54）

41(54）

40(50）

41(54）

41(54）

83

84(82）

8９

８５

８６

８４

125(128）

128(129）

126(128）

124(126）

130(132）

205(207）

124(128）

45(48）

48(49）

46(48）

０
０
０
８
４
８
０

８
８
８
７
８
５
８

１

47(49）

44(48）

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

実施体制・組織等は従来どおり。

２９３

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

法文学部

教育学部

理学部

医学部

歯学部

工学部

農学部

水産学部

医療技術短期大学部

人
㈹
冊
蛆
ね
詔
朋
胡
妬
詔

人
８
０
３

１
１

４
０
９
９
４
２

人

人
０４４

０
２
０
０

６
８
０
６

３
１
１

０
３
０
０

７
４
５
６

４
２
１
３

医学部附属病院３３人

歯学部附属病院９人

教養部 9７ 9７

その他 ４ ４ 名称（南太平洋海域研究

センター）

合計 688 160

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

161人 15,607時間 ･学内兼担を含む。

･後期の＋90ｈ（予定）を除く



教養教育の改善のため，平成６年度入学者より新カリキュラムを導入しているが，現時点では

教養部の存在があるので４年ないし６年の一貫教育は，完全な形では実行できない。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ｌ）ｌ年次から専門教育科目を受講し，共通教育を３年次まで受講できるようにした。授業に

タイトルをつけた主題科目や総合科目を増やして，学修の便を図り，卒業に必要な単位数を

整理して，学習効果が上がるように配慮した。

２）進学に関して部分的に自由化を進めた。一法文学部法学科では進学制度を廃止，１年半

教養部に在籍した後，履修単位のチェックなしに学部に籍が移る。工学部でも１年半教養部

に在籍するが，進級基準を満たせば１年で学部に進級できることになった。その他の学部・

学科（医･歯も含め）では従来どおり１年半在籍の後，進学基準を満たせば学部に進学する。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

ｌ）共通教育（一般教育）と基礎教育，学部の専門教育とを，連携を保ちながら一貫した教育

を行うために，単位履修の細かい規定をなくし，自由に選択できる部分を増やした。

２）これまで基礎教育科目は，一般教育科目の中から学部の指定によって必修化することにな

っていたが，基礎教育科目を一般教育（共通教育）科目から独立させ，学部との協議に基づ

いて新しく授業科目を設定し，一貫教育をすすめた。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

対応が特に必要なのは基礎教育科目であるが，教育システムとしては対応されておらず，新し

い高等学校学習指導要領を受けた学生が入学してくる平成９年度に向けてシステム的な対応を検

討している。授業担当者は，それぞれ授業計画の中で対応している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

ｌ）平成６年４月から新カリキュラムへ移行したばかりで，実施の効果がわかるのは平成７年

３月以降であろう。

２）学生の授業評価を行っているが，まだ1期の授業さえ終っていないので，評価は学生の方

からも得られていない。

５自由意見

ｌ）専門教育に続く基礎教育はきちんと一貫教育に基づいて行う必要があり，専門教育に対し

てどのような基礎教育が必要なのかを詳しく見直す必要がある。

２）共通教育のうち教養教育については，大学の理念や置かれた地域と関連して，これまでの

ような規格にはまった授業でない部分を大いに取り入れてもよい。

６資料

「教養部学修案内」

「時間割」
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総合大学

9５琉球大学

□
□
□

実施済（年月から）

実施予定（７年４月から）

検討中（カリキュラム改革

は実施済平成６年４月から）

大綱化に伴う教養教育の改善状況

鵬i鶏蕊!;i鵲5劃
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学の教養教育の教育理念は,「豊かな人間性を酒養する」目的のもとに「幅広く深い教養およ

び総合的判断力」を育成することで，具体的には下記のとおりである。

ｌ）柔軟な知的能力の育成

２）自ら考え判断する能力の育成

３）自己を表現する芸術的・身体的能力の育成

４）学問の基礎となる能力の訓練

５）個別分野に偏らない幅広い知識

６）総合的視野の育成

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在，教養教育は教養部で担当している。

平成８年度を目処に教養部廃止転換を検討中である。

②教養教育の責任体制

詔間の運絡・調轄機僕

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

P宏一Ⅲ

4（

2,フ

r護懇震1小,’ 124

(128/136）

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名学生部

責任者学生部長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考



教育学部

小学校教員養成課程 ２８～４４

(48/52）

２８

（52）

２８～４４

(48,52）

２８

(48/52）

２８/３６
（52）

８０～９６

(82~94*）

９６

（95＊）

８０～９６

(56～62）

９６

（76＊）

９６/８８
（79）

１２４

(134）

１２４

(135）

１２４

(129）

１２４

(135）

124

(131）

同養護課程

中学校教員養成課程

同養護課程

同総合科学課程

＊専門教科12単位は一般教育科目に
代える。

部
科理学

数学 ４４

(52）

４２

(52）

４６

(52）

４７

(52）

４６

(52）

８０

(76）

８２

(76）

７８

(77）

７７

(76）

７８

(76）

１２４

(128）

１２４

(128）

１２４

(129）

124

(128）

１２４

(128）

物理学科

化学科

生物学科

海洋学科

部
科医学

医学 １０単位
4,215時間
(4,775時間）

６３単位

i鶉1ili
５３

(65）

保健学科 ９５/110
(83～102）

124/139
(135~154）

２９

(52）

エ学部

機械システムエ学科

昼間主コース

夜間主コース

４４

４０

（43）

４２

(43～44）

８１

８５

（80）

８２

(80～83）

１２５

１２５

（132）

124

023~135）
環境建設工学科

電気電子工学科

昼間主コース

夜間主コース

４２

３６

(44）

４０

(44）

３
３
Ｊ
５
Ｊ

８
８
９
８
９

７
７

く
く

１２５

１２５＊

(131）

125

(131）

＊うち６単位は，共通，専門科目の
いずれでもよい。

情報工学科

農学部

圭織臺菫慧｜
生物資源学科

*専門基礎科目で数学系を含めて履
修した場合は124単位以上とする。

42～4９

綱;に；４５

(52）
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総合大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

１）本学は現行の教養教育の抜本的な改革を行い，平成６年度から新カリキュラムを実施する

こととなった。これまでの一般教育科目，外国語科目，保健体育科目及び専門教育科目を共

通教育，専門基礎教育及び専門科目群に分けた。教養教育科目は，共通教育科目と専門基礎

教育科目である。共通教育科目は，学部・学科・課程や専門のいかんを問わず，全ての学生

が履修する科目である。また，専門基礎教育科目は理科系の専門教育を履修するための基礎

になる授業科目である。

２）共通教育等の最低修得単位数を従来の一般教育等の単位数より大幅に縮小し，教養教育の

質を高める努力をした。

３）琉球大学独自の理念を具現化するために，共通教育の総合領域に琉大特色科目を設けた。

４）表現技法の一つとして，日本語表現法入門を導入すると共に情報処理教育の強化を図った゜

５）保健体育科目は従来の指定科目とすることを廃し，４年間を通じて履修できるようにする

ことで，授業の仕方を抜本的に見直した。また，学生の多様なニーズを考慮して，実技には

多彩な種目を設け，「健康と運動の科学Ｉ」と「健康･運動科学演習」の２科目を新たに設定

するなどして組み合わせの幅を持たせた。

６）外国語科目は，基礎的な学習を要する授業科目は30時間を１単位とし，発展的な授業科目

は15時間をｌ単位とすることで，授業提供の仕方を見直し，学生の多様な要請に対応できる

297

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

法文学部

教育学部

理学部

医学部

工学部

農学部

人
妬
朗
皿
師
⑰
皿

人
釦
加
羽
３
１

人 人
595

220

205

170

405

155

附属病院教官28人

教養部 6８

その他 ６ 名称（）

合計 529 8７ 1.750

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

144人 18,754時間



授業科目を設定した。また，従来の英語，ドイツ語，フランス語，スペイン語，中国語，イ

ンドネシア語（夜間主コースの時間帯にのみ設置）に加えて，今年からロシア語と朝鮮語を

新設し，国際化への更なる対応を試ふた。

７）学生の学習到達度の違いや入試制度の多様化に柔軟に対応できるよう,理系学生のために，

高校教育の補完として転換科目を新たに設けた。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学では共通教育等と専門教育の有機的な結合をはかりながら，４年間（又は６年間）の一貫

教育を通して実施することにしている。共通教育の中の「教養領域」と「基幹領域」および「専

門基礎科目」は１年次から履修すると同時に，専門教育も１年次から履修させる。また，総合領

域の科目は，学生の専門的知識の獲得と，彼らの知的発達を考慮して，主として２年次以上で履

修できるように考えられている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

学生の学習到達度の違いや入試制度の多様化に柔軟に対応できるよう，理系学生のために，高

校教育の補完として転換科目を設けた。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成６年４月から教養教育の教育課程の改革を実施した。従来の教養教育の最低修得単位数を

大幅に縮小し，質を高めるようにした。また，卒業単位も減少しゆとりある教育ができることに

なった。今年４月からの実施であり，その効果についてはもう少し時間の経過を待つことになろ

う。

５自由意見

本学の教養教育の改革は，教養部が存続し教養教育の責任母体が教養部であるという前提のも

とに編成されている｡したがって教養部の組織問題が解決された時点で,見直しが必要となろう。

６資料

「平成６年度学生便覧」

「琉球大学の教育課程の改革」
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教育系大学

２北海道教育大学

□実施済（５年４月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

腱簑jil3I騨甕ii:雷||鳶剥
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学は平成５年度よりカリキュラム改革を実施した。その際,設置基準大綱化の精神を生かし，

全学統一基準は大枠にとどめ，細部については５分校それぞれが独自にカリキュラム編成を行う

ことを基本方針とした。教養教育の改革については「教養教育の現代化」を全学共通の改革理念

として，その具体化を各分校のカリキュラム改革においてはかることとした。（分校ごとの改革の

現状については，各分校の回答書を参照されたい｡)なお，改革理念の具体化については，各分校

の改革内容をつきあわせつつ，それぞれの教養教育改革を推進するための研究として，学内研究

特別経費により「北海道教育大学教養教育研究検討プロジェクト」が組織されている。同プロジ

ェクトはすでに第１年次の研究報告をまとめ，現在第２年次の作業を行っている。（同プロジェク

ト第１年次報告書「一般教育の検証」を添付する｡）

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養教育の実施については，分校においては分校カリキュラム委員会，分校教授会がその責を

負っているが，全学的な統括・調整については，全学カリキュラム委員会，代議員会がその任に

あたっている。

②教養教育の責任体制

２９９

教養教育の責任部局 部局名北海道教育大学（各分校）

学部間の連絡・調整機関
機関名全学カリキュラム委員会（各分校カリキュラム委員会）

責任者同上委員会委員長



〔北海道教育大学札幌校〕

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育は，自己の専門分野の知識にとどまらず，多面的に思考を行うことを保障する幅広い

教養を形成する上で，必要不可欠な意義を有していると考えられる。教養教育を効果的に機能さ

せることにより，後続する専門教育をよりいっそう充実したものにすることが可能であると考え

ている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養教育を実施するにあたっては，全員が何らかの形で教養教育に参画することを基本として

いる。教養科目の開講や調整等については，カリキュラム委員会がその任を負っている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

３００

教養教育の責任部局 部局名 カリキュラム委員会

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

1学部のため，設置していません。

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

(教育学部）

2６

(52）

9８

(85）

124

(137）

平成５年度以降入学生

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

教育学部

人
師

人
飽 人 人

300

合計 8６ 3２ 300



教育系大学

４教養教育の改善について

(1)従来どおり

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

１）学生に余裕のある履修を保障し内容的にも充実を図るため，従来の「一般教育科目｣，「外

国語科目｣，「保健体育」の必修履修基準を変更し，総合講義及びテーマ別講義等の充実を図

った゜必修科目８単位，選択科目18単位，合計26単位とした。具体的には以下のとおりであ

る。

〔必修科目〕（８単位）

日本国憲法（２単位）必修外国語（外国語１４単位）必修体育（スポーツ１２単

位）

〔選択科目〕（18単位）

選択外国語（外国語Ⅱ)，選択体育（スポーツⅡ)，教養代替科目，その他の教養科目から

１８単位を選択する。

２）総合講義，テーマ別講義の開講

女性学（４単位）アイヌ民族（４単位）

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

専門教育の基礎科目として，教養代替科目を開講している。動物学概論，植物学概論，地史学，

古生物学，地球環境科学，健康心理学い，健康科学，等がこれに該当する。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

特になし

(3)教養教育の改善結果の評価について

・テーマ別，２単位の講義が増え学生の選択の幅が広がった。

・新カリキュラム２年目であるが，外国語科目，教養科目の受講者数が少なくなっており，

多人数教育の解消へ方向としては向かっている。

６資料

「平成６年度開設科目表」

「学生便覧」

３０１

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

21人 1,080時間



〔北海道教育大学函館校〕

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学学則(昭和24年６月１日制定，平成５年４月22日最終改正)第１条に，「北海道教育大学は，

学術の中心として広く知識技能を授け，豊かな教養を与えるとともに，深く専門の学芸を教授研

究し，特に，教育に関する理論及び実際の研究を指導し，もって平和的，民主的国家社会の形成

に寄与することを目的とする」とある。このうち「広く知識技能を授け，豊かな教養を与える」

という部分が教養教育に関する基本理念である。但しそれと専門教育との関係をどう考えるかが

問題だが，これに関してはカリキュラム改訂時の議論に基づき，専門科目と相互に補完するもの

と位置付け，専門科目ではカバーできない部分を受け持つものとした。

なお平成５年度から始まった新カリキュラムの理念や編成については,｢北海道教育大学函館分

校自己点検･評価報告書（平成４年度)」（平成５年３月31日）「２．教育活動，１）カリキュラム

編成」にまとめられているのでそのコピーを添付する。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

上掲「北海道教育大学函館分校自己点検･評価報告書（平成４年度)」「２．教育活動，１）カ

リキュラム編成」「Ｄカリキュラムの編成･修正の体制」にまとめられている。引き写すと次の

ようになっている。

「授業科目の区分と履修単位数は全学（５分校一筆者注）で決定され，そのもとで分校として

カリキュラムを編成する。分校カリキュラムの編成体制は基本的には次の三段階から成る。

ｌ）分校の方針のもと，概算要求により承認された課程や学科目等に基づいて教室が成り立っ

ている。その教室が専門領域と免許法を勘案して開設科目を編成する。

２）カリキュラム委員会がこれらを集約し,教務係とともに履修学年や単位数等の確認をする。

３）分校教授会に提案し、承認されると最終決定となる。

なお，教養科目の一般科目・外国語科目・保健体育科目や課程共通科目についても，関連の教

室が責任を負い，各グループ会議でまとめられる。以後は上記２．３と同様である。修正につい

ても上記１．２．３の経過をたどる｡」

３０２



教育系大学

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

一般科目については基本的に全教官が担当することとした。そのためカリキュラム委員会が各

教室の人数や性格に応じてある年度に開講する科目数を割り当て，各教室ではローテーションを

組んで担当者を決めることとした。但し担当する専門科目によっては多くの専攻の学生を受け入

れることを前提とする，極めて一般科目的なものである場合があり，必ずしも教官全員が一般科

目を担当する必要はないのではないかと考えられてもいる。

外国語科目は英語・非英語の枠を廃止し，英語・ドイツ語・フランス語・中国語の中から自由

に選択できるようにした。また専攻によって必要となる外国語が異なる場合があるので，外国語

教室以外でも外国語科目を開設出来るようにした。

3０３

教養教育の責任部局 部局名北海道教育大学教育学部函館校

学部間の連絡・調整機関
機関名教務係

責任者教務係長流田雅己

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

函館校

2６

(旧52）

9８

(85）

124

(137）

専門教育の中には課程により４～24単位の自

由選択科目を含む。

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

Ｐ￣￣￣~￣●￣￣~￣の●●●●

|内教養部から
i移行した教官

入学

定貝
備考

教育学部

函館校

人
100

人
訂 人 人

305 元☆教養専門の教官はおらず，

専門の教官がカリキュラムの現

状と必要に応じて担当してい

る。また現在は|日カリキュラム

し併存しているが，左の数値は

あくまでも新カリキュラムの柔

に関わる人数である。

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

10人 570時間 新カリキュラムにおいては外

国語科目のみ。



保健体育科目は基礎的運動と個別種目を理解修得させるために，開設科目・時間数を大幅に増

加させ，学生が自由に選択出来るようにした。

また時間割の中で各教養科目のための枠を設け,専門科目と時間が重ならないように配慮した。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

一般科目については，従来の人文，社会，自然の３分野を廃止し，開設されている全ての科目

から自由に選択出来るようにした。また－部の科目については演習形式で出来るよう人数を制限

した。開設科目数が多いこと，また必要単位数が削減されたことで，１科目あたりの人数は従来

より平均化している。

外国語科目については英語・非英語の枠を廃止すると同時に中国語を新設，学生の選択の幅が

広がった。但し特定の科目に人数が集中することを避けるため，あらかじめ学生の希望を複数提

出させ,履修状況を勘案しながら受講を許可している。そのため従来90～140名程度までいた１ク

ラスの受講者は50人程度に納まっている。

保健体育科目は上記のような体制を取ると同時に，受講出来る学年を３～４学年目とした。こ

れは従来ｌ～２学年目で履修を終える場合が多いため，卒業・就職を前にして体力が落ちる学生

がいたことに配慮したものである。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一般教育への配慮について

理念について書いたように,本学においては教養科目を専門科目の基礎的なものとは承なさず，

専門科目ではカバーできない部分を受け持つものと考えている。従って教養科目によって身に付

けた知識や技能をどう専門科目の教育に生かすかは，各専門科目の特性によって異なると考えて

いる。但し一部の教室では，専門科目に必要な外国語科目を開設して専門科目の基礎と位置付け

ている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

大学進学者の高校における学習状況とは，いわゆる受験勉強であり，暗記中心の点数を取るた

めの学習になっていると考えられる。それに対して大学における学習とは，自主的に選択した分

野やテーマについて，主体的に学び研究することである。そうした態度を養うためには，教養科

目も幅広い開設科目の中から自由に選択出来るようになっていること，体系化された知識を伝授

するものではなく，各分野の専門家が最先端の研究方法や成果を伝えたり，学生自身が積極的に

授業に参加することが望ましい。本学には元を教養部がなかったので，各分野の専門家が一般科

目を担当するのは当然のことであったが，そういう状況はむしろ上記の目的を達成するには望ま

しい状況と言えるし，今回のカリキュラム改訂によって３分野の区分を廃止したこと，開設科目

を増やし演習形式の科目も開設したことが，更に望ましい事態を招来するものと期待される。

(3)教養教育の改善結果の評価について

新カリキュラムに移行して２年目のため，３年次以上の学生はなお旧カリキュラムで学習中で
３０‘



教育系大学

ある．新カリキュラムの効果は全学年が新カリキュラムに移行してから明確になると思われるが，

既に現在，１クラス当たりの人数が平均化し，卒業要件の単位数が減少したことにより学生も従

来よりゆとりを持って学習していると観察される。

今のところ新カリキュラムに関しては特に問題はないと思われるが，或いは改訂の検討時に見

落とされた部分がまだ残っているかもしれない。しかし問題があればその都度，改善する予定で

ある。

５自由意見

大学進学率の増加及び学問研究の高度化とともに，専門教育は今後学部よりも大学院が中心と

なることが予想される。学部教育は現在においても，専門教育にとってはあくまでも基礎段階と

位置付けられる傾向があるのではなかろうか。併せて高等学校の教育が受験指導と生活指導に分

化している現状を考えれば，大学においては高度な専門教育よりも，幅広い教養教育を中心とす

べきではないかと考えられる。にも拘らず現状ではむしろ大学における教養教育を縮小する方向

で改革が進められているように見え，これは不思議な現象である。過去において教養教育が必ず

しも成功していなかったことがその原因なのではあろうが，だからといって教養教育が不必要だ

というはずはない。

本学においては卒業要件の単位数としては削減したが，開設科目数や種類においてはむしろ増

加の方向で改革を行った。これは望ましい改革と思われる。今後は教養教育の必要性を改めて再

確認した上で，制度よりも中身を改善して行くことが望ましいと考える。

６資料

「平成６年度開設科目一覧表」（教員養成課程及び総合科学課程）

〔北海道教育大学旭川校〕

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

自己の興味ある分野について，専門分野にこだわらずに学習を広げ，広い視野を形成する。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

「一般教育等実施部会」を組織し，全教官が少なくとも３年に１度は半期２単位の授業を担当

することにしている。

３０，



②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

○基本的に全教官が担当することとした。

○「一般教育等実施部会」を設置した。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

○英語を少人数クラス（１クラス約30名）で実施。

○第二外国語は選択とし，必修から外した。

○人文・社会・自然等の区分をなくした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

特になし。

養護教諭養成課程において「基礎化学」４単位を必修にしている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

検討中。

養護教諭養成課程において「基礎化学」４単位を必修にしている。

３０６

教養教育の責任部局 部局名旭川校カリキュラム委員会

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部 2４

(40）

100

(97）

124

(137）

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

内教養部から
移行した教官

入学

定負
備考

教育学部

人
兜

人
〃 人

０
人

315

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

14人 1,080時間
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(3)教養教育の改善結果の評価について

○英語については，教育効果が向上している。

○学生の勉学意欲の向上が見られ，単位取得率が高まっている。

〔北海道教育大学釧路校〕

□実施済

□実施予定

□検討中

(５年４月から）

(７年４月から）

大綱化に伴う教養教育の改善状況

騰麗:鱗:li鯛;Hi］

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

大学の教養科目の目的は，「幅広く深い教養を身につけると共に，社会の変化や国際化･情報化

に適切に対応できる総合的な判断力を養い，豊かな人間性を酒菱する」ことである。また，大学

設置基準の大綱化では，教養教育と専門教育の有機的な関連性に配慮した，カリキュラムの自由

な設計を促す観点から，従来の科目区分は撤廃されるに至っている。さて，教員養成を主たる目

的とする北海道教育大学における教養科目には，次のような意味づけができる：「教職者に求め

られる専門性は，児童・生徒や社会に対する教育能力にあると考えられる。従って，教育大学の

学生に対しては,将来の教育能力の基礎を培う教育が要請されるであろう｡」（｢平成５年度北海道

教育大学釧路枝自己点検・評価報告書」１７頁より抜粋）

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学では，教養教育のためだけの実施体制・組織はない。カリキュラム全体に対して全学のカ

リキュラム委員会と各分校のカリキュラム委員会がそれぞれ責任を負っている。

釧路校では，省令学科目上の一般教養科目の定員は３名である。従って，それぞれの授業は，

各専攻分野に所属している教官が，専門の授業と共に教養科目も開設している。

②教養教育の責任体制

３０７

教養教育の責任部局 部局名分校カリキュラム委員会

学部間の連絡・調整機関
機関名全学カリキュラム委員会

責任者全学カリキュラム委員長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

実施体制・組織についての変更はない。

ただし，釧路校では教養科目の事実上の様々な問題点を検討整理する委員会として，新たに｢教

養科目専門委員会」を設置した。教養科目専門委員会は，カリキュラム委員会の下に組織され，

専門委員の構成は，現在のところ旧一般教育科目の区分を生かし，人文２名，社会２名，自然２

名，外国語２名，保健体育1名，カリキュラム委員１名の合計10名で組織している。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

（一般教育科目について）

教養科目の講義形態は，原則として半期（２単位)完結型とした。一般教育科目の区分の廃止。

必修単位数の減少。選択科目の系列の廃止。教員養成課程は「日本国憲法」必修。

（外国語科目について）

半期完結型の授業。２ヶ国語必修から１ヶ国語以上２ケ国語まで８単位を必修とする。新講義

内容による授業。

（保健体育科目について）

半期完結型の授業。新講義内容による保健体育科目。必修として２単位。

（その他（論述作文など）について）

教養科目を自由選択として履修が可能。

３０８

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

釧路校

(52）

2８

(85）

9６

(137）

124

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

「￣￣￣~~~-----￣---

|内教養部から
1移行した教官

入学

定貝
備考

教育学部

釧路校

人
測

人
如

人
０

人
225

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

２人 150時間 ロシア語

英語
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１）選択科目の多様化（教養科目担当教官の増加）

２）授業方法では，受講生の少数化を実現する方向で努力中

３）セミナー実技等の導入

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

教養教育と専門教育との有機的融合性を図る゜

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

特に対応していない。

(3)教養教育の改善結果の評価について

新カリキュラムについてのアンケートを受講生に対して実施。

教養科目担当教官についても集計中。

「￣般教育の検証」平成６年３月北海道教育大学教養教育検討プロジェクトより抜粋（,0,頁か

ら109頁）

６資料

「平成６年度学生便覧」

「平成６年度講義内容の手引」

「平成６年度時間割」

「北海道教育大学釧路校自己点検・評価報告書」（平成５年度）

〔北海道教育大学岩見沢校〕

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

旧編成基準では一般教育科目・外国語・体育52単位であったが，新基準では小学校教員養成課

程で20単位，社会教育課程で22単位削減した。

教員免許法のしばりによって,教員養成系の大学においては自ずから限定されざるをえないが，

自由選択科目を可能な限り増やすこと，教育内容・方法の改善を図ること等，総じて学生自身に

よる選択の幅をひろげることが改定にあたって主要な狙いであった。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

カリキュラム委員会

３０９



②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)大綱化に伴って教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

該当なし

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

旧編成基準では一般教育科目・外国語・体育52単位であったが，新基準では小学校教員養成課

程で32単位，社会教育課程で30単位と削減された。

外国語については,従来英語８単位とドイツ語４単位であったが,新基準では必修８単位とし，

英語・ドイツ語・フランス語・ロシア語の４カ国語からの選択とした。これはより多くの言語に

ついて，学生の多彩なニーズにこたえうるような，そしてより小人数で，実効性のあがる形での

開講を追求するという方針に基づくものである。

保健体育系は旧編成基準では体育実技２単位，体育理論２単位，計４単位であったが，新基準

では体育理論を廃止し体育２単位とし，受講生は45名を上限としている。

３１０

教養教育の責任部局 部局名カリキュラム委員会

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

小学校教員養
成課程

社会教育課程

3２

(52）

3０

(52）

２
Ｊ
４
Ｊ

９
５
９
６

８
７

く
く

124

(137）

124

(128）

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

Ｉ内教養部から
|移行した教官

入学

定員
備考

教育学部

人
侭

人
犯 人 人

185

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

８人 586時間



教育系大学

憲法のみは，従来から必修科目であったが，たんに教員免許法上履修が義務づけられているこ

とばかりでなく，憲法並びに教育基本法における教育理念を重視する立場から，免許法の制約を

受けない社会教育課程も含めて，必修科目とする。

(3)教養教育の改善結果の評価について

各開設科目を原則として２単位（30時間）とした。通年型の講義についても，半期での履修が

可能になるようにした。全体として履修単位を減少させながら，しかも多様な開設科目のうちか

ら学生により多くの科目の選択を可能にした。

この方式によって，１科目当たりの受講生が全体としては減少している。

311



Ⅱ宮城教育大学

ｌ教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教員養成大学の使命としての教員の資質向上を考えるとき，最も大切な点は人間としての幅の

広さ・深さであろう。これをつちかうために広い意味での教養教育のはたすべき役割は大切であ

る。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学では従来から教養教育は大学協力体制で全教官が担当するシステムを採っている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３１２

教養教育の責任部局 部局名教務委員会

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

別紙のとおり 教養教育科目の分野で卒業所要単位７単位

を削減した。
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A類幼稚園教員養成課程Ａ類小学校教員養成課程

３１３

授業区分 単位数

基
礎
教
育
科
目
皿

人文社会系科目

自然系科目

日本国憲法

健康・運動系科目

ゼミナール

外国語科目

科
目
肥

教
養
教
育

人間と社会

文化と芸術

科学と情報
専
門
教
育
科
目
師

教
養
専
門
科
目
灯

教育の本質及び目
標に関する科目

幼児，児童又は生
徒の心身の発達及
び学習の過程に関
する科目

教育に係る社会
的，制度的又は経
営的な事項に関す
る科E１

教育の方法及び技
術(情報機器及び
教材の活用を含
む)に関する科目

教科教育に関する
科目

道徳教育に関する
科目

特別活動に関する
科目

教育課程一般に関
する科目

保育内容に関する
科目

指導法に関する科
目

生徒指導及び教育
相談に関する科目

教育学習

科
目
鍋

教
科
専
門

小学校の教科に関
する科目

系科目

選択

卒業研究

６

２

３

２

４

2１

４

４

４

1８

４

４

２

２

1２

1２

２

２

1６

２

６

４

1２

２

５

1６

1６

１

６

125

授業区分 単位数

基
礎
教
育
科
目
Ⅲ

人文社会系科目

自然系科目

日本国憲法

健康・運動系科目

ゼミナール

外国語科目

科
目
肥

教
養
教
育

人間と社会

文化と芸術

科学と情報

専
門
教
育
科
目
妬

教
養
専
門
科
目
Ⅲ

教育の本質及び目

標に関する科目

幼児，児童又は生

徒の心身の発達及

び学習の過程に関

する科目

教育に係る社会

的，制度的又は経

営的な事項に関す

る科目

教育の方法及び技

術(情報機器及び

教材の活用を含

む)に関する科目

教科教育法に関す

る科目

道徳教育に関する

科目

特別活動に関する

科目

生徒指導及び教育

相談に関する科目

教育実習

科
目
調

教
科
専
門

小学校の教科に関

する科目

系科目

選択

卒業研究

６

２

３

２

４

2１

４

４

４

1８

４

４

２

２

1２

1８

２

２

2２

２

５

1８

1６

５

６

125



B類中学校教員養成課程

（国語・社会・理科・音楽・

美術・保健体育・英語各専攻）

Ｂ類中学校教員養成課程

（数学・技術・家庭各専攻）

3１４

授業区分 単位数

基
礎
教
育
科
目
、

人文社会系科目

自然系科目

日本国憲法

健康・運動系科目

ゼミナール

外国語科目

科
目
旧

教
養
教
育

人間社会

文化と芸術

科学と情報

専
門
教
育
科
目
師

教
養
専
門
科
目
、

教育の本質及び目

標に関する科目

幼児，児童又は生

徒の心身の発達及

び学習の過程に関

する科目

教育に係る社会

的，制度的又は経

営的な事項に関す

る科目

教育の方法及び技

術(情報機器及び

教材の活用を含

む)に関する科目

教科教育法に関す

る科目

道徳教育に関する

科目

特別活動に関する

科目

生徒指導，教育相

談及び進路指導に

関する科目

教育学習

科
目
弱

教
科
専
門

教科専門科目

選択

卒業研究

６

２

３

２

４

2１

４

４

４

1８

２

２

２

２

８

４

２

２

８

２

３

4４

1５

６

１２５

授業区分 単位数

基
礎
教
育
科
目
Ⅲ

人文社会系科目

自然系科目

日本国憲法

健康・運動系科目

ゼミナール

外国語科目
科
目
狙

教
養
教
育

人間と社会

文化と芸術

科学と情報

専
門
教
育
科
目
師

教
養
専
門
科
目
、

教育の本質及び目

標に関する科目

幼児，児童又は生

徒の心身の発達及

び学習の過程に関

する科目

教育に係る社会

的，制度的又は経

営的な事項に関す

る科目

教育の方法及び技

術(情報利器及び

教材の活用を含

む)に関する科目

教科教育法に関す

る科目

道徳教育に関する

科目

特別活動に関する

科目

生徒指導，教育相

談及び進路指導に

関する科目

教育実習

科
目
豹

教
科
専
門

教科専門科目

選択

卒業研究

６

２

３

２

４

2１

４

４

４

1８

２

２

２

２

８

４

２

２

８

２

３

4８

1１

６

125



教育系大学

Ｂ類特別教科(理科)教員養成課程B類特別教科(数学)教員養成課程

単位数授業区分

人文社会系科目

自然系科目
６基

礎
教
育
科
目
、

日本国憲法

２
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４

2１

健康・運動系科目

ゼミナール

外国語科目

人間と社会

文化と芸術

科学と情報

科
目
岨

教
養
教
育

1８

教育の本質及び目

標に関する科目
２

幼児，児童又は生

徒の心身の発達及

び学習の過程に関

する科目

２

教
養

教育に係る社会

的，制度的又は経

営的な事項に関す

る科目

８専

２

125
門

専 教育の方法及び技

術(情報機器及び

教材の活用を含

む)に関する科目

２教

科
教科教育法に関す

る科目

育
４

目

道徳教育に関する

科目
２ ８科

2１

特別活動に関する

科目
２

目

生徒指導，教育相

談及び進路指導に

関する科目

２
8６

教育実習 ３

教科専門科目

科
目
調

教
科
専
門

4４

選択 1５

卒業研究 ６

３１，

授業区分 単位数

人文社会系科目

自然系科目
６

日本国憲法 ２

健康・運動系科目 ３

ゼミナール ２

外国語科目 ４

科
目
Ⅲ

教
養
教
育

人間と社会

文化と芸術

科学と情報

４

４

４

1８

教育の本質及び目

標に関する科目
２

幼児，児童又は生

徒の心身の発達及

び学習の過程に関

する科目

２

教育に係る社会

的，制度的又は経

営的な事項に関す

る科目

２

教育の方法及び技

術(情報機器及び

教材の活用を含

む)に関する科目

２

教科教育法に関す

る科目

道徳教育に関する

科目

特別活動に関する

科目

４

２

２

８

生徒指導，教育相

談及び進路指導に

関する科目

２

教育実習 ３

科
目
弱

教
科
専
門

教科専門科目

選択

4８

1１

卒業研究 ６



C類盲学校，養護学校，言語障害

児教育各教員養成課程

（小学校コース）

C類盲学校，養謹学校，言語障害

児教育各教員養成課程

（中学校コース）

授業区分 単位数

人文社会系科目

基
礎
教
育
科
目
Ⅲ

自然系科目

日本国憲法

健康・運動系科目

ゼミナール

外国語科目

人間と社会

２
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
４

2１

４

科
目
肥

教
養
教
育 文化と芸術 ４ 1８

科学と情報 ４

教育の本質及び目
標に関する科目

４

幼児，児童又は生
徒の心身の発達及
学習の過程に関す
る科目

教育に係る社会
的，制度的又は経
営的な事項に関す
る科目

４

教

1２専

養 ２

130門 専

門
教

科
1８

育
目

２ 2２

科 4１
２

生徒指導及び教
育相談に関する科
目

教育実習

小学校の教科に関
する科目

目 ２

9１ 教
科
専
門
科
目
“

1８

特殊教育に関する
科目

選択

2４

２

卒業研究 ６

3１６

授業区分 単位数

人文社会系科目

自然系科目
６

日本国憲法 ２

健康・運動系科目 ３

ゼミナール ２

外国語科目 ４
科
目
肥

教
養
教
育

人間と社会

文化と芸術

科学と楠報

４

４

４

1８
専
門
教
育
目
１

科
９

教
養
専
門
科
目
１

２

教育の本質及び目
標に関する科目

幼児，児童又は生
徒の心身の発達及
び学習の過程に関
する科目

教育に係る社会
的，制度的又は経
営的な事項に関す
る科目

教育の方法及び技
術(情報機器及び
教材の活用を合
む)に関する科目

教科教育法に関す
る科目

道徳教育に関する
科目

特別活動に関する
科目

生徒指導，教育相
談及び進路指導に
関する科目

教育実習

教
科
専
門
科
目
“

中学校課程の－教
科教科専門科目

特殊教育に関する
科目

卒業研究

２

２

２

２

８

４

２

２

８

２

３

4０

2４

６



教育系大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

本学では大学開設以来，教養教育は全教官が担当するという体制をとっており，今回の改正で

もその基本方針は不変である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ｉ）従来の一般教育科目を解体し，基礎教育科目と教養教育科目の２本立てとした。

ｉｉ）基礎教育科目の1年前期にゼミナールを必修とし,大学における学習の動機づけを行うと

同時に学生を把握する場とした。

iii）教養教育科目では本学教官の専門的力量を生かす形で時代に即応した問題，複数の教官に

よる総合的問題など広範囲の話題を提供する。

ｉｖ）卒業に要する単位を７単位減じ，学生がゆとりを持って勉学できるようにした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学ではこれまでの一般教育科目も全学年指定で４年一貫性のカリキュラムを採ってきたこと

を受けつぎ，今回の改正でも教養教育科目は全学指定としている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

いわゆる入試の多様化が進むにつれ，入学して来る学生の高校時代の科目選択がまちまちとな

り大学における専門科目の講義のかなりの部分を補習用にあてなければならなかった。今回の改

正による基礎教育科目はこの点を補うことができ，専門科目を本来の目的レベルで進めることが

できるようになると期待される。

(3)教養教育の改善結果の評価について

新カリキュラムを平成６年度から実施したばかりであり，その効果については１年経過後に教

官・学生それぞれから意見・評価を聞くことを考えている。ただ，１年の前期に必修としている

ゼミナールについては中間点で担当教官団と教務委員会との懇談会を開き意見交換を行った。教

官にとっては自分の所属専攻以外の学生も含めてのゼミナールなので学生に魅力ある内容とすべ

く創意工夫が要請され，学生達の出席も極めて良い。ｌゼミナール20人という数の問題（１０人程

３１７

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

i内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

教育学部
人

130

人
鍋 人 人

425

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

45人 3,332時間



度が望ましい)，学生にとって必ずしも第１志望のゼミに所属できない等が検討課題である。

５自由意見

およそ教養というものは大学で教養のための講義を聞いたから身につくというものではないだ

ろう。いわんや，教員試験や公務員試験における一般教養問題で高得点を得たから高い教養の持

主だなどとは誰も考えないだろう。真の教養とは，ある１つの分野の専門性を深めることに伴っ

て物事を考える方法論を身につけ，それを基に広く他の分野・領域あるいは社会を見・考えるこ

とから培われるものと思う。従って特に１．２年次に集中して人文・社会・自然から各何単位と

いうようなカリキュラムは其の教養とはほとんど結びつかないであろう。これからの教養教育は

単に大学での講義の枠内では対応できないと思う。例えば第一線の研究者（外国人も含めて）や

社会で活躍している人の話を聞く，研究所や施設の見学，社会での実際の活動，テレビのすぐれ

た番組を見てレポートの提出な

６資料

「履修のしおり」

「講義要目」（新，１年次用）

「時間割」（１年次用）

「新しい教育課程」

ﾄの提出など多様な方策が必要であろう。

３１８



教育系大学

2５東京学芸大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

一般教育科目：自然と人間と文化に関する理解を深め，あわせて専門分野と他の分野等との関

係について総合的な識見を広め，創造力豊かで，民主社会の推進力となる主体

的市民の育成を期するものである。

保健体育科目：学生の健康の保持・向上，体力の増強と基礎的技能の修得を図り，さらに将来

の健康生活実践の素地を育成し，健全な余暇利用の態度と能力を培うことを目

的とする。

外国語科目：専門教育科目を支える科目として，その研究の手段を与えること及び国際交流

の手段としての外国語の生きた能力を培い，国際文化を吸収し，幅広い教養を

身につけることを期するものである。

課程基礎科目：教養系の各課程に共通する基礎的教養を身につけ，あわせて当該専門分野にお

ける総合的能力を養うものである。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

一般教育科目

・全学選択制を昭和54年より導入

・全学教官が一般教育を担当

・２分野以上にまたがる主題の追究から，昭和55年から毎年ｌ～４科目の総合科目を開講

外国語科目

．第一外国語の言語に選択制を導入

保健体育科目

・種目のシーズン性と学外施設利用の点から，集中履修方式を導入

３１９



②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(2)教養教育の改善状況と特色

検討中

３２０

教養教育の責任部局 部局名学生部教務課

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

障害児教育教員養成課程

小免コース

中免コース

特別教科教員養成課程

幼稚園教員養成課程

国際文化教育課程

人間科学課程

情報環境科学課程

芸術課程

０
０
０
０
０
０
２
２
２
２

４
４
４
４
４
４
５
５
５
５

３０１

８９

８１１

９１１

８
６
２
８
８
８

９
９
８
７
７
７

143

138

158

159

138

136

134

130

130

130

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
内教養部から
移行した教官

入学

定負
備考

教育学部
人

385
人

１４３

人 人
Ｌ２１５

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

75人 278時間



教育系大学

３７上越教育大学

□実施済（年月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

騰麗(慧鰯:Ｍｌ調ji］
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

ア）「大綱化」による「一般教育科目」と「専門教育科目」の区分廃止は，「専門」に対する

「教養」の軽視とうけとめてはならないであろう。むしろ積極的に「教養」と「専門」との有

機的なつながりを重視すべきだと考えている。

イ）本学は，新構想の教員養成大学として出発した時点から「教養基礎科目」群を設け，従来

の「一般教育科目」に「専門教養科目」の一部を組みこんで大綱化でいわれているくさび型

の総合的カリキュラムを組んで教育を実施し，初等教育のために必要な総合的教養の充実を

図ってきた。

ウ）したがって，本学の教養教育の理念としては，第一に，人間への深い関心と洞察力を身に

つけること，第二に，教師として学びつづけるための基礎となり，また教科専門の充実につ

ながる科学的研究の方法を身につけることが大切であると考えており，これを重視していき

たい。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

ア）前述したイ)のとおり「教養基礎科目」群をおき１年次から履修できる体制にある。

イ）しかし，その現実は，免許状取得のための単位が多くなり「教養基礎科目」設置の意図が

充分に生かされていないところがある。

ウ）したがって，現在(平成５年度以降)教育課程検討委員会が現実的な教養教育のためのカ

リキュラムの構想について「専門科目」との関連を図りながら再検討を重ね，平成６年度中

にはその成案をうる予定である。

②教養教育の責任体制

３２１

教養教育の責任部局 部局名学校教育学部

学部間の連絡・調整機関
機関名教育課程検討委員会

責任者委員長（副学長）



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

本学は，新構想大学の創設の理念に基づき，当初から一般教育と専門教育との有機的な関連を

十分考慮して，カリキュラムを組み，４年一貫による教育を行っており，大綱化の趣旨は，

既に取り入れている。

なお，時代の要請を十分踏まえて，更に充実した教育課程を実施するため，教育課程検討委員

会において以下に示すような具体的視点から検討している。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ア）本学では，創設当初から大綱化の趣旨を取り込んだカリキュラム編成となっている。

イ）学生がゆとりをもって学習できるよう，卒業要件単位数を軽減した。

また，総合科目の内容充実をはかり教職や教科専門を１年次から選択できるようにするな

３２２

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

学校教育学部

学校教育専修

幼児教育専修

教科・領域教育専修

5４

(54）

6０

(60）

5２

(52）

7０

(84）

6４

(78）

7２

(86）

124

(138）

１２４

(138）

124

(138）

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

学校教育学部
人

173

人
帥 人 人

200

その他 ５ ４ 名称（学校教育研究センター）

その他 １ １ 名称（保健管理センター）

合計 179 6５ 200

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

1人 30時間



教育系大学

ど，さらに充実した教育課程となるよう教育課程検討委員会において検討している。

なお，国際化時代に対応して，異文化の理解を深めるため英語による授業科目｢Tradition

andlnnovation」（総合科目）を平成５年度から開設した。

また，情報教育，環境教育にも配慮し，総合科目として｢情報科学｣，「教育情報学｣や｢人

間と環境｣，「エネルギーと環境」の各２科目開講している。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

創設当初から，４年間の有機的関連を考慮したカリキュラム編成で実施している。なお，さら

に充実した教育課程とするため，まず第１年次から演習形式をとり入れることを採用し，その成

果を専攻のゼミナールに連続させることができるようにすることなど教育課程検討委員会におい

て検討している。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

教養基礎科目は従来の概論・概説から脱却したテーマ的内容を中心に構成するようにシラパス

を作成し，大学４年間の学習，研究への興味と関心を抱かせるようにする。

また，主体的な大学生活の動機づけとなるように授業科目として１年次から演習２単位を開設

することとし，その具体的実施方法について検討している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

本学の創設の理念に基づき，当初から全教科・領域にわたって実践的指導能力を備えた初等教

育教員を養成するためのカリキュラム編成となっている。人文・社会・自然など教養基礎科目の

内容の見直しや総合科目の特色あるテーマの設定によって，高校までの内容の再検討をはじめ，

新しい問題意識の形成に大きな動機づけとなっている。

なお，更につづけて改善を図るため教育課程検討委員会で検討を行っている。

３２３



5O愛知教育大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

広範な教養の形成と知識の調和，並びに総合的及び自主的な判断力の育成を目標とする。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

一般教育科目，外国語科目及び保健体育科目の教育課程の円滑な運営及び改善・充実を図るこ

とを目的として，一般教育等委員会を設置している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

324

教養教育の責任部局 部局名教育学部

学部間の連絡・調整機関
機関名一般教育等委員会

責任者委員長竹内謙彰

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部

(教員養成課程）

(総合科学課程）

０
０

４
４

８
８

９
８

138

128

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
i内教養部から
i移行した教官

入学

定貝
備考

教育学部
人

272
人

※105

人 人
ＬＯ３５

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

65人 3,345時間



教育系大学

※本学は，一般教育については特に専任教官を配置しているのではなく，一般教育科目を所有

する教室内の教官において担当している。

従って，ここにあげた教官は，一般教育科目だけを担当しているのではなく，他の授業科目

も担当している。

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養教育の改善は現在検討中のため，実施体制・組織等は現行のままである。

５自由意見

教員養成課程と総合科学課程で，やや考え方に違いがあると言える。

教員養成課程では，専門教育の中に教養教育的な内容をかなり含んでいるとする見方があり，

それが，一般教育の必修単位数を減らすという方針のひとつの根拠になっている。

総合科学課程では，教員養成課程とは異なり，むしろ教養教育的な側面を充実させようとする

考え方が存在する(たとえば少人数での演習など)。他方，専門教育を拡充する考え方もあり，現

在，教養教育のあり方をめぐって議論がなされている。

３２１



5７京都教育大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

学則第一条にある「教養高き人としての知識，情操，態度を養い」を基本理念としているが，

各科目の位置付けは次のとおりである。

「総合｣……普遍的な学問的視野を教授し，多目的・総合的なものの見方，考え方を養うことを

目的とする。

「外国語｣…国際的相互理解と研究教育の深化を狙いとする。

「体育｣……各々のライフステージにあったスポーツ実践を行うように，スポーツの価値の認識

と健康，体力に関する科学的知識を体得することを目的とする。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教務委員会が，教養教育全般についての管理を行っている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３２６

教養教育の責任部局 部局名教育学部（教務委員会）

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部 2３

(36）

112

(99）

135 専門教育には，自由選択の単位を含む。教養

教育の必修単位（23単位）を越えて修得した

単位は自由選択の単位に充てることができ

る ｡



教育系大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ）総合……各分野ごとの必修を廃止し，選択の幅を広げた。

ロ）外国語……少人数による授業で外国語修得を徹底するとともに，会話･ＬＬ授業等による

多様な学習の機会を提供する。

，､）体育……生涯スポーツへの生活習慣の形成及び新しい健康概念の理解を目指したスポー

ツの展開。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

共通教育科目（総合，外国語，体育）の必修単位が減らされたが，在学４年間を通じて専門教

育科目を含めて，総合的に履修できることとした。

（卒業要件の単位である自由選択の単位に，共通教育科目の必修単位（23単位）を越えて履修

した単位を充てることができる｡）

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

特になし

今後，高等学校学習要領の改訂にともない，特に外国語においては，オーラルコミュニケーシ

ョンを重視した学習内容をこれまで以上に取り入れる方向で検討を進める必要がある。

(3)教養教育の改善結果の評価について

一般教養科目から共通教育科目への改善については,「総合｣における半期授業科目の拡大，「外

国語」の小クラス授業の実施等により，履修上の選択の幅の拡大及び授業内容の充実につながっ

ている反面，「総合｣において受講生のかたよりによる多人数クラスが見られるので，今後の課題

である。

３２７

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

教育学部
人

136

人
前 人 人

420

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

42人 132時間 １時間＝半期１コマ



６１大阪教育大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

社会や文化についての幅広い知識とともに広い視野に立った総合的な思考力や判断力を養う。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

第一部にあっては，教養学科が開講し授業を担当するが，授業科目によっては，必要に応じ全

学が協力する。第二部にあっては，第二部が開講するが，授業の担当については，第二部教官組

織の整備状況に即し，全学が協力する。

なお，第二部の一般教育のカリキュラムの検討及び改正案の作成は，第二部が授業担当の実情

に即した適切な方法で行う。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３２８

教養教育の責任部局 部局名第一部：教養学科第二部：第二部

学部間の連絡・調整機関
機関名一

責任者一

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教員養成課程

小学校教員養成課程

中学校教員養成課程

障害児教育教員養成課程

幼稚園教員養成課程

養護教諭養成課程

小学校教員養成課程(第二部）

教養学科

35(36）

35(36）

35(36）

35(36）

35(36）

36(36）

39(52）

95(95）

95(95）

95(94）

95(95）

97(97）

95(95）

92(78）

130(131）

130(131）

130(130）

130(131）

132(133）

130(131）

131(130）



教育系大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

実施体制，組織等については，大綱に伴う変更はない。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

（一般教育科目→個別科目及び総合科目からなる教養基礎科目として開設）

人文，社会及び自然の３分野からなる従来の一般教育科目を見直し，基本となる伝統的な学問

分野を「個別科目」として再編するとともに，「個別科目」では扱い難い分野，新しい総合的･学

際的分野や主題別分野などを「統合科目」として開設した。

（保健体育科目→体育科目に改め，外国語科目と併せて共通基礎科目として開設）

従来の保健体育科目から保健分野をはずし，新たに体育科目として開設した。従来の保健分野

は，これから新しい時代の健康科学の領域を幅広く扱う授業科目として発展的に充実し，「総合科

目」の－つとして開講している。

(従前）（改正）

３２９

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

ＰＣ~~~~~￣~￣~－－－－－

|内教養部から
i移行した教官

入学

定負
備考

教育
人

289

人
柵

人
一 人

1.030

(薑三難9淵
その他 ４ ３

名称 (鱸篝蟇霧夕-１
合計 293 9２ ＬＯ３０

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

70人 9,900時間

教員養成課程 教養学科

教養基

礎科目

個別科目

人文

社会

自然

総合科目

2４ 2４

共通基

礎科目

外国語科目

体育科目

８

３

1２

３

教員養成課程 教養学科

一般教育科目

人文

社会

自然

１２

1２

1２

3６

外国語科目 ８ 1２

保健体育科目 ４ ４



(3)教養教育の改善結果の評価について

教養基礎科目については，従来４単位の講義が中心であったが，原則として２単位とすること

に改めたため，学生が自己の興味に基づいて幅広く履修することが可能となった。

現在，特別開講という位置付けで「情報処理入門」を開講しているが，将来に向けて全学的し

ベルで情報処理科目を開講することが今後の課題となっている。

６資料

「履修の手引」（大阪教育大学教員養成；

「〃」（大阪教育大学第二部）

「授業時間割」（大阪教育大学教員養成篇

「〃」（大阪教育大学教養学科）

「履修便覧」

(大阪教育大学教員養成課程・教養学科）

(大阪教育大学第二部）

(大阪教育大学教員養成課程）

ヨヨ０



教育系大学

６２兵庫教育大学

□実施済（５年４月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

騰琶鰯i篶鍋薑5劃
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

従来の一般教育と専門教育に大別されたカリキュラムのデメリットを解消するため，１．２年

次を中心に一般教育科目，保健体育科目及び共通的な教科専門科目等を｢教養基礎科目」として，

また，２．３年次を中心に履修させる免許法上の教職専門科目を「教職共通科目」とし，さらに

３．４年次を中心に履修させる教科に関する科目等の専門科目を「専修専門科目」として位置付

け，その中核に実地教育（教育実習）体系を置いた４年間を通ずるものとなっている。このカリ

キュラムは，「ピラミッド型の人間性上昇とクサピ型の職業性下降の統合｣と表現されるように多

数の授業科目が有機的に統合され－体的なものとなっている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

単科大学であり，創設当初から全学協力体制により実施している。

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

ヨヨ１

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

学校教育学部 3５

(42）

9３

(92）

128

(134）

平成５年度入学生から適用

(平成４年度以前入学生に適用）

卒業に必要な総単位数を134単位から６単

位削減し128単位としているが,これ以上の単

位の修得は，学生の能力・関心によって修得

することとし その結果として中学校教諭．

高等学校教諭１種免許状取得につながること

を期待している。



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

○卒業要件単位に係る一般教育科目の単位数を30単位から24単位に，保健体育科目を４単位

から３単位にそれぞれ平成５年度入学生から変更した。

なお，保健体育科目は「人間として生きるための教養」と位置付け，専門教育科目の「初

等教育」とセットとして考えている。

○単位の計算方法を変更した。

○創設当初から，教養課程教育と専門教育との有機的な統合を図り，共働方式的に行ってい

る。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

創設当初から一貫教育により実施している。

(3)教養教育の改善結果の評価

平成５年度から改善したところであり，今しばらく様子を見ることとなる。

3３２

学部
教官

現員

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

学校教育学部
人

154人
その他外
国人教師

1人

人
55人

その他外
国人教師

1人

人
0人

人
200人

その他 ６人 1人 ０人 名称（学校教育研究センター）

その他 １人 ０人 ０人 名称（保健管理センター）

合計 161人
その他外
国人教師

１人

56人
その他外
国人教師

１人

０人 200人

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

3人 270時間



教育系大学

6５奈良教育大学

□実施済（年月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

隠競(慧騨１K≦'１菖剥
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

平成３年７月の大学設置基準の改正を機に，本学では教務委員会を中心に「一般教育等」を見

直し，その改革に向けて現在まで検討を行い，本年６月の教授会で新しい教養教育の理念を，「幅

広く深い教養と総合的な判断力を培い，豊かな人間性の酒養に配慮しつつ，今日の社会の要請に

応えるための「現代の教養」と決めた。

○一般教育の改革（平成７年度実施予定）

〔カリキュラム改革の経過〕

現行カリキュラムの原型は，昭和46年度から実施されてきたものであるが，最近の主な改革は

以下の通りである。

平成３年度「一般教育科目」中の「総合科目」の運営・実施計画の検討。

大学設置基準の改正にともなう「一般教育科目等」の全面見直し。

平成４年度「一般教育科目等」の改革を大学全体のカリキュラム改革および新課程（総合文

化科学課程）構想と関連づけた検討。

平成５年度「外国語科目」の必要修得単位数10単位から８単位への削減と履修方法の多様化。

実験・実技科目の一部の３時間１単位から２時間１単位への改正。

(1)理念幅広く深い教養と総合的な判断力を培い，豊かな人間性の酒養に配慮しつつ，今日の

社会の要請に応えるための「現代の教養｣。

(2)目的ａ）学生の自主的・能動的学習態度の形成。

ｂ）ゆとりのある学習システムの確立。

ｃ）特色あるカリキュラムの編成。

(3)改革の骨子

①「一般教育」の名称を「教養科目」に変更する。

②「現在の教養」としてふさわしい新授業科目の開設に努力する。

③「教養科目」の必要修得単位数を28単位から16単位に削減する。

④半期・２単位を原則とする。

⑤「人文」「社会」「自然」の各分野から２単位を必ず履修するものとする。

ヨヨヨ



⑥「人文」「社会」「自然」の各分野の他に，「総合科目」を開講する。

⑦16単位を超えて修得された「教養科目」は自由単位とする。

⑧時間割に「教養科目」４コマ指定する。

〔火曜日１．２限と３．４限，水曜日３．４限，金曜日１．２限〕

⑨「日本国憲法」は「教養科目」とは別枠として開講する。〔金曜日３．４限〕

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在（平成６年度まで）は，学内の専門分野（教室）から，継続的に「一般教育」の科目を人

文・社会・自然・総合の各分野に即した形態で主に一人の教官が通年で担当，但し，総合科目は

複数の教官によるリレー方式で，その中の一人が責任者となって教官の構成・テーマの選択・授

業内容の調整を行っている。

（平成７年度からは，可能な限り，全学教官の積極的参加担当を基に人文・社会・自然・総合

の区別も，授業内容に即して担当者が自主的に決めることになった｡）

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

(学則第16条第２項）

３３４

教養教育の責任部局 部局名学生部・教務委員会

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

課程
一般
教育

外国語
保健
体育

専門教育

教科
専門

卒業
論文

教職
専門

自由
計

小学校
課程

2８ ８ ４ 3８ ６ 4２ ９ 135

課程
一般
教育

外国語
保健
体育

専門教育

教科
専門

卒業
論文

教職
専門

自由
計

中学校
課程

2８ ８ ４ 5２ ６ 2３ 1４ １３５
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備考１．基礎の免状として小学校又は中学校の二種免許状を取得することを要する。

２．教科専門には特殊教育専門科目30単位を含む。

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

３３，

課程
一般
教育

外国語
保健
体育

専門教育

教科
専門

卒業
論文

教職
専門

自由
計

幼稚園
課程

2８ ８ ４ 3８ ６ 3６ 1５ 135

課程
一般
教育

外国語
保健
体育

専門教育

教科
専門

卒業
論文

教職
専門

自由
計

養護学
校課程

2８ ８ ４

小４０

中５０
６

小３２

中２２

1７

1７

135

課程
一般
教青

外国語
保健
体育

専門教育

教科
専門

卒業
論文

教職
専門

自由
計

特別
教科
(理科）
課程

2８ ８ ４ 5７ ６ １９ 1３ 135

課程
一般
教育

外国語
保健
体育

専門教育

教科
専門

卒業
論文

教職
専門

自由
計

特別
教科
(書道）
課程

2８ ８ ４ 5２ ６ 1９ 1８ 135

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

ナーー￣~￣￣￣｡●'■'■￣￣￣￣

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

教育学部
人

119

(学長含

む）

人
泌 人

０

人
295 本学の教養科目担当は殆ど専門

と教養を担当

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

6人 320時間



４教養教育の改善について

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ｌ）現在までの本学における「一般教育科目等」の構成・内容の原型は，昭和46年度から実施

されてきたものであり，

イー般教育科目については，

本学における省令学科目に即応する名称の授業科目の編成を人文・社会・自然の三分野にバ

ランスをとって配分し，概ね伝統的学問の基礎的知識の伝達を旨とし，また－部の科目では，

その専門に関する今日的諸問題の解説等を含めた講義もある。

ロ外国語科目について

平成５年度から，それまでの履修規程を改め，必要修得単位数を10単位から８単位に削減，

また履修方法の選択の多様化と英語、に自専攻内での原書講読の授業を開設した。

ハ保健体育科目について

教員養成を旨とする立場から，学生の基礎体力，運動技術の向上と生活と健康に対する認識

を深めるために学修上，共通して不可欠な科目等に位置づけられている。

二総合コースについて

現在２科目開設されており，従来のｌ分野の承では律し切れない，人間の生きざまに関わる

基本的，今日的諸問題に対して，学際的視野に立った，各専門分野からの複数教官のアプロー

チによる，同一テーマの論究を通して，学生の深い洞察力と複眼的な学究態度の養成に役立っ

ていると考えられる。

ホセミナーについて

外国語科目が従来より，演習形式で一授業科目当りの受講者数及び時間割を固定して行って

いるが，一般教育科目は講義，保健体育科目は実技と講義形式ですすめられている。

ヘ基礎専門，基礎教育科目について

「一般教育」科目必要単位数28単位の内訳は人文・社会・自然に亘って各８単位の計24単位

と人文・社会・自然・総合科目の４分野のうちから一科目４単位の合計28単位（内法学は教免

法上から必修）と各分野に亘ってほぼ等分に履修が義務づけられているので，基礎専門的視点

からの履修は量的にも自ずから制約され，謂る「一般教育」としての指向が強い。

２）平成７年度実施に向けての一般教育科目の改革の方向は資料１の(3)－改革の骨子にある通

り，従来の人文・社会・自然・総合科目の各分野に「現代の教養」に対応した，できるだけ多く

の科目を開設し，必要修得単位16単位（－科目一半期制２単位を原則とした）のうち，人文・社

会・自然各分野２単位ずつの必修の他は，改革の目的達成のために10単位（標準５科目）を何れ

の分野からも履修できるようにした。

また授業の型，形態も可能な限り，内容，テーマ等に合った方法でスムーズ且つ学生のニーズ

ゴ３６
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に対応した多様化を図ろうとしている。改革への検討を始めた当初より，現行の「一般教育」の

中の問題点を発掘しその原因を，明らかにするために教務委員会を中心に，学内教官の討論会，

全教官，ならびに全学生へのアンケート調査，学生自体で行った意見集約や授業の一環としてな

された，大学生活に関する実態調査等の集約・分析の作業を重ね，新しい「教養教育」のあるべ

き姿を追求してきた。

その結果として，資料１の３に収數した要諦を基に本年９月の作成を目途として，授業科目の

設定，時間割作成，２年以上への移行措置等の具体化をすすめている。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

平成７年度の実施の「教養科目」の履修について，これまでの，各課程共通の標準履修の年次

別指定（１年次20単位，２年次８単位）をなくし，原則的に一科目半期２単位制で，専門科目履

修との連関の融通性を高め３，４年次でも「教養科目」の履修の可能性に配慮した。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

本年６月に学部全学生に実施した｢一般教育」改革案に対するアンケート調査のうち，「一般教

育」に何を期待していたか？に対して，「幅広い，新しい，専門外の一般的知識」の修得を期待

する回答が約半数でトップであり，11項目に亘る調査の結果，平成７年度に向けての改革案は概

ね学生のこれまでの学習状況（高校時からの）に対応した方向性と内容を備えたものと考えられ

る。

３３７



７５鳴門教育大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

１）人文系，社会系，自然系分野ごとに，多様な分野の学習を通じて，幅広い教養を自主的に

身に付けさせる。

２）幅広い教養を自主的に身に付けさせることによって，各自の専修・専攻する学問研究を，

幅広い視点から探ることができるようにさせるだけでなく，将来，教職についたときに必要

な基礎学力の養成を図る゜

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

単科大学のため，教養教育と専門教育の実施体制・組織は一体化し，融合して運営している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

(初等教育教員養成課程）

３３８

教養教育の責任部局 部局名学校教育学部

学部間の連絡・調整機関
機関名学校教育学部教務委員会

責任者委員長河野和豊副学長

区分
学校数育
専修

幼児教育
専修

教科・領域
教育専修

教
養
基
礎
科
目

専門基礎科目

教養科目

総合科目

外国語科目

健康・スボーツ科目

教科専門科目

計

2単位

1２

４

８

４

1８

48（５４）

2単位

1２

４

８

４

1６

46（５２）

2単位

1２

４

８

４

1８

48（５４）
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■
■

｜
第
二
欄
■
’

第
一
一
一
欄

第
四
欄

。＝

＝￣＝
￣

(注１）この４単位は，教職共通科目の第一欄～第四欄の科目の中から選択すること。

(注２）自由選択科目の４単位は，教養基礎科目，専修専門科目（他専修専門科目でも可）及び中学校

教員養成課程の授業科目の中から自由に選択することができる。

３３９

教
職
共
通
科
目

第
一
欄

教育の本質及び目標に関する科目

幼児，児童又は生徒の心身の発達及び学習の
過程に関する科目

教育に係る社会的，制度的又は経営的な事項
に関する科目

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活
用を念む゜）に関する科目（実地教育Ⅳ（コミ
ユニケーション・教材開発演習）を含む｡）

第
二
欄

教科教育法に関する科目

道徳教育に関する科目

特別活動に関する科目

第
三
欄

教育課程一般に関する科目

保育内容に関する科目

指導法に関する科目

第
四
欄

生徒指導及び教育相談に関する科目

生徒指導，教育相談及び進路指導に関する科
目

第
五
欄

教
育
実
習

実地教育Ｉ（実地基礎教育）

実地教育、（人権教育実習）

実地教育111（教育実習事前指導）

実地教育ｖ（附属校実習）

実地教育Ⅶ（協力校実習）

実地教育Ⅷ（中学校副免実習）

計

1２

2２

４

２

1０

50＋４

(注１）
5４

1６

1６

1４

２

1０

58＋４

(注１）
6２

1２

2２

４

２

1０

50＋４

(注１）
5４

専
修
専
門
科
目

｢学校教育」専修専門科目

｢幼児教育」専修専門科目

｢教科・領域教育」専修専門科目

実地教育Ⅵ（専修実地教青）

卒業研究

計

1６

２

４

2２

1４

２

４

2０

1６

２

４

2２

自由選択科目 (注２）参照 ４ ４

合計 128(134） 128(134） 128(134）



(中学校教員養成課程）

３“

区分 各専攻

教
養
基
礎
科
目

専門基礎科目

教養科目

総合科目

外国語科目

健康・スボーツ科目

計

2単位

1０

６

８

４

30(36）

教
職
共
通

科
目

第
一
欄

教育の本質及び目標に関する科目

幼児，児童又は生徒の心身の発達及び学
習の過程に関する科目

教育に係る社会的，制度的又は経営的な
事項に関する科目

教育の方法及び技術（情報機器及び教材
の活用を含む｡）に関する科目

第
二
欄

教科教育法に関する科目

道徳教育に関する科目

特別活動に関する科目

第
三
欄

生徒指導及び教育相談に関する科目

生徒指導，教育相談及び進路指導に関す
る科目

第
四
欄

教
育
実
習

実地教育Ｉ（実地基礎教育）

実地教育1１（人権教育実習）

実地教育IⅡ（教育実習事前指導）

実地教育Ⅳ（
コミュニケーション

･教材開発演習
）

実地教育Ｖ（附属校実習）

実地教育Ⅶ（協力枝実習）

実地教育Ⅷ（小学校副免実習）

計

必修 選択

1０

６

２

10

６（注１）

3４



教育系大学

（注ｌ）この６単位は，教職共通科目の第一欄～第三欄の科目の中から選択すること。

（注２）自由選択科目の８単位は，教養基礎科目，専攻専門科目（他専攻専門科目でも可）及

び初等教育教員養成課程の授業科目の中から自由に選択することができる。

3教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

ｌ）少人数（20人以下）で，双方向的な授業を行うセミナー形式の基礎ゼミ（専門基礎科目）

を中心とし，教養教育の充実を図った゜

２）教養教育と専門教育の境界をとり融合させ，学際的・横断的な総合科目を整備することに

より幅広い教養を身に付けさせるように努めた。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ）セミナーを中心とした教養教育の充実を図った゜

ロ）教養科目（１，１１，１１１）は，整理・統合することにより充実させた。

／､）外国語教育は，実用性を重んじ改善を試ゑた。

二）保健体育は，新しい理念のもとに健康・スポーツ学（Ｉ，、）とした。

３４Ｊ

専
攻
専
門
科
目

専攻専門科目

実地教育Ⅵ（専攻実地教育）

卒業研究

計

5０

２

４

5６

自由選択科目 (注２）参照 ８

合計 128(134）

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

学校教育学部 １６３

人
120

人
170

人
保健管理センタ

ソター含む

￣

， 情報処理セ

その他 ５ １ 名称（学校教育研究センター）

その他 ７ ５ 名称（附属実技教育研究指導セ

ソター）

合計 175 126

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

11人 910時間



②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

教養教育を四年間の一貫教育とすることにより，教育効果を高めることができる。特に，学際

的・横断的な総合科目は，１年次～４年次にわたり履修を可能にするなど配慮してある。また，

語学教育についても同様な考え方に基づいている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

新入生の１年次１学期（15週）に実施する基礎ゼミ（専門基礎科目）において，双方向的なゼ

ミナール形式の授業を行う。そこにおいて，大学での学門研究の動機付け，また，高校時代に修

得していない科目の必須基礎事項などについて教授する。

(3)教養教育の改善結果の評価について

本学では本年度より改善した新しい教育課程を実施しているので,その実施の効果については，

いまだデータが集まっていない。ただ，新しく開講した基礎ゼミ（専門基礎科目）については，

教官・学生共に好評のようである。なお，今後共，実施の効果について詳しい調査を行う予定で

ある。

５自由意見

教員養成を主目的とする教育大学の教養教育は，教員が幅広い豊かな教養と深い専門性を同時

に身に付けた資質・力量を要求されていることからも非常に重要であ゜特に現代の社会の進展，

科学技術の発達などにより，学際的，総合的な教育科目の充実が切望される。

３４２



教育系大学

8１福岡教育大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

大学の教育が専門的な知識の修得だけに留まることのないように，学生に学問を通じ，広い知

識を身に付けさせるとともに，ものを見る目や，自主的・総合的に考える力を養うことにある。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制．組織等

平成５年４月よりカリキュラムの全面改正を行い，一般教育科目を廃止し新たに教養科目を設

けた。このことに伴い，教養科目は，従来の一般教育担当の教官と専門科目担当の教官が－体と

なって担当し，より専門科目との関連性を重視した，教育効果の高いものをねらっている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

３４３

教養教育の責任部局 部局名学生部教務課

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

教育学部 (46)2８ (91)9６ (137)124

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

教育学部
人

212

人
、 人 人

710

その他 ２ ２ 名称(保健管理センター）

合計 214 7３ 710



４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

平成５年４月よりカリキュラムの全面改正を行い，一般教育科目を廃止し新たに教養科目を設

けた。このことに伴い，教養科目は，従来の一般教育担当の教官と専門科目担当の教官が一体と

なって担当し，より専門科目との関連性を重視した，教育効果の高いものをねらっている。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ）一般教育科目について

・一般教育科目（36単位）を廃止し，新たに教養科目（18単位）を設けた。

・教養科目をＩ類（文系科目)，ＩＩ類（理系科目）及びIII類（総合科目［同和教育，実技科

目を含む]）に分ける。

・Ｉ類，ＩＩ類及びIII類の３つの類型について，それぞれ４単位以上合計18単位以上を履修

させる。各類型に関係のある専修，専攻外の教科の専門科目で振替可能。１８単位を超えた

単位は自由選択科目単位として認める。

ロ）外国語科目について

・履修単位数を８単位から６単位に縮少するが，選択可能な科目を新たに開設する。

（例，英語では会話，時事英語等，独・仏・中国語では中級、，朝鮮語，イタリア語）

，､）保健体育科目について

・従前は，講義１単位，実技３単位を講義２単位，実技２単位とした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

新カリキュラムは，４年毎に見直すこととなっており，その見直しの中で，４年一貫教育の充

実についても検討を行うこととなっている。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成５年度から新カリキュラムを実施した。４年を１周期として見直しを行うこととしており，

具体的な検討は今後行われる予定である。

34‘

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

41人 130時間 平成６年度前期分のみ



文系大学

４小樽商科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

専門教育と相まって，広い視野を持ち，己の歴史観を養い高度な倫理観に基づく識見と行動力

を培い，現代社会の複合的な問題解決の能力を備えた人材を育成するための教育。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在は，商学部に属する一般教育担当教官（組織的には学科目制）により教養教育を実施。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

ﾖの

教養教育の責任部局 部局名学生部

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

商学部

(昼間コース）

(夜間主コース）

一般教育科目２４

外国語科目２０

保健体育科目４

基礎教育科目１２

一般教育科目２４

外国語科目１２

保健体育科目４

基礎教育科目１２

7６

7６

136

128



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

検討中

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

状況：平成４年度より委員会を設置して改善作業を進めつつある。

特色：素案ではあるが，以下のような特色のものを考えている。

（１）一般教育の科目を現代社会に適合するよう再構成すること。

（２）一般教育と専門教育の有機的関連性を重視し，全体として４年間一貫教育の実現をは

かること。

（３）少人数教育のメリットを考慮し，ゼミナール教育の充実を図ること。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

専門科目をできるだけ低学年に開始し，あわせて一般教育を高学年にも配置して両者の有機的

連関をはかること。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

多様な関心を有する学生が増えることを予想し，専門科目以外にもゼミナールを開設して，き

め細かな教育を行う。

３４６

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
i移行した教官

入学

定負
備考

商学部

人
鈍

人
肥 人 人

605

その他 2２ 2２ 名称（言語センター）

その他 １ １ 名称（保健管理センター）

合計 117 5１

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

46人 5,754時間



文系大学

１６図書館'情報大学

□実施済（６年４月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

膳}鰯!i鍵M1高5劃
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

図書館情報大学の基礎と考えているので，重視しており，専門科目と横並び（ｌ～４年履修）

で，一般教育的な科目については，主題科目として位置づけている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

外国語科目は，外国語教育センター，保健体育科目は体育・保健センターに設置されたそれぞ

れの運営委員会が調整のうえ担当している。

主題科目については，全学的な教育委員会が調整のうえ実施している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数について

Ｂ単位については，教養謬

段青科目から自由に選択て
図書館情報学部’１６１１８１９［

共通科目４０年

置修コースに
業研弊８単位

ヨ併せて９０単位（写

３４７

教養教育の責任部局 部局名１学部１学科のため全学的対応

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

０９６１

124

区分
卒業
所要
単位

備考

外国語科目 １２ 第１外国語８単位，第２外国語４単位

保健体育科目 ４ 講義２単位，実技２単位

共通科目

専門科目

区分
卒業
所要
単位

備考

外国語科目 １２ 第１外国語８単位，第２外国語４単位

保健体育科目 ４ 講義２単位，実技２単位

共通科目

専門科目



4【

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

本年度より専門科目群の履修コース制（情報管理・情報処理の２コース）を実施したため，主

題科目は両コース共通の選択科目に位置づけている。

外国語科目は12単位，保健体育科目は４単位で必修。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

一般教育的な科目の主題科目は１～４年次にわたって開講されている。

(3)教養教育の改善結果の評価について

新カリキュラムは，本年度より実施のため，現在，各科目の履修状況を調査中。

５自由意見

図書館情報学の基礎は人文，社会，科学技術の全般にわたるので，本学では今後とも重視され

よう。

348

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

｢~-----~~~￣~~￣~~

|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

図書館情報学部

人
如

人
Ⅳ

人
一 人

180

(20）

（）内の数字は、３年次編入学

定員で外数

その他 １ 1 総合情報処理センター

その他 ４ ４ 外国語教育センター

その他 ３ ３ 体育・保健センター

合計 4８ 2５ 180

(20）

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

26人 1,740時間

主題科目・上記４区分の授業科目から自
由選択

1８

合計 124

Ｊ９３くＪ０４く

(139）

主題科目・上記４区分の授業科目から自
由選択

1８

合計 124



文系大学

2４東京外国語大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

「外国の言語とそれを基底とする文化一般につき，理論と実際にわたり研究教授し，国際的な

活動をするために高い教養を与え，言語を通して外国に関する理解を深めること｣を視座に置き，

広い視野，豊かな見識をそなえ，適切な判断力を育成するため，専門教育との連関において幅広

い教養を身につける。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

特別な措置はない。

学生部長，学科等の教官９名（３区分から各３各）

１－般諸科目会議｜学科以外の教官で構成

二了二:。どこ.二百
i分科会ｉ人文系・社会系・自然系・その他
I…__－－………＿__ｊ

②教養教育の責任体希Ｕ

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３４１

｢＿………Ｌ－－－，

教養教育の責任部局 部局名外国語学部

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

外国語学部 4８ 9２ 140

外国語学部
教授会

教務委員会



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

３，０

学部 教官

現負

教養教育担当教官 i内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

外国語学部
人
137

人
2５

(一般教育等の教官）

人 人
831

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

72人 7,740時間



文系大学

2７東京芸術大学

□実施済（４年４月から）

美術学部

□実施予定（７年４月から）

□検討中音楽学部

大綱化に伴う教養教育の改善状況

U:鰯;肇鵜i:Ｍ１菖剥
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育は，現代の芸術･学問各専門領域における専門性の細分化への方向に対し，総合(inte‐

gration)を修練する場であり，一方においては，そうした修練を通じて，それぞれの専門分野で

の研究及び創造活動に対し有効な刺激を与え，かつ，他方においては広い視野と教養をもった人

間のあり方を問う人間形成教育の場であるところに，その基本的性格が存すると考えられる。

したがって，教養教育の後に専門教育と考える従来の一般的社会的通念を退け，本学において

はむしろ逆に，前述の基本的視点に基づき，教養教育を学部課程から大学院修士・博士課程に至

る専門教育の体系を補完し，これを裏付ける重要な教育の場としてとらえる基本的視点に立って

いる。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

・教養教育の教官配置については，美術学部又は音楽学部に所属している。

・授業科目の担当については，ほとんど各学部の専門教育講座からの兼担・兼任及び非常勤

講師をもって行われている。

また，全学的措置として，当該学部学生以外でも履修できる科目を人文の分野で西洋文学Ｉ

他11科目(美術学部５科目，音楽学部７科目)，社会の分野で社会学他７科目(美術学部２科目，

音楽学部６科目)，総合の分野で総合講義（美術学部）を開講している。

②教養教育の責任体制

ヨブ】

教養教育の責任部局 部局名東京芸術大学
美術学部
音楽学部

学部間の連絡・調整機関
機関名学生部

責任者柘植元一



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

4８

【
】

【Xｌ

鰯壼

Ⅸ聖Ｔ士

4８ ｢’
L」

4８

J6j
104

魁WIT外H1底

48

414

4８

３，２

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考



文系大学

邦楽科

長唄三味線
常磐津三鵬
清元三味線
長唄
常磐津
情元

日本舞踊

長唄雛子

等曲

尺八

能楽

能楽雛子

雅楽

4８ 8０ 128

８
８
８
８
８
８
８

４
４
４
４
４
４
４

２
０
０
０
４
２
４

８
８
８
８
８
８
８

130

128

128

128

132

130

132

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

本学部は，従来より専門実技を重視する意味から，ｌ年次より専門教育科目とともに一般教育

等を行わせてきたが，大綱化に伴って見直しを図り，一般教育等を「共通科目」として設定し，

専門教育科目に，より密接な関連性をもたせるよう改正をした。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

(改善状況）

１）従来の一般教育科目は，教養科目と改称し，基礎，外国語，体育の各科目をあわせたく共

通科目〉として総合し，それの総単位数のみを各科の専門科目との関連において各科が自主

的に定めることとした。また共通科目のうち事実上の必修科目を，〈指定科目＞として各科が

定め，それ以外の科目は選択を自由とすることで学生各人の個性の酒養とその多様化に対応

することとした。

３，３

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
i内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

美術学部

音楽学部

人
泥
沼

人
皿
弘

人 人
230

247

その他 1 １ 名称（保健管理センター）

合計 156 5６ 477

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

146人 16,430時間



２）そのために，美術学部の教務委員会に，これまで分散されていた学科授業開設の責任を集

中し，それらの責任態勢の明確化と，相互の連絡協議による有機的運用で，授業内容の向上

を図ることにした。

３）学内における一貫した専門教育の実現を図り，そのために，全教官が，大学院の専門研究

教育に参加することとし，大学院の高度の専門研究教育と直結するよう教官と研究室の体制

を整備充実することにした。

４）同時に，共通科目は，各科専門教官による兼務を拡大することによって，内容と種類の充

実を図ることにした。

(特色）

これらの改定は従来の専門教育を補完するべき教養教育の軽視を意味しない。教養教育は，各

専門領域の過剰な細分化を補う総合（integration）を旨とし，幅広い視野によって創作活動並び

に専門研究に有効な助言と刺激とを与え，さらに芸術研究に必要な深い人間性を形成することに

おいて，他大学におけるその存在よりも意味はむしろ重いと考えられ，その開設科目については，

専門科目の基礎となるものも多く取り入れられている。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

教養教育は，学部課程から大学院修士・博士課程に至る専門教育の体系を補完し，これを裏付

ける重要な教育の場として配慮している。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

特に行っていない。

(3)教養教育の改善結果の評価について

現在調査中である。

３坪



文系大学

３３－橋大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

検討中

（社会学部）

今次の４年一貫カリキュラム改革において，本学部は次のような教育目標像を設定した。

「大学教育の中で－つの専門領域に専念する，という行き方がないわけではないが，それはわが

学部のとる方向ではなかったし今後も取らない。本学部が目標とする学生像は，自然と社会と人

間に関する諸事象（具体的にはたとえば，地球，環境，宗教，言語，芸術，民族，階級，国家，

地域，ジェンダー，家族，学校，企業，社会運動，などなど）について，基礎的な素養と関心を

持ち問題発見的な意欲をもって，それらの問題の所在と構造について，歴史的にあるいはグロー

バルな視野からの洞察と分析を進めて行けるような，そのために他者との協力を進めて行けるよ

うな人間であるだろう｡」

そこから，教養教育の具体的理念と改革方向として，

ｌ）「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を酒養する」という新設置基準

の原則を認める。

２）自然科学・社会科学・人文科学の３系列にくくられるディシプリン科目が今日もなお，学

問の基礎を伝えるものであると考え，これを残す。

３）同時に「テーマ科目」という形の区分を設け，「地球的・人類的･社会的な課題となってい

る重要・先端テーマをとりあげる」議義を通じてデイシプリンからでなくテーマから今日の

学生たちを学問の世界に導くルートをつくる。

４）「教養ゼミナール」を必修とし，学問の創造性・主体性・アクチュアリテイ・柔軟性を，学

生自ら，参加・体験する機会を大学生の早い時期に設ける。

を考えている。

ﾖブフ



(2)教養教育の実施体制について

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

注）ここでいう，「その他」とは，１．２年生用に開講されている専門教育科目，その他に開講されてい

る科目，及び３．４年生用に開講されている専門教育科目，各学部共通専門教育科目（外国語科目)，

一般教育科目，保健体育科目のうち任意に履修した科目の単位数である。そのため，学生個人によっ

て，教養教育単位数及び専門教育単位数は異なる。

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

平成８年度実施に向けて検討中

６資料

１．２年生用の「学生便覧・講義要綱」及び「時間割」

３，６

教養教育の責任部局 部局名小平分校

学部間の連絡・調整機関
機関名学部長会議

責任者阿部謹也

学部
卒業に必要な総単位数

一般教育等 専門教育 その他 合計
備考

商学部

経済学部

法学部

社会学部

4８ 7６ １４～1６ 138～140

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
｜内教養部から
i移行した教官

入学

定員
備考

商学部

経済学部

法学部

社会学部

人
犯
婚
姐
〃

人
皿
羽
汀
茄

人 人
305

305

265

265

産業経営研究施設６人

教養部

(小平分校）

6１ 6１

合計 212 175 1.140

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

82人 10,664時間



文系大学

6O大阪外国語大学

□実施済（５年４月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

匿驍塁肇灘iifMl葛5劃
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学の教育理念と平成５年４月の学部改組による，新設２学科の教育目的に応じて，特色ある

授業科目の設定と編成を基本とし，カリキュラムが整備された。具体的には一般教育と専門教育

科目の区分を廃止し，授業科目を総合科目，専攻科目，研究外国語科目，自由科目，教職科目に

区分し，教養教育と専門教育を有機的に関連させた。又，全人教育の観点から，学際的，広域的

な領域を総合科目の中に取り入れ，４年間に亘ってバランスよく履修できるようにした。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

総合科目は，第１群（総合人間学系)，第II群（言語・文学系)，第III群（国際・地域研究系）

に区分されており，新設２学科の全教官が担当することにしている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

ﾖﾌﾞｱ

教養教育の責任部局 部局名昼間主コース学生部教務課

夜間主コース第二部事務部

学部間の連絡・調整機関
機関名教務委員会

責任者委員長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

外国語学部 40以上

(40）

8４

(104）

124数

(144）



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

378時盾

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養教育担当教官を固定化せず，教官各位が創意工夫をすることにより，教務委員会での調整

を受けて，自由に総合科目を開設できること。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

○平成６年度｢人権論｣及び｢女性学｣を其其10人及び23人のリレー講義により開設したこと。

○スポーツ方法学３として，「野外活動」などユニークな授業ができたこと。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

総合科目の第１群（総合人間学系）は，広域的・学際的教養科目であるから，ｌ～２年次に，

第II群（言語・文学系）及び第III群（国際・地域研究系）は，後期専攻科目の学問領域を強化・

発展させる専門の教養科目であるから３～４年次に履修するよう指導していること。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

当該学習状況の調査等はしてないが，今後の課題であると思う。

(3)教養教育の改善結果の評価について

総合科目の延べ履修者は74科目，9,286人（平成６年５月現在）で，好評である。今後は講義内

容を改善するため，学生のニーズがわかるアンケート調査を行い，分析・検討する必要がある。

５自由意見

総合科目は，マンネリ化を避け，学生の要望を見極めつつ専門教育との有機的関連を考慮し，

絶えず新たな課題を取り挙げていく必要がある。

６資料

「授業科目履修案内（昼間主コース・第一部）1994｣，「同（夜間主コース・第二部）1994」

「教育方法改善に関する報告書1993」

３，８

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

外国語学部
人

169

人
団 人

950

人

その他 ２ ２ 名称（保健管理センター）

その他 1０ 0 名称（留学生日本語教育センター）

合計 181 5３ 950

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

31人 1,678時間



理系大学

３室蘭工業大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

工学系大学卒業者に必要と思われる基本的な資質，すなわち「専門分野に偏狭することなく広

い視野に立つ総合的価値判断能力を備え，深い見識を身に付けさせる」教育を行い，一層豊かな

幅広い専門技術者を養成する。

※参考「大学改革」シリーズ(1)p､１２～

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

［学科・講座］

建設システムエ学科

機械システムエ学科

情報工学科

電気麺子工学科

材料物性工学科

応用化学科

共通講座

|蝋誓
国際交流室

［カリキュラム］

建設システムエ学科

機械システムエ学科

情報工学科

電気電子工学科

材料物性工学科

応用化学科

主専門共通科目

山
口

＝三三二 主専門教育課程

副専門共通科目

数理科学コース

生命環境科学コース

社会科学コース

言語科学コース

人間科学コース

副専門教育課程

(注)学部卒業研究の指

全教官が参画する。

②教養教育の責任体制

3,,

教養教育の責任部局 部局名副専門教育課程数理科学・生命環境科学・社会科学・言語

科学・人間科学コース

学部間の連絡・調整機関
機関名教務委員会

責任者学生部長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

従来の一般教育等教官の工学との学際的分野への教育・研究の参画に伴う教官組織の再編

○一般教育担当教官と専門教育担当教官が一体となった教育の実施

○卒業研究の全教官による指導体制の確立

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

○学部４年間の一貫教育体制

○副専門教育科目については学生の選択の幅を拡大

・５つのコースのうち１つを選択し，組織的学習を行う。

・学生のゼネラリスト，あるいはスペシャリスト志向に対応する共通科目を開講した。

○副専門教育に少人数ゼミナール，演習を新設

○卒業研究の全教官による指導体制

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

１）４年間一貫教育体制を実現するため，工学教育の中に新たなコンセプトによる副専門教育

3６０

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

工学部（昼間

コース，夜間

。_ス）

3６

(42）

8８

(84～88）

124

(126～

～130）

改善前は学科により異なる。

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
|内教養部から
i移行した教官

入学

定負
備考

工学部
人

166

人
弘

人
一 人

670

その他 ２ ０ 名称（保健管理センター）

その他 1 0 名称(地域共同研究開発セソター）

合計 169 3４ 670

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

18人 2,604時間 平成６年度



理系大学

を導入することとして専門教育科目群の学年配置を再検討し，授業科目及び履修形態におい

て，いわゆる“くさび型”を深化させた。

２）この結果，副専門教育課程の科目群と専門教育との有機的連携が容易になり，従来より広

い範囲での卒業研究の設定と研究指導教官の拡大が可能となって，これまでの工学部に比べ

はるかに広い知識及び視野を持つ卒業生を送り出すことができる。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

上記①と同じ

(3)教養教育の改善結果の評価について

学部課程においては，入学当初から６専門学科（夜間主コースについては３専門学科）に所属

する学生として受入れて教育を行っている。学生は，所属学科を希望して入学した者，大まかに

工学技術者になることを志望する者，さらに漠然と大学生になることとして入学する者も含まれ

ているのが現状である。したがって，今回の再編により，以下のような教育上の効果を上げるこ

とを期待できる。

１）教育上学生の勉学意欲を高めること及び自律的な学園生活を助成する体制が整備される。

２）学生のゼネラリスト，あるいはスペシャリスト志向に対応できる。

３）工学そのものが大きく広がりつつあることを考える時，工学技術者の養成の在り方も画一

的でなく，多様な芽を期待できる工学技術者の育成ができる。

以上のように，再編後は専門分野に偏狭することなく広い視野に立つ総合的価値判断能力を備

え，深い見識を身につけた，幅広い専門技術者の養成が期待できる。

５自由意見

（１）教育方法の改善

今回，教育方法及び教育内容の見直しを行ったが，これら改革の理念の実現には，教官並びに

学生等の意識の改革が必要であり，今後更に，効果的な教授方法を採用しつつ実施することが必

要である。

（２）一般教育教官の専門学科への分属に伴う施設的改善

一般教育担当教官のうち約１/4は３つの専門学科の大講座に分属し，残りの3/4は３つの共通講

座に分属する事により，全教官が大学院前期課程の講義に参加することとして平成５年４月から

学内措置により改組し，実施している。しかし，本改革をスムーズに遂行するには，分属先での

学生に対する教育研究の上でも専門学科内でのコミュニケーションの充実を図る上でも，専門へ

分属した教官の研究室・実験室等を分属先の学科へ速やかに移行するなど，施設的な改善を図る

必要がある。

６資料

「平成６年度履修案内」

「大学改革」シリーズ(1)

３６J



５帯広畜産大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

学問・研究の学際化が進む時代にあって，従来の狭い専門的知識・発想だけでは，この時代・

将来に対応出来る学生を教育することは不可能である。したがって，これまでの専門的知識の糸

ならず，広い基礎知識，他の学問分野にも理解を示せる学生の教育が急務である。加えて，国際

化が進むなか，自から得た知識・経験を国際社会に還元でき得る能力を備えた学生を社会に送り

出すためには，専門の学問を離れて，他国の文化・伝統を理解できるような教育が，教養教育と

して必要である。とはいえ，単に幅広く教育すれば良いのではなく学問・研究体系に立脚した教

養教育であるべきで「カルチャー教室」のような雑学の寄せ集めでは意味がない。本学のような

自然科学系の単科大学にあっては，自然科学的視点に立ち，これを出来る限り広い面から補完す

る教養教育が望ましいと考える。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学では,教養課程の改組が未だ終わっていないので,事実上教養課程の組織が存続している。

したがって，教養教育実施の中心はこの組織である。本年からカリキュラムだけが４年（又は６

年）一貫した系体をとったので，その内容・開講期等の決定調整については，全学から選出され

た委員で構成されている「教育課程委員会」が行っている。

②教養教育の責任体制

３６２

教養教育の責任部局 部局名教養課程

学部間の連絡・調整機関
機関名教育課程委員会

責任者ノll端喬



理系大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

（）内数字は改善前の単位数で，専門教育科目に学科共通科目（基礎教育科目）を含む。

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等

１)従来の一般教育科目，専門教育科目を学科，課程，講座の枠を越えて，学生の科目選択の幅

を広げ，「導入科目（カリキュラムの階層的最初の段階に位置する科目群)」「学部基礎科目（全学

教官の動員：複数教官による講義を想定した科目)｣，「学科コア科目(各学科の理念に基づく専門

知識，技術修得のための科目)｣，「学科周辺科目(学科コア科目を補完し，各学科のコア科目の内

容を側面から広い視野で理解させることを目的とする)」にカリキュラムの編成を行ったこと。

２)卒業までの修得単位数を132単位以上から124単位以上（獣医学科は205単位から188単位）と

大幅に変更，学生に選択の幅と余裕を持たせたこと。

3６３

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

獣医学科 7１

(56）

117

(149）

188

(205）

畜
産
管
理
学
科

(生産系）

経営

経済系

7８

(56）

8０

(56）

4６

(76）

4４

(76）

124

(132）

124

(132）

畜産環境科学科 6８

(56）

5６

(76）

１２４

(132）

生物資源化学科 7０

(56）

5４

(76）

124

(132）

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

畜産学部
人

106

人
羽

人
一 人

266

その他 １ １ 名称（保健管理センター）

合計 １０７ 2４ 266

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

５人 240時間



(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

（外国語科目について）

より国際化する時代にあって，出来る限り会話を通じてコミュニケーションを図れる人材教育

を目指していること（この中には単に話すだけでなく，異文化理解をもできるような人文社会系

の科目も関連させている)。

（基礎専門，基礎教育科目について）

周辺科目の数を増し，かつ学科を越えて選択の幅を広げてあること。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

学部基礎科目の一部（社会科学の一部，総合英語講読等）を３年次で開講する。一方，コア科

目の一部（医化学，家畜栄養学，環境植物学等）を２年時で開講するなど，専門的色彩の強い科

目と，教養基礎的要素の強い科目との相互乗り入れや，模形の開講時系体を取ったこと。周辺科

目を多くし，学生の選択の幅を広げたことなどにある。

＊学部基礎科目，コア科目の説明は上記(1)①を参照していただきたい。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

個別入学試験科目が，３教科５科目からｌ科目選択（英語，数学，理科，……生物，化学，物

理）であることも考えて，各学科の教育理念をそこなわない程度にコア科目中の必修科目数の指

定を最小限にとどめた。さらに周辺科目での選択の幅を広げ，多様化する高校授業に配慮した。

（３）教養教育の改善結果の評価について

新カリキュラムを本年度から実施したので評価は出来ない。私見ではあるが，複数教官で行っ

ている教科目の中で，教育理念の不統一が見られ，単なる知識伝達になっているケースもあるよ

うに思える。

５自由意見

回答者（学生部長）が自然系の教官であることの前提で回答する。

従来のように教養教育，専門教育を別々に担当する教官組織を作り，両者を分離したことは新

制大学発足時の歴史的事情があったにせよ明らかに誤りで，両者の間で，研究・教育の差別化を

生承，さらに教養教育不要論まで生み出した。私は今日の大学教官のほぼ全員が大学院教育を受

け，研究者としてのある程度のトレーニングを受けて来た現状を考えれば，これら教官が後輩，

学生へ自からの学問分野からの何らかのメッセージを伝えたいと考えるのは当然であるので，１

人の教官が，その教育理念に従い，いわゆる教養教育（学部前半教育）から大学院教育まで，専

門とその周辺科目について一貫して教育するべきだと思う。

６資料

「学生便覧，授業内容一覧」

「現状と課題」

３６４



理系大学

７北見工業大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

ある一定の学問分野の糸に偏らない総合的教育を行い，大学生としてふさわしい幅広い教養を

培うことを目指す。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

共通講座（人間科学）において，必修科目及び選択科目を設け教育を行っている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

〕の

教養教育の責任部局

学部間の連絡・調整機関

部局名

機関名

責任者

各学科共通の授業科目の充実・向上を図ることを目的と
する「共通教育科目運営委員会」を中心として，全学的責
任体制のもと，実施している。その連絡調整は，学生部長
が中心となっている。

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

全学科

機械工学科

応用機械工学科

電気工学科

電子工学科

情報工学科

工業化学科

環境工学科

土木工学科

開発工学科

２１

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

６
６
６
６
６
６
６
６
６

５
５
５
５
５
５
５
５
５

く
く
く
く
く
く
く
く
く

２１１

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

３
３
４
８
７
６
６
６
７

７
７
７
７
７
７
７
７
７

く
く
く
く
く
く
く
く
く

１２４

(129）

(129）

(130）

(134）

(133）

(132）

(132）

(132）

(133）

改組後

改組前



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

大講座制の組織によって，従来の学科目に制約された人事枠を取り払い，人間科学諸分野の教

育・研究の必要に応じて，講座内の人的構成に柔軟性をもたせる。そのことによって，講座内の

共同研究・学際的な研究分野に対処できる教員組織にする。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

一般教育課程56単位を教養教育12単位必修と６コースの副専門教育から10単位を修得する。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

従来の一般教育課程中の人文・社会科学系諸科目，外国語科目，保健体育科目に代わって一般

教育各科目と専門教育科目とのカリキュラム上の融合をはかり，４年間一貫の教育体系に編成替

えする。その上で，従前の教育内容の自己点検・評価に基づき，大幅な改善を加え，教養教育と

副専門教育の２つを柱とした。

(3)教養教育の改善結果の評価について

教養教育の充実・向上を図るための委員会を設置し，時代のニーズ，社会のニーズに対応した

カリキュラムが編成され，また，教官個点人の特色を生かした授業も開講されるようになり，学

生の教養教育科目選択の自由度が広がった。

3６６

学部
教官

現員

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

工学部
人

101

人
、 人 人

430

その他 １ 名称（地域共同研究センター）

その他 １ 名称（保健管理センター）

合計 103 1２ 430

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

13人 1,290時間



理系大学

2６東京農工大学

□実施済（６年４月から）
カリキュラム

□実施予定（７年４月から）

ロ検討中

〔教養教育責任部局の改組〕

大綱化に伴う教養教育の改善状況

[鱸駕:i蝋ii難鳶5;室］

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

大学の教育が専門的な知識の修得だけにとどまることのないように，学生に学問を通じ広い知

識を身につけさせるとともに，屯のを見る目や自主的・総合的に考える力を養うことにある一般

教育の理念・目標を更に実現するために，一般教育を単なる初期教育ではなくリベラル・アーツ

として位置付ける。それは，専門と職業が分化を進める中で人間の相互理解を深めると同時に，

人間の視野と視座を絶え間なく拡大・転換することを可能にし，人間・自然・社会への豊かな感

性を酒養し，総合的判断力に富む人間の成長を助けるという役割を担っているからである。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

系列委員会

教務委負会

学生生活委員会

総合科目運営委員会

その他各種委員会務室

計室

生室

庶
会
学産室雪Ｉ

②教養教育の責任体制

３６７

教養教育の責任部局 部局名一般教育部

学部間の連絡・調整機関
機関名全学教務委員会

責任者同上委員長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数について

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

3６８

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

(農学部）

生物生産学科

応用生物科学科

環境・資源学科

獣医学科

(48）

3４

(48）

4０

(48）

4０

(49）

4４

(84）

8２

(84）

7６

(84）

7６

(134）

１３２

(132）

※含む１３２

(132）

※含む１３２

(132）

※含む１３２

(183）

※含む１８２

※自由選択１６

※自由選択１６

※自由選択１６

※自由選択６

(工学部）

物質生物工学科

機械システムエ学科

電子情報工学科

Ｊ
２
Ｊ
４
Ｊ
４

２
３
２
３
２
３

５
５
５

く
く
く

Ｊ
４
Ｊ
４
Ｊ
４

４
８
４
８
４
８

８
８
８

く
く
く

(136）

※含む１３２

(136）

※含む132

(136）

※含む１３２

※自由選択1６

※自由選択１４

※自由選択１４

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

I内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

農学部

工学部

人
128

147

人
泌
鈍

人 人
345

595 工学部の入学定員には３年次編

入学定員70人は含まれていな

い。

合計 275 5７ 940

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

93人 10,815時間



理系大学

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

準備中

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

新しい授業科目は，共通科目，基礎科目，専門科目，自由選択科目に区分されるが，これらの

科目が特定の学年に偏らないような授業時間割を編成した，いわゆる「くさび型教育」を実施す

ると共に，各学科が指定した卒業に必要な単位を超えて修得した単位のうち，16単位までを卒業

に必要な単位数に充当できることとした自由選択科目を設定した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一般教育への配慮について

新カリキュラムでは，各科目について学生が履修するのに最適な学年を考慮するとともに，共

通科目，基礎科目及び専門科目が特定の学年に偏らないように配慮した時間割編成，いわゆる「く

さび型教育」により，４年間一貫教育が行われる。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

検討中

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成６年４月から改善したため，その実施効果については現時点ではつかめていない。

５自由意見

・本学では現在，一般教育部の廃止に伴う農工両学部の改組等を準備中である。一般教育部

所属教官は，原則グループとして，それぞれに適した学部学科に分属・参加する。

、従来の教養教育の単なる維持ではなく，専門教育と有機的関連をもつ教養教育の確立を目

指している。

、一般教育部廃止後の共通(教養)教育の実施方式及び責任体制づくりを現在検討中である。

しかしながら，最も重要な，また最も困難な事柄は組織改革ではなく，大学教官のそれぞれ

の意識改革であると感じている。

６資料

「学生便覧」

「シラパス」

「時間割」

「一般教育部のしおり」

「東京農工大学におけるカリキュラム改革について」

３６９



2８東京工業大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

ｌ）教養の理念は，物・対象への考え方，思考や手法を文系・理系両面から実践を通して修得

すること。これは，知識の蓄積ではなく，知恵一思考や学理の獲得にある。

２）本学の基本である理工系分野では，基礎学力と応用力を修得する。

３）本学学部教育は，思考と手法を中心とする教養および理工系基礎と応用の能力を兼ね備え

た人材の育成を目指す。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

学部に置かれている学科目等を中心に，全学協力のもとに教養教育を実施しているが，一般教

育と専門教育の区分を廃止することに伴い，全学の教官が，その研究分野と実績に応じて授業科

目を担当する方向で検討中である。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

（）は現行の単位数。

３７０

教養教育の責任部局 部局名理学部・工学部・生命理工学部

学部間の連絡・調整機関
機関名共通科目教育協議会

責任者委員長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

理学部・工学部

生命理工学部

5３

(57）

7１

(70以上）

124

(130単位以上，学科

によって 異なる）

専門教育の必要単位数は71単

位以内で各学科等が定め，その
単位数が70単位以下の場合は，
不足の単位数を教養教育（総合

科目・文系基礎科目）及び専門

教育から修得することにより卒
業要件を満たすことが出来る。



理系大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

ｌ(2)のとおり。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

＊総合科目・文系基礎科目

現行の人文社会科学分野の授業を改善し総合科目・文系基礎科目の２授業科目に区分した。

「総合科目」

○総合科目は現行の学科目にとらわれず，学際融合的なアプローチによる問題の掘り下げ

を行う。具体的には，人間・社会のための科学技術の視点から設定された特定の主題につ

いて，複数の講師がそれぞれの立場から問題を掘り下げる連続講義，討論を中心とした問

題探究型の授業を実施する。

各講義のジャンルに基づいてテーマ（副題）を設定，学年に応じて

総合講義Ａ（学部１年次学生を対象一主として文系の教官が担当するが，テーマの多様性

を図り，選択の幅を広げ少人数クラスで実施）

総合講義Ｂ（学部２～４年次を対象一文系と理系の教官がペアを組み，類毎に関連のテー

３７１

学部
教官

現貝

教養教育 |内教養部から
担当教官|移行した教官

入学

定員
備考

理学部

人
卵

人
記

人

人

229

教養部なし。

工学部 260 5７ 898

生命理工学部 4５ ６ 150

その他 212 ９ 名称

(大学院総合理工学研究科,大学

院情報理工学研究科，資源化学

研究所，工業材料研究所，極低

温システム研究センター，炭素

循環素材研究センター）

合計 610 124 １．２７７

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

80人 7,140時間



マを設定，類内の学生は物論，類外の学生の受講を促し，幅広い教養を身に

つけることを目的とする｡）

「文系基礎科目」

○文系基礎科目は，文系分野の学問を学び，その思考と手法を培うことによって，豊かな

人間性と広い視野を養うことを目指すもので，科学技術科目，文化創造科目，社会構想科

目の３分野で構成し，２１世紀の社会を担う幅の広い人材育成に貢献する。

具体的には，多形態のテーマを用意し，テーマにより大講義室又は少人数クラスの授業

を行うとともに，視聴覚メディア，見学，ゲストによる講義の授業を行う。

＊健康・スポーツ科目

現行の保健体育科目を改善，健康科学とスポーツ実技の授業に区分した。

健康・スポーツ科目は，学生の健康への自覚と配慮を高めるために，生涯健康とスポーツに

対して目的意識をもって実践する能力を養うことを目的とする。

○健康科学の講義は，健康科学Ｉ（ｌ年次一必修)，Ⅱ（２～３年次一選択）とし，現行，

通年１単位（週１時間）の授業を半年ｌ単位（週２時間）とし，講義内容にコアを設定す

ると共に内容を充実させ，学生に選択の余地を広げるコース設定とした。

○スポーツ実技は，スポーツ実技第一・第二（ｌ年次一必修)，第三（２～３年次一選択）

とし，新たに健康法コース，シーズソコースの開設等，コースの多様性を高め学生の意思

を生かし，選択の幅を広げる工夫をする。

○健康科学Ⅱとスポーツ実技ｍは並列開講とし，学生の自主選択とする。

＊国際コミュニケーション科目

国際コミュニケーション科目は,現行の外国語科目を改善し，国際コミュニケーションＩ（英

語)，国際コミュニケーション、（ドイツ語・フランス語・ロシア語）とする。

国際コミュニケーション科目は，基礎的・応用的な外国語能力を高めるとともに，外国文化

に接することによって，人間的感性に磨きをかけ，国際社会の中で養成される教養を身につけ

ることを目的とする。

○外国語科目は，現在30時間１単位を15時間１単位とし，１クラス55～60人を25～30人の

少人数クラスとし，ＬＬ教室を有効に使用し，読解，作文，会話，聞き取りに重点をおい

た授業を行う。

○授業科目の名称を現在，英語Ｉ～Ⅳと表示しているのを(Ｌ）リーディング，（Ｗ)ライテ

ィング，（Ｓ）スピーキング等講義内容を具体的に表示する。

○英語検定試験，ＴＯＦＬＥにより一定の資格・成績を取得した学生に対して，４～８単

位の範囲で，国際コミュニケーション科目の単位として認定する。

＊理工系基礎科目

理工系基礎科目は，現行，自然科学分野の授業科目を改善し，学部低学年に置き高等学校教

３７２



理系大学

育からの接続に配慮し，専門教育のための基礎学力を養成することを目的とする。

○数学一従来，１年次学生の数学の授業科目として，微分積分学・線形代数学の講義，及

び数学演習を設け全学生に履修させていたが，学生の向学心の多様化及び学科進学に応じ

たコースを選択出来るように，平成６年度後学期から微分積分学・線形代数学をＡ・Ｂの

２コースとし，Ａコースは演習を履修しないで講義の中に演習に準じた授業を行うことと

した。

○特理学一物理学の講義として，Ａ（力学)，Ｂ（電磁気学)，Ｃ（波動・熱学）の３科目

を用意し，全学生が２科目を受講出来るように配慮するとともに，各類の専門科目に応じ

た科目を指定し，それぞれ教科書選定から講義内容を工夫した授業を行う。

また，他類指定の科目を受講希望の学生のために時間割上配慮する。

○化学一現行，化学第一・第二と区分し教養科目の化学教官により授業を行っているが，

今後，化学Ａ（量子化学)，Ｂ（化学熱力学）とし，学部･研究所･センターの教官の協力

により授業を行う。Ａ・Ｂについては，各類又は学生の選択により受講出来るように，Ａ

（II類)，Ｂ（III類）等と区分し，それぞれ教養教官と各類の専門教育に応じた教官が担当

する。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学では，くさび型教育と称して，以前から教養教育と専門教育の区分を実質的に撤廃した教

育方針を長年にわたり実施しており，教養教育では総合科目，文系基礎科目，健康・スポーツ科

目，国際コミュニケーション科目について，次のとおり一貫教育へ配慮。

＊総合科目

○総合科目は，Ａ・Ｂ．Ｃと区分し，Ａは学部ｌ年次学生，Ｂは学部２～４年次学生，Ｃ

は大学院学生を対象に専門に捉われない広い知見を修得出来る授業を行う。

＊文系基礎科目

○文系基礎科目は，学部１年次から４年次に亘り開講し，全学生が受講出来るよう配慮し

ている。

＊健康・スポーツ科目

○健康・スポーツ科目は，学部１～３年次の学生を対象に開講しているが，２～４年次学

生について，学科の推奨により，人間関係論，スポーツ科学の専門科目の授業を開講して

いる。また，大学院においても，行動生理学，健康管理特論を開講し，将来，高度な技術

と知識を修得するに当たって，「人間性｣を理解出来る付加価値を養うよう，リカレント教

育として，個人の健康をコントロール出来る能力を育成する。

＊国際コミュニケーション科目

○国際コミュニケーションＩ（英語）

１～２年次における必修科目を修得後，さらに学力を養成するため高学年の学生を対象

ﾖアヨ



に上級（英語）として「言語文化講義Ｂ１，BII」等の授業科目を用意し，いずれも外人

スタッフを含め１クラス20人程度の授業を行う。

また，大学院の学生を対象に「言語文化講義Ｃ１，CII」などの授業科目を用意し，高

度な文献の読解，レポート作成から本格的な学術論文作成のための表現方法の修得及び国

際会議での口頭表現法を身につけるとともに，ディスカッションの手法により交渉技術を

修得させる。

○国際コミュニケーションⅡ（ドイツ語・フランス語・ロシア語）

上記，英語と同様，「特別演習」等の授業科目を用意し，大学院学生を対象に「ポスト・

グラデュエイト・セミナー」を開設し，実践的な語学力の向上を図り，海外への留学を目

指す学生に対して，語学，生活，文化交流の各方面に亘って，きめ細かな授業を行う。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

近年の学習指導要領の改正，入学制度の多様化及び適齢人口の減少等で，学習内容の個人差は

拡大するものと思われるが，本学ではそれに対応するため大綱化等を実施するにあたり，学生か

らのアンケート調査等を含め，学生の個性を生かし，創造性豊かな学生の育成を目的として，カ

リキュラムの改革を進め実施する。

具体的には，教養教育について，入試内容やその成績等を十分検討し，高等学校での授業内容

との重複をさけると共に，学力に格差のある学生のため，授業内容を多様化し，学生に選択の余

地を与え，専門教育に向けたカリキュラムの編成を行う。

(3)教養教育の改善結果の評価について

本学では，大学設置基準の大綱化に伴い，平成６年度から授業科目の区分，単位数，授業時間

等について一部改善し，平成７年度から大学院重点化を実施すべく新カリキュラムを検討，その

際，大綱化を含め大幅に改革したので，その効果は平成７年度以降となる。

今後の改善結果の評価については，既に平成５年３月に取りまとめた「授業方法改善のための

参考資料」を参考に，今回改革する事項を含め，学生・教官からアンケート調査を行う等，自己

点検・評価を行うべく検討中。

５資料

「平成６年度学部学習案内及び教授要目」

「平成６年度学部前期時間割表」

「平成６年度共通科目教授細目」（シラパス）

37‘



理系大学

2９東京商船大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

①現代の専門的技術者として必要な幅広い教養を授ける。

②変貌する現代社会に適切に対応できる広い視野と思考力を授ける。

③多様な価値観を学ぶことより，多様な思考や発想などの価値観の形成に寄与できるように

する。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

平成６年４月実施の新カリキュラムにおける教養教育科目は現在の五教室体制（学内組織）で

対応しているが,以下４(1)に述べるように平成７年度に予定している講座再編成が実施されれば，

教養教育協議会で対応することになる。

現在の五教室は，人文社会科学，外国語学，数学，物理･化学，保健体育学の各教室からなる。

②教養教育の責任体制

３７，

教養教育の責任部局 部局名商船学部

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

平成７年度に予定している講座再編成が実施された場合は,以下のような改正を予定している。

本学（教育組織は３課程からなる）における教養教育の維持発展を図るため教養教育協議会を

設ける。同協議会は商船システム工学課程から４名，流通情報工学課程及び交通電子機械工学課

程から各２名，合計８名のメンバーで構成し，教養教育に関する事項について教務委員会（学生

部長を委員長とする全学組織）と連携しながら対処する。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

従来の一般教育等が教養教育科目と基礎教育科目に二分され，教養教育科目は従来の一般教育

等のうち人文・社会科学系科目，外国語科目，保健体育科目を中心に構成されており，それに教

養ゼミナールが加えられている｡(従来の一般教育科目のうち数理自然系列の科目は専門教育との

関わりに配慮して，基礎教育科目としてまとめられた｡）

具体的な特色は以下のようである。

３７６

学部

卒業に必要な総単位数

教養教育
専門教育

基礎教育 専門教育
合計

備考

商船学部

商船システム工学課程

航海学コース

機関学コース

流通情報工学課程

交通電子機械工学課程

1９

(54）

1９

(54）

1９

(54）

3１

（０）

3１

（０）

3１

（０）

8０

(80）

8０

(76）

8０

(76）

130

(134）

130

(130）

130

(130）

本学では，課程修了者に必要な教育

科目を専門に関する科目（専門科目

という）と教養に関する科目（教養

教育科目）に区分し，さらに専門科

目を専門教育に関連する基礎的教育

を授ける基礎教育科目と各課程固有

の専門的学識を授ける専門教育科目

に区分した。

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

内教養部から
移行した教官

入学

定貝
備考

商船学部
人

113

人
” 人

０
人

１８０

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

17人 816時間



理系大学

ａ少人数教育

外国語科目・英語の卒業要件単位を８から４に減らした代わりに，講読英語においては１ク

ラス30人程度にして効率を上げることができるようにした。（外国語科目は教養教育,基礎教育

の両教育科目に分けられて履修されるが，最高17単位まで履修が可能になった｡）

教養ゼミナールのクラス編成は６－２５人となっている。

ｂ習熟度に基づくクラス編成

上記の講読英語(及び基礎教育科目の総合英語演習）において初級者向けのクラスを設けた。

ｃ教養ゼミナール

1年生対象に教養ゼミナールを開設し，多様なテーマについて少人数の学生に対する個人的

指導により，自ら考え，学問の基本的方法論を学ばせるようにした。

教養ゼミナールの担当は従来専門教育の柔を担当していた教官も開講しており，それによっ

て専門教育科目とのつながりができるよう期待している。現実に，今年度の教養ゼミナール１１

コマのうち，３コマは専門教官によるものである。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

ａ従来の一般教育のうち数理自然科学系の全科目を，より専門科目との関わりに配慮しなが

ら再編して基礎教育科目としたのであるが，その大半は自然科学系の教養科目としての性格

も備えていて，教養・専門両面への橋渡しをしている。各教育科目（開講科目）の割合が，

教養18％，基礎37％，専門45％となっており，基礎教育科目の比重を高くしたことによって

４年一貫教育がスムーズに行われることを期待している。

ｂ教養教育で学んだことがそれだけで終わらないように，専門教育科目のなかに従来の一般

教育等の教官が担当する専門教育科目を開設した。例えば，認知科学，国際取引法，統計管

理論，複素解析，振動と波動，計算物理学，技術英語である。これは，教官側から見た一貫

教育といえよう。

ｃ教養ゼミナールに従来の専門教育担当教官が参加することによって，１学年から専門教育

科目への導入となっている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

ａ帰国子女･留学生など日本国の高校教育を受けてこなかった入学者を考慮して，英語では，

習熟度別のクラス編成が初級者クラス（基礎教育科目）で対応していることは上述した通り

である。数学（基礎教育科目）の一部の教官は帰国子女に補講をしている。

ｂ物理・化学（基礎教育科目）においては，入学受験科目としないで入学した学生をも考慮

して，高校の物理・化学の知識を前提としないでも理解できるような講義をするよう配慮し

ている。特に，物理系の科目では，コンピューターによるシミュレーションを導入して理解

を容易にしている。

(3)教養教育の改善結果の評価について

３７７



新カリキュラムの実施は本年４月なので，その効果についてまとまった資料はない。学生の反

応などを知るために，アンケートも考えられるが，学生による授業評価も話題になっている。

現時点での評価及び反省点は以下の通りである。

ａ教養ゼミナールは好評であった。特に，専門教官によるゼミナールに新入生が多く受講し

たことから，学生の要望があらためて知らされた。今後，より多くの専門教官の参加を求め

ていくことが必要である。

ｂ英語の少人数クラスのやり易さは予想通りであるが，教官の負担が問題である。

ｃ情報処理関係の科目（基礎教育科目）の充実が必要である。

５自由意見

１）今後の教養教育は次のような形式ではないかと思う。

①少人数クラスによるゼミナールまたは演習形式

いかに良い授業でも，大クラスでは今の学生を引っ張って行くのは至難であろう。

②教養専門的な授業

従来の専門教官に担当して貰う。

③総合科目又はコア科目の形式

２）今後教養教育だけを教える教官がいなくなったら(我が大学もそうなる)，専門教育の方に

関心が傾いて，教養教育は片手間になるだろう，というのが従来の一般教育等の担当教官の

大方の心配である。それでは｢大学」の名に値しないので，教養教育協議会が中心になって，

最低限現在の教養教育の割合を堅持するよう努力する。

６資料

「履修案内」

「授業科目概要」（時間割を含む｡）

３７８



理系大学

3O東京水産大学

□実施済（年月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

騰驚篁鵜li皇;菖剥
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

幅広く，深い教養の上に立って，専門の全体象を眺められる総合的な判断力を持つ人材を育て

る。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

水産学部教養科

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３７９

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

水産学部

海洋生産学科

資源育成学科

資源管理学科

食品生産学科

６
８

５
４

４
２

８
８

140

130

教養教育の責任部局 部局名水産学部教養科

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

現在，検討中である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

現在検討中であるが，既に実施しているものとしては，外国語科目での放送大学との中国語，

スペイン語の単位互換制度や，英検１級及び準１級合格者の単位認定制度がある。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

現在検討中である。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

理系の大学であるにもかかわらず，物理または生物を高校で履修していない学生が４～５割程

度いるため，基礎的な学力を身に付けられるように能力に応じた科目（物理，化学，生物）を開

設している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

現在検討中である。

５自由意見

①総合科目開設の必要性。

②教養教育と専門教育のウェイトについての検討。

3８０

学部
教官

現員

教養教育

担当教官

Ｉ内教養部から
1移行した教官

入学

定貝
備考

水産学部
人

160

人
瀦 人 人

317

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

30人 3,180時間



理系大学

３２電気通信大学

□実施済

□実施予定

□検討中

(６年４月から）

(７年４月から）

大綱化に伴う教養教育の改善状況

臆蓑ii鰯i裏iii皇||鏑釦
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

大綱化は教養教育を不要とするものではないという認識の下に，本学の従来の教育理念を維持

している。すなわち理工系学部として不可欠な確実な専門的能力を養うとともに，深い教養と広

い視野をもち総合的な判断力に優れた人材を育成することを基本理念として，教養教育は従前同

様に本学の教育の重要な一部分として位置づけている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学では学部教育を行っているのは電気通信学部ｌ学部である。教養教育は従来から電気通信

学部の人文社会科学系列･自然科学系列（従来の一般教育科目担当学科目の集団）が中心となり，

各学科の教官がこれを支援する体制をとっており，現時点ではこれに変更はない。一般教育学科

目の組織の改変については現在検討中である。

全学協力体制のための特別な措置としては，従前から「教務委員会」のほかに「一般教育運営

委員会」を設けて各学科の教官の支援体制の管理にあたってきたが，平成６年４月からのカリキ

ュラム改正，予想される一般教育担当学科目の改組を勤案して新しい組織と責任体制を検討中で

ある。

②教養教育の責任体制

3８１

教養教育の責任部局 部局名電気通信学部

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

昼間コース

篁聲上’|露’鰯’

1iｌ

Ⅲ

3８２

電子工

学科

電子情

報学科

情報工

学科

機械制

御工学

科

電子物

性工学

科

備考

総
合
文
化
科
目

人文・社会科学科目

言語文化

科目

言語文化基礎科目Ｉ

言語文化応用科目Ｉ

言語文化基礎科目IＩ

健康・スポーツ科学科目

上級科目

小計

単位1２

８

４

２

６

3２

単位1２

８

４

２

６

3２

単位1２

８

４

２

６

3２

単位1２

８

４

２

６

3２

単位1２

８

４

２

６

3２

･英語８単位を修得の

こと ◎

･独語，仏語，露語，

中国語のいずれかひ

とつの科目４単位を

修得のこと。

ただし，言語文化応

用科目11で修得した

単位を振り替えるこ

とができる。

基
礎
科
目

必修

選択

小計

2０

２

2２

2２

2２

1８

２

2０

2０

４

2４

2０

４

2４

専
門
科
目

必修

選択必修

選択

小計

4８

1８

6６

4２

2８

7０

5２

1６

6８

4８

2２

7０

4５

１４

1０

6９

３科目

共通

単位

総合文化，基礎，専

門科目群の各々の修

得すべき単位以外の

修得すべき単位（３

科目のいずれの単位

屯可）

1０ ６ ６ ４ ４

･教職に関する専門科

目及び専門科目群の

内，自由科目の単位

は３科目共通単位と

しては認めない。

合計 130 130 126 １３０ 129



理系大学

夜間コース

３８３

電子工

学科

電子情

報学科

情報工

学科

機械制

御工学

科

電子物

性工学

科

備考

総
合
文
化
科
目

人文・社会科学科目

言語文化

科目

言語文化基礎科目Ｉ

言語文化応用科目Ｉ

言語文化応用科目IＩ

健康・スポーツ科学科目

小計

単位１４

８

２

２

2６

単位1４

８

２

２

2６

単位1４

８

２

２

2６

単位1４

８

２

２

2６

単位1４

８

２

２

2６

･英語８単位を修得の

こと ｡

･独語，仏語，露語の

内から２単位を修得

のこと ｡

ただし，言語文化応

用科目11で修得した

単位は言語文化基礎

科目11の単位に振り

替えることができ

る｡

基
礎
科
目

必修

選択

小計

１８

２

2０

1８

２

2０

1８

２

2０

2０

４

2４

2０

４

2４

専
門
科
目

必修

選択必修

選択

小計

4８

1８

6６

4２

４

2４

7０

5０

1６

6６

4４

2４

6８

3２

3４

6６

3科目

共通

単位

総合文化，基礎，専

門科目群の各交の修

得すべき単位以外の

修得すべき単位（３

科目のいずれの単位

も可）

1２ ８ 1２ ６ ８

･教職に関する専門科

目及び専門科目群の

内，自由科目の単位

は３科目共通単位と

しては認めない。

合計 124 124 124 124 124



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

カリキュラム改正は行ったが実施体制・組織は未だ従前と変わっていない。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

・旧設置基準に定められていた科目区分を廃止して授業科目を専門科目，基礎科目，総合文化

科目の３群に区分した。

・多様な選択の自由度を用意した。

・演習・実験を重視した。なおこれに関連して単位算出基準を改正し，演習・実験科目にお

いて取得できる単位を引き上げた。

・基礎科目は専門の基礎であり，必然的に低学年で体系的に履修するものとしている。

・総合文化科目はくさび型に４年間にわたって履修するようにした。人文社会科学分野での

体系的な履修も可能なようにした。

・新入生に対する小人数のセミナーを開設した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学は開学以来単一学部であったので，教養教育担当教官と専門科目担当教官は同一部局に属

し，学部教育において教養教育と専門教育の間の一貫性は従前より良く保たれていた。近年，組

織が拡大するに伴い，教官相互の意志疎通を欠くようになってきているので，この点については

新しい責任体制の整備により改善したいと考えている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

数学・語学等の科目において進度別クラス編成を検討し一部試行中である。平成９年度以降の

入学者の多様化への対応については根本的な対応の検討を開始したところである。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成６年度からの改正であるため効果の評価は未だできていない。

３８４

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

|内教養部から
1移行した教官

入学

定員
備考

電気通信学部
人

231

人
5４

(人文･自然）

人 人
980

合計 231 5４ 980

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

103人 12,240時間



理系大学

５自由意見

平成９年度以降に高等学校の新学習指導要領による教育を受けた学生が入学するようになる

と，大学では特に理工系学部等において，専門教育のための準備に努力を必要とすることとなろ

う。昨今の性急な教養部改組の結果と，専門教官の状況認識の甘さがこれに耐えられるか否か。

更にそれはそれとして，基本的に大学が多様な入学者を受け入れた上で全ての卒業生に一定の水

準を保証し得るか否か。学部教育全般について根本的な再検討と，かなり思い切った改革が必要

となろう。その中で教養教育をいかに位置づけるかについての考察と実践が必要である。

６資料

「電気通信大学通報第352号」

３８，



３６長岡技術科学大学

□実施済（６年４月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

[:欝鰯灘||鳶5劃
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学は，実践的，独創的な能力を備えた指導的技術者を育成するとともに，実践的な技術の開

発に主眼を置いた研究を推進することを目的としている。

教養教育は，この趣旨に則り，これからの技術者にとって必須なものとなっている管理科学的

知識と社会科学的素養を身につけさせ，広い社会的視野と国際的感覚の酒養を目的としている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

計画・経営系，語学センター及び体育・保健センターが担当

※参考

専門基礎科目中のいわゆる基礎科目（自然系科目）については，専門の教官が担当している。

②教養教育の責任体制

3８６

教養教育の責任部局 部局名上記①に同じ

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者



理系大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

３８７

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

工学部

3８

(52）

1７

(18）

2１

(34）

内訳

9２

専門基礎科目

4４

専門科目

4８

(86）

4８

(50）

4４

(36）

１３０

(138）

6５

(68）

6５

(70）

1学年

(平成６年度入学者から適用）

3学年

(平成８年度入学者から適用）

既修と象なす単位数

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官

Ｆ=~－－▲凸一一一一一一一一▲

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

工学部
人

122

人
６

人
０

人
1学年110

3学年270

その他 ５ ５ 0 名称（語学センター）

その他 ２ ２ ０ 名称（体育・保健センター）

その他 ３ 0 ０ 名称

(分析･計測センタ

センタ ｌ■■■■

，

￣

， 技術開発

工作センター）

合計 132 1３ ０ 1学年１１０

３学年２７０

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

22人 1,504時間



４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

実施体制・組織等の変更はありません。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

授業科目の区分を総合科目，外国語科目，専門基礎科目及び専門科目の４区分に再編成した。

総合科目は，「人間･社会のための科学技術」という視点を踏まえながら，広い視野に立った的

確な洞察力を養うとともに，工学技術者としての自覚を培うことを目的とし，従来の人文科学科

目，社会科学科目，総合科目及び保健体育科目を統合した科目である。

内容により，人文科学を中心とした総合的・教養的な科目をＩ類に，社会科学を中心として，

これに管理科学的な素養を培うための科目を含めた総合的･学際的な科目をII類とし，さらに’’

II類を１～２学年向けのＡ科目と３～４学年向けのＢ科目に分け，Ａ科目はＢ科目を履修する上

で必要とする基礎的科目と位置付け,４年間専門科目と調和を図りながら履修できるようにした。

また，必修科目はスポーツ方法論のふとし，他は全て選択科目とした。

外国語科目のうち英語については，一層の充実・強化を図るため，卒業要件を２単位増の10単

位にするとともに，内容別にＡ、基礎的内容(読，書，聴，話）を指導する科目Ｂ・読，書，

聴，話のうち，特定の技能を重点的に指導する科目Ｃ・必修単位不合格者を対象とするクラス

と上級レベルの学習者を対象とするクラスの科目に編成し，ＬＬ機器，ＡＶ機器を利用した授業

を４年間にわたり行っている。

なお，１学年の授業では，レベル別のクラス編成を行い基礎学力の向上を図っている。

また，必修科目は全学年とも’クラス約30人としている。

専門基礎科目は，自然科学科目と専門科目の基礎科目を整理統合し，専門教育の基礎教育科目

としての位置付けを明確にした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学は，１学年に110人を，３学年に高等専門学校卒業生を270人受入れている。このため，開

学時から，教養科目と専門科目を並行して，４年間にわたって開講している。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

本学は，入学定員の約30％を工業高校から推薦選抜で，約70％を普通高校から学力選抜で受入

れている。この学力選抜では，理科は，ｌ科目選択としているため，入学者には，高校で物理，

化学及び生物を履修しなかった者もいる。このような状況から，基礎科目及び外国語において，

学力に差があるため,通常の授業で高校での学習状況に応じたクラス別の授業を実施しているが，

今後は，正規のカリキュラムに補習的内容の授業を開講することを検討している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

今後，学生の授業評価，シラパスの点検等を通じて，一層の改善に努める。

３８８



理系大学

5l名古屋工業大学

１教養教育の理念と実施体制

（１）教養教育の教育理念について

近年，我が国の工学系大学を取り巻く社会環境は大きく変化し，第一にあらゆる面における量

的拡大から質的向上への変換の要求，第二に環境問題などに見られる科学技術に対する憧僚の変

化，第三に若年人口の減少，第四に急速な国際化等があり，これらの社会的要請に対して，大学

には，第一に基礎科学は勿論，人文・社会科学にも造詣のある技術者・研究者の育成，第二に高

等教育の多様化・弾力化への対応，第三に高度の情報社会における個性的かつ創造性に溢れる人

材の育成への対応，第四に我が国の国際社会における地位向上と激動する社会が要求する国際化

へ対応できる教育・研究システムの整備等が強く求められている。

これらの社会的要請に対応するため，本学では，幅広い人間性と応用的能力を備えた優れた学

生の育成,総合的な判断力を養った学生の育成,幅広い知識を有するグローバルな学生の育成を，

教養教育の教育理念・目的としている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

現在，工学部の中に一般教育等を担当する組織として，人文社会教室，数学教室，物理学教室，

化学教室，外国語教室，保健体育教室の６教室を置き，それぞれの教室に必要な定員を配置して

いる（定員配置は，臨増分，第二部学科目を含め77名)。

平成７年度以降については，一般教育等を担当する６教室を改組し，それぞれの担当教官を専

門学科等に分属させる。また，この改組に伴い，一般教育の実施体制を管理･運営するための｢工

学教育研究センター」を併せて平成７年度概算要求として要求しているところである。

②教養教育の責任体制

３８９

教養教育の責任部局 部局名一般教育等を担当する６教室

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

従来の一般教育科目，外国語科目及び保健体育科目の担当教官（一般教育等教官）も専門教育

教官との連携のもとに専門教育科目，専門共通科目を担当すると共に，専門教育担当教官も，従

来は一般教育等教官が担当していた基礎教育科目を担当することを前提としている。

組織等の改善については，概算要求を行っているところである。

３９０

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

工学部

(第一部）

工学部

(第二部）

2４

(42）

2４

(40）

8０

(88）

8０

(84）

124

(130）

124

(124）

従来の一般教育科目の自然の分野及び専門

教育科目の学科基礎科目の一部を中心に,「基

礎教育科目」（20単位以上）を新設した。

この新設の科目を含め，卒業に必要な総単

位数は，124単位以上となる。

同上

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

i内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

工学部

(第一部）

工学部

(第二部）

人
244

2３

人
陀

９

人 人
1.060

200

その他

その他

６ 名称

計測分析センター，共同研究セ

ンター，極微構造デバイス研究

センター，保健管理センター

合計 273 7１

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

59人 6,480時間



理系大学

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ア）平成６年度から実施している本学の新教育課程は,４年間一貫教育を有機的に機能させる

ことを前提とした，授業をゆとりあるものにするために，必修：選択科目に幅をもたせるた

め，その一つとして，従来の一般教育科目，外国語科目及び保健体育科目と専門教育科目の

開講年次の区分を廃止した。

イ）一般教育科目のうち，特に専門学科との関連が深い数学･物理･化学について，従来全学

科向けに開講していたが，各学科の基礎教育科目に組み込み，各学科の基礎として専門教育

科目との有機的連携を図った゜

ウ）数学については,専門教育科目の共通基礎科目として全学科共通に開講していたが,各専

門科目の基礎をなす数学の重要性を考慮し，各学科の基礎教育科目に組み込むと同時に，専

門教育科目の中でも応用数学の科目を開講し,基礎教育科目と有機的に結び付くようにした。

また，外国語科目については，総合教育科目の中での外国語に加えて，基礎教育科目に「工

業英語」等，専門共通科目（Ｂ）で「科学英語」を増やして，外国語の学習機会の多様化を

図った゜

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

「人文･社会の分野」は１．２年次に開講していたが，「人間社会科学」とし，より精神的に

成熟した上位の２．３年次に開講，「外国語科目」は従来と同じｌ～４年次に開講，「保健体育

科目」は1.2年次に開講していたが，生涯スポーツの観点から「健康運動科目」としｌ～３

年次に開講，従来の一般教育科目の「自然の分野」はｌ年次に開講していたが，基礎教育科目

（従来の自然の分野と専門教育科目の学科基礎科目を中心としたもの）を１．２年次に開講する

こととし，開講年次の区分を廃止した。また，専門教育科目をｌ年次からより多く開講し，従

来よりよりくさび型で授業を行うことにした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

従来の一般教育科目等は，１．２年次に開講され，高校教育からの延長という声も聞かれ，

大学での勉学意欲の低下の一因でもあった。専門教育科目をより効果的に履修できるよう，特

に各授業科目の開講年次について配慮した。また，人間社会科学については，その性格上，精

神的により成熟した上位の年次で開講することとし，自然科学系の科目については，専門教育

科目の基礎としての位置付けを明確にすることにより，専門教育科目と有機的に結び付いた履

修が進められるようにした。なお，教育方法として，少人数教育をできるだけ行う等，工夫及

び改善することとしている。

(3)教養教育の改善結果の評価について

本学は,平成６年度から新教育課程に移行したため，まだ実施の効果についての評価はできず，

今後の調査，検討事項となっている。

”】



一般教育等を担当する６教室の改組を行い，専門学科等に分属し，新しい教育組織にすること

が，当面の検討事項である。

５自由意見

（１）大学設置基準の大綱化に伴って，いわゆる教養教育と専門教育の区分が廃止されたが，幅

広く深い教養及び総合的な判断力を培い，創造性と多様性を備え，豊かな人間性を有するた

めには，教養教育を重要視する必要がある。

（２）ｌで記したとおり，本学は工業系大学として社会から多様な期待・要請を受けている。こ

れらに対応するために，幅広い知識を有するグローバルな学生の育成が必要である。そのた

め，教養教育と専門教育が有機的に結び付くことが特に必要であると考える。更に，学生が

社会人となった場合，応用力が必要であり，そのためにも基礎教育としての教養教育が重要

であることの認識が必要と考える。

（３）教養教育は全ての学年において必要なものであり，専門教育と並列的に受けるべきものと

考える。

３，２



理系大学

５２豊橋技術科学大学

□実施済（５年４月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

U:鱗:篁騨ii皇||鰄釦
１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育を分離せず，各課程の専門教育と並列して行い，とくに管理科学，計画経営学の教科

を充実して，指導的技術者として高度な専門知識とともに，総合的判断力，管理能力の充実を図

る゜

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

・自然科学系の科目は，各系の専門の教官が担当し，科目内容問題点は，随時系間の連絡会

議で討議する。

・人文，社会科学系の科目に関しては，旧カリキュラム時同様，人文・社会工学系所属教官

及び語学センター，体育，保健センター所属の教官が担当する。

②教養教育の責任体制

3１３

教養教育の責任部局 部局名教務委員会

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３９‘

区分 単位数 履修基準

一
般
教
育
科
目

人文の分野

及び

社会の分野

総合科目

日本語等

自然の分野

1２

２

（１）社会思想史，社会科学概論及び経済学の３科目の中から１

科目以上修得しなければならない。

(2)授業科目の単位認定は，原則として学期制とする。

(1)修得した単位の内，６単位を限度として人文及び社会の分
野の卒業要件単位として算入できる。

(2)授業科目の単位認定は，原則として学期制とする。

(1)外国人留学生の糸履修することができる。

(2)修得した単位の内，６単位を限度として人文及び社会の分

野の卒業要件単位として算入できる。

社会思想史，社会科学概論又は経済学の単位に代替でき
る 。

(1)数学Ｖ及び数学Ⅵを修得しなければならなし 、

。

(2)第１年次及び第２年次に開講される授業科目を履修できる
が 修得した単位は卒業要件単位に算入しない。

外
国
語
科
目

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

４

(1)英語[11及び英語Ⅳの中から２単位以上を修得しなければな
らない。

(2)授業科目の単位認定は学期制とする。

(3)第１年次及び第２年次に開講される授業科目を履修できる
が 卒業要件単位に算入しなし 、

◎

小計 1８

専
門
教
育
科
目

5２

（１）卒業要件にかかる単位修得方法等の詳細については，各課
程の指導による。

･エネルギー工学課程単位修得方法

３．４年次選択科目の中から，選択114単位以上を

含む38単位以上修得しなければならない．

(2)原則として，教育課程及び授業時間割に基づき当該年次に
開講される科目を履修しなければならない。

なお，所属課程の上級年次の科目を履修する場合は，クラ

ｽ担任（又は指導教官）の許可を受けた上，授業担当教官の
許可を必要とする。

(3)他課程開講科目（実験･実習科目を除く）を履修できるが，
履修にあたってはクラス担任（又は指導教官）の許可を受け
た上，授業担当教官の許可を必要とする。

(4)第１年次及び第２年次に開講される専門教育科目を履修で
きるが，修得した単位は卒業要件単位に算入しなし 、。

合計 7０



理系大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

・実施体制，組織に関しては，大きな変更はない。

・卒業要件単位数の変更（１年138→130,3年70→66）

上記に伴う教養の単位数の変更（１年50→５０，３年18→１６）

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の教善状況と特色

・学際的研究を念頭に置いた科目の設置。

・本学の特徴である多様な入学者を考慮した科目の設置。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

.｜日カリキュラム時代にすでに実施されていたクサビ型カリキュラムの継承（１年次から専

門科目，教養科目は４年次まで)。

・旧カリキュラム同様，大学院の共通科目（教養科目）とつながる科目の創設。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

・多様な入学者を考慮した科目を設置。

３９〕

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
i内教養部から
Ｉ移行した教官

入学

定負
備考

全学

うち

第９学系

専門系

人
164

１０

154

０
６

人
１
４

人 人
1年１１０

３年270

その他 ６ ６ 名称（語学センター）

その他 ３ ２ 名称（体育保健センター）

合計 164 6４ 380

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

32人 1,635時間



5８京都工芸繊維大学

(工芸学部）

□実施済（５年４月から）

カリキュラム改革

□検討中責任部局の改組

(繊維学部）

□実施済（６年４月から）

大綱化に伴う教養教育の改善状況

騰駕I慧鱒i皇#|葛5蕊］

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

（工芸学部）

従来，一般教育の理念としてきたLiberalArts＆Sciencesを基盤とすることに変りはないが，

本学の教育理念である人間存在との調和に焦点を置いたIntegrateな工学の実現のため，自然，

人間，社会と科学技術の緊張・融合関係の広域学際的教育を展開することを考えている。

（繊維学部）

２１世紀の工学及び農学系教養教育は，従来型の無目的の教養酒養ではなく，それぞれの専門領

域における高度な仕事を遂行し，創造的に発展させてゆく上に必要な，人間相互の諸問題や地球

全般に拘る広範囲な諸問題を理解し活用することを身につけるものでなくてはならない。このた

め，教養教育は各専門学科がそれぞれ責任を持ち，必ずしも低学年に履修することを課さない。

また，工学・農学系の専門教育の基礎を学んだ後に語学・人文・社会・健康保健等の専門家（従

来は教養教育の象を担当していたがその専門性をフル活用する）の指導を受けて，新境地を開拓

することのできる専門履修コース（総合科学コース）の設定も重要である。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

（工芸学部）

従来から教養部を設置せず，学部に所属する一般教育等の学科目担当者を中心に実施してきた

が，平成５年４月にカリキュラム改革を先行実施し，現在，新カリキュラムにふさわしい体制組

織のあり方を検討中である。

（繊維学部）

先ず，カリキュラムを改革し，上記の理念を実現できる実質上の改革を行った。本学は，従来

から一般教育担当教官組織が学部毎に分属されており，全学的にこれらを一体化することは教養

部設置につながり，時代の要請と逆行するため両学部足並みを揃えて各学部の特徴を活かしつつ

学部長が責任を持つ体制を敷いている。組織改編については，平成７年度概算要求をしている。

３９６
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②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

317

教養教育の責任部局 部局名工芸学部

学部間の連絡・調整機関
機関名一般教育等

責任者学科主任・副主任（任期１年）

教養教育の責任部局 部局名繊維学部

学部間の連絡・調整機関
機関名一般教育等

責任者教室主任

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

工
芸
学
部

昼間コース

機械システムエ学科

電子情報工学科

物質工学科

造形工学科

夜間主コース

機械システムエ学科

電子情報工学科

物質工学科

造形工学科

44(54）

34以上(48）

34以上(48）

34以上(48）

38以上(48）

86(86）

82以上(76）

76以上(76）

76以上(76）

76以上(76）

130(140）

124(124）

124(124）

124(124）

124(124）

繊
維
学
部

応用生物学科(昼間コースの

全履修コース）

(夜間主コース）

高分子学科(昼間コースの

総合科学コース）

(上記を除く昼間コース）

(夜間主コース）

(54）

3４

(48）

2８

(54）

3４

(54）

26～5４

(48）

28～4０

(86）

9６

(76）

9６

(86）

9６

(86）

76～104

(76）

8４－９６

(140）

130

(124）

１２４

(140）

１３０

(140）

130

(124）

124

平成５年度改正済

〃

〃

〃

〃



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

（工芸学部）

(繊維学部）

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

（工芸学部）

ｌ）専門科目と一般教育科目との区別を廃した。

２）従来の専門科目を基礎カリキュラムとする「広域人間科学コース」を各専門学科内の履修

コースとして設置した。

（繊維学部）

（７）学部入学から大学院修士課程修了までの６年間一貫した高度専門教育の中に教養教育を取

り入れた。即ち，自然系教養教育は一貫教育の基礎専門として位置づけた。一方，人文･社会系・

語学・健康保健系教養教育については，低学年の糸受講対象とせず，基本的には高学年でも受講

できるものとした。ただし，講義室と受講者数との関係で，実施上の複雑さを避けるために，標

準カリキュラム上では低学年用の表中に掲載してある。

け）これらの人文・社会系・語学・健康保健系の入門講義は，総合科学コースの基礎専門授業

科目としても位置づけてあり，各学科の指定する専門科目の基礎を十分修得した者につき,人文。

3９８

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
i移行した教官

入学

定負
備考

工芸学部
人

201

人
皿 人 人

575

その他 ２ 名称（保健管理センター）

合計 201 2６ 575

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

53人 2,490時間

学部
教官

現負

教養教育 |内教養部から
担当教官i移行した教官

入学

定員
備考

繊維学部

人
刀

人
甜 人 人

235

その他 ２ 名称（保健管理センター）

合計 7１ 3８ 235

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

30人 2,550時間
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社会系・語学・健康保健系の専門教育を履修して新しいタイプの学士（工学または農学）として

卒業できるようにした。ここで，卒業研究は各学科の教授と従来の一般教育担当教授との共同指

導を原則とした。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

（工芸学部）

平成５年４月に，従来の授業科目区分を撤廃し，授業科目をＩ群（１．２類)，ＩＩ群（１．２類)，

III群，Ⅳ群（１．２類）に再編するとともに，全学科を対象とする履修コース「広域人間科学コ

ース」を設置した。Ｉ群及びII群は主として基礎的教養教育科目グループである。Ⅳ群２類は上

述の広域人間科学コース履修者を対象とする授業科目グループであり，主に一般教育等の所属教

官が自らの専門領域を核とした授業を展開する。これらⅣ群２類の授業科目は同コースの履修者

にとっては専門教育科目となるが，その他の学生が履修する場合は，教養教育として位置づける

ことができる。

（繊維学部）

⑤教養教育を低学生用に限定しないで専門の学問・技術が社会にどのように貢献しているか

を知った上で履修できる道を開いたこと。

㈹工学及び農学系学生に対する教養としての人文・社会系・語学・健康保健系の授業科目で

あると同時に，工学及び農学の基礎教育を受けた者が，理工系と人文社会系の専門家としても活

躍できる能力の多様化に対応する道を開いたこと。

⑤特に，工学・農学と語学との連係を密にして国際化時代に対応する道を開いたこと。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

（工芸学部）

本学部では開学以来，一貫して「くさび型」の教育体制をとってきたが，今回のカリキュラム

改革では更にこの傾向が顕著となった。即ち，各学科とも低学年次での専門教育をより充実させ

た。また，広域人間科学コースの授業科目（Ⅳ群２類）の開設により，教養教育の科目選択の自

由度が更に広まった。大学院修士課程を含めた６年間一貫教育を目指した教育内容の連続性にも

配意した。

（繊維学部）

工学・農学などの理工系分野の高度化先端化に対応するため，修士までの６年間一貫教育をメ

インの履修コースとして位置づけ,科目群を設定し，科目群の授業担当教官相互の連係を密にし，

カリキュラムの高効率化と，教科内容の連続性を重視し，また，授業の欠落部分が出ないようカ

リキュラムを大幅に整備した。

3９９



③高校からの学習状況を踏まえた対応について

（工芸学部）

今後とも基礎教育の充実に配慮し，特に外国語に関しては，高校の新学習指導要額に対応し，

コミュニケーション能力の育成を重視する。

（繊維学部）

１年次の自然系科目には教授法の巧みなベテラン教授を配し，高校における学習の不備な学生

に対して短時間でかつ効果的にその不備を補えるように考慮した。語学教育については，実用語

学を重視して，従来とかく文学論に陥りがちであった語学教育を高校の語学と関連づけられるよ

うに配慮した。

(3)教養教育の改善結果の評価について

（工芸学部）

改革実施後２年目であり，未だその成果を評価できる段階には至っていないが，新設の広域人

間科学コースは確実に定着しつつある。

本学部では，今回のカリキュラム改革を基盤として，今後一般教育等の教官組織問題を含む更

なる改革の検討を進めている。

（繊維学部）

新カリキュラム実施後まだ１年余が経過したばかりであり，また，対象学生も現２年次学生以

下であるので，結果を評価できる段階に到っていない。本当に評価できるのは卒業研究に入った

段階である。

講義室と教官数に制限があり，真の意味でのきめの細かい小人数教育を各学年について多数コ

マ提供することができないのが残念である。

５自由意見

（工芸学部）

大学における教育は，「教養教育」「専門教育」等と確然とした区分を設ける必要はなく，各大

学・学部の教育方針に従った４年一貫教育が望ましいと考える。
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6４神戸商船大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

人間性酒養教育………ヒトとしての人格を形成するための学問

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

教養教育のあり方，企画，授業担当者の調整実施等について協議するため，学内専門委員会と

して「教養・基礎教育委員会」を設置している。

②教養教育の責任体制

教養教育の責任部局商船学部

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

(改善前）

4０１

区分
卒業所要

単位数
要件等

一
般
教
育
科
目
等

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自
然
分
野

数学

物理学

化学

天文学

基礎演習

総合科目

小計

外
国
語
科
目

第一外国語

第二外国語

小計

保健体育科目

1０

1０

1６

3８

８

４

1２

４

商船システム学課程の航海学コースは必修科目の８単

位を含んでいること。

数学６単位，物理学４単位を含み，３学科目以上にわ

たって修得すること。

各分野ごとに定められた修得すべき単位数に算入しな

い◎

一般教育科目で38単位以上修得すること。

英語

ドイツ語又はフランス語のうちいずれか一の外国語に

ついて４単位以上修得すること。

すべて必修科目の単位である。

合計 5４



筌科目の３単価

(改善後）
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専
門
教
育
科
目

商船システム

学課程

航海学コース

専門基礎科目

第一専門科目

第二専門科目

合計

商船システム

学課程

機関学コース

専門基礎科目

第一専門科目

第二専門科目

合計

輸送情報シス

テムエ学課程

専門基礎科目

第一専門科目

第二専門科目

合計

海洋電子機械

工学課程

専門基礎科目

第一専門科目

第二専門科目
〆2エ 計にＩ

動力システム

エ学課程

専門基礎科目

第一専門科目

第二専門科目

合計

1３

6０

1６

8９

2２

5０

2０

9２

1０

4６

1１

7６

2８

4２

1０

8(）

2８

4３

1７

8８

必修科目の９単位を含んでいること。

必修科目の50単位を含んでいること。

必修科目の４単位を含んでいること。

必修科目の17単位を含んでいること。

必修科目の38.5単位を含んでいること。

必修科目の12単位を含んでいること。

必修科目の３単位を含んでいること。

輸送群より16単位，情報群より16単位，共通群より必
修科目の単位を含む12単位を含んでいること。

輸送群の11単位，または情報群の必修科目の１単位を
含んだ11単位のいずれかを修得すること。

上記の卒業所要単位以外に課程内の専門教育科目の中
から９単位修得し，合計で76単位以上修得すること。

必修科目のｌ単位を含んでいること。

必修科目の１２単位を含んでいること。

必修科目の19単位を含んでいること。

必修科目の32.5単位を含んでいること。

第一群又は第二群いずれかの群の13単位を含んでいる
こと 。

位
数
総
計

卒
業
所
要
単

商船システム学課程
航1１『学コース

機関学コース

輸送情報システム工学課程

１４３

146

130

海洋電子機械工学課程

動力システム工学課程

134

142

区分
卒業所要

単位数
要件等

総
合
教
養
科
目

人間科学

社会科学

言文
化

語学

英語

ドイツ語／フランス語

自然科学

健康・スポーツ科学

総合科目

合

1８

８

４

４

3８

人間・社会科学分野合わせて18単位以上を修得するこ
と。

商船システム学課程の航海学コースは必修科目の８単
位を含んでいること。

いずれか一方の外国語について４単位以上を修得する
こと ｡

総合教養科目修得単位数合計に算入する。

総合教養科目修得単位数合計に算入する。
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３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

大綱化に伴う平成５年４月からのカリキュラム改正により，総合教養科目・専門基礎科目の担

403

専
門
科
目

商船システム

学課程

航海学コース

専門基礎科|］

専門専攻科目

合計

商船システム

学課程

機関学コース

専門基礎科目

第一専門科目

第二専門科目

合計

輸送情報シス

テムエ学課程

専門基礎科目

第一専門科目

第二専門科目

合計

海洋瓶子機械

工学課程

専門基礎科目

第一専門科目

第二専門科目

合計

動力システム

エ学課程

専門基礎科目

第一専門科目

第二専門科目

合計

3０

7６

106

3６

4６

1４

104

1６

6０

1０

9４

4６

4２

1０

9８

4２

4０

1０

100

必修科目の24単位を含み，分野１１４単位，分野1110単

位を含んでいること。

必修科目の64単位を含んでいること。

自由選択科目８単位まで算入できる。

必修科目の28単位を含んでいること。

必修科目の36.5単位を含んでいること。

必修科目の８単位を含んでいること。

数学分野８単位，物理・化学分野４単位を含んでいる
こと ◎

輸送群16単位，共通群26単位（必修22単位を含む｡）を

含んでいること。

輸送群10単位，又は情報群10単位（必修２単位を含

む｡）のいずれかを必修すること。

分野Ｉ～11[より１８単位（分野１６単位，分野１１４単位

を含む｡)，分野Ⅳより28単位（必修２単位含む｡）を合
んでいること ◎

必修科目の12単位を含んでいること。

必修科目の30単位を含んでいること。

必修科目の32.5単位を含んでいること。

第一群又は第二群いずれかの群の10単位以上を含んで
いること ◎

卒
業
所
要
単
位
数
総
計

商船システム学課程
航海学コース

機関学コース

輸送情報システム工学課程

海洋電子機械工学課程

動力システム工学課程

144

142

132

１３６

138

自由選択科目８単位まで算入できる

自由選択科目８単位まで算入できる

自由選択科目８単位まで算入できる

自由選択科目８単位まで算入できる

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

商船学部

人
肥

人
犯 人 人

220

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

１６人 1,020時間



当教官の所属が既成の教官組織では連携が取りにくい等のため，教官組織を改正するとともに，

教養教育のあり方，企画，授業担当者の調整実施等について協議するため，学内専門委員会とし

て「教養・基礎教育委員会」を設置した。

教官組織の改善としては，一般教育担当教官のうち専門基礎科目担当教官については既存の専

門系教官組織へ配置し，哲学・歴史学・文学・外国語学等の担当教官については，商船学の特色

の一つである国際文化講座を新設配置した。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

カリキュラム改正のポイントは，学部教育を全面的に見直し，教養教育と専門教育に２大区分

し，これらを大学教育の柱として関連づけながらいずれも４年間の一貫教育として行うように改

めた。

従来一般教育科目としてまとめられていた分野のうち，主に理科分野を専門科目に移行させ，

主に文化系と体育系科目を総合教養科目とした。

一般教育科目は専門科目の基礎としてとらえられることが多かったが，総合教養科目は専門科

目とは独立しており，ヒトとしての人格を形成するための学問であると認識している。

数学・物理学・化学等は教養科目とするよりは専門学の基礎科学として区分し，専門教育の充

実をはかった。

一方，科学技術の高度化・細分化，社会の複雑化・国際化等いずれも急速かつその動向が不分

明な現在では，高度の総合的知識を持ち，それに基づいて正しく判断行為でき得る人格の育成が

非常に重要である。従って，一般教義としてはこれまで学生の自主的選択に委ねられてきた教養

に関する内容も，大学教育の中で専門的に教授すべきであると判断し，従来の人文・社会・自然

の３分野にわたる並列的な科目区分を廃し,専門科目とは独立した総合教養科目として統一した。

自然科学系の教養は専門科目を通じても酒養される点を考慮し，総合教養科目は人間科学・社

会科学・言語文化学・健康スポーツ科学を中心とし，更に学際的科目である新設の総合科目１．

１１．ｍより構成されている。総合科目Ｉは専門系の複数の教官が，最も得意とする分野をｌ講義

で行うもので，カリキュラム改正の意図を端的に表している。総合科目ｎは教官と少人数の学生

が研究グループを作り研究を行うとともに，教官と学生の密接な接触がはかられることを期待し

て開設している。総合科目mは兵庫県内の四年制大学の学生が，洋上での共同生活を体験しなが

らアジア・太平洋諸国との交流を深め，日本の果たすべき役割等を認識し，大学の枠を越えた学

生交流の充実，国際感覚を養うこと等を目的としている。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慰について

①に述べたことから，総合教養科目について，課程により若干の差はあるものの４年間で教授

できるよう開設単位数についても，１年次38単位，２年次31単位，３年次19単位，４年次１６単位

と各学年に配置している。
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(3)教養教育の改善結果の評価について

学内専門委員会として「教養・基礎教育委員会」を設置し，そのあり方等について検討すると

ともに，実施の効果についても検討･することとしているが，現時点ではまだ結果は出ていない。

６資料

「神戸商船大学学生便覧」

「神戸商船大学商船学部商船システム学課程（航海＝－ス）シラバス」

イ０，

、



８３九州芸術工科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

大学の教育が専門的な知識の修得だけにとどまることのないよう学問を通じて広い知識を身に

つけさせるとともに，屯のを見る目，自主的・総合的に考える力を養うことにある。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

(ｆＷ鍔蝋
②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

406

教養教育の責任部局 部局名一般教育等系列

学部間の連絡・調整機関
機関名該当機関なし

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

芸術工学部 6０ 8０ １４０ ｢大綱化｣については，現在検討中のため現行

の単位数を記載



理系大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

407

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

芸術工学部

人
鮖 人

2３

(内訳）
一般教育
等系列

1６

専門学科
７

外国人教師
(1)

人 人
200

その他 １ 1 名称（保健管理センター）

合計 6６

４
１
２
ｕ

200 （）は，外国人教師のため外数

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

延べ51人 3,203時間



8４九州工業大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の理念について

教養教育は，「技術に堪能なる士君子たれ｣という本学の建学の精神を実現するための重要な教

育と考えている。

人類と環境を考えた新しい工学の時代には，より広範な視野を背景とした科学技術が必要とさ

れ，グローバルな視点に立った柔軟な思考力を有する技術者の育成は，工業系の大学又は学部に

幾分の緊急性をもって要請されている課題であると思われる。

特に本学においては単に技術を修得させるのみならず，前述の「士君子」の養成をも重要な課

題としており，したがって，教養教育についても，学生に対し本学の出身老たるにふさわしい内

容の充実を要求かつ期待し，大学としてもカリキュラムの編成及び教育の方法等について相応の

工夫に努めている。

以上の実現のため，平成５年度の教育課程の改訂に当たっては，従来の一般教育科目の分野に

ついても学問的探求をより深める必要があるとして，人文・社会，外国語及び保健体育の各科目

を「人間科学科目」として統合・整備したが，この人間科学関係と専門関係は，教育内容を関連

させることによって新しい学際領域の学問の展開を促し，大学の特色の一つになるものと，その

可能性に期待しているところである。

注1）従来の一般教育科目のうち「自然科学｣系(物理学，化学，数学）については，工業に関する「基

礎的教育科目」として位置付けた。

注2）以上に関し，学長諮問に対する教務委員会答申書あり。（別添資料１参照）

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学のカリキュラム全般については，個々の学部・学科の基本理念により運営することとして

いるが，教養教育部分については，各学部に設置された一般教育等の各講座がそれぞれ一括担当

している。

なお，全学協力体制のための特別な措置等は行っていない。
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②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

401

教養教育の責任部局 部局名各学部（工学部及び情報工学部）

学部間の連絡・調整機関
機関名教務委員会

責任者教務委員会委員長（学生部長）

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

工学部

情報工学部

2０ 8０
１１

(45）

2７

2４

(85）

9６
１１

(44）

４

(84）

124

(130）

127

(128）

教養教育及び専門教育の各科目の中から24単
位まで選択できる。

教養教育及び専門教育のうち英語を除く各科
目の中から４単位まで選択できる。

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

「!■~ﾛﾛｰｰｰｰ■D------

l内教養部から
i移行した教官

入学

定貝
備考

工学部

工学部夜間主
コース

情報工学部

(計）

］
人

162

109

271

人
相

４
９

３
７

人
一
一
一

人
634

(１０）

9０

420

(50）

1144

(60）

注）入学定員のうち（）内数字
は 3年次への編入学定員
数で，外数。

その他

２
２
１
２
１

保健管理センター

情報科学センター

地域共同研究センター

マイクロ化総合技術センター

機器分析センター

合計 279 7９ 1144



４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

平成５年度の教育課程の改訂に際し，人間科学科目（人文・社会，外国語及び保健体育）及び

自然科学系（物理学，化学，数学）の各科目については，各学部に設置された一般教育等の各講

座がそれぞれ担当し，講座・学科目等組織の変更は現在検討中である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

冒頭に記述したとおり，従来の一般教育科目のうち自然科学系を除く分野については，学生の

教養をより高めるためには「学問的探究」の度を深めさせる必要があると判断し，そのために，

それらを「人間科学科目」として統合・整備して，単に教養的教育以上の学修到達度を期待する

こととして，その理念の基に主として以下の措置を講じた。

・人文・社会系については同学問領域を深く探究させるため，選択の新規授業科目を幅広く

開設し，単位数を減じたことによる少人数教育の教育効果を図った゜

・国際化時代に対応するため，外国語の授業科目を強化するとともに，逆に要件としての単

位数そのものをかなり減らして，少人数教育による教育効果の増大を図った゜

・保健・体育系の講義を減じ，実技の授業科目を増設した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

・カリキュラムの基本方針として，人間科学関係の教育内容と専門関係の教育内容とを関連

させて新しい教育に対応できるカリキュラムを作成し，これによって，人間科学分野と専門

科学分野の学際領域における新しい学問領域の展開を促すこととした。

・本学の教育の全般にわたり，社会性をもったエンジニアの育成に貫かれているが，工学部

及び情報工学部に用意された全ての開講科目の中からの「選択可能な単位」数については，

大学建学の理念である「技術に堪能なる士君士」の「技術に堪能」なる部分または「士君士」

たる部分のいずれかの部分の補強の意味をも有しており，在学時において一貫して学生本人

の選択に委ねられている学修となっている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

基礎的教育を重視する観点から，自然科学系の学修到達内容に意を払っている。

したがって，大学における自然科学系（物理学，化学，数学）の学修についても，単に教養的

学習との認識を排除し，工業基礎科目又は自然科学科目として人間科学科目の範囲を超えた専門

科目系としての位置付けを行っている。

また，外国語系についても「読糸｣，「書き」だけではなく実践的内容を重視しており，いずれ

4１０

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

90人 11,202時間



理系大学

も再教育のための対応に配慮している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成５年度の改訂からまだ１年を経たばかりであり，教育課程そのものは４年を通してのもの

でもあるので，現時点で評価できる内容はないものと思われる。

ただし，各科目分野の単位数を減じたことによる少人数教育による教育効果については幾分の

成果が見られているように思われる。

なお，高等学校学習指導要領の改訂に伴う高校教育について，その影響が生じる平成９年度以

降における補充教育等の必要性を現在検討中である。

５自由意見

本学は目的大学であり，自然科学系の科目は「工学基礎」と位置付けられるので，文系科目に

ついての承教養教育として捉える。

一般に教養教育は,人間形成のために必要なもの又は学卒者としての常識として考えられるが，

｢技術者教育」の立場からは，もっと積極的に，「人に優しい技術｣，「自然と社会に優しい技術」

を目指すための教育として推進すべきであると考える。

工学部の教育の中で，教養教育は専門の外の余分な教育と捉えられ勝ちであるので，学生が真

に興味を持つ形での教育が必要である。

そのため，

①例えば，知的所有権やＰＬ法など工学に関連した話題を含む科目の設定

②例えば，福祉やボランティア等実践活動を伴う科目の設定

等の工夫を行うべきである。

４１J



医系大学

６旭川医科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

“現代社会人として幅広く深い教養のみならず，医人としての自覚を高める動機づけが盛り込

まれ，併せて高度な自然科学的基礎学力の酒養，，を本学の基礎教育系（旧一般教育科目）の教育

理念としている。（学生生活のしおり）

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学では昭和48年の開学以来，従来の医学進学課程（一般教育）と専門教育の隔壁を排除し，

両者を有機的に連繋して６年間一貫した模形教育を行っている。

本体制は，昭和48年に発表された「旭川医科大学建設の基本構想」に明記されている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

４１３

教養教育の責任部局 部局名医学部

学部間の連絡・調整機関
機関名なし

責任者なし

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部 7３

(76）

4.876Ｈ

(4,726Ｈ）



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

本学は昭和48年度創設以来，一般教育・専門教育の区分にとらわれない一貫教育システムを採

用してきたが，平成４年度に基礎教育系，基礎医学系、臨床医学系をより有機的に結ぶ教育シス

テムとした。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ｌ）基礎教育系（旧一般教育）の物理学，化学，生物学の科目で，学生が自主的に実験に取り

組むことを基本とする「自然科学特別実験」を新設し，基礎医学系への橋渡しコースとした。

２）基礎教育系の統計情報処理の実習を充実させ，基礎医学系への橋渡しとした。

３）基礎教育系の人文・社会科目の各４単位を２単位とし科目数を増やした。

４）人文科目の言語に関する科目と外国語科目の英語，独語を再編成して，英語，独語，ラテ

ン語，日本語の語学講読コースを設け，上記の人文・社会科目を含めて全体として選択幅の

拡大を図り，医人としての幅広い教養の酒養をより高めることを図った゜

５）保健体育科目を４単位から２単位とした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

上記①の内容は，本学創設以来の一貫教育システムを強化するものである。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

高校における物理学，化学，生物学の履修のバラツキに対応するために，第１学年における当

該科目の授業内容，授業方法に各教官は配慮している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

大綱化に伴うカリキュラムの改革が行われたが，本学創設以来の一貫教育システムの根本は不

変であり，従前に変らぬ教育効果が見られている。

４１４

学部
教官

現員

教養教育

担当教官
|内教養部から
I移行した教官

入学

定貝
備考

医学部
人

148

人
、 人 人

100 附属病院93人

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

35人 1,148時間



医系大学

2３東京医科歯科大学

ｌ教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学は，教養教育の理念を，ヒューマニズムに立脚した全人的完成を理想とするものと捉え，

その上で，本学が医歯系総合大学であることを自覚して，教養教育が高校教育と高度専門職業教

育とを切れめなくつなぐものであることを目指す。この目標を実現するために，２１世紀にふさわ

しい世界市民を育てるための「自由教育｣，医療従事老たるにふさわしい素地をつくるための「人

間科学教育｣，先端科学技術者としての資質を養うための「生命科学基礎教育」を行う。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学の教育課程を６年（４年）一貫教育に改め，数養教育の実施体制・組織については，部局

としての教養部が専任的に当たり，教養部長が統括している。

専門学部（医・歯）は，その運営には直接かかわらないが，主として学部の基礎系教官が教養

部における自然科学系の授業の一部を担当している。

②教養教育の責任体制

4１，

教養教育の責任部局 部局名教養部

学部間の連絡・調整機関
機関名教養部運営委員会

責任者学長



２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

○医学部医学科，歯学部歯学科については，進学課程，専門課程の区分を廃止し，６年一貫

4１６

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部

医学科

保健衛生学科

看護学専

攻

検査技術

学専攻

歯学部

歯学科

6０

(68）

3０

(35）

3０

(43）

6０

(68）

128

(4,290時間）

9６

(82）

101

(71）

128

(4,515時間）

188

126

(117）

131

(114）

188

医学部医学科及び歯学部歯学科の専門科目に

ついては,平成６年度新入生により従来の｢授

業時間制」から「単位制」に移行した。

なお，医学部保健衛生学科及び一般教養科目

については，従来から単位制である。

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

医学部

医学科

保健衛生学科

歯学部

歯学科

人

166

4３

１６５

人

６

３

人

人
帥
帥
加

５７

医学部附属病院112人

歯学部附属病院３８人

保健衛生学科

3年次編入２０人

看護学専攻１０人

検査技術学専攻10人

教養部 2５

合計 399 ９ 255 150

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

56人 2,470時間



医系大学

教育とする。（医学部保健衛生学科については，従来通り４年一貫教育を行う｡）

○医学科，歯学科の学期制に合わせて，３学期制にする。

○医学科，歯学科の教養教育は，２年次２学期までの１年９カ月に短縮する。（保健衛生学科

の教養教育は，従来通り１年間とする｡）

○自然科学分野の一般教育と専門教育との間の一貫性を持たせるため，専門学部の基礎系教

官の協力による実施体制を採り入れる。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

○一般教育科目の，卒業要件としての最低修得単位数を削減した。

○総合科目として，人間科学教育科目と生命科学学科目を新設した。（②で詳述）

○外国語のクラスを40人から30人に少数化し,実践的語学力養成のための授業形態として｢読

む」「聞く」「書く」「話す｣の４つのコースを開設した。ドイツ語においては，文法にコンピ

ュータを活用したコースを新設した。

○１年次３学期に自由選択のセミナー科目を多数開講した。

○専門教育の基礎となる自然科学系の基礎学力の強化のため，物理，化学，生物の各授業時

間の増を図り充実させるとともに，高校における既修，未修に対応したクラス編成を実施し

た。（③と関連）

②教養教育の改善状況と特色

○医療の持つ人間的，社会的側面の認識を深め，自由教育の基盤の上にたった学生の人格形

成と職業意識の育成のために，ｌ行動科学系および実習，２心理学系，３倫理学系の

３つから成る総合科目として「人間科学基礎」を２年次に開講し，１年次の自由教育と２年

次３学期からの専門教育の橋渡しをする。

○自然系総合科目である「生命科学基礎」を１年次３学期から２年次２学期まで開講する。

これは，医学部・歯学部専門基礎の教官と教養部物理・化学・生物の教官が密接に連絡を取

り合いながら内容を検討し，自由教育と専門基礎との円滑な橋渡しを可能とするための必修

科目である。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

自然系の中でも，特に「物理」の高等学校での履修率の低下が顕著である。本学においても，

高校で物理を全く履修して来たい学生が目立ってきた。そこで，ｌ年次の物理は選択必修とし，

高校での物理未修者を対象とする「入門コース」と既履修者を対象とする「教養コース」を同時

開講した。なお，看護学専攻の学生については，物理を必修科目から除いた。

(3)教養教育の改善結果の評価について

平成６年４月より新カリキュラムを実施したので，その効果については，まだまとまった検討

はなされていない。今後，定期的に評価，検討が教養部内の「自己評価検討委員会」においてな

417



されていく予定である。

５自由意見

昨今の大学改革では，一貫教育の名の下に実質的には専門教育の早期開始と一般教育の縮小が

目指されている場合が多く見られる。しかし，教養教育の充実は，一般教育と専門教育の実りあ

る橋渡しのためにも是非必要なことである。本学としては，教養教育担当部局としての教養部を

存続させる方針を取ったが，改革を進めるためにも，適切な選択であったと思われる。

「教養教育の充実」と「教養教育担当教官の研究活動の充実」は表裏一体であると考えられる。

教育環境を整備する必要があることは言うまでもないが，研究環境の一層の改善も望まれる。

６資料

「平成６年度教養部のしおり」（時間割を含む｡）

「東京医科歯科大学における教育の新構想」のうち，卒前教育部の具体化に関する検討ワーキ

ンググループ「最終報告」

２１世紀に向かって「東京医科歯科大学の現状と課題」（教養部）

２１世紀への新たなる発展を目指して「東京医科歯科大学における教育の新構想」（教養部）
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医系大学

３９山梨医科大学

□実施済

□実施予定

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

[$筐鯛羅鯛緬jH］
(４年４月から）

(７年４月から）

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

医科大学である本学の教養教育においては，医学を学ぶのに必要な基礎分野を学修するだけで

なく，将来対応が予想される複雑な事象や日進月歩の医学関連分野に備えて，理解力，分析力，

創造力等を培う。また医学は人間，特に病める人間を対象とする学問であるので，総合的な教養

教育を通して，生命の尊厳をはっきり自覚し，幅広く深い教養を培い，豊かな人間性を酒養する。

さらに国際化，高齢化社会への移行等の社会の急激な変化に対応できる国際的，社会的及び文化

的感覚を養う。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

医学部に属する学科目制の教養科目（本学では，基礎教育科目等もいう｡）担当教官(教授６名，

助教授６名及び外国人教師1名）を中心に，一部の講座制の専門教育科目担当教官及び非常勤講

師により，教養教育を実施している。

②教養教育の責任体制

攻養教育の責日三部

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

４１１

教養教育の責任部局 部局名医学部

学部間の連絡・調整機関
機関名該当なし

責任者〃

学部
卒業に必要な総単位数

基礎教育科目等 専門教育科目 合計
備考

医学部 52以上

(74以上）

単位制では

ない



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ア）教養科目を基礎教育科目（主として自然科学系科目)，教養科目（外国文献講読及び主と

して人文，社会科学系科目)，外国語及びＥＣＥ（早期臨床体験）の４つに区分した。

イ）従来の一部の科目を一層充実させ(情報科学，実用英語，物理学Ⅱ〔放射線物理学〕)，セ

ミナー型式の授業をより多くした（外国文献講読)。

ウ）社会の国際化,情報化や学問分野の学際化に対応して新科目を設置し，幅広い教養教育を

目指した（環境科学，細胞生物学，数理科学，健康体育学，宗教学及び国際関係論)。

エ）ＥＣＥ（早期臨床体験）を設置した。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

従来から６年間一貫教育体制の中で，選択科目を４年次まで適切に履修できるように配慮した

が，この方針を一層推進した。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

自然科学系科目では，高校における科目の選択による履修者と未履修者の両グループに配慮し

て，講義に工夫を行っている。未履修者には，補講を行っている。

(3)教養教育の改善結果の評価について

ア）新カリキュラムでは，新科目の設置により幅広い総合的な教育が実施されるようになっ

た。

イ）機器の充実や小人数クラス編成の授業も設け,よりきめ細かな授業が行われるようになっ

た。

ウ）実施体制については，より有効な組織作りを検討している。

420

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
i内教養部から
|移行した教官

入学

定貝
備考

医学部

人
而

人
別 人 人

100 附属病院教官32人

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

40人 1,311時間



医系大学

４２富山医科薬科大学

□実施済（６年４月から）

薬学部薬科学科

医学部看護学科

回実施予定（７年４月から）

医学部医学科

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

[鱸fi鰯i鰯'１菖后誌］

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

各学部・学科特有の教育理念と教育目標に基づく一貫教育の中で教養教育を行う。教養教育の

理念をことさら強調しないようにしている。

（各学部・学科の教育理念）

医学部医学科……豊かで温かな人間性．広い視野と社会的使命感を培い，医学の基本的

知識・技術・態度を体得し，医学に対する全人格的関心と生涯にわた

って学習を継続していく習慣を養う。

医学部看護学科……幅広い教養を身につけた看護専門職を育成する。

薬学部薬科学科……教養教育と専門教育を有機的に結合させた４年一貫教育により，病態

と疾患及び和漢薬に関する知識を与えるとともに，医薬品開発への志

向意欲を伸ばす。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施・組織等

一貫教育責任主体：各学部教授会（教務委員会）

教養教育実施責任主体：一般教育等運営委員会

一貫教育点検評価委員会

一貫教育に関わる基本方針の審議決定

各学部間の連絡調整

学部教授会

一貫教育の審議決定

一般教育等運営委員会

富山医科薬科大学点検評価委員会

教育活動に関する専門委員会
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②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

※（）書は改善前の単位数。

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

本学は，創設時に教養教育を担当する組織として教養部を設けないで，医学部及び薬学部のい

ずれにも属さない全学組織として（一般教育等）を置いた。

従って，初めから教養課程と専門課程の区分は存在せず，４（６）年一貫教育を実施して現在

に至っている。
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教養教育の責任部局 部局名実施責任組織

一般教育等運営委員会

学部間の連絡・調整機関
機関名一貫教育点検評価委員会

責任者学長

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部

医学科

看護学科

(69）

6３

3８

(4,429時間）

4,429時間

100

(6９
＋4,429時間）
6３

＋4,429時間

138

薬学部 薬科学科 (51）

4２．５

(94）

87.5

(145）

１３０

学部
教官

現負

教養教育「

担当教官

内教養部から
移行した教官

入学

定員
備考

医学部

薬学部

人
祀
弧

人
(3)

1０

(4)

1２

人 人
※155

105

※医学科95人

看護学科60人

（）内は専門科目教官が担当し

ている人数で内数

合計 112 2２ 260

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

43人 3,196時間



医系大学

大綱化に伴って，一貫教育責任主体は各学部教授会であり，一般教育等運営委員会は一貫教育

の中の教養教育を実施する責任主体であることを明確にした。

さらに，一貫教育を全学的協力のもとで，実施するための全学委員会として，一貫教育点検評

価委員会（委員長は学長）の設置を予定している。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

各学部・学科の教育理念に基づき，従来の一般教育科目等を教養教育科目（教養基礎科目及び

基礎専門科目）に編成替えし，専門教育との連繋をより緊密にし，体系的な一貫教育を目指して

いる。

教養基礎科目は基盤的教養科目で,①単に専門教育に役立つものというだけでは不十分であり，

成熟段階に到達していない学生に限られた時間内で学問の本質的部分を伝達すること。②幅広く

深い教養，総合的な判断力，豊かな人間性及び国際社会に対応できる能力を有する人材の育成を

目指している。

基礎専門科目は，専門教育の質的向上を図るために，専門教育の基礎あるいは，専門関連領域

を習得することを目的とする。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

これまで，本学の教養教育は個別学科目制のもとで行われてきているが，各学部・学科が，個

性的な特色ある総合的一貫教育に適合した教養教育を行うため，また，学問の急速な進歩発展に

対応して求められる高度な教養教育，あるいは多様な社会のニーズに対応した教養教育を行うた

め，個別学科目制を改組して大学科目制への移行を検討中である（大学改革への序章富山医科

薬科大学の点検・評価1992)。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

自然科学科目のうち，物理学・化学・生物学については，高校で履修していないケースが多い

ので，それぞれの教科においてpreliminarycourseとadvancedcourseを設けるなどして対応

している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

薬学部薬学科は，平成６年４月より改革カリキュラムを実施したばかりであり，医学部医学科

は，平成７年４月実施に向けてカリキュラム編成中である。

従って，改革カリキュラム実施の効果については，いましばらく時間を要する状況である。

一般教育等運営委員会では，現在教養教育について，学生による授業評価を－部の科目につい

て実施中である。
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4５福井医科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

１）単なる「専門学校」ではなく，最高学府である「大学」の学生として広く人間理解のため

の教養を身につけさせる。

２）特に，人間の生と死をある程度コントロールできるようになった医学一生物技術学一を学

ぶ医学生は，医学に直接関連する自然科学のみならず，医の倫理，人間の尊厳等に深く関わ

る人文，社会科学等をも真剣に修得する必要がある。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

１０学科目に12名の一般教育等教官と18名の非常勤講師で，一般教育科目，外国語科目，保健体

育科目を担当し，一般教育等と医学部専門の教官10名と６名の非常勤講師で基礎教育科目を担当

している。教育担当副学長のもと，教務委員会がその教育に関わる事項を管掌している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

424

教養教育の責任部局 部局名医学部

学部間の連絡・調整機関
機関名一般教育等担当主事

責任者藤枝宏涛

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部 7１ 4,490時間 71単位

4,490時間



医系大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

改善を検討中

５自由意見

何故一般教養が重要なのかを専門の教官も学生も真に理解した上での「改善」でないと教養の

結果に陥りやすい。慎重に検討したい。時間削減という「改悪」

６資料

｢平成６年度授業要項」

｢平成６年度前期授業時間割表」

＃2フ

学部
教官

現貝

教養教育｛鰄識泥
担当教官|移行した教官

入学

定貝
備考

医学部

人
巧

人
Ⅱ 人 人

100 附属病院教官30人

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

23人 1,147時間



４８浜松医科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

基礎科学の総合化による創造力の養成，国際化，情報化の中での医学環境のあり方の解明，生

命倫理等全人教育の探求を目標とする。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

医学部医学科を一般教育，基礎医学，臨床医学の３組織に分け，教養教育は，主として１，２

年次に行っているが，いわゆる模型と称して，外国人教師による英語IIL臨床医学系教授による

英語Ⅳなどは，３年次に実施している。また，臨床系講師によるカウンセリング心理学，一般教

育系助教授による，医療人類学，医学物理学，医療の法と倫理（６年次）なども行われ，全学的

な協力体制をとっている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

‘２６

教養教育の責任部局 部局名一般教育等

学部間の連絡・調整機関
機関名連絡委員会

責任者佐藤清昭，右藤文彦

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部 7９ 4,800時間

学部
教官

現貝

教養教育

担当教官
|内教養部から
i移行した教官

入学

定貝
備考

医学部

人
門

人
咀 人 人

病院３５



医系大学

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

教養教育の実施体制･組織の改善については，カリキュラム委員会，教授懇談会の検討を経て，

９月の教授会で承認を得る段階である。現行の人文社会科学，自然科学，保健体育を一まとめに

して総合科学とし，また，教養教育の必修科目の単位数を現行の79単位から，４９単位に減じ，残

りは選択必修科目，選択科目として，学生の関心に合わせて幅広く選択できるようにする。また

これに応じて，科目数を増やし，多人数の講義形式の教育形態から，少人数により演習形式，セ

ミナー方式の教育体制に重点を移す。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ｌ）一般教育科目：人文社会系の科目を添付の別紙のように細分して，選択の幅を広げた。

自然科学については，高等学校の現状を考慮し，自然科学入門を設けた。

２）外国語科目：ｌ年次の英語，英会話を必修科目とし，ドイツ語，フランス語，中国語の

中からｌ科目以上を選択必修とした。

３）保健体育は，実技の糸を選択として残し，体育講義は，専門科目の中で補えると考え，廃

止した。

４）総合コース：人文社会系の総合科目として，人間科学と医療を新設し，自然科学系では，

自然科学入門，外国語系では，言語学及び言語学演習を設けた。

５）基礎教育科目：基礎教育科目は，その内容がより具体的に理解できるようにした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

一貫教育については，基礎配属（フリークオター）制度に，一般教育系においても学生を受け

入れて指導をする体制を整え，新設の分子基礎医学には一般教育教官の一部も協力することにし

た。また，外国語を４年次まで履修可能にした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

高等学校からの学習状況をふまえ，自然科学入門を設けた。

＃２７

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

16人 1,376時間



５５滋賀医科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

幅広く深い教養を授け，総合的な判断力を培い，豊かな人間性を養う。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

学科目の教授６名（哲学，人文地理学，物理学，化学，生物学，数学各１名)，助教授６名（歴

史学，英語，ドイツ語各１名ほか)らで基礎学課程を組織し，入学後，１年９か月の教養教育(一

般教育等）を担当している。

ただし，基礎教育科目である「医学史医学概論」は専門課程（予防医学，泌尿器科学など）の

教授らが担当し，保健体育科目の講義（体育理論）は生理学の教授が分担している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

428

教養教育の責任部局 部局名医学部

学部間の連絡・調整機関
機関名教務委員会

責任者教務委員会委員長

(副学長：教育・研究・厚生補導担当）

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部

医学科

看護学科

０
４

８
３

※
皿

※

125

※医学科の専門教育は時間制であり，合計

4,800時間の授業時間数で合計33科目全て

必修である。



医系大学

３教官（専任舗師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

現在，教養教育の実施体制・組織等の改善を検討中である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

医学科においては，制度上，入学後の２年間は教養課程に相当する｢進学の課程」（基礎学課程）

に区分されており，その中で現在２年次に配当されている基礎教育科目の３年次以上への配当，

一般教育自然系科目と基礎医学科目の統合などについて，各課程レベルで検討されているところ

であるが，一部の変更が６年間のカリキュラム全体に影響を及ぼすため，具体的に改善するまで

には至っていない。

なお，特色として，

一般教育科目については殆どの科目を，ｌ年次～２年次前期を履修期間とし，多くの科目で

５０名単位の少数教育を行っている。また，「人文地理学｣においては年に３回程度の野外巡検を

実施し，地域の自然，歴史，文化等に対する理解を深めさせるなど特色ある教育展開を行って

いる。

外国語科目については，英語ゼミナール，ドイツ語ゼミナール(今年度は開講せず)，外国人

教師による英語実習を開講し，また，ＬＬ機器を利用し，より実践的な教育を行っている。

保健体育科目（講義，実技）については，専任の教官はいないが，数種目にグループ分けを

して４名の非常勤講師で実技指導をし，専門課程（基礎医学）の生理学の教授及びスポーツ医

学専攻の非常勤講師で講義を分担している。

基礎教育科目については，ｌ年次に必修科目として「医学史医学概論」を開講し専門課程専

任教授が担当しているが，この中で，今年度より早期体験学習を実施している。また，選択科

目として開講している「情報処理学」では，マルチ・メディアシステムを導入し，演習を積極

的に取り入れている。２年次には，「基礎生命科学｣，「臨床心理学｣，「応用電子工学｣等を履修

421

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

｢~~~●●句一一一一一一一一一

|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

医学部

人
乃

人
皿 人 人

160 医学部附属病院31人

その他 １ １ 名称（保健管理センター）

合計 7７ 2３ 160

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

53人 2,085時間



させており，このうち「基礎生命科学」においては，専門課程における学習に欠くことのでき

ない分野を物理学,化学,生物学の３教室の教官が有機的に関連づけながら分担講義している。

本年度開設の看護学科においては，看護の対象となる人間を理解する「総合人間科学」領域と

して一般教育科目を位置付け，新設に伴い，医学科で開設している一般教育科目に新たに｢芸術」

及び｢教育学」の２科目を加え，一般教育の充実を図り，さらに，「人間関係論｣，「コミュニケー

ション論｣，「情報処理学」などを総合科目の選択科目として設け，入学初年次に｢総合人間科学』

の分野の殆どの科目を配し，ゆとりと興味と意欲に応じて履修できるように選択科目を多くして

いる。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配悶について

医学科では，入学後の１年９か月は基礎学課程と称し，まず一般教育等の諸科目と，より直接

的に医学の基礎となる基礎教育科目を開設している。それから，専門課程に進むことになるが，

授業内容を次第に高度化して専門の教育に近づけるために，授業の一部を専門課程の教官が担当

したり，専門科目の一部を２年次後半から開始するなど，カリキュラムの有機的連係を図るため

の配慮がなされている。この教育システムは，－歩一歩を踏み固めながら前進する段階的６年一

貫教育であるということができる。

看護学科も，医学科と同様で，段階的４年一貫教育システムを採用し，一般教育科目等を総合

人間科学Ｉと総合人間科学Ⅱに分け，外国語以外はｌ年次で履修させることにしている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

人文科学，社会科学，外国語では，少人数教育，野外巡検，美術館見学，ＬＬ機器の活用など

に力を入れており，自然科学においては，実習を特に重視している。また，基礎教育科目の「医

学史医学概論」では１年次に早期体験学習を行うなど，学生の勉学意欲を高め，高校教育の繰り

返しにならないよう配慮している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

ア）カリキュラムの過密化を解消するため，100分授業を90分授業に変更することを検討中で

ある。

イ）外国語を，英語とその他の外国語とし，現在のドイツ語に加えて，新しくフランス語，中

国語などを開講することを検討中である。

ウ）医学科の保健体育科目を，看護学科同様，１年次の承必修とすることを検討中である。

エ）医学科の「医学史医学概論」を「医学史」と「医学概論」に分割し，「医学概論」の充実

を図ることを検討中である。

オ）人権教育，同和教育の強化，充実を検討中である。

６資料

「履修要項・講義概要」（医学科）

＃3０



医系大学

７０島根医科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学の学則第一条で，「医の倫理に徹し，かつ，科学的探求心に富む人材を養成するとともに，

医学水準及び地域医療の向上に寄与し，もって人類の福祉に貢献することを基本理念として教育

及び研究を行う」と述べられている。この学則に教養教育の教育理念が明確に表現されている。

｢医の倫理に徹し，かつ，科学的探求心に富む人材を養成する｣ためには，幅広く深い教養と総合

的な判断力を養い，豊かな人間性を酒養するような教育が実施されなければならない。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

一般教育科目等と専門教育科目の履修期間を明確に区分せず，６年間の一貫教育を実施してい

る。すなわち，ｌ年次では一般教育科目等が主であるが，２年次から専門教育科目の基礎医学を

組み入れる一方，外国語の教育については，２年次までの外国語科目のほかに基礎教育科目とし

て外書講読を３年次から５年次まで開講している。

一般教育科目等の教育・研究上の組織は学科目制である。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

4３１

教養教育の責任部局 部局名単科大学のため大学一本

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部 8７ 4,388時間 8７

4,388時間

専門教育は，時間制をとっている



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

カリキュラム検討部会を設置し，現在検討中である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

カリキュラム検討部会を設置し，下記のような方向で現在検討中である。

自らの教育理念に基づいた新しいカリキュラムの実現を図るため

（現行）（改革案）

一般教育科目

外国語科目総合人間科学
→ の２系列Iこする

保健体育科目総合自然科学

基礎教育科目

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

カリキュラム検討部会を設置し，現在検討中である。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

カリキュラム検討部会を設置し，現在検討中である。

(3)教養教育の改善結果の評価について

カリキュラム検討部会を設置し，現在検討中である。
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学部
教官

現負

教養教育

担当教官

内教養部から
移行した教官

入学

定貝
備考

医学部

人
的

人
Ⅲ 人

人
妬

医学部附属病院教官

現員２５人

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

24人 1,188時間



医系大学

７７香川医科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学の教育目標は，「医学部の教育において，将来，人間性と創造性の豊かな医師，医学研究者

及び社会医学の分野を通じて人類社会の発展に寄与し得る者となるために，卒業時において，少

なくとも三つの事項を修得又は体得していかなければならない｡」となっている。

教養教育では，この教育目標の基礎となる「教養教育の専門の学芸を教授し，知的道徳的及び

応用能力を展開させるとともに広く知識を授ける｡」ことを教育理念としている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学は，単科医科大学であるため，いわゆる「教養部」的な教養教育の組織は有していない。

教育体制としては，教官を教養的教官と医学専門教官に大別した実施体制を組織している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

4３３

教養教育の責任部局 部局名医学部

学部間の連絡・調整機関
機関名単科医科大学のため該当なし

責任者〃

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部 49単位

(74単位）

4.933ｈ

(4,470h）

49単位

4.933ｈ

専門教育は時間数



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

これまでの組織を改善（改正）することなく，これまで以上に教育目標に添った教育内容への

改正を行った。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

これまでの一般教育科目の内，物理・化学・生物を必修科目とし，その他を選択または自由科

目とし，学生の自主性・選択性を多く取り入れることにした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

本学では，大綱化とした改正以前から６年間の一貫教育を取り入れていたので，特別な配慮は

していない。

③高校からの学習状況を踏まえた対応

理科（物理・化学・生物）は，高校教育において選択科目となっているものの，医学教育では

さらに発展した教育となるので必修科目である。未履修者または不得意者の学習を補填するため

に，必修科目とは別にルピューコース（物理・化学・生物）各１単位，自由科目」として開講

することにした。

(3)教養教育の改善結果の評価について

カリキュラムを改正して期間が経過していないので，実施の効果は明らかでない。

４３４

学部
教官

現員

教養教育

担当教官
｜内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

医学部

人
ね

人
ｕ 人

０

人
弱

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

18人 621時間



医系大学

８０高知医科大学

回実施済（６年４月から）

□実施予定（７年４月から）

□検討中

大綱化に伴う教養教育の改善状況

騰麗:鱗lii鍋5劃

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

本学の最も大きな教育目標は，医の倫理を身につけ人間性豊かな医師を養成することである。

その目標を達成するには,幅広く且つ深い教養と高い知性が要求されるのは必須のことであり，

本学の教養教育はこの目標を達成することを理念としている。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学は，創設以来６年制一貫教育を行っている。組織上は医学部医学科のみであり，その中の

一部の教官が教養教育に当っている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

４３＞

教養教育の責任部局 部局名医学部医学科

学部間の連絡・調整機関
機関名副学長（教育研究等担当）

責任者瀬戸勝男

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部 (75）

4４

※時間

(4,370）

145 189

※従来の専門教育は

時間制のカリキュラム



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

本学は，組織上は医学部医学科の承である。

従来，カリキュラム上は一般教育と専門教育に分けていたが，「大綱化｣に伴い，カリキュラム

上も一般教育と専門教育との区別を廃止した。組織の改善は現在検討中である。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

イ）全学共通的な単位制の導入

ロ）選択科目，自由科目等の導入

′､）授業時間数の削減

二）放送大学を始め他大学との単位互換制度の導入

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

創設以来６年制一貫教育であったが，今回さらに充実させ，従来の学科目の教官と講座の教官

が協力して同一授業科目を担当するようにした。

例えば「生化学」は医化学講座の他，生物学，化学等学科目担当教官も担当している。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

高校卒業後，他大学を経て入学した学生については，入学前の単位も認定している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

新カリキュラムは,本年度から実施したため，まで実施の効果等のとりまとめは行っていない。

５自由意見

教養教育の重要な目的の１つには学生の人間味を深めることが上げられるが，従来の教養教育

担当教官は知識の切り売りが多く，その目的が必ずしも達成されていない。従って，真の教養教

育を達成してくれる人材の育成が望まれる。

436

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
|内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

医学部

人
ね

人
９

人

0

人
妬 (附属病院教官現員）

3５

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

35人 1,852時間



医系大学

８６佐賀医科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

大綱化に伴って，単科医科大学においては，特に知識偏重型の旧医学専門学校化あるいは看護

専門学校化が強くなる傾向が見られる。この傾向に歯止めを掛けるものとして教養教育は従来以

上に重要であり，その教育理念は，あくまでも学生の人間性の向上に資するものであるべきと考

える。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学は開講当初より，医学科は６年間の，看護学科は４年間の一貫教育のカリキュラムを実施

している。したがって，教養教育と専門教育はくさび型につながっている。医学科について言え

ば(看護学科は学年進行中)，教養教育は２年次で打ち切られるものではなく，語学教育は３年次

前期まで実施される一方で基礎医学教育（細胞生物学）などは２年次から開始され，教養教育と

専門教育は有機的につながっている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

4３７

教養教育の責任部局

学部間の連絡・調整機関

部局名

機関名

責任者

単科大学であるため責任部局はなく，学長,副学長(教
育等担当）の責任において実施。

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部医学科

医学部看護学科

7１

(77）

3７

4,576時間

106

7１

(77）

4,576時間

143



３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

本学は単科大学であり，教養教育を担当する教官も医学部に所属している。また，教養教育と

専門教育を喫形で編成し，６（４）年間一貫教育を実施している。

したがって，開学当初から教養教育だけのための独自の実施体制・組織はない。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

ア）毎年，「学習要項」（シラパス）を作成し，その都度すべての授業の内容（項目）等に検討

を加えている。また，これにより教官は相互に他の教官の授業内容を知り，重複を避け，科

目間の関連を密にしている。

イ）過密なカリキュラムを改善すること等の主旨から，平成３年度以降,次のとおり科目削減

または単位数の削減を行った。

驫』衛斗縮鰄
単位数の削減英語，独語

ウ）教養教育の改善が効果的に実行できるようチューター制度を設け，その充実を図ってい

る。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

開講当初から，一貫教育への配慮の上，カリキュラムが編成されている。即ち，人文・社会系

の分野も医学・看護学に密接に関係するので，専任教官（哲学・心理学・社会学）は，特にそこ

に焦点をあてて講義している。また，１年次学生には基礎実習の時間を設け，医学・看護学教育

に必須の基礎的技術の習得のための実習を行っている。この実習は共通科目の教官だけで行うの

ではなく専門教育科目担当の教官も加わる。また，医学科では統計学（数学ＩＤは必須科目であ

4３８

学部
教官

現員

教養教育 |内教養部から
担当教官|移行した教官

入学定員
備考

医学部

人
祀 人

1２

(内数）

人
0

人
155

(医学科９５）

(看護学科60）

附属病院教官現員３４

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

31人 882時間



医系大学

り，数理モデルの理解，応用ができるように数理科学及びコンピューター操作の必要性から情報

科学を選択科目（看護学科も同様）にしている。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

語学教育に関しては，基本的に高校での学習状況の差は殆ど存在しない。あるとすれば必実力

差厨のみといえる。生物学については，大学受験に際して生物学を選択しなかったものから生物

学系の大学院を修了したものまで入学している。このため生物学の概念をまとめることを強調し

た教育を行っている。化学については，大学の化学が退屈なものでなくするための努力をしてい

る。また，高校で化学未修得者には随時行う小テストで理解度をチェックしている。物理学につ

いては，精密な論理構成としての物理学の講義ではなく直感に訴え，身近な事象に例を求める工

夫により学生の興味を喚起している。

(3)教養教育の改善結果の評価について

６（４）年間の一貫教育の実施により次のような効果があった｡

ア）無駄のないカリキュラム編成ができた。

イ）一つの授業科目の履修が，次の授業科目の履修へとつながりができた。

５自由意見

欧米社会に比べて，より分業化した効率のよい専門家集団社会になった現代日本の風土が，最

近の教養教育軽視への見えざるよりどころとなっている。しかし，今後，高度成長期から成熟社

会に移行した場合，単なる専門家が重視されるであろうか。単科医科大学の学生は入学時から専

門志向が強く，その分一般教育に対する関心は低くなる。学生に教養教育の重要性を理解させ，

関心を向けさせるためには大学自身の努力・検討もさることながら，かつての旧制高等学校の教

官に見られたような教養教育担当の教官の個人的魅力によるところも大きいのではなかろうか。

４３９



９０大分医科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

教養教育は，人間形成上欠くことのできないものであり，専門教育と－体としている。全課程

にわたって混在した教養教育をめざす。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

医学科：

平成元年より３学期制を２学期制に変え，一般教育の期間を１年６ケ月に短縮，専門基

礎の充実を図るため医学教養科目を新規にとり入れた新カリキュラムを発足させた。

看護学科：

１－４年次までの模型をとっている。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

4`０

教養教育の責任部局 部局名副学長（教育担当）

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部医学科

医学部看護学科

6９

3２

4,798時間

100 132



医系大学

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

２教養教育の改善について

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

・外国人講師による外国語教育の充実。

・パソコンを用いた情報処理教育。

・医学概論は，広く学外の講師を迎えると同時に平成６年度からは，学外施設における介護

体験実習を開始。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

・化学・生物学において，専門教育科目との共同による授業を行っている。

・専門課程での医学英語などの教養科目を開設。

‘４Ｊ

学部
教官

現負

教養教育

担当教官
ｉ内教養部から
|移行した教官

入学

定負
備考

医学部
人

138

人
、 人 人

医学科9５

看護学科6０

附属病院教官９０

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

28人 712時間



９２宮崎医科大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

人文・社会・自然科学の分野から，幅広い知識・技術を身につけることにより，総合的かつ柔

軟な知性を持った人材を養成することを教養教育の理念とする。

この理念に近づくための教養教育は，様盈な分野から偏りなく知識が身につけられるように配

慮することが大切であると考える。また，高校教育と大学での専門教育との橋渡しとしての役目

も考慮すべきである。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

本学においては，開学時から６年一貫教育を実施してきた。また，大綱化に伴い，平成３年度

からカリキュラムの見直しを図り，平成４年度から下記のとおりカリキュラムの改正を行った。

ア）医学生としての自覚を早期に促し，勉学意欲の向上を図るため，医学の専門知識を早期に

習得させることとした。

イ）現行の一般教育科目等については,今後一般教育等の理念にも配慮しながら，医学教育を

行う上で基礎となる授業内容に重点を移した授業科目を開設することとし，その授業科目の

区分を「基礎教育科目」に統一し，すべて必修科目とした。

ウ）現行の専門教育科目を，「基礎医学科目｣，「臨床医学科目」に区分することとし本学で開

設する授業科目の区分は，「基礎教育科目｣，「基礎医学科目｣，「臨床医学科目｣の３区分とし

た。

エ）「基礎教育科目」の一部を３年次前期までとした。

オ）「基礎医学科目」の充実を図った゜

力）「臨床医学科目」の講義時間数の調整を図った。

442



医系大学

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官〈専任講師以上）及び学生の現状

４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

ア）現行の一般教育科目等については,今後一般教育等の理念にも配慮しながら，医学教育を

行う上で基礎となる授業内容に重点を移した授業科目を開設することとし，その授業科目の

区分を「基礎教育科目」に統一し，すべて必修科目とした。

イ）「基礎教育科目」の一部を３年次前期までとした。

(2)教養教育の改善状況と特色

①教養教育の改善状況と特色

一般教育科目は，今後一般教育等の理念にも配慮しながら，医学教育を行う上で基礎となる授

4４３

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

医学部

医学科

基礎教育

科目

8８

(72）

4,768時間

(4.968）

基礎医学

科目

1,920時間

(1.900）

臨床医学

科目

2,848時間

(3,068）

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
|移行した教官

入学

定員
備考

医学部

医学科

人
図

人
ｕ 人

０

人

100 2８

その他 １ 名称（保健管理センター）

合計 6５ 11 ０ 100

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

27人 418時間



業内容に重点を移した授業科目を開設することとし，その授業科目の区分を「基礎教育科目」に

統一し，専門教育との融合を試染た。また，語学教育は，国際化に対応できるようにSpeakingl

Hearingを中心に更に充実したものとした。さらに，医療情報学を新たに開設することでコンピ

ューターの操作を習得させ，社会的要請に応えるようにした。

②教養教育の改善状況と特色のうち，特に一貫教育への配慮について

基礎教育科目と専門教育との一貫性に配慮し，基礎教育科目のかなりの部分を専門教育のため

の基礎教育と位置付け，自然科学はもとより，人文・社会科学および語学の分野にも専門教育に

関連した科目を配し，専門教育との融合をはかり，大学６年間が￣貢教育となるように改善した。

さらに，早期医学教育の一環として，１年次には金曜日17時30分より翌朝８時30分まで附属病

院の各病棟に1名ずつ張りつけ，看護体験実習を実施した。また，２年次は夏季休業最後の３日

間を利用し，学外の特殊老人ホーム・痴呆老人ホームでの介護体験実習を実施することにした。

③高校からの学習状況を踏まえた対応について

高校の教育が大学入試に合わせた履修形態となり，大学で履修する科目を履修しないまま入学

する学生がいるため，授業のあり方について現在検討中である。

(3)教養教育の改善結果の評価について

現在，新カリキュラムが進行中であり，「基礎教育科目｣，「基礎医学科目｣，「臨床医学科目｣の

有機的な関連性を更に考慮して，カリキュラム全体の見直しを検討しているところである。

ｷﾞｲｨ



その他の大学

９４鹿屋体育大学

１教養教育の理念と実施体制

(1)教養教育の教育理念について

体育・スポーツ，レクリエーションに関する理論と実際を教授研究するにとどまることなく，

学生に学問を通じ広い知識を身に付けさせることによって自ら自主的・総合的に考える能力を養

うことにある。

(2)教養教育の実施体制について

①現在の教養教育の実施体制・組織等

自然科学分野については，発足当初から専門講座で実施しており，人文・社会分野は社会科学

講座で担当している。

②教養教育の責任体制

２教養教育の現状について

(2)卒業要件単位数

３教官（専任講師以上）及び学生の現状

４４＞

教養教育の責任部局
部局名社会文化学講座（人文・社会分野）

専門講座（自然科学分野）

学部間の連絡・調整機関
機関名

責任者

学部
卒業に必要な総単位数

教養教育 専門教育 合計
備考

体育学部 2７

(40）

9７

(96）

124

(136）

体育・スポーツ課程，武道課程

(体育・スポーツ課程，武道課程）

学部
教官

現負

教養教育

担当教官

|内教養部から
i移行した教官

入学

定負
備考

体育学部

人
駆

人
皿 人 人

１８０



４教養教育の改善について

(1)教養教育の実施体制・組織等の改正の要点

現在検討中

５自由意見

現在，検討している教育課程の考え方は次のとおりである。一般教育と専門教育に二分されな

い，４年間を通じた体系的なカリキュラムを編成し，全学的協力体制により教養教育を行う。

例えば，教養科目は体育およびスポーツを多面的に考察する内容を伴う授業科目を編成するな

どして，学生の資質向上を図り，併せて物事に対して主体的に対処する意欲並びに社会の変化に

即して自ら対応できる能力の向上を図る゜

‘4６

教養教育担当非常勤

講師の人数と総時間数

８人 600時間



教養教育に関する特別委員会委員名簿

(平成７年３月現在）

委員長

委負

坪井昭三（山形大学長）

平林眞（北見工業大学長）

小黒千足（富山大学長）

將積茂（愛知教育大学長）

岡市友利（香川大学長）

森野能昌（熊本大学長）

池田一（宮崎大学長）

石黒満（山形大学教授）

福田泰二（千葉大学教授）

小林啓二（東京大学教授）

夏目隆（神戸大学教授）

立田清期（九州大学教授）

〃

〃

〃

〃

〃

専門委員

〃

〃

〃

〃

山

-Ｊ
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